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主指導教官の溝上富夫先生には、ヒンディ一語ならびに南アジア諸言語につい
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副指導教官の近藤達夫先生には、言語学の御指導をいただいた。

副指導教官の高橋明先生には 、 ヒンディ一語の御指導をいただいた。

外国人教師の Dr. Arun Chaturvedi には 、 ネ イ ティブ ・ スピーカーとして 、 ヒ
ンディ 一語の御指導をいただいた。

また 、 昨年度定年退官を迎えられた 、 大阪外国語大学名誉教授である古賀勝郎先生には、

長きにわたり 、 現代ヒンディ一語および中期ヒンディ 一語について御教授いただいた。同

じく 、 昨年度で任期を終えられた前外国人教師である Dr. Ashwani Kumar Srivastava に
も 、 博士後期課程の 2 年問 、 ヒンディ 一語の御教示と共に 、 保々な言語資料も提供してい
ただいた。この他、 歴代の外国人教師の先生方にも、ヒ ンデ、ィ一語に関し大変御世話になっ
た。ここに、改めて感謝申し上げる次第である。

木論文は 、 諸先生方の御司iI 導によりに完成に至ったものである。 御司11導を活かすよう
努めたつもりであるが 、 不備 ， 誤り等があれば、 その責任は、 一切、 筆者に帰するもので
ある。



ヒ ンディ一語転写法
(The Translitcration of Characters in Hindi) 

以下に 、 ヒンディ一語の文字であるデーヴァナーガリ一文字 (Devαη iigarï) の転写法を

記す。 母音については、母子f単独の文字と 、 子背二に結合する際の文字を挙げておく 。 また 、

子音の文字には 、 デフォノレトの I ~}背 [a] を合むものとする 。 子音の 2 列 1- ' と 4 列目にみら

れる /h/は 、 有気音 [h ] を指す。

3干 a ~ f i 

司丁 「 a 言 r 1 

奇T ka をI

可 ca 'cf 

ど ta 吉

ぞ「 ta ~ 

可 pa q) 

母晋

~ 3 u 司王 c r 

否 。 百 司王 ε : 

子音

kha 打 ga 'tf 

cha ヨ干 Ja ミT

tha 吉 da 豆

tha ~ da 可

pha 可 ba ビ「

区別符号

亡:
司、、

ぞ
句、、

gha 吉

jha 3寸

dha 町

dha 守

bha 可

e 

al 

ポ「 γ 。

31T 斗 au 

na 

na 

na 

na 

ロla

| 気自音 [
l~ ha 1 

ア ヌス ヴ ァ ー ラ チャン ドラピン ド ワ グイ サノレガ

m2 &3 h 

刊 10 ~ha 1 布九|

l これは、しばしば/w/ [w J になる。 本論では、 一貫してjv/ と表記する。
2 この符号は、 上記『子音』の最後列にある鼻子音' Ìl ， ñ, l). , n , m を包括するものである。 ま た、 これは

鼻母音の符号も兼ねることもあるが、それは、鼻母音自体が母音+鼻子音で構成されているためである。 本

論文では、音声学的に鼻母音であっても、正書法に則り、この鼻子音符号を使用することを断っておく 。

3 この符号は、鼻母音を表わす。 (例 ã ， a, ù , �) 

4 この補足子音については、ヒンディ一語では、通常の子音 g と同じ発音になることが多いので、本論
文では区別しない。
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ヒンディ一語の翻字形態

本論文における、文字表記と発音が一致しないものについての 、 転写の|際の取り決めを、
以下に記す。

1 r語末の -a について J

。転写の際、 CV#/ CCV#/ CCCV# の時 、 語末の母音 -a は、発背上、熔ちる
ので転写しない。

。子音要素を持つ 4 -ya'J-v(w)a 》 等の半母音も同保に 、 語末の母音， -a 'は I伝写

しない。(例 manu~ya manu~y ， r匂trTya - r匂trTy)

1. 二音節詰

#CVCV# 型[第一母音が短母音]

(例: dama • dam , phira • phir , dhuna • dhun , r ina • nn 

taya • tay , siva • siv) 

# C V: C V #型[第一母音が長母音]

(例 : kama • kam 

2. =立川ー き五
. -ー日艮11 i1 口

khTra • khTr 

dhüma • dhüm 

meza 一今 立lez ， calna 一→ caln

moha • moh, mauna • maun 

raya • ray , jTva • jTv) 

#CVCVCV# 型[第一母音が短母音]

- 短母音から成る三音節語で、語末が -a の場合、 #CVCVCV# から #CVCVC#
になる。なお、第二音節も -a- の場合、第二母音にアクセントが来るので、第
一音節の -aー は保持される。

(例: kamala • kamal [kam�lJ 

~ahara →ねhar [f3h会r J

samaya • samay [sam疵]) 

・ 第二子音に -h- が入ると 、 第一，第二母音が変化する。

# C V: C V C V #型[第一母音が長:母音]
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(例 pa\'ana → pavan [p�:van]) 

# c v C V: C V #型[第二母音が長母音]

(例 : kamala • kamal [kAm�:l]) 

II í語末が長母音の際の語中の -a- について」

1. 二音節語

# c V C V: #型

- 語末が長母音の二音節語 #CVCV:# の場合、 第一音節の -a はシュワーには
ならない。

(例 : bhala • bhala , baje • baje) 

2. 三音節語ー

# c V c V C V: #型

- この場合は、 第二音節がシュワーになるので -a が欠落する。

(例 : pichala• pichla , pahala• pahla) 

# C V: C V C V: #型

- この場合も 、 第二音節がシュワーになるので -a が欠落する。

(例 nevala→ nevla ， kamana• karnna) 

なお 、 慣用的にインド式ロ ーマ字転写法によって転写される固有名詞等については、そ
のまま記述する 。
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略号

英語

Ablative 

Absolutive 

Accusativc 

Adjective 

Adver什巾biコ九ia叫1 Phrase j Eq午1山a叫len

Commcnt 

Copula 

Dative 

Ergative 

In五nitive

Instrumental 

Locative 

Locativc PostpositionjPreposition 

Jegative 

Jominativc 

g
c
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g
m

b
b
c
d
o
a

モ

f
s
)

〉

e
3

A

A

A

A

A

C

C

D

b

h

h

k

u

t

k

 

oun 

Object 

Oblique 
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Subject 

Theme 
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s 
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ヒンディー語の重層的統語構造



序論 ヒンディ一語-伝統文法から言語学的分析へ

Hindi というインドを代表するヒンディ一語は、円本語では、しばしば、ヒンズ一語も

しくはインド語と呼ばれる。 前者は Hindu というヒンズー教徒もしくはインド人からの

流用だが、実際の発音は [hindu: J であり [hindzu: / hinzu: J ではない。 現在でもヒンズ

一語と呼ばれることがあるが、正しくは、 言葉の場合は Hindi [ hindi: J であり、ヒンデ

ィ一、もしくは(言集であることを明推にして)ヒンディ一語となる。 後者のインド語と

いうのは、なんとも 11愛 l床な言葉である 。 というのは、インドには言語があまたあるからで

ある 。 公用語も以前の 16 から 18 に増えており、その中には、英国統治時代の名残で、

以前から英語も含まれているのである。 したがって、インド語といえばどれを指すか不明

確になるのである 。

公用語がし 1 くつもあるインドであるが、月IJ に一国に系統の全く違う 言語がひしめき合っ

ているわけではない。 日本に置き換えてみれば、東京弁，関西弁，鹿児島弁，琉球弁，東

北弁などの方言が 、 一国内に一言語として独立して存在するようなものである。 日本語の

方言に関しては、弁というだけあって話し言葉での差に限られる 。 書き言葉の方は、 幸い

なことに、現在では教育が統一され、標準日本語を共通語としており 、 今では出身が違う

と意志疎通ができない、もしくは意志疎通しにくいということはない。一方のインドは、

各々の言葉が専用の文字を持っていたり、文学作品を持っていることから話し言葉にとど

まらず、独立した一言語として昇格し易い傾向にある。

ただし、これは言語そのものの持つ要素で、あり、インドに公用語がたくさんあり 、 なお

増える傾向にあるのは、これとは男IJ に人種 ・ 宗教 ・ 政治等の要素が複雑に絡み合っている

ためである 。 このような特殊な要素が絡み合った言語事情を背景にしているので、ヒンデ

ィ一語自体、 公用語の 1 つであっても、国語としての地位を与えられているものではない。

しかし 、 ヒンディー話は、まぎれもなく北インドのリンガ ・ フランカであり 、 昨今の映像

メディアの普及も手伝って 、 現在では、 及ぼす影響はインド全域にわたるものと考えられ

る 。 実際、人口比率からみれば、話者の総数が世界第三位を誇る言語に数えられるぐらい

である。

このように 、 話者総数が世界的にも多いヒンディ一語は、インドの国語ではないにして

も、北インドのみならず、ほぼインド全域で通じる共通語としての地位があるわけである。

しかし、日本語の共通語である標準日本語のように 、 標準ヒンディ一語を統一 して教育し
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ていないこともあり、 --I~ でヒンディ一語 と いっても指しノ戸す実体は傑々である 。 狭義で

は、汁者f~のデリー)1司辺で話されているカリー ・ ボーリ一方式が母体となったものを桁す。

広義には、周辺の万 戸干 も含む。 デカン高原を中心に、以北の地域がヒンディ一語[劃である

が、東部ヒンディ一語ノ7言 (Awadhï ， Baghell , Chattisgarh ï 等。 総称、: P�rv� Hirpd�) , 

阿部ヒンディ一語方言 (Braj bhã弱， Kannaujï , Burpdelï 等。 総称: Pascim� Hirpdl) , r'阿

部ヒ ンディ一語力青 (総称 : Dakkhin� Himdl) ，北部(高地)ヒンディ一語万言 (総称:

Pahãrï)の他、南西部のラージャスターン什|で話される諸方言 (Jaypurï , Mãrwãrï 等。

総称 :R忌jasthãnï) ，反対の南東部のビハーノレ州で話される諸方言 (Bhojpurï ， Maithilï 等。

総称 : Bihãrï ) 等が含まれる。 これらの中にも、実際は方言 レベルのものから、 一言語と

してみることのできるものと保々である。 また、元々同じ言語から枝分かれしたその他の

缶詰とも言語接触をし、ピジンと化すものまで現われている。

このように、地域的には広い使用域を持つヒンディ一語ではあるが、それだ、けバリエー

ションも豊富であり、その中で、国語としての地位がない標準語の(狭義の)ヒンディ一

語は、規範文法を記述することを第一義とする傾向にあり、インド本国の文法家である

K緡t縣ras綸 Guru, Kisor��s Vãjpeyï による文法書は、伝統文法の流れを汲んだ規範

文法の側面が強く、他の文法書も、『標準ヒンディ一語1 ~理想的なヒンディ一語1 ~正

しいヒンディ一語』という名で、半ば教育的配慮、の上に書かれたものが多い。 しかし、こ

れは我々の国語文法によく似たものであり、母語話者を対象にした書かれ方をしている。

例えば、円本語では口語において「して ・ いる J を縮約して「してる J というが、正式に

は「している」であるという説明が上記の規範文法の呈するものである。 さらに、これら

に対し進行や完了を表わすという説明がなされると 、 母語として使い勝手を知っている者

にとっては、その使い方を確固たるものにするだけなので問題ない。 では 、 母語としない

者に対してはどうか。 例えば、日本語の@J詞の『て』形+iし\る J が進行もしくは完了の

意味を表わすという具合に、セットでおぼえてしまうとしよう 。 言語能力を高める、すな

わち読解する場合には、これで何も問題はない。 その動詞複合形式を元に、進行や完了の

意味に訳せばよいからである。 問題は、 言語運用能力を高める、すなわちその語を使って

文を生成する場合である 。 それぞれがセットになると、あるいは共通項があるものも、個々

の語の持つ本来の意味は無視され、 抽象的な進行 ・ 完了としづ概念を指標にして文を作り

出す可能性が高くなる 。 例えば、英語の進行形 ' be + '"'-' ing ' および受身‘be +p .p. 3 は、

χ+α ， χ +ß と論理的に置き換えて考えてみる。 実際、意味がそれぞれ違うのは、 α (未
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元[)および ß (ン己了)の作用によるもので、共通項の χ ではない。 この共通項 χ は iよi に

存在を表わしているだけである。 χ+α は、未完了の状態にいることが転じて進行の意味

に使月j されているのであって、 χ+α だから進行の意になるのではなしいのだが 、 これを

セットにした形式だけをおぼえやすいため 、 語に当たる χ ， α ， ß の例々の木米の意味が

たおざりになるわけである 。

f上話ならば、これらの論間構造を無意識で宵得しているので、(故意の場合は|徐いて)

使い誤ることはない。 しかし、母語としない者にとっては、 まずは、語の持つ本来の意味

を理解した上で、 論理形式を明確にし、そこから生成される意味に至るまでを理解する必

要があるのである。

もちろん、 規範文法の中にも 、 教育的配慮に関係なく、記述文法として書かれているも

のもある。現代ヒンディ一語を文法書としてまとめた S.H .Kellog ( 1875 ) の Grammarof

Hindi Languaglθ がそれである。外国人によるものなので、 かなり客観的記述になってい

るのだが、やはり 、 言語を線状に促えたもので、サンスクリット文法を母体にした伝統文

法の区分けを軸にし、語の並びによる一次元で記述したものとなっている。したがって、

背後にある論理という奥わニきを持った二次元 ， 三次元の深さには至らない。その理由は、

先も述べたように 、 母語であればこれらはすでに取得済みのものであり 、 敢えて意識化す

る必要はない。また、言語能力に重点を置いた外国語学習の言語記述ならば、そもそも一

次元， 三次元の軸、つまり論理規則という奥行きは必要とされないのである。

従来の構造言語学においては、 文法は記号(語)の体系であるとされていた。つまり、

語の形態に着目したものであり 、 単語の列に よ り線を成す統語論に止まる一次元的なもの

である。後にこの構造言語学に対，1侍した N.Chomsky は 、 文法は言語能力を記述し 、 それ

は規則の体系であると唱えている。言語を表層構造 (Surface Structure ) と深層構造 (Deep

Structure ) に分け 、 奥行きをみようとしたわけである。コンビュータを例に取ると 、 表

層がソフト ・ ウェアであり 、 深層が背後で表層の事物を動かすフ。ログラミング言語である

ともいえ よ う。筆者が意図する論理形式(層)もまた、 語を動かすためのフ。ログラミング

壬語に近いものと考えていただきたい。

本論文は、このプログラミング言語にも似た論理形式の層を解明しながら 、 ヒンディ一

語の文法を客観的に記述することを試みたものである。ここでは「層J がテーマになるが、

l 現に、英語の親類語に当たるドイツ語には、進行を表わす動詞の複合形式はなく、進行の意に対して
も現在単純形を使用する。 ドイツ人は英語が達者だといわれるが、この複合形に対しては、よく間違う
ようである。
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先の表層 ・ 深層の 「層 」 と全 く 同じではない。 実際、この 「層 J という 亘-葉は、分野を問

わず多岐にわたって使用されているものであるロ 元々この 戸言葉 rJ 体第一義で『重なること 。

重なり 。 』を表わすが、これに対応する英語をみると、 c layer, stratum 'の て誌がある。

後有ーの‘ stratum 'は、 1 1 本語で肴えば地質学で用いられる「地層J を指すものであり、

前者の c layer ' ( < ‘ lay ')が、「積み ， 重ねJ という多岐にわたって使川可能え

般的語棄である。

先の N.Chomsky を開祖とする変形生成文法の中でも、統語構造を表層構造， 深層榊造

の 2 つに分け、構造の分析対象にしてきている。 しかしながら、層という用語は，1 木語訳

に際して、表層 ・ 深層情造を て項対立 1'1句に捉えた場合に、 「表 」 と 「深 J が階層的に位問

するものと捉えられた結果、発生した層という対立概念である。 実際、表層に充てられて

いる C surface 'は表面という意味で使用される 。 この 「表面」 に対し、 「深面」という

対話が円本語にはない。 つまり 、 これは 、 C layer, stra tum 'を訳したものではなく 、

概念流用である 。

このように 、 ヒエラルキーの関係にあるものを「重層(的) J と呼ぶことが多いが、 言

語に対してこれを当てはめやすいのは、歴史的な言語変化を研究する通時研究である。 歴

史的に変化してきた言語の青韻や形態を堆積してきた地層にならい模したものとして考え

ることができる 。

共時研究ではどうか。 地域言語学においては、 C.Masica ( 1991 ) が、この『層Jl (layer) 

という 言葉をすでに使用している。 氏は、 南アジアの諸言語において格標示に使用される

3 つの形態、屈折語尾 ， 後置詞，さらには後置詞と他の語の複合形をそれぞれ、 Layer 1 , 

Layer rr , Layer m とい う ば分けをしている。 つまり 、 氏は、形態レベルで、 南アジアの

諸言語の中でみられる絡標示の層を示しているのである。 押し広げていうならば、 形態と

いう層においてさらに層が細分化されているわけである。

本論文では、 語を操作する論理形式という層に焦点を当てて 、 一見 、 語のストリングに

もみえる統語構造を分析し、 機能(文法関係)の重層性を解明してし 1 く 。 第 1 章で、品詞

を定義し、ヒンディ一語の構造的な特徴を捉えながら 、 分析に必要な概念および単文のパ

ターンを設定する。 第 2 章から具体的な例を挙げながら 、 単文 ， 名詞修飾構造，複文のJ I慣

に統語構造を観察してし 1 く 。

ここまでが、本論文における前半である。 以下後半では、 1tlJ詞を大きく取り上げ、第 5

章，第 6 章3 第 7 章では、述語複合についてその統語構造および文法関係の重層性を観察 ・
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分析する 。 また、第 8 章では、接辞を持つヒンディ一語の使役と、同じく使役の接砕を持

つ 11 本語の使役を、統語構造分析に基づ、き、論埋展開の共通性を探る 。 次の第 9 章では、

円lï章までの文文法の枠をj怯え、談話文法に関連する文要素が成す談話層について、ヒンデ

ィ一括の談話文法要素を挙げながら、特に話題となる与格後置詞のことについて議論する。

第 10 章では、総論として 、 本論文の最大のテーマである統語構造の重層性について、観

察された層を具体的に述べる。

f_tお、ノド論文では、例文および脚注を論文全体で通し番号にせず、章ごとに打ってある。

各イダl口cを参照の |擦は 、 章を明記することにする。
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第 1 章分析の前提

1. 1 品詞

社i文を作る |際、すなわち命題を叙述する際に必必、要 と する Jι山IJほI

形符討，動詞，後置詞，接続詞がそれである。 このうち、名詞，形作詞3 動詞は文にはな

ら なくても、各々が独立 した意味を持ち合わせている語であり、単体で表現できるので、

自由形式となる。 この 3 つが文生成の必要条件となる要素である。

後置詞(語)1慎類型によ っ ては前置詞)は、 JJ参着要素の強し\言語に見られる品詞である。

これは、通常、 格標示 としづ文法機能を負っており、名詞に付加され名詞句を成してはじ

めて表現できるので、拘束形式である。 日本語では格助詞，国IJ助詞がこれに相当する 。 接

続詞は、語と語，句と句，文と文を並列関係もしくは従属関係の元に置き、互いをつなぐ

ものである。 語， 句 p 文を複合するものなので、単文生成には必ずしも必要としないが、

語や句を、手間を省きコ ンパクトに言いまとめるためや、複文を構成する際に必要となる 。

円木語には、後続助詞がある。

ところで、自由形式の名詞，形容詞，動詞には、下位範曙化できる品詞がある。 名詞に

ついては人称代名詞や疑問代名詞などの代名詞である。 これは文字通り名詞に代替される

要素である。 動詞には助動詞という、 IJJ詞なしでは表現できない半ば拘束形式化 した品詞

がある。

一般に普及している副詞としづ品詞があるが、これらの構成成分は、 往々にして名詞や

形容詞を核にし、 後置詞か形態素である接辞を付加するものである。 場合によっては、後

置詞がゼロになること も ある 。 すなわち、副詞というのは、上記の品詞のように実体が明

らかなものではなく、語と語もしくは形態素を組み合わせたもので、 文をオプションとし

て修飾する修飾語もしくは修飾句のことを指している。

1'1 詞 >
代名詞(人称代名詞， 不定代名詞， 疑問代名詞， 数量代名詞など)
副詞 (名詞 十後置詞 ， 名詞+ゼロ後置詞， 名詞+接辞)

形容詞 > 副詞 (形容詞十接辞，形容詞の斜格形， 形容詞の直格形)

助動詞

副詞 (未完了分詞， 完了分詞の斜格形)
動詞 > 

例えば、「ところで」 という場合、 「 ところ J は名詞でそれに格助詞である「で」が付い

て修飾句を形成する 。 ヒンディー語も同じように ， azad� se ' r 自由に J という場合

6 



メtl 詞‘ ãzãdl ' r 白 I _ I ~ J に後置詞《 se ' を付加した形で修飾する。 和語の「ゆっくり J

も「ゆっくりする J ， rゆっくり行く」のように動詞を修飾するということで、副詞と考えら

れるが 、 「ゆっくりでいいね。 J ， I ゆっくりにしたら。」 のように「で」や「にJ の格助詞

を伴うので、本来名詞であり 、 格助詞がゼロの場合、 「ゆっくり J という形で、 修飾語的

に使用されるのである 。 このように、いわゆる副詞と呼ばれるものは、 形態 ・ 統語の点か

らみれば、 語に別の文法要素が付加されるか、語自体が屈折しているかのどちらかで、文

全体においてはオプションの修飾語もしくは修飾句を形成する。したがって、本論文では

語として確立した品詞とは認定せず、それぞれの品詞の枠組み内で処理する。

実際、 下位範11薦にある品詞は言語によりさまぎまである。本論文では、 必要に応じて当

言語と日本語との対照分析も行 う。そのため 、 各言語に特有の品詞は折に触れ設定する。

では、 次節から 、 本論文で吸う言語の品詞を概観する。

1. 1. 1 名詞

以下に 、 単独名詞を表にして挙げる 。

|庄中各形

~ 単数 複数

b緲 [髪 ; 単数] b緲 : [髪 ; 複数]

男性名詞 bet� : [息子 ; 単数] bete : [息子 ; 複数]

pr勾: [命; 複数扱い]

pustak : [本 ， 単数] pustakerp_ : [本， 複数]
女性名詞

betl : [娘 ， 単数] betiyã品: [娘 ; 複数]

ヒ ンディ一語には名詞に性と数の区別がある。 しかしながら 、 性の形態上の区別は大体

のものはあっても 、 ロシア詩などにみられる語末音韻は性区別の弁別素性にはならない。

語棄の出自について五及すると、ヒンディ一語における語棄の出自の系統は、 大まかに 2

つに分かれる。 1 つはヒンディ一語の祖語に当たるサンスクリット系と 、 もう 1 つは歴史

的な背景により 入ってきたベルシャ語やアラ ビア語からの外来語系である。それぞれ、別

の文法体系を持った言語の語棄が入 り乱れた結果、 語末音韻とい う単純な手がかりでは収
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拾がつかなくなったものと推察される。 l

数の形態ヒの区別は、語尼屈折もしくは複数の接尾辞付加でその違いを明らかにする。

形態上の区別のない男性名詞で子育語尾の， b緲 ' í 髪 J 、語尾屈折を起こす男性名詞

, -� '語尾の， bet� ' í 息子」 、 そして、女性名詞の‘ -Ï '語尾の場合とそれ以外の

語尾の接辞ノ々ターンを代表例として挙げてある。 また 、 名詞全体の数としては若下である

が、常に複数扱いされるものとして男性名詞， pr句 ， í命 J を例に挙げた。

なお、定性 (definiteness ) ・ 不定性 (indefiniteness ) については、ヒンディ一語では、

シンハラ語のようにそれらを示す接辞付加はなく、また英語のような定冠詞 ・ 不定冠制も

ない。 名詞自体が同時に漠然とした不定性を具現しているのである。

また 、 昨今、性を持たない英語から語葉を l愉人することが多くなっているヒンディ一語

では、その輸入した語の性を 2 つの条件により認定する 。 [ Kail必carpdra Bhatiy� 

(1967) ] 1 つは音韻によるものである。 先にも若干述べたが、往々にして 6 -I' 語尾

の名詞は友性名詞であることが多いので、 英語の， company "‘ taxi " ' diary , 

のように‘ -Ï '語尾で終わるものは、女性名詞として組み込まれる。もう 1 つの条件は

意味である。語の所記 ( signifié) に相当する事物もしくは概念がヒンディ一語内にも語

葉として存在していれば、その語の性を継承する 。 例えば、‘ book " ( congress " 

speed 'などの語-棄は、それらに当たる名詞 ( pustak / kit綯 " ( sabh� ' 

gati , raft縒 ' (すべて友性名詞)がヒンディ一語に存在しているので、自動的に性を

継承し 、 女性名詞として使用される 。 また、‘ ・ing ，の付いた動名詞もまた、友性名討

とされる。 [Vï. R�. Jagann縟han (1981) ]それに関連して、動詞の語幹がそのまま名詞

になっているもの(( samajhn� ' í動詞 : 理解する J > ‘ samajh ' í女性名詞 :理解J ，

socn� ' í動詞 : 考える J > ‘ soc ' í女性名詞 : 考え J , ( pakarn� ' í動詞 :捕まえ

る J > ‘ pakar ' í女'性名詞寸前獲J など)の性を継承し 、 英語の動詞(( start " ( press ' , 

demand 'など)を名詞として使用する 。

この 2 つの条件の優先順位は、 場合に応じて入れ替わる。新しい語棄が入る時、 概念が

作わない状態で音声や文字などの能記を先に受信すれば、 音韻条件が先に適合されるのは

いうまでもない。 しかし、能記と所記が同H寺に認識された場合、ヒ ンディ一語側の所記を

l この現象はちょうど日本語の大和ことばと漢語の区別が、ものによっては現代詩では徐々にし難くな
ってきているのに似ている。また、語嚢だけ輸入し、それに輸入相手の言葉の文法を適応し 、 独自の形
態素を付加するようになると、山白は分かっていても、外来語という意識は薄まり、出自も知らない人
は平気で自分のところの文法体系に組み込むため、さらに複雑化してしまったものと考えられる。

8 



検索し、それに相~する能記の性その他の情報を継承 し、ヒンディ一語内に適応するので

ある。

もう l つ、形態の上で、大きな特徴がある。 それは、直格 (Direct Case , Dir) と斜棉

(Oblique Case , Obl)の区別である 。 これは、インド ・ ヨーロッパ諾における、主本各，

呼格，対絡とそれ以外の絡(道具格，与格，奪棉等)を区別する枠組みだが、ヒンディ一

語においては 、 どの格標示であれ、後置詞を付ける場合の形態と付けない場合の形態が違

うだけなので、 分かり易く後置詞格と呼んでもよいであろう 。 したがって、本論文では、

必要な場合は斜絡を後置詞栴と読み替えることにする。 参考までに、先の名詞を斜格、つ

まり後置詞格にしたものを以下に挙げる。 例では後置詞には与絡の， ko 'を使用する 。

斜格形(後置詞絡形)

ト~ 単数 複数

b緲 ko [髪 ， 単数] b緲orp ko : [髪;複数]

男性名詞 bete ko : [息子;単数] betorp ko : [息子 ; 複数]

pr匂orp ko : [命 ， 複数扱い]

pustak ko ・[木;単数] pustakorp ko : [木 ; 複数]
女性名詞

bet� ko : [娘，単数] betiyorp ko [娘，複数]

表を見比べて分かるように 、 変化するのは、 単数の場合、‘ -ã '語尾の男性名詞のみ

で、技りは変化しない。 2 例には挙げてないが 、 6 4 ' 語尾の女性名詞も変化しない。

複数の場合は、基本的に‘ -orp ，語尾をイ、J-加する 。 母音語尾のものは、語尾の母音を外

して‘ -orp ，語尾をイ、j

l.l.l.1 代名詞

ここでは、名詞に代替される代名詞を概観する 。 代名詞の種類として人称， 不定代名詞，

疑問代名詞 ・ 指示代名詞 ・ 関係詞 ， 数量代名詞を挙げる 。 数と定 ・ 不定の要素は、談話文

2 例外として親族名称の -ã 語尾で終わるもの(例， d�d� ) I父方の祖父 J) n縅� ) I母方の
祖父 J ) や‘ rãjã ) I王様」 は不変化である。 -ã 語尾で終わる固有名詞も固定したものなので、変
化させる必要はない。
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法の視点から分析する|療に必要になる要素なので、特にた!日分化して記述する 。

1.1.1.1.1 人称代名詞

ヒンディ一語の人称代名詞は、単数 ・ 複数の違いのみで、性による区別はない。 実際の

性の|正月リは基本的に動詞が負うが、それでも、動詞が他動詞になると過去形には能格性が

働くので、未来形，現在形にしか明示されない。 以下にヒンディ一語の人称代名詞を挙げ

る

l立格剖

------- 単数 複数

1 人称 ロ1aI口1 ham 
2 人称 t� tum寸, ap 

3 人称
(近称) (遠称) (近称) I (遠称)

yah vah ye ve 

斜格型

------- 単数 複数

1 人称 mujh ham 
2 人称 tujh tum(tumh), 縣 

3 人称
(近称) (遠称)

IS US in(inh) I un(unh) 

まず、直格型について説明するが、 2 人称複数には、 2 つの語がある 。 ， tum 'は「君」

と日本語で!呼べるような間柄の相手に使用し、， 縣 ，はそれほど親しくない相手に使用

する。 ‘ tü 'は、， tum '以上に親しい間柄の相手に使用される。また 、 その逆で相手

をののしる時にも使用される。 3 人材、は、発話者に近いところにいる第三者を近称の代名

詞で、反対に発話者に速いところにいる第三者を遠称の代名詞で使い分けるD これらの斜

格形も表に挙げたが、 一人称上手数の場合、 2 つ存伝する 。 基木的には、 ' m吋h 'が斜格

形であるが、能絡の後置詞(l.l.4 後置詞を参照。 )が付くときだけは、 直格のままであ

る

ここで、使用法について若干説明する 。 ヒンディ一語の 1 人称， 2 人称複数形を単数使

用することがしばしばあり 、 それは 、 尊敬，丁寧等々の働きを持つものであるとされる。

これにはいろいろな俗説もあるが、 1 人称の場合は、日本語でもたとえ自分が言う場合で
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あっても、複数意識が働いた場合は、 「わたしたち J や 「われわれ」 という具合に使川す

ることは多々ある。

もっ とも問題にされるのは 2 人称複数形の単数使用である。 これは、インド ・ ヨーロ ツ

パ語族のラテン系，ゲ、ルマン系，スラブ系の言諾に見られ、通常、対象人物との心理的な

距離が反映される 。 場合によってさまぎまだが、迂言的に尊敬を表したり、丁寧さを表し

たりする。

ヒンディ一語の 3 人材:は、指示代名詞(後述)と 一致する。 u 本語でも指示代名詞を人

称代名詞として使用されているのが観察される。 例えば「あれは背から気の強い子であっ

た。 J がそうである。 しかし、現代語としてはあまり使用されない。

----------
単数 複数

1 人称 わたし わたしたち/わたしら
2 人称 あなた あなたたち/あなたら

男性 女性 男性 女性
3 人材、

かれ かのじよ
かれら かのじよら

かれたち かのじょたち

円木語は人称代名詞の多い言語といわれるが、ここではその巾でも標準語とされるもの

を挙げている 。 複数は勝清語尾「ら/たち」である。 ヒンディ一語の 3 人称代名詞は指

不代名詞と 一致するが、口木語の指示代名詞「これ/それ/あれJ と人称代名詞「かれ/

かのじよ J は、現代語では独立した語となっている。 3

1.1.1.1.2 不定代名詞

次に、不定代名詞の例を挙げる。 先に挙げた単独名詞の漠然性とは違い、さまざまな不

定の，意味合いを持った代名詞群である。 代名詞も名詞と同じく斜格を持つが、まずはデフ

ォルトの直格で例を挙げる 。

3 それでも語の出自としては相関性があるものと推察される。 実際、古語では「あの人」を「かの人」
と言っていた。 音韻的には ' k ' の脱落したものと考えられる。 「かれJ > í あれJ ， íかのおんなJ > í か
のじよ(彼女) J の公式は考えられる。 その「かれ」が 3 人称 ・ 男性 ・ 単数を表すものとなり、指示代名
詞機能を「あれJ に譲ったという仮説が成り立つ。
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"川作目

少し

kuch 

ヒンディ一語では、人に対する 「だ、れかJ と物に対する「なにかJ は 、 同じ‘ koï ' 

という語で表わす。 この代名詞の斜格形は， kis� 'である 。 次の欄の ε kuch 'は、漠

然とした少量もしくは少数を、それに対して多量もしくは多数を表わすのが、 最後の欄に

掲載した， bahut 'である 。 これらには、形手手詞 rí句に名詞を修飾する機能もある 。 代名

詞の名詞修飾機能を持つものを、属格型とし、以下に掲載する。

属格型

どれかの

ko� 

少しの

kuch 

たくさんの

bahut4 

し 1 くつかの

ka� 

先の 3 つについては、|立構型と形態が同じである 。 属格型の最終欄に挙げた‘ kaï ' 

は、不定の個数を意味する 。 これは代名詞としても使用されるが、‘ kaï log , í数人 J ，

‘ kaï bar ' í数回」のように、名詞を修飾するが多いので、ここで掲載した。これ以外

でも、ほぼ属格(すなわち形符詞的なもの)専用のものとして、‘ sab ' íすべての」や

‘ düsra / aur ' í別の(他の) J 等もあ る 。

このような属絡機能を持つ代名詞を形容詞的に名詞に修飾させると、以下のようになる。

名詞の例として、， pustak( erp) , í本J を使用する。

〔単数〕

[何らかの]

ko� pustak 

、K

]

k

凶

ハ
ノ

a
s

u
k

t

u

 

f
h
L
a

隠

P
A

V

+
し

1
L

べ

凶
P

北

す

p
d
ゆ

「
|
』

F
ι
r
A
3
A

a
a
p
u
 

唱h

可h
p

[別の]

d�r� pustak 
anya pustak 

??anyatar pustak 

[どれかの]

ko� ek pustak 
ko�-s� pustak 

??anyatam pust叫t

〔復数〕

ko� pustakerp sab pustakerp 
kuch pustakerp5 

ka� pustakerp 

d�r� pustakerp 
anya pustakerp 

1 これ以外にも、多量 ・ 多数を表わすものとして、‘ adhik '‘ anek ) ' zyãdã ) がある。ま た、
こ の ‘ bahut )に接辞‘ -sã ' í のような」を付加した、‘ bahut-sã )という複合形のものもある。

5 ‘ kuch 'に‘ ek )を十f加した， kuch ek ) (‘ kuchek ))という形もある 。
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ダIJ8 が、「本」としづ集合から、任意のもの(単数であれ複数であれ)を指す表現に

なる。て列 11 が、「木」としづ集合全体を指す表現になる。単数名詞に使用される， har ' 

は、 1 1 本語の「それぞれの，おのおののJ (漢詩では「毎」や「各J) という意味から、集

合全体を指すものとなる。それに対して、復数名詞に使用される， sab 'は、日本語の

「すべてのJ に当たる、集合全体を指すものになる。三列目は、任怠の本以外の木を指す

場合の不定代名詞群である。 ここでは、先に挙げた‘ d�rﾏ ' í別の(他の) J と共に、

同義の， anya 'も掲載した。 最終ヂ11 は、任意の本のうちのどれか 1 つを指す場合の表

現であり、 一列目の， kOl 'と， ek ' � 1 J もしくは接辞‘ -sa ' íのようなJ を複合

して使用する 。

fÌお、[別の]の可l に挙げた ζ anyatar 'と[どれかの]の , anyatam ' (' anya ' 

に比較級の接辞‘ -tar "最上級の接待《ーtam 'を付加したもの)は、サンスクリッ

トからの借用語葉G である 。 この 2 つは辞書には局載されているが、現代ではあまり使わ

れないようである 。 また、この数量に関連してもう 1 つ、少量もしくは少数を表わす形容

詞‘ kam ' があるが、， kam pustakerp. ，のように、名詞を修飾することがあまりな

し 10

1.1.1.1.3 疑問代名詞・指示代名詞・関係詞

日本語と同様、「だれ， なに，いつ ， どこ ， どう， どうして J のような疑問代名詞をこ

こで挙げておく 。 これらの疑問代名詞に対し 、 形態的に関連する指示代名詞， 関係詞を平

行して挙げる 。 ~l 本語の指示代名詞「これ3 それ，あれJ は 3 項だが、ヒンディ一語は 2

項しかない。 2 項のうち相対的に近いものを指す場合を近称詞，遠いものを指す場合を遠

称詞と呼ぶ。 7

6 ヒンディ一語学ではタトサマ語葉 (tatsam ) と呼ばれる 。 原義は「そのままのもの」で、概して初
期インド ・ アーリア諸語、ヒンディ一語の場合は特にサンスクリッ卜からの借用語を示す。これに対し、
タドパヴァ語葉(tadbhava ) は、「それが起源のものJ で 、 元の形から音韻変化を起こしたものを指す。

7 ヒ ンデ ィ一語のこ のダイク シス (直示)は 、 2 項しかない。 これは、通常、話し手を基点とした対象
の遠近を表すものだが、会話等のやりとりでは、聞き手が基点になる場合も出てくる 。 その場合、話し
手と聞き手の 2 つの基点が同時に存在することになり、さらに対象までの遠近がそれぞれ生じるため、
ダイクシスの当てはめ方が複雑化する。
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直格T巳

---------
だれ なに どれ

疑問詞 kaun ky� kaun-s忌

近称詞 yah yah yah 

遠存J~詞 vah vah vah 

関係詞 JO JO JO 

ここに挙げた直棉砲の近称詞，遠称詞が指示代名詞となる。 ヒンディ一語では、人に対

する疑問詞「だれ」と物に対する疑問詞「なにJ には異なる語があるが、それに応答する

指示代名詞として、これらの近称詞，遠称詞を使用する。 人を表す場合の日本語の「彼J ，

「彼女」は説明上便宜的な使用であり、実際はタγ クシスに当たる言語形式「これJ ， í あ

れJ で照応しているわけである 。 8

また、これらは、後述の関係節，同格節の相関砕として使用される 。 択一の「どれJ は

語ではなく、最前列の‘ kaun 'に「のようなj という意味を持つ接辞‘ -sã 'を複

合した形となっている 。

次は上記の語の属格型を概観する 。 属絡は名詞を形容間的に修飾するものである 。

属格型(名詞修飾語型)

~ だれの なんの
どの どんな どれだけの

単数 複数 単数 複数

疑問詞 kis k� kin k� kis k� ! kin k� kaun-s� kais忌 kitn� 

近称詞 is k� in k忌 is ka ! in k� alsa itn� 

遠称詞 us k� ; un ka us k忌 ! un k� vaisã, tais�9 utn� 

関係詞 jis 10 k忌 jin k� jis k� i jin k� Jalsa jitn� 

属格は日本語も絡助詞「のJ を使用し複合形で表すが、ヒ ンディ一語も同じである。し

かし、英語の， who 'は， whose 'という属格形を保持しており、‘ what 'は名詞

に直接属格としてかかる 。 ヒンディ一語では、最後列から二番円の「どんなJ と最後列の

「どれだ、けの」のみが一語の形容詞として独立している。 このうち最後列の「どれだけの」

8 日本語の[彼J ， r彼女 J (おそらく英語の伝統文法の， he ‘ she 'に当てたものからのメタ言
語化と思われる。 )でこ のダイクシスを説明すると、日本語の用法まで持ちこむことになる。 日本語の「彼J ，
「彼女」は、基木的にその場にいない第三者を表す場合に使用する。 しかしながら、ヒンディ一語のこ
のダイクシスは、遠近を軸にしているだけなので、第三者の存在の有無には左右されない。 説明の際は、

その点に注意する必要がある。

9 サンスクリットの‘ tat 'に端を発するダイクシス(直示)を含むこの形は、現代ではイディオム
化した句に使われる。

10 これは、関係詞‘ jo 'の斜格形(後置詞格)である。
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は「どれだけ 3 これだけ，それだけ，あれだけJ という漠然とした量を表わす名詞として

も使用される。「 どの 」 については、先の直棉型で述べたように、接待‘ -sa ' は、 「 の

ようなJ に当たり、形容詞変化する 。 先の直格型の「どれ」 は、これを名詞的に使川した

ものである 。

斜格名詞~(文修ílfjî 話坐)

----------
どこ いつ なぜ どのように どちらに

疑問詞 kahã品 kab kyorp kaise kidhar 

近称詞 yahã品 ab yorp alse idhar 

遠称詞 vahãlも tab vorp, tyorp vaise , taise udhar 

関係詞 jahã品 jab JYorp .]alse jidhar 

この欄に挙げたのはいわゆる副詞で処理される疑問代名詞とそれに関連する指示代名詞

である。 すべて後置詞がゼロ格の斜格名詞となっている。

1.1.1.1.4 数量代名詞

1. 1. 1. 1. 4. 1 基数詞と序数詞

基数詞 ・ 序数詞に関しては、 1 から 5 までを例に挙げる 。

1 

ek 

pahal� -a 

)
-
r
 

2

一ホ
一一
山

一
A
U

3 

t� 

t�r� 

4 5 

pamc 

pamcvam 

car 

cauth� 

序数詞の 5 以降は基数詞に序数詞の接辞‘ -vã品 3 を付加する生産的な形ばかりなの

で、ここでは省略する。

この基数詞，序数詞は形容詞的に名詞にかかる機能を持つ。 例として 1 と 2 を挙げて

おく 。

[基数詞]
[序数詞] 1 

2 

単数

ek pustak 

pahl� pustak 

d�r� pustak 
m
m

・

-
e
e
 

m
引
胃K
'
K

引

a

忍

-
-
K

社
計

料
m
V
2

山
山

」
庄
一計

P
P

4
供

h

u

--

-l

P
A
J
u
r
 

‘r
L

円b

o
a

一U

3
α
D
A

市

d
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j長数言liJ の 11 1 には、 'IlT川1'1句になったためか、復数であるはずなのに もはや複数形でなく巾

数形をJ11 いる l孟l定例がある。 例え tJ ， ' c縒 din k� zindag� ) � 4 FJ の命(=侍命) J の

‘ din )は、本来、複数斜絡‘ dinorp )となるはずのところが単数のままである。

序数詞の 2 は、 í 2 番 11 の J としづ意味と「他の，別の J という意味がある。後者が副次

的に生成された意味のようである。

1. 1. 1. 1. 4. 2 集合数詞

次に数字を使った集合数討の例を挙げる。 形態は基数詞の複数 ・ 斜格形である。

[集合数詞]

donorp pustakerp: 2 n日の本(まるごと)

t�orp pustakerp: 3 I lIlの本(まるごと)

c縒orp pustakerp : 4 冊の本(まるごと)

pã品corp pustakerp : 5 冊の木(まるごと)

chahom 具体例なし

s縟orp vacan : 7 つの結婚の誓い

縟horp pahar: 8 ノ ぞノ\ノレ (= 24時間)

dasom di鈎: 10の方向

2 から 10 までの集合数詞で、 6 の具体例および集合数詞 9 の形式そのものが今のとこ

ろ見つかっていない。 実際、この巾でよく耳にするのは 2 から 5 までである 。 7) 8) 10 

はあまり耳にはしないが、慣月]七J と化した詩句には現在でも使用されている。

次は十の位より上の集合数詞である。

20 
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形の上では基数詞に 《ーorp ) 語尾11 の付加 という 、 上に挙げたものと変わりないが、

これらには集合的な意味よりも 、 その位に応じた数(日本語の数百， 数千， 数万等々)を

表わしている 。

11 先に述べたが、この接尾梓は名詞の複数 ・ 斜侍語尾でもある。
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1. 1. 2 形容詞

先の名詞の下位範|鳴にある代名詞群には、名詞を修飾するための属棉変化を持つものも

あり、また、名詞を l立1~イ125飾しているものあったが、それらはあくまで代名詞に名詞を{I~

飾する川法があるというだけであり、純粋な形蒋詞とはいえない。 ここで挙げる形祭詞は、

それらとは違って形容詞以外には分類できないもので、 往々にして叙述的なものである。

muskil pustak :難 しし\

asl1 qabr 本物の官
sarm�l lark� : 恥ずかしがりやの少女

galat jav綯 : 間違った答え

ヒンディ一語の形容詞の中で( -� '語尾のものは、基本的に被修飾語である名詞の性 ・

数 ・ 格に応じて屈折する 。 しかし、アラビア ・ ペルシャ出自の形符詞(例 :‘ zyãdã " 

‘ barhiyã " ( zirpd� ')は、( -� ' 語尾でも変化しない。 ただし、出 自をもはや意

識しない人々は、変化させることもある口

1. 1. 3 動詞

1. 1. 3. 1 自動詞，他動詞の定義と類型

ここでは、本稿での文法体系の枠組みを説明する。まずは、木論文での自動詞，他動詞

の区別を以下に挙げる。

[自動詞]

体 1 つあれば実現できる行為を示す。

[他動詞]

少なくとも 1 つの対象 (Object) を要求する 。 それがないと実現不可能である。

以上の区別を現実世界に鑑みた言語上の公理として分析する。この枠組みは公理として

設定するため、自動詞，他~J詞区別の術として一般に行われる能動態から受動態への変形

等の統語処理には依存しない。

これらを公理として設定する理由は、歴史言語学上の伝統文法の枠組みと共時的研究の

上での枠組みとの矛盾回避にある。一般的に自動詞であると考えられている「行く」とい
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う動詞は、ラテン語 . ~l代ギリシャ語 ・ サンスクリット詣では、 I j 的地を表す名詞の絡が

対格になるため他動計jであると考えられているが、これは事象の叙述(すなわち命題の部

分)の ljl で、目的語が長J-格をとることが往々にして他動詞に多いからである。 これを来ilrC

に適応すると 、 たとえば、 日本語の「橋を渡る J ， í道を歩く J ， í空を飛ぶ」等々、 明 らか

に自動詞と考えられる動討が一般に対俸といわれる「をJ 絡要求するという理由から 、 他

動討である(もしくは元は他動詞だ、った)ということになる。 H 本語の場合、 目的地 (も

しくは移動の対象)を 「 を J 絡で標示する向動詞が比較的多いので、 日本語の動詞はヒン

ディ一語学よりかなり議論されている。日本語学者の鈴木 ( 1972 ) は 、 í~ を』絡の白弱j

詞と組み合わされる動詞で、も 、 『を』が山発点や人， ものがうつりうごく場所を表す場令

には、その動詞は他動詞ではなく、移動を示す自動詞である。 J と述べており 、他動詞疋

義を直俵受動文が生成可能なものとしている三上 ( 1972 ) は 、 その í í空ガ飛バレタ J と

いう表現を認める人は「ヲ飛ブJ を他動詞とされたらよかろう。」と述べている。[角田

1990 : 68 -69 J 他動詞認定する手法はさておき 、 日本語でこれらの動詞が一概に他動詞

とは認定されていないのは共通である 。

μ 本語の「を」格を取る向 gvJ詞について議論するのが本論文の目的ではないのでここま

でにしておくとして 、 このように表面的な格標示に依拠した自動詞，他動詞の区別からは

普遍性が生まれない。 現に日本語の場合「を」格を取るから他動詞で、あるとは言えないし 、

かといって「を」格を取る自動詞であると断言するにはそれ相応の論証がなくては、 一応

の納得も得られない。ヒンディ一語についても 、 対格を要求するから他動詞であるとは7

えない。少なくとも 、 共時研究のそれと通時研究のそれとは必ずしも一致しなし \からであ

る。 1 2

統語的な文法関係 (すなわち日本語の「空」の文法関係。ここでは移動の対象)と表層

および深層の栴標示(すなわち「を」格)の区別なしに 、 伝統文法の枠組みをそのまま継

12 筆者の推察するところでは、ヒンディ一語の伝統文法での用語と日本語の対訳がニュアンスのずれ
を起こしているのではないか。 日本語の自動詞に対応する， akarmak kriy� 'は原義が「目的語のな
い動詞J であり、他動詞の， sakarrnak kriy� 'は「目的語付きの動詞」である。 その目的語が往々に
して対格を取る すなわち、伝統文法では目的語が付くか否かの形を基本にして動詞の定義をしている
のである。ところが、日本語の自動詞，他動詞は文字どおり「自ずと動く動詞J と「他を必要とする動
3司」というにとどまっており 、 あくまで動詞本来の大概念的なもので、目的語の有無まで細かく定義し
ていない。 合理的に形式上で区別している伝統文法と大概念で抽象的に区別している日本語とでは、ニ
ュアンスの差が出て当然であるし、まかり間違えば共時的対照研究の弊害になる。本稿では後者の大概
念、の枠組みに従う 。 というのは 、 前者の場合、 個別言語内での文法関係と格標示の統一に落ち着いてし
まうからである。文法関係と格標示の方法は言語によって変わってくるので、 通言語的な普遍性追求に
は不都合だからである。
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ポし、円動詞，他動向の区月IJの指標にするのは、共時的研究の上では混乱の元になるので、

木稿では上記したように、大概念的な公理として扱う 。 13

これらを前提に、ここからヒンディ一語の自動詞，他動詞の形態を観察する。 ヒンディ

ー詰の動詞にイ、f く接辞には、， ι' と《ーvã- 'がある 。 これらを付加した場合、ある

穐の派生形が生じる 。 この 2 つのうち、後者が伎役接梓になる 。 接辞を付けた場合の意味

により、使役 1，使役 2 とも呼ばれるが、これは他動詞に付加される場合に限られる。 日

木語では古くには使役接辞がし\くつか存ィ生した。 「すJ ， r さす J , r しむ J ， rせるん 「させ

る J 等である 。 後昨「しむJ は、おそらく現代語ではほとんど使うことはないであろう 。

しかし、その他は使用可能である 。 例えば、「泣く (I~) >泣かす，泣かせる J ， r流れる

(自) >流さす，流させる J ， I食べる(他) >食べさす，食べさせる J ， I書く(他) > 

かす，喜かせる J ， I飲む(他) >飲ます，飲ませる J のように、「す/さす」と「せる/

させる」が、動詞の活用により相補分布的に現われる。 以下に、これらをまとめて表に挙

げる 。

一一一一一 自動詞 イ也動詞 ーす ーさす -せる ーさせる

行く(五段) 行く や 行かす c:� 行かせる φ 

来る(カ変) 来る ゆ φ 来さす ゆ 来させる

なる なる φ ならす φ ならせる φ 

泣く(五段) 泣く φ 泣かす 泣かせる φ 

切れる(五段) 切れる 切る 切らす 切らせる ゆ

流れる(一段) 流れる 流す φ 流れさす φ 流れさせる

破れる(一段) 破れる 破る φ 破れさす φ 破れさせる

書く(五段) φ 書く 書かす φ 書かせる 書かさせる

飲む(五段) φ 飲む 飲ます や 飲ませる 飲まさせる

食べる(一段) φ 食べる 中 食べさす φ 食べさせる

|する(サ変) ゆ する さす ゆ させる φ 

日本語の接辞には、受身 ・ 尊敬 ・ 可能 ・ 自発を表わす 1-れる/ーられる J ，使役を表

わす 1-せる/ーさせる 」 がある。一万のヒンディ一語は、使役の僚辞はあるが、受身は

動詞の完了形と‘ jãnã ' r行く J を複合して表わす。

以下に向動詞派生のものと他動向派生のもの、さらには自動詞，他動詞を両方持つもの

1:1 問題は自動詞がなぜ対格をとるかであるが、これについては Halliday(1967 a , b)などが議論してい
る Transitivity についてまず議論する必要があるので、ここではそこまで踏み込まないでおく。
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の例を挙げる。この白:WJ詞，他動計lを両方持つもの、すなわち白動詞，他動詞の対応を持

つものには、互いが異形のものと同形のものがある。その他の音韻変化，音韻交替の詳細

は省略する。

一一----
[=j 動詞 他I1J詞 一ι J安辞形 -vã- 接昨形

行く Jana 中 ゆ ゆ

なる hon� 。 φ ゆ

走る daurn� 中 daur縅� daurv縅� 

逃げる bh緘n� 中 bhag縅� bhagv縅� 

作られる bann� φ ban縅� banvãn忌

助かる bacn忌 ゆ bac忌nã bacvãn忌

する φ karn� karã一 na一 ({行) karv縅� 

百つ ゆ kahn� kah(al)縅� kah(al)v縅� 

書く φ likhn� likh縅� likhv縅� 

食べる ゆ kh縅� khil縅� khilv縅� 

与える φ den� dil縅� dilv縅� 

取る φ len� つ liv縅� 

投げる φ pherplくnã phirpk縅� phirpkv縅� 

話す ゆ boln� bul縅� bulv縅� 

死ぬ ロlarna ロlarna ロlaraー naー(俗) 口larvana

降りる utarn� ut縒n� utar縅� utarv縅� 

開く khuln� kholn� khul縅� khulv縅� 

忘れる bhUln忌 bhUln忌 bhul縅� bhulv縅� 

変わる badaln� badaln� badal縅� badalv縅� 

勝つ
L__  

j�n� j�n� jit(l)縅� jitv縅� 

自動詞に‘ -a ' 接辞を付加すると他動詞化され、 他動詞に( -� '接辞を付加すると、

ヒンディ一語学でいわれる使役 1 になる。

上に挙げた例のうち、意味変化を起こしているものが多々ある。 まず、派生形を持たな

い白動詞について代表例を挙げる。「行く J に使役接辞を付加した「行か+せる」は、ヒ

ンディ一語では、 おそらく音韻の関係で生成できない。 したがって 、 意味からの補充形「送

る J が使用され、「人をどこかへ送る J = í人をどこかへ行かせる J という具合に意味転

換させて使用する 。

ヒンディ一語の動詞についてもう 1 つ特記しておくべきことは、他I)J詞が過去形の場合

に能格性を構びてくることである。 その場合、 能格の後置詞( l.l. 4 後置詞の節を参照)

を付けた能絡構文になる。 しかし、先に挙げた例のうち、‘ boln忌 'は、行為者に能格後

置詞を付けないので自動詞とされていた。しかし、実際には、 特に口語表現において能格

後置詞を付けることが多い。この動詞は、 変化形に焦点を当てると 、 自他対応型の「開く J
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, khuln� > kholn� > khulãn忌 > khulv忌nã 'と同じ型である 。 《犬bulnã 'という

形こそ今のところ存花しないが、本籍自体は他動詞であったものと推察される。 そのため、

現代の円語表現において、円動詞怠識から他動詞意識へ変わりつつあり、 吾葉の隠れが観

察されるのであろう。 14

1. 1. 3. 2 ヒンディー語の動詞体系および時制・相・法

動詞の形態には文を終わらせることのできる定形と文を終わらせることのできない非定

形が存在する 。 ヒ ンディ一語では、前者は単純未来形，単純過去形および命令形で、後者

は語幹(語恨Ftこ同じ) ，未完了分詞 (F+ ‘ -tã / -t� / -te '))完了分詞 (F+ ‘ー(y)忌

/ -� / -e / -i rp '))不定詞 (F+ ‘ -nã / -n� / -ne ')である 。 日本語の定形は 、 現

在H寺制の「走る J か過去時制の「主ったJ および命令形であり、非定形は、 動詞や形符詞

と J妥続する連用形「走り」か過去H寺制の「走ったJ を、動詞や形容詞と接続するために連

用形にした「て」形や仮定形(し 1わゆる「ばJ 形と「たら」形等)がある。 この他にも Il

本語には否定や推量の助言lを付加するための未然形，仮定を表わす己然形，名詞を修飾す

る時の連体形(例えば í ~~)j く 1-jIJ )が存在する。

時制(tense) に目を移すと、ヒンディ一語の一般動詞には未来時制 3 過去時制を表わ

す単純形があるが、現在時制については、 「未完了分詞+コピュラ現住形J としづ複合形

に依存しており 、 単純形は存在しない。 15 日本語の場合は 、 現在時制と過去時制しか単

純形は存証しない。 しかし 、 例えば、本来、 現在時制である「動く J の形態が、未来を表

わすのにも使用できる 。 ヒンディ一語は、現在時制に用いられる複合形が、(近し\)未来

を表わすのにも使用されることもある。 また 、 現代日本語での現在時制を表わす形式とし

て、ヒ ンディ一語と同じ「動いて(-て形)+いる(コヒ。ュラ動詞) J のような複合形も

ある 。 (後節で詳しく述べる 。 )

中日 ( aspect) については、 未完了分詞と完了分詞の形態が持つ不完了相と完了相を挙げ

14 このような、自動詞から他動詞へ、他動詞から自動詞への意識の推移は、自動詞，他動詞が同形で
ある動詞を多く持つ言語(たとえば英語)にみられる現象である。
15 現代標準ヒ ンディ 一語の母体であるカリー ・ ボーリ一方言と共に、西部ヒンディ一語方言を代表す
るプラジ ・ バーシャ一方言、これはヒンディ一語の後期古典文学に使用されているが、そこにおいても、
すでに、未完了形+コピュラ動詞の複合形が現在時制を示すために使われている。ヒンディ一語の出自
はプラークリットであるが、卑語であったプラークリッ卜に対する雅語として同時期に存在 したサンス
クリットの段階では、現在時制を表す単純形が存在した。したがって、プラークリットの段階では単純
形が存在したものと推察されるが、実際、いつから複合形に依存し始めたのか不明である。
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ることができる。伝統文法的な手法で、動詞の意味するところを考えれば、継続相 3 手?慣杯!

などを設けることができるが、あくまで形態の点から分析を行う本論文では、形態が持つ

不完了性 ・ 完了性のみを設ける口ヒンディ一語では、現在時制を í/任完了分詞十コピュラ

現在)1ラ J の被合形で代j刊することは先に述べた通りであるが、「完了分詞+コピュラ却J討J

の複合形も含めて、これらがなぜ継続，宵憤等の意味を持ってくるかをここで説明する。

以ドに、コピュラ動詞と複合した未完了分詞，完了分詞の例を挙げる。

( 1) 

(2) 

(3) 

vah har roz g緤d緤 

彼毎日外大

j�t� hai. 

行く一未完了 コピュラー現在

「彼は毎日外大に行っている。 J

vah har roz g緤d緤 j縟� th�. 

彼毎日 外大 行く一未完了 コピュラ一過去

「彼は毎日外大に行っていた。 J

vah har roz g緤d�i j�t� hog�. 

彼毎日 外大 行く一未完了 コピュラ一未来

「彼は毎日外大に行っているだろう。」

(1) , (2) をまず説明する。「行く」の未完了分詞が示すのは、「行く J としづ行為の

不完了性である。その行為が不完了の状態にある、そして、九、る/ある J をコピュラが

反映し 、 「現在もしくは過去において 、 そのような状態である/あった」ということを / 1 、

しているのである。( 3 )は、コピュラ動詞が未来形になっている例である。その場合は、

「不完了の状態にいる/あるだろう」としづ意味になる。これらをみても分かるように

ヒンディ一語では、コピュラ動詞のみが現在 ・ 過去 ・ 未来の 3 つの時制を持つo 現在時制

を表わす複合形は、実際は、「不完了の状態にいる/ある」ことを示しているだけで、単

純形が存在しなくなった現在、 コピュラ動詞の時制に依存して現在時制を表わしているに

過ぎないのである 。

この「不完了の状態にいる/ある j という複合形式が、文脈によるタイムスパンの長さ

で、「習慣」となる。しかし、あくまで使用法上の一義的な意味である。多くは、「毎日，

最近，ここのところ，今，前は，去年は」等々の斜絡名詞句(一般にいう高1]詞)と共起す

る 。
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もう l つの動計l形態で、ある完 f分詞とコピュラを組み合わせた場合、「行く」という行

為を完 f したものと認識するので、生成する意味が変わる。「行ったJ という行為が完

したことが、コピュラ動詞の「し 1 る/ある」で「存在する/した」ことを示すのである。

(4) vah ab g緤d緤 gay� hai. 

彼 今 外大 行く一完了 コピュラー現在

「彼は今、外大に行っている。 J

(5) vah us samay g緤d緤 gay� th�. 

彼 その 時 外大 行く一完了コピュラ一過去

「彼はその時、外大に行っていた。 J

一方の円木語はどうか。現代 Il 本語では「し 1る/ある」に連結する非定形の動詞形態は

「て」形しかない。 16 したがって、不完了 ・ 完了を区別するそれぞれの形態はなく、ど

ちらの相も同じ形で表わすことになる。

ここで共起している斜格名詞句は、「今，その時J であるが、このような共起する斜格

名詞句を、どの形態を取るかの指標とすることも時には可能だが、対応が必ずしも一定し

ないので、絶対的な指標とはならない。日本語の「て J 形と「し\る/ある」は、不完 I • 

完了どちらの場合にも使用するからである。

すなわち、日本語では、この形態が投射する時間的なI隔が広いのである。例えば、「行

っている J は 、 「現在習慣のように行っている J (現在不完了) 17 , í行ってそこに今存任

している J (現在完了)の 2 つの場合に使用される。同様に;、「行っていたJ も「過去の時

点で習慣のように行っていた J (過去不完了)， í行ってそこに過去の時点で存在してい

た J (過去完了)の 2 つの場合に使用される。ちなみに、進行相と呼ばれるものも 、 日

語では基本的に「走っている」のように「て」形に「し 1る/ある J 動詞を複合させて表わ

す。 18 ヒンディ一語では、この進行相と呼ばれるものには、これとは違う別の複合形式

lG }j言レベル(中園地方や九州北部辺り)であれば、例えば、「し_] (< rする J) + rおる/いる J と
いう、動詞の連用形にコピュラ動詞が接続する形が残っている。

17 先のノ7言内であれば、「習慣として行っている/いた」場合には、未完了行為として認識するので、
「行きおる/行っておる J (しばしば同化して「行きよる/行っとる_])になる。しかし、同時に「てJ
形の「行っておる J (しばしば「行っとる J) も使用されることがある。

同じく方言レベルでは、「走りおる J になる。英語の進行形， be 動詞+ -ing ，も、コピュラ動詞+
未完了分詞と考えることができる。 しかし、英語は現在日寺制の単純形を持っているため、習慣等の現住
時制は単純形で、表わし、この複合形の)]は、進行中の事象もしくは近未来の事象を表わすものに限定し
てイ吏用している 。
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があるが、これについては、第 7 章で観察する。

文生成の段階でもっとも直接なことは、「行く J という行為が不完了であるか完了であ

るかと、その行為が未来に存症したのか、現在に存症したのか、過去にイ7イピしたのかを認

識することである 。 動計!の形態が示すメカニズムを理解すれば、共起するこ義的な斜棉名

詞は、おのずと選択されるのである 。 文脈によって流動す‘る継続，習慣という意味を前面

に出し過ぎると、学習者は H 本語のその意味だけを汲み取る傾向にあるので、返って文脈

にそぐわない文を生成し易くなることを付け加えておく 。

後に、法 (mood) については、動詞の形態として存在する直説法 (indicative mood) , 

命令法 (imperative mood) ，仮定法19 (subjunctive mood) を設定する 。

t1J詞の形態に昼づき、これらの時fl1 IJ ，相，法をパラダイムにして、章末に一柄して掲載

するので、随時参照されたい。

1. 1. 4 後置詞

日本語では「が，を ， に ， から，の 3 で，へ，まで」を格助詞と呼ぶが、ヒンディ一語

では後置詞と呼ばれる 。 人称代名詞や指示代名詞の与格屈折，属格屈折を除いて、名詞の

屈折により格変化を表わすことがほとんどなくなった代わりに、後置詞が発達し、現在で

は、日本語に勝るとも劣らないぐらいの後置詞が観察される。 以下に、これらの後置詞を

U 本語と対応させて概観する 。

名詞 ぷヌ± ヒンディ一語 日本語
形態

直格
主格 ゆ カミ

対格 ゅ (しばしば ko ) ナピ

道具格 se , ne (能格専用) で

与格 ko 

斜桝
奪イ名 se から

属絡 k� じっ

位置格 merp ; par ，ゆ 、- ，

終点格 tak まで

格のうち主格，対格には、後置詞による格標示はない。 無標の場合、ゼロ格になる。 た

だし、 11 的語となる対絡にはしばしば与格の後置詞がイ、y く 。 (この機能の議論については
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後章 lこ譲る。)この 2 つが，tl絡の名詞形態のものである。道具栴以降、名詞形態が斜絡に

たる。

ヒンディ一語では、道具絡と奪格には同じ後置詞を使用する。 IJ 本訴のかでは、与栴と

位置絡が共に「にJ になる。 11 本語の絡日)j詞「に J の定義については、『存在し、動作し、

作用する点を、 H寺問的 ・ 空間 MJ ・ 心理的に 「そこ」と 指定するのが原義で、動作 ・ 作用の

及び清く物 ・ 事 ・ 人を指定する。のち、下に来る語が存在など静的な怠味の場合に用い、

動作 ・ 作JT] など動的な怠l床の場合には「でJ を JTJ し\るように分れる。~ [広梓苑第四版]と

いうことである。 したがって、日 本語の 「に」 格は、原義からすれば、物理的であれ心思

的であれ位置を確定する絡助詞であり 、 与格に当たる「私にくれる，あなたにあげる J の

受益者 ・ 受動者の場合も原理としては位置を示すのである。一方、ヒンディ一語の与格

, ko 'は、受益者 ・ 受動者に付与される格であるが、対格にも付与されることがある。

(これについては、第 9 章で議論する。)また 、 円木詰ーの位置を表わす「にJ 格に関連し

て 、 先にヒンディ一語の位置格について説明するが、ヒン、デ、ィ一語の位置格には、 後置詞

が 3 つある。， merp ，は I_"___' の巾で ， ~の中にJ という位置感覚を表わし 、 ‘ par 'は

I _"___' にくっついて，~の上に」という 俵触や付着を表わす。もう l つ、位置格にはののゼ

ロ格がある。このゼロ絡の場合、 I1 本語の「へ」に相当し 、 一点を示す位置格から分化し、

一点 |伺の移動を伴う方向絡となる 。

属格「の」に当たるヒンディ一語は， k� )である。 後続の名詞にの性 ・ 数に一致し、

, ke ' (男性複数形または斜絡形) , k� ) (女性単数および複数形または斜格形)に変

化する。

また、 l.l. 3 で述べたが 、 ヒンディ一語では、能格構文の場合、 動作主が能格になり、

能格の後置詞‘ ne )がイ、I く。サンスクリットの道具格‘ -ena ' 語尾が音位転換した

上、能格として独立したもの [Kisor吋ぉ Vãjpeyï (1957) ]という説を支持し 、 ここでは

道具絡に記載した。もう 1 つ 、 ヒンディ一語では、 I_"___' から. .. までJ という始点と終点を

表わす場合、始点に奪格の， se 'を使い、終点には、 ， tak ) を使うため 、 終点格を設

定する。

19 接続法に同じで、基本的に従属節内に現われる形。

25 



1. 1. 5 接続詞

接続詞は 2 つのタイプに分煩される。 1 つは等位接続詞、もう 1 つは従属接続詞であ

る 。 以下に、ヒンディ一語の接続詞を挙げる。

等位接続詞 | 
aur~tathã~evarp I 
yã~ath吋~ki I 
par ~lekiνmagar ~ pararptνl仰tu I 

一一一一一一 従属J安続詞

「も し J agar~yadi 

「けれども J yadyapi 

「だから」 islie~ atah~ so 

「なぜなら J kyorpki~ cu品ki

「とし\うこと J ki 

「のように j 町lano

ここで挙げた接続詞は、単純形のものである。 複合形には( 1.1.1.1. 3 疑問代名詞を

参照)関係詞やその相関辞を使った ζ jaise ki' í のように J ， ‘ vaise to' í けれども J ，

, vaise h� ' íそのように」などがあるが 、 同格節を導く同格接続詞 ， ki 'や談話文法

機能を負った， to " ‘ hï ' との複合は、純粋に接続詞であるとはいえないので、この

範曙には准げないでおく 。 (木論文ではこれらを小言司として扱う。)

上の表をみても分かるが、ヒンディ一語では、 他の接続詞に比べ、 逆接接続詞の種類が

多く存在する 。 それぞれ 、 アラビア ・ ペルシャ語出自の ， lekin " ペルシャ語出 自の

, magar "サンスク リ ット出自の ‘ kirptu ， pararptu " プラークリッ ト 出自と推察

される ， par 'というよ具合で、出自が違う 。 使用はその場面により異なるが 、 話し 一

葉では g par ' や‘ lekin 'が比較的使用される 。 文語には 、 サンスクリット出自の

kirptu , pararptu ' も使用される。ベルシャ語出自の ‘ magar ' は、ウルドワ一語

に多く使用される 。

1.2 ヒンディ一語の構造的特徴

l. 2. 1 語順

Greenberg の語) 1慎類型に従うと、ヒンディ一語は根木的には sov 言語に属する。 但し 、
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関係、制 も し くは 1111絡接続制を使)f]する |探には、 SOV の O に村l関砕を用い、補完部も し く

は付加部を 文後 )Jに配 i置す る 。 相関昨が消失することも多々あるので、見かけがみ~*の

SOV とは児なり、 SVO のようになることもある 。

1. 2. 2 文法関係と格標不

文型を設定するにあたって、本論文で使用する文法関係とその概念、を説明する。 S ， O ，

V は周知 lのごとくそれぞれ、主語 (Subject) ， I~I 的語 (Object) ，動詞 (Verb ) である 。

また 、 述語としての働きを持つ場合の名詞 ， )形容詞を特に述語名詞 (Predicate Noun, 

PredN) ，述語形容詞 (Predicate Adjective , PredA) とする 。 もう 1 つ、当言語は Copula

(繋辞)を持つ。 この山白である動詞‘ honã 'は本動詞の倒jきをする場合と文末の終

助詞のような働きをする場合があるので、後者の場合を特に Copula ( Cop ) とする 。 こ

のコピュラは終助詞的な機能と共に時制 、 すなわち、未来 ・ 現在 ・過去を表す機能も持つD

日本語学宵の方で、円本訴の 「ですJ がコピュラ ‘ honã 'や英語の ‘ be '苦手J詞に相

当すると考えられるためか、初期段階で外国人が日本語で犯す誤りの中に「忙 しい+でし

た J というのがある 。 これは終助詞「ですJ に時制標示したもので、 「学生+です/でし

たJ や「学生+だ、/だ、った」のように 、 日本語では述語名詞の場合のみ終助詞が時制表示

機能を持つのを 、 述語品詞とは無関係にコピュラに時制表示をする言語の規則を過剰適応

したものである。 間違し 1はともかく、インド人が日本語を学習する際、日本語の言語形式

を母語の品詞や文法関係 3 その格標示に無意識であれ、 論理的に当てはめて考えているこ

とは、事実である 。

では、 ヒンディ一語の事象を述べる命題に現われる文法関係を 、 その格標示と共に公式

化する。 まずは、なじみの深い英語などの SVO 言語の文法関係および格標示を概観す

る 。 なお SVO 言語でも SOV 言語でも 、 会話等の自然言語では語)1慣も以下の公式に従わ

ないこともあるが 、 それらについてはここでは排除して 、 ここでは一般的な叙述の場合の

語)1頃を挙げる 。

[SVO 言語]

く 自動詞文 >



仁日 仁己 OPTION 

文法関係 _fー一三ロ五ロ + 述語 + 斜絡4'1 詞

格標示 主格 十 向動詞 十 位置棉

):;1古川名

長J 1科

自動詞の場合、 基本的に必要条件である主語， 述語の二語でことが足りる。「私は走る。 J)

「彼が歩く 。 J などからも分かるように、個々の事象を説明するには二話で済む。 SVO ~ 

語の場合、 後万に OPTION (随意要素)として斜栴名詞句、 すなわち一般的にいう副詞

句を付加し得るが 、 これは命題に直接影響しない。 向動詞の場合の格標示は、 主語が主格、

述語が自動詞となり 、 OPTION として位置絡， 方向格、 また 、 英語の場合現代では稀で

あろうが 、 古来のラテン語において 、 位置， 方向を表す際、対格を取っていたので、 間安IJ

に対中各も挙げておいた。

次に他動詞の文法関係および格標示を見てみる。

<他動詞文>

仁巴 仁己 仁日 I OPTION 

文法関係 王三n五口 十 述語 十 口的語 十 斜格名詞

格標示 主格 + 他動詞 + 対格 + 位置格

方向格

他i1J詞の場合、 主語が主格、述語が他動詞 、 目的語が対格となる 。 OPTION の部分は、

先の自動詞のところで述べたように、随意に斜格率l詞句を付加できるということである。

上に挙げた他動詞は目的語を一語しか要求しない他動詞の場合であるが、英語では

, give )) ‘ make )などの二重 I-J的語を要求する他動詞がある。 以下にその文法関係

と格標示を例示する 。
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仁司 仁E 仁ζ 仁互] OPTION 

文法関係 主語+ 述語 + 目的語+ 目的語十 斜棉名詞

格標示 : 主栴+他動詞+与絡 十文、I格 十 位置栴

);1司格

述語の直後にくる円的語が間接目的語であり、もう 1 つの目的語が直接口的語である。

格標示としては間接円的語が与格、直接円的語が対格になる。もっとも、この 2 つの格に

は形態上の違いはない。

では、次は SOV 言語の文法関係、を示す。

[ SOV 言語]

<自 動詞文>

仁日 OPTION 仁E
文法関係 玉三日五ロ + 斜格名詞 十 述語

格標示 主格 十 位置格 + 自動詞

ノ7向絡

対絡

<他動詞文>

仁E OPTION 仁王] 亡E
文法関係 王三日五ロ + 斜格名詞 + 目的語 十 述語

格標示 主格 + 位置格 + 対格 + f也I1J詞

方向格

もしくは、

Eコ OPTION 亡日 仁司 仁日
文法関係 主語十 斜格率1 詞 十 目的語 + 目的語 + 述語

格標示 宇格 + 位置格 + 与格 + 対格 + 他動詞

日本語と同様、ヒンディ一語も r~に. . を」となるので、前者の目的語が間接目的語で、

後者が直接目的語である。
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自然言語を除いて 、 SVO 言語， SOV 言諸共に 、 OPTION は、特に強調を置かない限

りこのような配列になる。

ところで、述詰-となる 品詞には、 名詞 ， 形容詞，動詞の 3 つがある 。 ヒ ンディ一語の

場合、 名詞と形容詞にはコピュラが付くが 、 同じインド ・ アーリ ア諸語でも 、 ベンガル詩

のように、コピュラに、!?たるものがない言語もある 。

木論文では、 それぞれの路標示を 、 本論文では以下のようにメタ言語化する 。

[名詞述詩文]

1 Nom PredN Cop 

[形容詞述語文]

2. Nom PredA Cop 

[動詞述詩文]

自動詞

3 Nom V 
3' 1 Obl LPp Nom V 
3'. 2 Obl ko Nom V 

イ也宙'J ~百

4. Nom Acc V 
4 1. Nom Obl ko V 
4' 2. Nom Obl ko Acc V 

5 Obl Erg Abs V 
5' 1. Obl Erg Obl ko Y 
5' 2 Obl Erg Obl ko Abs V 

まず、 l だが 、 これは日本語の「僕は学生だ。 」 、 英語の C She is a student.' のような

述部が名詞とコピュラ動詞 ( Copula ， Cop ) から成る文のことである 。 2 の文型は、 1 の

名詞の部分が形容詞に入れ倖わったものである。 名詞や形容詞とコピュラ~j詞を合わせて

動詞句(VP) とする立場もあるが 、 分析の便宜のため 、 この 2 つの文型を設定した。

次は 、 動計]述語文についてである 。 3' ， 4' , 5 ' は 、 それぞれ、 名詞の斜格形 (Obl)
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プラス後 i置市I (特に 1/- 1名後間制‘ ko ')を {l う 3 ， 4 , 5 の~形である 。 詳細にみる

と、 3 '_ 1 は、 OPTION として位置絡後置制 (Locative Postposition, LPp) を持つイIJ

が文頭に来る存伝文であり、 3'. 2 は、 OPTION として与格後置詞‘ ko 'を持つ旬が

文頭に来る、いわゆる与桁構文である。 4 は、定IIラ動討が、不完 f杯I ( 1.1. 3.2 を参照。 )

の場合の文型である。一応、円的諮を Accusative (Acc) で表したが、これは、文法関係、

を明らかにするためで、形日体は、 Nominative (Nom) と同じである 。 これに対して、

5 は 、 定形動詞が他動詞 ・ 完 f相の場合 lこ、能格 (Ergative ， Erg) を取る文型である 。 1.l. 3

の動詞のところでも少し述べたように、対格言語に属する日本語や英語とは違い、ヒ ンデ

ィー訴は、対栴言語 ・ 能格言語の両方の性質を併せもつ言語である。 完了相(過去時制そ

のものとしても具現化している 。 )という指標によって能格性を時ーびるのである 。 20

1.3 核と演算子

おおよそどの言語であれ、文は、核と演算子の部分に分けることができる。核とは、叙

述に当たる名詞述語文の rs が PredN である J (例: r彼は学生である。 J ) ，形容詞述語文

の rs が PredA である J (例: r花が美しい。 J) ，動詞述語文の rs が VJ (例 : r彼が家に

来る J) 、また 、 r s が O を VJ (例 : r叔父さんが車を運転する。 J )のような、真偽を定め

た命題を示すものである 。

方、核に対する演算子は、命題へ何らかの作用を及ぼす作用素として付け加えるもの

である 。 これを、 一般に、アスペクト(様相)やモダリティ(法)というわけだが、これ

については学者によって意見もさまぎまである 。 意味によるアスペクト(様相)やモダリ

ティ(法)の分類については、当面置いておくとして、先に、物理的に演算子が付加され

る様を概観してみよう 。

某ノド的に SOV 語)1慣のヒンディ一語では、以下のように、この演算子は命題の後に来る

ことになる。

核 (nucleus ) 十演算子 (operator )

命題(事象の叙述) + 法(直説法，仮定法，命令法)

20 能格の後置詞は、道具格との関連が深いことは品詞の後置詞のところで述べた。 つまり、発想とし
て、これは、 rs によって O がされた。 」のように対象を主語にする構文で、中動態もしくは受動態の原
理を引き継いだものと考えられる 。
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これに当てはめ、日本語の例を観察してみたい。 まずは、命題を指す核である。 動詞は

向動詞を使い、デフォノレトのH寺制は現在と過去、法はIr~T説法を使fけする 。

[核]

サーカスが町に来る。/ サーカスが町に来た。

現在 ・ 過去の時制を伴う命題に演算子を付けると 、 以下のようになる 。

[核J + [演算子1]

サーカスが町に来て + いる 。 / サーカスが町に来て + いた。

サーカスが町に来て + しまう。/ サーカスが町に来て + しまった。

ここでは、演算子の代表的なものとして、ヒンディ一語のコピュラ動詞にも当たる「し\

る J と 、 終了や完了の意味を付け加える作用素となる動詞「しまう J を挙げた。演算子と

して「し 1 る J 使用すると、命題である「サーカスが町に来た」という状態に「ある J とい

う意味になる 。 「し\る」の代わりに「しまう J を演算子にすると 、 命題の状態に「至る ，

終わる J のようなニュアンスを付け加えるものになる。日本語のこれらの動詞は、 「彼は

そこにいた。 J や「店をしまって、国に帰る J のように 、 本動詞としても使用される。ヒ

ンディー諸にも 、 本動詞としての使用と 、 補助動詞としての使用を持つ動詞群がある。

また 、 演算子は 1 つしか付加されないわけではない。これらの動詞を重ねることもでき

るのである。

[核J + [演算子 1 J + [演算子 2J

サーカスが |町に来て+しまって十いる。/ サーカスが町に来てしまって+いた。

この例は、 演算子 1 として「しまう J ， 演算子 2 として「し 1 る J を組み合わせたもので

ある 。 論理的には、 核となる命題が「終わった」状態に「ある」ということになる。この

場合、「大サーカスが町に来ていてしまった。 J のような 、 核となる命題が「存在した」状

態に「終わる J としづ具合に 、 演算子を逆にすることはできない。論理的におかしな文に
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なるのは明円である。 存在に関わる命題は、実体の傑相(終了や完 f等)を表わす次元よ

りも優先されるためと考えられる。

次に、他動詞を使用した例も挙げておく 。

[絞]

父が手紙を書く。/ 父が手紙を書いた。

[核 J + [演算子 1 J

父が手紙を書いて+いる。/ 父が手紙を書いて+いた。

父が手紙を書いて+しまう。/ 父が手紙を書いて十しまった。

[核J + [演算子 1 J 十[演算子 2J

父が手紙を書いて十しまって+いる。 / 父が手紙を書いて十しまって+いた。

このように、自動詞の場介と|行l じく、他動詞の場合も演算子を付加することができる。

演算子は 、 物理的には核となる命題に無限に付け加えられるが 、 現実世界では、 意味的な

制約がかかるので、無限にというのにもおのずと制限がかかるのはいうまでもない。 また 、

演算子の種類を考えると、先の演算子を 2 つ付-加する場合も、自動詞同様、 演算子 1 と

演算子 2 を逆にすることはできない。 つまり、演算子にもいくつかの段階があるというこ

とである。存在を表わす「し 1 る J がある場合は、他の演算子がいくつあっても文の最後に

来るが、 「しまう」のような木動詞でもあり 、 補助動詞で、もあるものもある。このような

動詞は、 文法化の過程にあるものと考えられ、 補助動詞として使われることにより 、 元の

本動詞としての意味が漠然としたものになっていくため 、 扱し嘆れ\項目になっている 。 こ

れらが、(特に意味の分類から)アスペクトやモダリティとして分析される。 ヒンディ一

語にも 、 このような補助動詞としても使用される動詞群があることは先にも述べたが 、 こ

れについては章を改めて取り上げる。 ただし 、 本論文では、その種のアスペクトやモダリ

ティにとらわれず、基本的に演算子として取り扱う 。

ところで、l.l. 3 .2 でも述べたように、日本語の毒)J詞のデ、フォルト形は、現在時制と過

去H寺制しかない。日本語ではコピュラ動詞にも相当する「いる/ある」さえ、現在時制と

過去時制しかない。-庁、ヒンデ、ィ一語では、 コピュラ動詞だけは、 未来 ・ 現在 ・ 過去時
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制の 3 つの 11寺 ;!1!Jに対して、それぞれ独立した形態を持っている 。 それ以外の動計jは米米時

;打IJ と過去H年iIl lJ の形態しか持たない。 別伝時iWJ の 11与、ヒンディ一語では未完 f分詞とコピュ

ラ動詞の現花形との複介形で表わすことも先の節で述べたが、現在H寺制の場合のコピュラ

動詞も、(現在時制の qi純)1ラがないため)現在としての時制を負わざるを得なくなってい

るが、般本的には演算子として付加されるものであり 、 この複合形自体が現在時制への流

用と考えられる 。

以下に、ヒンディ一語と 11 本語について、時制 ， 相 ， 法を反映した動詞のパラダイム表

を挙げておく 。 その前に 、 ヒンディ一語のコピュラ動言司と日本語の相対話の対応も、 |司時

に表にして挙げる 。 この節で、は動詞述語文のみについて言及しているが、円本語の場合、

名詞述詩文や形作'討述詩文の場合には、月IJの語が使用されるので、平行して提示する。

~ 
名詞述語文 形容詞述語文 動詞述語文

現在 過去 現在 過去 現在 過去

hu品 thã , th� huiも thã , th� hum thã , th� 

ヒンディ一語
hai thã , th� hai thã , th� hai thã , th� 
haim t he , th�p haim the , th�p haim the , th�p 
ho the , th�p ho the , th�p ho , the , th�p 

ーった いる いた
日本語 だ だった φ 

(か り 活用) ある あった

時制は、円本語にある現花時制と過去時制を基準にして挙げた。 動詞述語文に使用され

る九、る J をコピュラ動詞に相当する語とし、パラダイム中で、複合形に使用する。 fl 木

語には動詞の未来形はないが、意志や推量を表わす助動詞「う/ょう J [広辞苑第四版]

を付加した形を複合未来形としてパラダイムに掲載した。



ヒンディ一語の動詞ハラダイム ( 1 ) [コピュラ動詞， hon� ) ] 

定 形

直説法 仮定法 命令法

単純形 慢合形 単純形 複合形 単純形

sg pl hot� hoü而gã
ー .

sg pl hot� hoü市
不 hog� 不 ho 

未
1 hoü，干19ã hOJTlge '7三ロ五・ hoü市 hom 7G 

了 hote hoge 了 hote ho 
来

hOJTlge hom 
時

2 hog� 
E hoge hu� hoü庁19ã 2 ho ho hu� hoü品 hon� 

市IJ
horpge pフム巴『 hog� hom 7宅bじ・ ho 

E ho 

3 hog� hOJTlge 了 hue hoge 3 ho hom 了 hue ho 

hOJTlge hom hoio 

単純形 複合形 単純形 複合形
hoo 

sg pl hot� hü斤l

~V 
岬岡田.. . -

不 hai 不 hot� 
hoie 

現 h己市 haim 
'7土uァ '7三じ=・

在
了 hote ho 了 hote 

hoieg� 

時 2 hai ho haim 

市IJ haim hu� hü苛l

/ 
，フ三じァ hai '7三巳r せ:Æ・ hu� hot� 

3 hai haim 
了 hue ho 了 了 hue hote 

haim 

sg 不 hot� th� 

ン
過 男

th� 
，7-a己-・

去 '性 了 hote the 

時 フ'三ロ=ー hu� th� 
市IJ

女
th� th� 

性 !
了 hue the 

非 定 形

語幹 不定詞 分 言司

単純形 単純形 複合形 単純形

名 名 名 不完了
詞

hon� 
言司

hot� 
言司

用 用 用

法 来 法 f去 完了

形 苛2 形

容 寸け寸士・ ~ 不完了

ho 言司 hon� ー7と巳・ 詞 hot� 

用 用 用 完了
f去 法 法

高iJ
了

国| 高iJ 不完了
言司

hone 
言可

hote 
詞

用 用 用

1/ 法 I去 法 完了

名 名 不完了 hot� hu� 
詞

hu� 
言司

用 用

/ '7士E・ 法 Y:主 完了

形 形
げ廿ヲ が廿ヲ 不完了 hot� hu� 

言司 hu� 詞

/ 用 用 完了
法 法

了
高iJ 高iJ 不完了 hote hue 
言司

hue 
詞

用 用 レ/法 法 完了
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ヒンディ一語の動詞パラダイム (2 ) [動討‘ karnã ) íする JJ

定 形

直説法 仮定法 命令法

単純形 複合形 単純形 接合形 単純形

sg pl karta ho� 市ga sg pl karta hoü市
噌 --

不 hog� 不 ho 

来
karüi白gã kareJTlge フ-=己r karü，千l karem 5c・

了 karte hoge 了 karte ho karna 
来

hOfTlge hom 
時

2 karega karoge kiya hoga 2 kare karo kiya hoü斤l kar 
市1)

karefTlge ;ムじ『 karem '7三じT ho 

kario 

3 karega karefTlge 了 ki(y)e hOfTlge 3 kare karem 了 ki(y)e ho 

hom karo 

単純形 複合形 単純形 複合形

karta h üi白

ン/
k�ji(y)e 

不 hai 不 karta 不 (karie) 

現 '7三'G '7ztE ・ フ'さ巳コF

在 了 karte ho 了 karte 了 k�ji(y)ega 

H寺 haim (kariega) 

市1)
'7三~ kiya hai y巴と'G

/ 
'7士巳z・ kiy� h ot丞

了
ki(y)e haim 

了 了 ki(y)e hote 

一・ 占
sg pl 不 kart� th� 

過 男
kiya ki(y)e 

'7三じ7 

去 '性 了 karte the 

時 ，7t巴z・ kiy� th� 
嗣l 女

k� k� 
{生

了 ki(y)e the 
ー

非 定 形

語幹 不定詞 分

単純形 単純形 複合形 単純形

名 名 名 不完了
言司

karn� 
詞

karta 
言司

用 用 用

法 来 法 法 完了

汗5 汗5 汗5
谷π~ 容 容 不完了

kar 言司 karna '7三'G 言司 karta 詞

用 用 用 完了
法 法 法

高1)
了

自1) 高1) 不完了
5司

karne karte 
言司

用 用 用

法 法 法 完了

名 名 不完了 karta hu� 
詞

kiy� 
詞

用 用
'7=fじz・

法 法 完了 kiy� hua 

庁芸 斤3

容 :f�: 不完了 karta hua 

5司 kiya 言司

用 用 完了 kiy� hu� 
法 f去

了
高1) 面1) 不完了 karte hue 
言司

ki(y)e 
言司

用 用

法 法 完了 ki(y)e hue 
'-ーーー
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ヒンディ一語の!動詞ノえラダイム (3) [!動計l ‘ jãnã ) r わ二く JJ

定 形

直説法 仮定法 命令法

単純形 複合形 単純形 複合形 単純形

?g pl j縟� hoü市gã
� 

sg pl j縟� hoül千1
一・

不 hog� 不 ho 

来
Jaumga JaeJT1ge j[巳・ 1 jãü斤I jaeJT1 7i:・

了 j縟e hoge 了 j縟e ho 
来 E 

hOJT1ge hom 
時

2 Jaega Jaoge gaya ho�JT1g� 2 Jao Jao gaya hOÜI干l Jana 
市l

JaeJT1ge 'IfIr 3 hog� JaeJT1 フ'三ロ=・ ho 
E Ja 

3 Jaega JaeJT1ge r I ga(y)e hoge 3 Jae JaeJT1 [ I ga(y)e ho 

horpge hom jalO 

単純形 複合形 単純形 複合形
Jao 

j縟� hü斤l

~V 不 hai 不 j縟� 
Jale 

現
7三巳=・ '7せじ=-

在
了 j縟e ho 7 j縟e 

Jalega 

時
haim 

gaya h口市

v 
市1]

，フ三じT hai '7ztじr '7土E・ gaya hot� 

了 ga(y)e ho 了 了 ga(y)e hote 

haim 

pl: 不 j縟� th� 

ゾ
男-

?g. 
i品

gaya ga(y)e 
'7士己二・

去 性 了 J忌te the 

時 gaya th� 

:M 
女

ga(y)ﾏ ga(y)ﾏJT1 
'7三巳=・

性 了
ga(y)e the 

非 定 形

語幹 不定詞 分 言司

単純形 単純形 複合形 単純形

名 名 名 不完了

Jana 
言司

j縟� 
用 用 用

法 来 法 法 完了

形 形 形

容 打合矢、 げ廿でー 不完了

Ja 言司 jana フ，..，.じ- 言司 j縟� 詞

用 用 用 完了
法 法 f去

高1]
了

高1] 高1] 不完了
言司 言司 詞

用
Jane 

用
j縟e 

用

法 法 法 完了

名 名 不完了 j縟� hu� 
言司 gaya 言司

用 (j繦�) m 
dフロJ 法 i主 完了 gay� hu� 

形 1杉

容 r谷デ~. 不完了 j縟� hu� 

言司 gaya 言司

用 月| 完了 gay� hu� 
法 法

了
高1] 面 1] 不完了 j縟e hue 
言司

ga(y)e 
前]

用 用

法 法 完了 ga(y)e hue 
....... ーー
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日本語の動市lパラダイム( 1) [江段爪川「討すJJ

終 止 形 非終止形

直説法 命令法 語幹

l昇和i!í.形 複合形 単純形 複合形 単純形

不 不

来
'JムEー. はなそ つ j士じr 

来
了 了

時 はなさ

fM j三じr はなして いよ つ j三=c

[おろ ] はなし

了 了
はなす

単純形 複合形 単純形 複合形
はなせ

現
不 不

Y弓i: はなし *いる
j三ロT 

はなし 川、ろ

在 はなそ
了 [おる ] 了 [おれ]

H寺 はなせ

;jllJ 
はなす '7三亡r y巴と1::

はなして いる はなして いろ

了 [おる ] 了 [おれ]

不 不

/ 
過 j三1:: はなし * し 、 た Fフ」じ

去 了 [おった] 了

時 はなした ，フfG '7主=c

市IJ はなして いた

了 おった 了

非 終 止 形

分 詞 1 (継続) 分 詞 2 (仮定) 分 詞 3 (並列)

単純形 複合形 単純形 複 合形 単純形 複 合 形

不
* し、

不
川 、れば

不
'7三巳T はなし

[おり ]
'7三=c はなし

[おれば]
'7三ロT 

了 了 了

はなし はなせば

'フ1己r 

大 し、
j三巳T 

いれば
'7去=c・

はなして
才手り

はなして
おれば

了 了 了

不
勺、て

不
勺、たら

不
川 、たり

'7ム巳司 はなし
[おって]

竺1[己? はなし
[おったら ]

j{ロ2 はなし
[おったり ]

了 了 了

はなして はなしたら はなしたり

rフAじ--

いて
'ﾆ 

いたら
'7士巳

いたり
はなして

おって
はなして

おったら
はなして

おったり
了 了 了

L__ 
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日本語の動詞ハラダイム (2 ) [ -段市川 「食べる JJ

終 止 形 非終止形

直説法 命令法 語幹

単純形 複合形 単純形 複合形 単純形

不 不

/ 米
'7三ë たベ ょう '7三じ=・

来
了

時

/ 
市IJ 7c たべて いよ つ ::liじ

[お ろ ]
了 了 たベ

(たベる)
単純形 複合形 単純形 複合形

現
不 不
;1二fじT 

たベ * し、る
'7三亡7 

たベ 刊、ろ

在 r [おる ] 了 [おれ]
時 たベ(ろ)

市IJ
たベる jC '7三己=・

たべて いる たベて し、ろ

了 [おる ] 了 [おれ]

不 不

~ '7三ë たベ 勺、た '7三巳=・

了 [おった] 了

たベた '7士主E・ どJと巳? 

~ たベて いた

了 おった 了

非 終 止 形

分詞 1 (継続) 分 詞 2 (仮定) 分 詞:-3 (並列)

単純形 複合形 単純形 複合形 単純形 複 合形

不
不 不

51巳r 

たベ
女し、

'7三ロ=・ たベ
川、れば

7せ'é
了 [おり ]

了
[おれば]

了

たベ たべれば

'7守Aじ-ー・
*し、

'7さ'ë
し、れば

'7ま'ë

たべて
おり

たべて
おれば

了 了 了

不
大いて

不
*し、たら

不
川、た ら

フp品ロ- たベ
[おり ]

，7J己. たベ
[おったら ]

ア-=巳r たベ
[おったら]

了 了 了

たべて たべたら たべたり

jC 
いて

'7三巳z・
いたら

'7三'ë
し、たり

たベて
おって

たベて
おったら

たベて
おったり

了 了 了



第 2 章単文構造

前章の統語構造の公式に従い、ヒンディ一語の単文の例を挙げる。 まずは、不i ~líJ述訴文

について観察する 。

2. 1 名詞述語文

、千語の S 、 述語名詞の PredN 、 およびコピュラ動詞から構成される例文をここで挙げ

る

(1) 汀lal町1 ch縟r hui白.

僕 学生 コピュラ一現在

「僕は学生だ。」

(2) 口lalη1 g胥d胥 k� ch縟r th�. 

僕 外大 ぴ〉 学生 コピュラ一過去

「僕は外大の学生だ、った。 J

これらの文は、現在時制の「僕は学生だ。」と過去時制の「僕は学生だ、った。」である。

日本語の名詞述語文の場合、 コピュラの機能として、「で、す/ますJ 調と「だ」調がある。

前者は丁寧さを表す特殊な機能を併せ持つO 命題を示すためには、丁寧さを冗長的要素な

ので、本論文では、必要がない限り、後者の「だJ 調で記述する。

この、 r{業は学生J というのは、 r A= BJ が成り立つように PredN が主語の場合であ

る 。 日本語では、目的語の「僕(の注文)はコーヒーだ。」や斜格名詞の「妹は(今)学

校だ。 J も PredN で表わされる。表面上は格助詞が付いていないので分かり難いが、この

PredN は「僕#コーヒーj や「妹学学校J なのではなく、あくまで「コーヒーをJ とい

う対格であり 、 「学校に j という位置格なのである。道具格ならば、 「俺はナイフでだ。 J

のように、名詞に 「で」が付く場合と「おまえは、 何でやる気だ。俺はナイフだぞ。 J の

ように「でJ を付けなくてもよい。属格は、 「これは会社のだ。 J のように「のJ 格がはっ

きり表示される。すなわち、日木語では、 名詞が PredN になるものに 、 主格，目的格(直

格) )位置格(斜格)さらに道具棉まで含まれるわけである。一方のヒンディ一語は、 上

に挙げたように、主絡のみである。 対格の場合には、他動詞を伴わないで言うことはない。
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斜格の中の位置絡で、あっても、後 l宣詞なしでは使用できない。

(3) *mairp Dill� hü品.

僕 デ リ ー コピュラー現在

「僕はデリーです。 J

(4) maim Dill� mem hü品.

僕 デリ ー に コピュラ ー現在

「僕はデリーです。 J

このように、ヒンディ一語では、名詞そのものを PredN ( Locative) として使用でき

ないのである 。 「デリーにいる J という意味の「僕はデリーです。 」では、必ず後置詞を付

ける必要がある。 この場合は、 (4 )のように位置を表わす， mem 'が付くことになる 。

また、これに関連して、斜格に含まれる属格についても若干説明してしておく 。 PredN

として属格が来る場合には、同本語もヒンディ一語も属格後置詞を要する。 日本語の「こ

れは私のだ。」 に当たる， yah mer� hai. 'がその代表的なものである。 これと同様に

( 3 )を属格の PredN にすると、適格な文になる。

(5) maim Dill� k� hü尚.

僕 デ リー の コピュラー現在

「僕はデリーの者です。 J

こうなると、「僕J と「デリーJ の聞に属性が生じる。 したがって 、 「僕はデリーの者で

ある 。 J ， r僕はデリーの出身である 。 J という意味に使用される 。 ヒンディ一語は日本語に

比べ、格関係を明示する傾向にあることがうかがえるが、詳細は次章で考察することにす

る 。

この名詞述語文の構造図を以下に挙げて 、 それぞれの構造、 および語の文法関係と格標

示を観察してみる 。 まずは、典型的な自動詞を使用した( 1 )を構造図にして観察する。
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mｭa
 

m
 

81 

ch縟r PredN1 

hli尚

COPl 

「私 J が主語( S) として表示され、 「学生j は述語名詞 (PredN) 、そして「だJ に当

たるコピュラが COp と表示される 。 ヒンディ一語の PredN のデフォルト格は、 主格

(Nominative ) である 。 したがって、( 3 )の非文は言えない。 ( 3 )に対し同じ意味に

なる ( 4 )の場合は、構造関が少々異なる。

mairp 81 

Dill� merp Ad1 

hli品

V1 

確かに構造自体は ( 3 )と同じように見えるが、これは、後節のコピュラが存在を表わ

す動詞として働く自動詞文になるのである。

また、( 5 )は、名詞述語に属格の後置詞を伴う例である。

m
ｭ

a
 

m
 

81 

Dill� k� PredN 1 (Gen) 

hli尚

COPl 
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この場合のコピュラは、「だJ に相当するものになる。「これは私の(もの)だ。 J ， r . 1 廿

界は広の(もの)だ。 J に判たる 肴いノ7である 。 これについては、次章の名詞修飾構造も

参与にされたい。

2.2 形容詞述語文

ここで扱うのは、前節で扱った名詞述語文の名詞が形容詞に代わる 、 形容詞述語文であ

る 。 述語としての形容詞は PredA になる 。

(6) vah xi�si�at hai. 

彼女 美しい コ ピュラー現在

「彼女は美しい。 」

(7) vah bahut py忌rã th�. 

彼 とてもかわいいコピュ ラ一過去

「彼はとてもかわいかった。」

( 6 )は、 「彼女は美しい。」という形容詞の叙述文である。 ヒ ンディ一語ではコピュラ

が付くが 、 コピュラが時制を示す機能を持つからである。しかし、 日本語の場合はコピュ

ラに相当する「だJ は付かない。 これは、 形容詞の「ーしリが現在時制の機能を併せ持つ

からである。 また 、 ( 7 )の過去時制の場合も 、 「だ」の過去形「だ、った J を付けることは

ない。 I

日本語の形容詞の場合、 通常 、 以下のようになる。

(8) このお菓子は、とてもおいしい。

このお菓子は、とてもおいしかった。

l ヒ ンディ一語を母語とする者が日本語を学ぶ際、「です/ますJ 調から習うため、現在時制「美しい
で、すJ を過剰応用して「美しい+でした」ということがあるが、これは母語の統語構造(形容詞+コピ
ュラ)の干渉が原因と考えられる。 また、日本語の「美ししリと同義で「きれしリがよく使用されるが、
「きれい(締麗) J は本来、名詞の範暗にあり、形容詞化するためには「ーなJ という接辞を付ける。 し
か し、ともに同じ「ーしリ語尾なので、異分析の対象となっている。 形容詞の過去時制の屈折形は、
ミ「し 1 →かったJ であるが、実際、円本語を母語とする者でさえ、口語では「きれしリに「ーかった」
語尾を付加し 「 きれいかっ た J ということがままある。
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形作詞が述語となって過去形を作る場合、刊本語では 「おいししリの語尼 「ー しリが}/I¥ 

折 し、連月j形の 「 ーかっ」 に変わっ た上、過去時制を示す僚辞 「た 」 が付加される。

「だJ と 「ですj をコピュラの位置に付加すると以下のようになる。

(9) *このお柴内土、とてもおいしいだ。

?このお菓子は、とてもおいしいだ、っ た。

(10) このお菜チは、とてもおいしいです。

?このお菓子は、とてもおいしいでした。

「だJ を現在時制を表わすものに使用するのは、非文である 。 しかし、「です」の場ム

は非文にはならない。 これは、「ですJ が時制を表すのではなく、丁寧さを表すモダリテ

ィの機能に使用されているからである。 命題の部分は「このお菓子はおいしい/おいしか

ったJ であり 、 オフションとして丁寧さのモダリティを付加しているのである。 したがっ

て、上記の命題 「 このお菓子はおいしい/おいしかったJ に「です」を付けても、非文に

ならない。

形容詞述語文の典型的な構造図を以下に示しておく 。

vah 

xubsurat 

81 

PredA1 

hai 

COPl 

先の例文( 6 )を構造図にしてあるが、「彼(女) J が S で 、 「美ししリが PredA とな

る 。 日本語と違い、ヒンディ一語の形容詞に時制を表示する機能はないため、コピュラに

時制表示機能を負わせているわけである。

2. 3 動詞述語文

ここでは、動詞を述語とする単文を観察する。 動詞の種類により、自動詞，他動詞に分
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ナて、それぞれの例文を観察する 。

2.3. 1 自 動詞

まずは、平叙文に 11 重}J詞が仇a川されている例を准げる。

(11) mairp kal 縣 ke ghar au尚gã.

彼 明日あなた の 家 来る一未来

「僕、 |明日お宅に行きますよ。 J

(12) ab maim calt� hli尚.

今 私 進む一未完 f コヒュラー現在

「さあ、行こうかな。 J

[C緜� Caudhar� aur p縣 80 : 33J 

(13) vah skUl gay�. 

彼 学校 行く一過去

「彼は学校に行った。 J

( 11 ) は、白動詞の未来形を使用した例である 。 日本語では、通常、話し手を起点に

するので「行く 」 になる 。 ヒンディ一語は英語と同じく 、 聞き手の側からみた行為になる

ので「来る」を使う 。 2 (12 ) は、前章でも詳しく述べたが、現在復合時制の例である。

ただし、この例は、次にすぐ取りかかる行為に対して使われているものである。「未先

の状態にある」という現在複合形を、このような 、 いわば近未来の行為に対して使用して

いることもある。 (1 3 ) は「行った」という単純過去の例である。

以下に、自動詞を使用した平叙文の典型例として( 1 3) の構造図を挙げる 。

2 日 本語でも、九州北部辺り の方言では、この場合「来る」を使用するようである。
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vah 8) 

sk� Ad] 

gaya 

V1 

この文では 、 「彼」が S 、 「学校 J が斜格名詞となっているので、 オプションの副詞修飾

句 (Adverbial phrase , Ad) になり 、 動詞は V として表示される。

次に 、 存在文の例を挙げる。

( 14) kamre merp c縒 kursiyã尚 hairp .

部屋 に 4 精子 コピュラー現在

「部屋に椅子が 4 つある。 J

(15) Kistiy� mem kuch kam� th� kya? 

キシュティヤー に 少し 欠落 コピュラ一過去 疑問辞

「キシュティヤーには、何か欠陥があったのか。 J

[映画 : AmkurJ 

( 14 ) は 、 í ，.，__， に S がある。 J という純然たる存在文である。( 15) は 、 同じ存在文だが、

位置格に人が 、 主語に抽象名詞が使用されている。文末の疑問辞 kyã 'は 、 通常、 文頭

に現われるが 、 日本語の疑問を表わす終助詞「かJ のように 、 文末にくることもある。

( 14) を例に 、 存在文の構造図を観察してみる。

kamre mem Ad1 (LPp) 

c縒 kursiyã品 81 

haim 

V1 
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場所を表わす語は、文法関係上 Ad であるが、格は位置格標示 となる 。 この Ad が文頭

に置かれ、その後に S と V が来る。 存在文なので、コ ピュラは動計l扱いになる 。

ま た、この作イ1:文に類似し、位置絡が与絡になり、 tlll象名刺が主語になる構文がある。

いわゆる与絡榊文といわれるものである 。

(16) mujhe xusl hai. 

紅、に 吾びコヒュラー現在

「私は嬉しい。 J

この与格構文は、 抽象名詞として感情を表わすものを用いた例である。 これは、論理的

には、「私に嬉しさがある J となる 。 この「嬉ししリも含め、喜怒哀楽の感情表現の場合、

ヒンディ一語ではこの構文を取る。 先の存在文とよく似たこの与格構文の構造図を以下に

挙げる。

mujhe Adj (Dat) 

XUSl 81 

hai 

Vj 

存在文と違う点は、位置が場所から人に変わる点である。 文法関係上同じ Ad 扱いでも、

場所を表わす語は位置格 (LP p ) だ、ったのに対し、この場合は、 与絡 (Dative ， Dat) 標

示である。 存住文と同じく、コピュラは動詞扱いになる。

このような感情表現に対して、文字通り日本語の「私は嬉しい/悲ししリのような形容

詞述語文3 でも言えなくはないが、感情表現にはこちらの構文が使用される傾向にある。

喜怒哀楽以外でも、感情に関するものにも 、 ほとんどこの構文を用いる 。 代表的なものを

以下に挙げる 。

3 こ の場合 、 r s +PredA + CopJ の( maif)1 xus hLi品 )になる 。
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(17) mujhe tujh se py縒 hai. 

私に おまえに対 して 愛 コピュ ラー現在

「僕は;gーが女子きだ。」

(18) mujhe tum se mohabbat ho ga�. 

私に 且ー に対して 愛 なる一語幹 行く 一過去

「僕は君に惚れてしまった。」

(19) mujhe tum se nafrat hu�. 

私に 君 に対 して 嫌悪 な る一過去

「私 、 あんたが嫌になっ た。 J

(17) , (1 8 ) は 、 「愛 J という 抽象名詞を主語に立てている。 ( 17 ) の方が 、 「私には君

に対して愛がある」という存在を表わす与格構文であり 、 これが 、 日本語の「君が好きだ

/君を愛している J の動詞表現に使用される 。 ( 18 ) は、存在文のコピュラ動詞が本動詞

( hon� ' í なる，生じる J に代わって 「私に君に対して愛が生じる J となっている 。 日

本語の「僕は君に惚れた J という動詞表現に当たるものになる 。 この例では 、 本動計

( hon� 'に 、 演算子として別の動詞が複合されているが 、 これについては第 7 章で抜

うので、 ここでは 「 しまったJ という日本語の演算子を当てるにとどめておく 。 ( 19 ) は 、

抽象名詞が違うが ( 18 ) と同じ構造である 。 この場合、愛もしくは嫌悪の対象が ‘ se ' 

「 に対して J で表示される 。

ヒ ンディ一語では、 この与格構文を母体にし、 感情を表わす抽象名詞のみならず、他の

抽象名詞を主語として用いる。 以下に挙げる、 l者好や記憶に関する表現もその 1 つである 。

(20) mujhe kel� pasarp.d hai. 

私に パナナ 好み コ ピュ ラ ー現在

「私はバナナが好きだ。 J

(21) mujhe t縒� y綸 nah�rp. hai. 

私に 日付 記憶 否定時 コピュラー現在

「私は日付aを覚えていない。 J

[Prayog aur prayog : 259] 
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(20) が l鳴好に関する表現である 。 ヒンディ一語は与格構文を取るとはいえ、日本語

の iA は B が好きだ。」もしくは iA は B が好みだ。」の表現と統語上ほぼ一致している。

(2 1 ) は記憶に関する表現である。上の (20 ) の構造と同じだが、抽象名詞が「記憶J

になっている。 (20 ) は iB が好き J ， iB が好み」のように、円本語でも rB が PredN

だJ という構造が成り立つ。しかし 、 ( 21 ) については、日本語では r*B が記憶だ」と

いう具合に、 rB が PredN だJ としづ構造は成り立たない。この場合、日本語では iA に

B の記憶がある。」という具合に rB J と「記憶j を属格の「のJ でつなぐか、 iA は B が

記憶にある J のように 、 「記憶J に棉助詞「にJ を付けて斜格名詞(格標示は位置格)に

してしまう必要がある 。 一庁、ヒンディ一語には、あたかも rB J が「記憶J と同格であ

るかのような rB が PredN だJ という形式も、属絡後置詞で iB J と「記憶J をつなぐ

形式もある。コピュラ動詞の代わりに本動詞 ‘ ãnã ' r来る」が使用されている例にそ

れがみられる。

(22) 縣 ko yahã尚 kã khãn忌 pasarpd 繦�? 

あなたに ここ の 食べ物 好み 来る一過去

「あなたはここの食事、気に入りましたか。 J

(23) mujhe ghar k� y綸 繦�. 

私に 家 の記憶 来る一過去

「私は家のことを思い出した。 J

[lPrayog aur prayog : 259J 

( 22 ) は、「好みが来る J ということになり、日木語の「気に入る」の表現に当たるも

のとなる。 (23 ) は 、 「記憶が来る」と い うことから 、 日本語の r (自然に)思い出すj と

いう動詞表現に当たるものになる。この例文中で、 先に述べた対象と「記憶」としづ 抽象

名詞を属絡で、つないだ形式が観察される。 (22 ) に使用されている抽象名詞 ‘ pasarpd ' 

「好みj の場合、対象の名詞とこの抽象名詞が属格でつながれることはないが 、 (23 ) に

ついては、属格で、つなぐ形式だけでなく 、 上の (22 ) と同じ iB が PredN だJ の形式も

用いることができる。

ところで、 iB が PredN だ」の PredN に抽象名詞が入る同じ構造であるにもかかわら

49 



ず、「記憶J の場介には、属絡でつながれるパターンと、あたかもやl棉のように並列する

パターンが存在するのはなぜであろうか。先にも述べた通り 、 「好み」の場合、属格で、つ

なぐことはないが、実・際、「バナナの好みJ というのは、 11 本語でもおかしな感を受ける。

「私の好み」のよう に B が好みの行為者で、あればrriH也ないが、好みの対象を属格で、標/予

することはない。つまり、この場介、バナナと好みが属性を持った関係、にはならず、 あく

まで B =A なのである。一方の「記憶J は、 B という「記憶J ではあるが、 B は実際、記

憶の一部として存在する。 したがって、包括関係にあり、属性が生じるため属格標示も可

能なものと考えられる 。 また、同時にこれは、 iB は PredNJ の情造を持つが、同本語で

も iB が記憶にある 。 J と同じで、この 「記憶」という名詞は、斜格名詞、すなわち iB

が PredN (Locative) J であると考えられる。 抽象名詞は異なるが、以下の例を挙げる。

(24) itn� bar� botal 縣 ke kis k緡 縟� hai? 

こんな 大きい ビン あなたの 何の(斜)こと 来るー未完了 コピュラー未来

「こんな大きなビンが、何の役に立つのですか。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 28J 

iB が A の役に立つj という意味を表わす時、 iB が A の仕事に来る J という言い方を

するが、通常、この「仕事J に当たる， k緡 'は、位置格の後置詞《 mem' を伴う 。

この例文では、この後置詞はみられないが 、 斜格名詞であることは、修飾語の形態から見

て取れる 。 これと同様の構造で、はっきり抽象名詞に後置詞を付けた例が、以下の例であ

る

(25) yah b縟 mer� samajh merp. nah�rp. � rah�. 

この 話 私の 理解 に 否定辞来る一語幹いる一完了

「私にはこのことが分からない。 J

ここでは、抽象名詞として‘ samajh ' i理解J が使用されている。 iB が A の理解に

'ない。 J ということから、「理解できない，分からなしリという意味になる 。 ここでは、

はっきり抽象名詞に後置詞が付加 されている。これを、先の (21) のような構造にする

と、抽象名詞から後置詞が外れてしまう。
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(26) mujhe yah b縟 samajh nah�p � rah�. 

私に この 話 理解 否定辞 来る一語幹 いる一完了

「私にはこのことが分からない。 J

(26 ) の「この話」と「理解」は、 見た目には íB が PredN だJ のようであるが、実

質的には (25 ) が変形した4 もので、 PredN もゼロ格の斜格名詞 (Locative ) と考えら

れるのである 。 (21 ) の「私には B が記憶にない/来なしリの「記憶J もこれらと同様に、

PredN (Locative ) であると推察される。

ところで、ここまでの例だけでも 、 動詞， 縅� ) í来る」をよく使うことが分かる 。

ヒンディ一語では、いろいろな意味を創出するのに使用される基本的な動詞になっている

ので、この動詞を使用した例をもう少し挙げておく 。

(27) yadi tum abhy縱 karte rahe to agle olampik khelorp merp 

もし 君 練習 するー未完 f いるー仮 ・ 過去小詞 次の オリンピック 大会 に

gol� pherpkne merp zar� pratham aoge. 

ボーノレ投げるー不定 き っ と 一番 来る一未刊

「もし練習を続けたら、オリンピックの砲丸投げできっと 一番になれるぞ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 76J 

(28) k緡 ko t緲ne k� 輙harpg tumherp x� 縟� hai? 

ことを避ける一不定の 方法 君に 十分(に) 来るー未完了 コピュラー現在

「ことを避ける方法は 、 おまえ 、 十分に考えつくだろう。 J

(29) 縣 ko hirpd� 縟� hai? 

あなた に ヒンディ一語 来るー未完了 コピュラ一現在

「あなたは ヒ ンディ一語ができますか。 J

(24)) ( 25 ) は共に、 A に当たる人が抽象名詞と属格でつながれているが、 (26 ) では、 A だけが独
立して与格標示され、抽象名詞がゼロ格の斜格名詞となる。
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( 27 ) は、 「おまえが 一需にくる J で 「一番になる j 、 ( 28 ) は、 í )J法が)-'，' ~こくる 」 こ

と で、 í )i法を -Hが考えつく /忠いつ く」 となる 。 (29 ) は (28) にも似ているが、 「 ヒン

ディ一語が分かる/できる J という意味に使)一IJ される 。 このように、ヒンディ一語の

, 縅� ' í来る」は、という人の移動のみならず、ものや抽象名詞(前節、名詞の述語

複合を参照。 )にも使用され、さまざまな意味を作り山す。 その他、「テレビに山る J ， í熱

が出る J も‘ ãnã 'を使月jする 。 また、若干、比l倫的ではあるが日本語の「頭にくる/

腹が 立つJ のような怒りを表わすものとして、「怒りがくる」という表現をすることもあ

る 。 。

後に、存ィ生文もしくは与格構文の類のものとして、以下のような例を挙げておく 。

(30) 縣 k� sv緘at hai. 

あなたの 歓迎 コピュラー現在

「ょうこそ。」

「あなたの歓迎がある 。 J ということから、「あなたを歓迎します。 J つまり「ょうこそJ

に当たる表現になる 。 日本語のように、「歓迎する」という動詞を使用することなく 、 「抽

象名詞が存在する J ということにより、日本語の動詞に当たる部分を表わすことが、 ヒ ン

ディ一語では多い。 また、この文では、「あなたの歓迎J の部分が 「あなたを歓迎するこ

と J に当たり 、 属絡の後置詞の部分が目的語を内包してしまう、いわば、文法関係の重層

性が垣間見られる重要な点である。 (これについては、 次章の名詞修飾構造のところで詳

細に議論する 。 )

2.3.2 他動詞

ここでは、 他動詞が使用される例文を挙げる 。 他動詞の場合、未来日寺制，現在時制 vs 過

去時制で構文を違えることに注意しながら例を観察する。

5 ただし、いくつかある『怒り』という抽象名詞のうち gussã 'のみがこの動詞をとる。 この ãnã
と 共起する抽象名詞には、アラビア ・ ペノレシャ系の単語が多い。 (例:‘ bux縒 ' r熱J ， ‘ yãd " 

pasamd ') 
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(31) mairp aur bhairps kharldu品gã.

私 もっと 水牛 買う一未来

「僕はもっと水牛を買うぞ。 J

(32) tu in arp輅orp k� ky� 

彼これらの卵(複) の 何

訂
来

志

未

刊

一

a

ス
u

k

ナ

「おまえ、この卵をどうするつもりだ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 84 J 

(33) maim ise jal縟� hu尚.

私 これを燃やす一未完了コピュラ ー現在

「私がそれに火を点ける。」

[C緜� Caudharl 7 : 32J 

(34) mairp apnl bahan ko yah s綰li du尚gl.

私 自分の 姉 (妹)に このサリー与える一未来

「私は、妹にこのサリーをあげよう 。」

(3 1 ) は、他動詞の未来形を使用した例である。 (32 ) も、同様である。これは、円本

語の I""__' をどうする J という決まり文句になっている。文字通りは、 「この卵の何をする

つもりだ。 J になっており 、リI~ J と「何かj が属性のあるものとして属格で結ぼれている。

文脈では、「この卵のオムレツを作るつもりだJ と答えるので、これも「卵J と「オムレ

ツ J が属性のあるものとして属格でつながれる。一庁、日本語では、 「卵」を対絡標示し、

「 どうする J となる 。 その答えとしては、 「卵をオムレツにする j とするか、 「卵」と「オ

ムレツ J の絡標示を変え、「卵でオムレツを作る」にもすることができる。 (33) は、(11) 

の自動詞で、も観察されたが、次にすぐ取りかかる行為に対して現在複合形が使われている

例である 。

この例文を、他動詞構文の代表として、以下に構造図化する。
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182 
η1al口1

ise O2 

jal縟� 81 

V2 I 

hü品

V1 

この例文では、現在複合形を使用しているため 、 構造図全体は、 たとえ単文であっても

一層構造になる。 第二層が、他動詞文の r82 O2 V2 J の命題を表わす。 V2 の形態が未完

分詞であることから 、 命題の行為は不完了なものになる。 その命題全体が第一層で 8) に

なり 、 コピュラ動詞の 「 し\る J にかかる 。 これが、現復不完了を示すメカニズムである。

「燃やす ， 点ける J という行為が未だ完了していないため 、 すぐ取りかかる行為、 すなわ

ち近い未来に対しても使用可能な理由がここにある 。 この未完了分詞+コピュラ動詞を一

活して動詞句とし 、 純粋な単文として処理することもできるが 、 本論文では、この種の復

合形に関しては、 語の持つ意味を重視し 、 層を分けて分析をする。

もう 1 つ 、 二重目的語を取る (34 ) の例文も 、 以下に構造図化する 。

mｭa
 

m
 

81 

apn� bahan ko 。l(Dat)

yah s縒� 。 1(Acc:) 

dü前gï

V] 

目的語が 2 つあるこの構文では、間接目的語が与絡標示 (Dative ， Dat ) され、 直接
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的語が失1"格標ポ (Accusative ， Acc ) される。

次に、他動詞が過去時制になっている例を挙げるが 、 前章の分析の前提でも述べたよう

に、この場合、 行為者の栴標示が能格、対象が絶対栴になる、能栴構文を形成するものに

なる 。

(35) Akbar ne kal 

アクパル 能侍 昨日 去

-
a

過

-
wd

一

、K

る寸
J

、
1

'
芳

、
I

A

j
叫3

一
回仕

「アクノくノレは昨日仕 ' JT をしました。」

(36) Akbar ne kal is kit綯 ko parh�. 

アクパル 能格昨日この 本 を 読む一過去

「アクバルは昨日この木を読みました。 J

(37) Vinod ne mujhe ek 緡 diy�. 

ヴィノード能格 私に 1 マンゴー与える一過去

「ヴィノードは私にマンゴーを一個 くれま し た。 J

( 35 ) が 、 通常の能格構文である。 動詞の形態が一致を起こすのは、能絡の方はなく 、

絶対格の目 的語の方である。 (36 ) は 、 絶対格になるはずの「本J に与格後置詞 ‘ ko ' 

が付いている例で、ある。論理的には目的語であり 、 構文上は絶対絡であるはずの「この不J

に与格後置詞を付加すると 、 その名詞に定性を加えるという。詳細は後章で議論するが、

ここでは 、 主語以外に強調を置くためのものと解しておくことにする。直接目的語にこの

与格後置詞が付加されると 、 性 ・ 数を動詞に付与する語がない。その場合は、 デフォルト

の男性 ・ 単数形になる。 (37 ) は 、 目的語を 2 つ取る構文である。前者の間接目 的語であ

る人が与格標示され、 直接目 的語である物は絶対格標示になる。

能格構文の典型例として 、 ( 35 ) の構造図を以下に挙げる。
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Akbar ne 

kal 

k緡 

Ad](Erg) 

Ad1 

Sl(Abs) 

kiy� 

V1 

能格構文では、能格標示の「アクパル」 が高IJ詞修飾付 (Ad ) 、 絶対格標示の 「仕事J が

主語 (S) になる。「昨円 J はオプションであるが、斜格率1詞の修飾語なので Ad になる0

ljJ詞の性 ・ 数は、 主語である 「仕事J によってイ，j-与される 。

二重目的語を取る (38 ) の能格構文の構造図は以下のようになる。

Vinod ne 

mujhe 

ek 緡 

Ad}(Erg) 

O](Dat) 

Sl(Abs) 

diy� 

V] 

二重の目的語を取る文が能格構文になると 、 行為者は Ad、間接目的語， 直接目的語は

それぞれ、 0 と S になる 口 動詞の形態は、主語の「マンゴー」に性 ・ 数一致する 。

以上のよ う に、ヒンディ一語の単文を観察したが、構造図からも分かるように 、 ほぼ一

層か ら構成される単層型のものである。 これらを基盤に、複文もしくは名詞修飾構造が形

成されるが、それらについては、 これから詳しく観察してし\く 。
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第 3 章名詞修飾構造

本市では、ヒンディ一語において、名詞修飾がどのようなメカニズムで行われるかを観

察してし 1 く。名詞修飾構造すなわち1'1 詞令j といっても、統語上で、は1'1 討と4Z1 討を複合する

ものから、形容詞と名詞から成るもの，分詞と名詞から成るもの，また、定形節と名言Iljか

ら成るもの、また、名詞と名詞を複合するものの異種として、名詞を属格後置詞で、つなぐ

ものという 5 つのパターンがある。 sov 型のヒンディ一語では、通常、修飾語はよYI 詞の

前にくる 。

名詞と名詞を複合するものとしては、複合語形成の一過程として捉え、次節で例を観察

するに止める 。 本論文では、語形成のメカニズムまでは立ち入らない。

形容詞と名詞で構成されるパターンも、先の名詞の場合と同じく、名詞の前に置かれる 。

形容詞そのものではなく、不定代名詞のような、ある種の代名詞を形容詞的に使用したも

のもこの構造に含まれる。

形容詞的な働きをするものとして分詞があり、分詞で名詞を修飾するパターンもヒンデ

ィ一語にはある。 分詞である以上、元々文であったものを非定形節にして名詞を修飾させ

るのだが、この構造が出てきたのは、 一説では、 ドラヴィダ諸語の影響を受けたためとも

いわれる。 一方、実際、使用率としてはより高いが、インド ・ ヨーロッパ語族の諸言語で

よく観察される、定形節を名詞の後に置く、関係詞節がある。それを考えると、非定形節

の構造が(たとえドラヴィダ諸語から受けた影響であったとしても)ヒンディ一語では使

い分けをされているわけで、駆~されることがないのである。

定形節により名詞を修飾する場合、関係詞だけでなく 、 同格の接続詞を名詞の後に置き、

定形節を後置する構造も持ち合わせている 。 これは、非定形の不定詞と属格後置詞，名詞

の組み合わせと対応する 。 本論文では、定形節3 非定形節を使用する構造をそれぞれ、 Type

1 , Type n として大きく区別する 。

名詞複合の異種のパターンとして 、 属格の後置詞を使用した íA k� B J という構造が

ある 。 日本語の場合、 íA の B J という属格後置詞を伴った接続のパターンは、 A と B の

属性のみならず、文法関係の重層性を反映する言語形式および構造である。「私の好きえ

人 J ， í神の思し召し J , í政府の十比半IJ J など、属格の「のJ が併せ持つ文法関係は主語， 目

的語が埋め込まれる。他にも、例えば、日本語では「テーフマルのコップJ ， íデ リーの学校J

のように、ヘッドにかかる名詞が場所、すなわち位置を表す場合(本来は「テーブルにあ

57 



るコップJ , rデリーにある守:校J) でも「の」での代将が可能である。 l 前章の単文構造

のところでも触れたように、ヒンディ一語も同保に主語と円的語を内包して属格後置詞を

使う 。 円 (I\J話も含め、どの絡までをこの属絡後置討で覆うか、 後節で詳しく観察すること

になる。

3. 1 名詞句の統語構造的類型

まずは、ヒンディ一語の名制修釘lí構造の例を、上に述べた類型に従いながら観察する。

3. 1. 1 代名詞+名詞

代名詞の中には、 形容詞的に名詞を修飾するものがある。第 1 章のところでも観察し

たが 、 不定代名詞を修飾させる「どれかの本J ， rすべての本J ， r あなたがた皆J 、 疑問代

名詞を修飾させる「何の本J ， r どんな娘J 、指示代名詞を修飾 させる「その本J ， r あの男 J 、

数量代名詞のうち 、 数詞を修飾させる「二冊の木J ， r五頭の馬J や不定数量詞を修飾させ

る「数間-のノド J ， r数人 J などである 。

日本語の構造と照らし合わせると、疑問代名詞 ， 指示代名詞の場合がヒンディ 一語と同

じ修飾形式になる。不定代名詞もしくは数量代名詞のように 、 数に関わる代名詞の場合は、

日本語は逆の構造を取ることがある 。 例えば「二冊の本J というところを「木二冊J ， r本

全部J という具合である 。 構造の分析は後節に譲るので、ここでは例を挙げるに止めてお

く 。

3. 1. 2 名詞+名詞

名詞の復合といっても 、 音声ではその区切りが明確にはならないが、文字に起こした場

合、 可視的に 3 つの段階に大別できる。まず、 二語を独立 した形で扱う二語並列型， 完全

な複合語を成すに至らないため 、 言語表記の補助符号， ハイフンを二語の聞に挟むハイフ

不一ション君!l ， そして完全に一語と化した一体型である。ただし 、 ヒンディ 一語では正田

法が不確定なため 、 この 3 つの段階はそれぞれの完全、意的な選択に依存することもある。し

l 日本語は、被修飾語もしくは句を、この属格を表す格助詞「のJ を付加してヘッドに当たる名詞を修
飾させ得る 。 その場合、文法関係もしくは格標示の制約が比較的緩やかなため、逆にヒンディ一語にす
る場合、意味のとおりにくい逸脱文を作り易くなる。
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たがって、ここに准げている例は近似的な範11I志のものと考えていただきたい。

3. 1. 2. 1 二語並列型

二語を並タIJ させる型には、以下のような例が見られる。

satt� yagya 

dharm samkat 

seva marg 

サットゥー供犠

教義の危機

奉仕の道

これらは、属格後置詞を伴わない名詞の並列パターンである 。 2 つ以上の名詞同士が概

念の一体化を起こしつつある場合、属格後置詞を必要としなくなるのは通言語的に見られ

る現象である 。 日本語では、名詞について一語一語を独立した形で、書くことはないので、

この型はない。

3. 1. 2. 2 ハイフネーション型

次に、ハイフンで二語をつないだ、ハイフネーション型の例を挙げる。

m縟�-pit� 

pati-patn� 

t�-kam縅 

sahan-sakti 

subhadr�-haran 

bharaI)-po!?aI) 

kh縅-p縅 

dekh-rekh 

kh縅�-p�� 

父母(母+父)
夫婦(夫+妻)

弓矢(矢+弓)
忍耐力(忍耐+力)

スパドラー略奪(スバドラー+ 11I各奪)

養育(食べさせること+育成)

生計(食べること+飲むこと)

監督(見ること+エコーワード)

食事(食べること+飲むこと)

ハイフネーション型は、 第一名詞 ・ 第二名詞にくる名詞の意味により 、 同義語群， エコ

ーワード群など下位分類できるが、 現時点では語義もしくは意味の観点に立った下位分類

を行つてないのでここでは明確に区分けしない。ここで特記すべきことは、意味を持たな

し 1エコーワード群が 、 二語並列型のように別々に書かれたり 、 下に示す一体型のように一

体化してしまうことはない。全体的に見た時、ヒ ンディー語ではこのパターンの名詞の複

合が多いようである。
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3. 1.2.3 一体舟j

niyambhang 

bailg舐j 

kuln舂 

yagyakuI)輙 

dh�rp舅 

patrottar 

規則違反 Cniyam : 規則 + bharニ19 :違反)

牛車 Cbail : 雄牛+ gärj : 車)
出字 (kul :家族 + näm : 名前)

{共儀を入れる窪み (yagya : 供儀 +kUI)輙 :窪み)
|喫煙 (dhümr :煙 + pän: 吸うこと)

返信 (patr : 下紙十 uttar : 返事)

一体型は、概して ヒ ンディ一語の祖語であるサンスクリット出自のものが多い。 連声規

則J (サンディー)により、 2 つの語を 1 つの語に一体化させることができるからである。

これは、語葉向上が一体化して、個々の名詞の意味とは別のものを創造する操作である。

日本語も比較的自由に漢字を背読みしてを熟語を形成するが 、 それによく似ている。 しか

し、 一体型といえど、( bail-g舐j )) (kul-n舂 ))ζ dhümr-.pän )のように、別々に喜

く ことも多々あるので、 一傑に一体型であるとは言い切れない。

3. 1. 3 名詞 (Dependent) + 後置詞 + 名詞 (Head)

ここで扱うのは 、 名詞と名詞の問に後置詞を挿入する構造である 。 代表的な構造として、

日本語でいう iB の AJ という属絡後置詞を挟んだもの(もしくは、 B を含む所有代名詞

とヘッド名詞 A) が挙げられよう 。 この構造において 、 ヘッドとなる名詞の出自により文

法機能もしくは格の機能の重層性(後述)が観察される。

まずは、普通名詞をヘッドとして用いる例から観察する 。

3. 1. 3. 1 名詞 + 属格後置詞 + 普通名詞

唱
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文学のノ十

ドリタラーシュトラの愛情

王宮の美 しさ

数日(の)後(斜格名詞)

私の本(所有代名詞+名詞)

の仕事(所有代名詞+名詞)

これらのう ち、最後の 3 つは所有代名詞の例である。 なお、 ここには挙げていないが 、
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所有代名詞は他に一人称複数3 二人称単数に残っている。 また、 ヘッ ドが斜絡名詞 (4 例

目) の場合、日本語の r~の後(に) J , r ~する矢先(に) J, r ~の前(に) J と同じ構造

であ り、これら「後J ， r矢先J ， r前J もまた表層的には形態上、|立格と区別がないが、実

際は斜格と与え られる。 ヒンディ一語にもこのような構造をした斜絡名詞匂は数多く存布

する 。 以下に若干例を挙げておく 。

us ke (se) b緝ar 「その外に(それより外に)J 
外 (斜格)

us ke amdar 「その中に J
!大] (斜棉)

us ke h縟h 「彼の手で」
手 (斜格)

us k� jagah 「その代わり(に)J 
場所 (斜格)

us ke k縒an 「そのために ， 彼のせいで」
理由 (斜格)

us ke pas 「その傍にj
傍 (斜格)

us ke saη1ne 「その目の前にJ
面前 (斜格)

us k� or / taraf 「その方に ， 彼の方に」
方向 (斜格)

us ke kin縒e 「その端にJ
岸(斜桔)

ここに挙げた例の中でも、ゼロ格斜俗名詞句になるものと後置詞を伴った名詞句になる

ものがある 。 C us k� jagah ' r その代わり 」 に使用されている場所という語葉の替わり

にサンスクリット出自の C sth縅 'を使用すると 、 C us ke sth縅 par 'となり 、 構造

としては円木語の「その代わりに」のように、後置詞の‘ par 'を付けなければならな

くなる。 同様に、‘ us ke k忌raη ， rそのためJ も 、 語棄をアラビア語出自の‘ vajah ' 

に替えると 、 C us k� vajah se ' (しばしば‘ us vajah se ' ただし「そのためJ の場合

のみ。 )という具合に後置詞‘ se ' r から/よってJ を付ける 。

また 、 斜絡名詞の位置に斜格形容詞もくることがある。 例えば、 C us ke viruddh ' r彼

に抗して J ， C us ke 緘e ' r その前方に J ， C us ke p:iche ' r その後方に J , 

C us ke pahle ' rその前に J (C ke 'に代わり C se ' になることもある 。 日本語の「そ

れより前J に同じ。 )のような句が、それに当たる 。
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3.1.3.2 名詞 + 属格後置詞 + 動詞派生名詞

ここでは、前向iのヘッド名詞が、持通名詞から抽象名詞も含めた動計l派生名詞に変わる

例を抜う 。 構造は、先と|司じく iB の AJ の、属惰後置詞を使用したものになる。

ヒンディ一語では、この種の構造の例は枚挙にいとまがないが、いくつか取り上げて、

以下に示す。

baccom kl raks� 

pãI)~avorp kl upek詞

pãI)~avorp k� 緘aman 

drtarã科ra kl nind� 

niyam k� p緲an 

m緡 k� prat�$� 

mer� nimd� 

縣 kl j縅k縒l 

子供の守ること raks-> raks� 

ノ ぞーンダヴたちの無視 upek与ー > upek$� 

ノぞーンダヴたちの来訪 ãgam-> 緘amana> 緘aman 

ドリタラーシュトラの非難 nind-> nind� 

規則を守ること pãl- > p緲ana> p緲an 

同:を待つこと prati+lk$-> pratïk与忌
私(へ)の非難(所有代名詞+動制派生名詞)

あなたの知識，あなたが知ること

11]詞派生名詞というからには出自の動詞を挙げる方が分かり易いので、サンスクリット

の出自のものについては、動詞語根とそれから派生した名詞2 を挙げてある D ヘッドが動

詞派生名詞の場合、往々にして表層では属絡が後続する名詞の深層の文法関係は目的語で

あり、格は対俗である 。 もちろん、自動詞派生名詞である「来訪」の場合は目的語をもた

ないので自動的に主語になる。 また、自動詞派生名詞ではなく 、 動詞の不定詞を名詞的に

用いた， us k� ron� ) i彼の泣く ・ こと/のJ という具合にも使用される 。 ヒンディ一

語の属絡後置討， k� )の修飾部が負う文法関係は基木的には主語， 目的語といえるが、

í，，-，に対する低抗J のように別の格に及ぶ場合もある 。 また、最下段に挙げた「私の非難J

の部分は、文脈からいえば「私に対する J だが、「私がする非難J にもなりえる 口 もっと

も 、この種の名詞句が文の一部を成す場合、 H愛昧性を回避させるには、後続の動詞に

karn� ) íする J ) , hon� ) í なる J を付ければよい。 しかし、木来名詞句は自由形式

であり、自然言語内で単独に出てきた場合、やはり唆味性を残すし、 ゴ、 表層の属格後

置詞が深層に別の文法関係および格を温存していること自体に疑いはないであろう。日本

語にも、このような文法関係と格の二重機能を持つ例もあり、単独で出てきた場合、日愛昧

性が増す現象を観察できる 。

2 サンスクリット語嚢の語末の短母音二a' は、ヒンディ一語では消失する。
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(1) 父の好きなところ : 父が好きなところ 3 父の lドの好きなところ

子供の作り方子供が作るか法， 子供を作る方法

[朝 日新聞夕 刊: 1998.8.21J 

( 1 )の一番目の例は 、 「お父さんの好きなところを絵の下に書いて J といわれ「競馬

場J と書いた子の話である。深層の文法関係 (格)が主語(主格)もしくは円 的語 (対格)

のどちらかの例である。二番 円 の例は 、 テレ ビでいっていた『子供の(おもちゃの) 作り

方』を後者と 勘違い した母親の談深層の文法関係 (格)は 、 主語(主格)もしくは目 的語

(対4各)と考えられる 。 笑い話として成立するのは、 属格の「の」が 、 主語以外の文法関

係を包指するからである 口

また 、 動詞派生名詞がヘッドであるこの統語構造に関連して 、 以下の慣用化 した形式斜

格名詞句も挙げられよう 。

(2) us ke sah縒e 

それ の 動詞派生名詞 ・ 斜格

「それにもたれて J

ヘッ ドが斜格率l 詞の例は、 第 1 章でも述べているが 、 これも他動詞派生というだけで、

同じである。

3. 1.3.3 名詞 + 属格後置詞 + 後置詞句 + 動詞派生名詞

ここで挙げるのは、 前節で観察した fB の AJ の構造に 、 後置詞句が挿入されているも

のである D 例えば、 英語の( the destruction of the city by the enemy )のように 、 2

つの前置詞句が宰l詞を直接修飾する言語もある。 これは、‘ the city ) が属格の ‘ of ) 

によってヘッド名詞 ζ the destruction ) を修飾 しており 、 同時に、( the enemy ) が

手段 ・ 媒介を表わす ‘ by ) によってヘッ ド名詞を修飾しても いる。文法関係、は ( ofthe 

city )の ( the city ) が目 的語であり 、( by the enemy ) ( the enemy ) が主語にな

っている。属格以外の後置詞句を C とすると 、 英語の場合、 fA of B + C J になるが、ヒ
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ンディ一語では、後置詞句円体が名討を修飾するという修飾機能を基本的に持たないため、

iB k� C AJ という、 C の後置詞句を名詞市j内に含む構造を取る。 また、日本語の場

合は、 iB の C の AJ か 、 i C の B の AJ という具合に、すべてに属格の「の」が付くた

め、 C も A にかかることが明 らかなので内包する必要はない。

この構造を持つものとして、以下に二例挙げておく。

(3) arp.grezorp. k� bh縒at par r緞ya 

英国 のインド 上に 統治

「英国のインドへの統治」

(4) mer� us se sambamdh 

私の 彼に対する 関係

「私の彼との関係J

( 3 )では、外枠としての「英国 (B ) の統治 (A) J に「インドへ (C ) J という後置

詞句を挿入し 、 iB の C AJ という、文にも等しい旬を形成させている。 (4 )も「私の関

係J に「彼と(に対して) J を伸入し、「私の彼との関係J という句を形成する。

3. l. 3. 4 後置詞句 + 属格後置詞 + 名詞

ヒンディ一語ではあまりみられることのないこの構造の例をわずかながら挙げておく。

(5) mez par k� pustak 

机上にの 本

「机の上の本」

(6) jh� par k� sar繦 

湖上にの 宿

「湖畔の宿」

[ヒンディ一語で歌う日本語の歌 : 78J 

(7) *mez par pustak / *mez k� pustak 

机 上に 本 相L の 本
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円本，Î丹でも「机の l て の本J と 「の J を使 う よ う に、ヒ ンディー訟で もいえないことはない

が、あまりみかける構造ではない。 n 本語の場合は 1J.~J が斜絡不1 詞と考えられるが、ヒ

ンディ一語は、後置詞句そのものである。 この場合、日本語もヒンディ一語も属格後置詞

に依存しなければならない。この場合、 見た目が後置詞句の後置詞と属格後置詞の連続に

なる 。 属絡後置制以外と連続する例として、 1'"'-' の 11 ' から J に;当たる‘ mem se ' 1 に +

か ら」 や C par se ' 1上+から J がある 。 ちなみに 、 日本語では「インドからの小包」

や 「私へのプレゼント J のように、後置詞句と属格後置詞が連続することは多々あるが、

ヒンディ一語では後置詞句の後置詞と属格後置詞以外の後置詞が連続することはほぼない

ものと考えられる 。

( 7 )に不適格な句として挙げた構造は、 1 つ卜!が後置詞宿]十名詞， 2 つ円が後置詞七J

の後置詞を消失した名詞+名制である 。 前者は、通常、ヒンディ一語の名詞修飾構造では

観察されない。 文の中に組み込まれた場合なら可能ではあるが、名詞句としては成立しな

い。 後者は名詞修飾構造としては成立していても、「机の上にある本J という意味合いは

出てこない。 「机」について書かれている、すなわちテーマが机になっている本の場合な

らば、ありえる構造である。

また、前者については、前置詞句 ， 後置詞句の差こそあるが 、 (先にも述べたように)

英語(この場合 C the book on the desk ' )のように前置詞句が直接名詞を修飾する言語

も ある 。 ヒンディ一語の場合、才l詞修飾構造に後置詞句が直後修飾することは基本的には

ないが、場合によっては、その構造が見られる。 次にそれをみてし 1 く 。

3. l. 3. 5 後置詞句 + 名詞

ヒンディ一語でも、属格後置討なしで直接ヘッドの名詞を修飾することがあるが、これ

らは、 新聞，雑誌等の見出しにみられる名詞修飾構造である。 以下にその例をいくつか挙

げる 。

(8) alarpk縒 se t縟parya 

比I喰 より 意味

「比 l倫からの意味J = 1比 nlf<< より(から)意味J

(9) Arjun dv縒� bhagv縅 k� stuti 

ア/レジュナよる 神 の 祝福

「アルジュナによる神に対する祝福J 1アルジュナによる神の祝福J
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( 8) , (9) は、道具絡に 当 たる， se 'と， (ke) dv縒� 'が l向俊才1 詞を修飾してい

る例である 。 円本語では、 この場合でも 、 「比愉からの」のように属絡のや各助討を入れる

か、 「に よ る」 のよ う に本来動計lで、ある部分を連体形にしてはじめて名詞を修飾すること

ができる。ま た、( 9 )は 、 ヘッ ド、の名詞 「祝福 」 に属格後置詞句 「十"，の 」 がイ、f加されて

いる 。 こ の場合、 「神 J は対象である 。

(10) sarpp綸ak ko patr 

編集長 に手紙

「編集長への手紙J = r編集長に手紙J

(11) bhagv縅 ko dhanyav綸 

神 に 感謝

「神に感謝J r神に感説，tJ 
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「おめでとう J = r あなたにおめでとう J

( 10 ) は 、 与絡後置詞， ko 'を使用した名詞句である。 日本語では、方向を示す絡

助詞「へJ を使った「編集長へ手紙J か、 ある種の文のような要素を持つ句とする場合は、

属格の格助詞を付けた「編集長への手紙J のように言う 。 ( 11 ) ， ( 12 ) も (1 0 ) と同じ与

格後置詞‘ ko 'を使用した名詞句であるが 、 感謝やお祝いを伝える慣用的な言い方で

ある 。 すなわち、句のようでありながらも 、 文のような働きをするものである。 以下の(13) 

も、これらと同様、 挨拶の文句となるものである。

(13) sabh� ko mer� namask縒 

皆(強調形) に 私の 挨拶

「皆傑に私からご、挟拶 J = r皆様に私の挨惨」

(11) , ( 12 ) と違うところは、 ( 13 ) には、上の与格後置詞句以外に、月IJの属格後置詞

句が付ーいているところである。 ここの属絡の部分は 、 「私が挨拶をすること J のように
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語の働き をする 。

(14) aりun ko bhagv縅 k� 綸es aur use s緡tvan� 

アルジ」ナに 村l の命令そして 彼に 慰め

「アノレジュナへの村1の命と彼への慰めJ í アノレジュナにtll lの命と彼に慰めJ

[Srlmadbhagavatg�� : 239J 

(1 4) は、上の与格後置討旬以外に、見IJ の属栴後置詞句がイ寸いている例である 。 ここ

の属格の部分は、 「私が挨拶をすること J ， í神が命令すること J のように主語に当たる 。

また、この属格の名詞句に与絡後置詞句が害IJ り込む場合もある 。

( 15) baf� bahan k� chot� bahan ko pa tr 

大きい姉妹 の 小さい 姉妹 に 手紙

í U市の妹への手紙J = í姉の妹に手紙J

[Sarasvat� m縅ak hind� vy緻araI) tath� racn� : 244J 

こうなると、先の (3) ， (4) と同じ構造になる 。 唯 A違うところは、ヘッド、名詞が動

詞派生の抽象名詞ではなく、普通名詞が使用されるところである。 この場合は、平叙文の

一部としては使用されない。 これ自体が半ば文のようになっているからである。

この他にも、後置詞句をヘッド名詞に直接修飾させる構造があるので、例としていくつ

か挙げておく 。

(16) bhakt ke lie anya vikalp 

パク卜の ため他の 選択

「パクトにとっての他の選択」 「パクトのため他の選択J

[Sr�adbhagavatg�� : 180J 

(17) karnpyutar rnerp hirpd� prayog 

コンビュー タ に ヒ ンディ一語 使用

「 コンピュータでのヒンディ一語使用 J = í コンピュータで ヒ ンディ一語使用」

[Bh縱� bh縒at� : 3J 
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先の「編集長へのJ ， r アルジュナへの」と 同様、 「バク トのための J ， r コンピュータで

のJ にみられるように、|イ木語では属格後置詞「のJ がヘッドの名詞を修飾するためには

必要であるが、ヒンディ一語では、新聞 ・ 雑誌や文毒の見出しに、直接後置詞句を修飾

せて使用しているのである。

さらに、後置詞句が 2 つヘッド名詞にかかる例もある。

(18) avk話 ke lie mukhy綸hy縣ak ko prãrthnιpatr 

休暇 のため 主任 先生 に 請願 手紙

「休暇のため主任教官へ|ドし山の手紙J

[Sarasvatl mãnalく hindl vy緻aral) tath� racn� : 247J 

(19) pradh縅緜縒y ko ch縟rvrtti ke lie 縋edan patr 

要な教授に 奨学金 のため 巾諸 手紙

「学科主任への奨学金申詩書」

[Sarasvatl m縅ak hind� vyãk訂al) tath� racn� : 248J 

(18) , ( 19 ) の名詞修飾構造は、 ke lie ~ ko 'か， ~ ko ke lie 'と後置

詞句が逆になっている。それぞれの後置詞句は、 ヘッド名詞の「手紙」にかかっている。

もう 1 つ、後置詞句を 3 つ続ける例もある。これも見出しカ=らの抜粋である。

(20) garm� kl chu件iyorp merp nainlt緲 ghumne ke lie mitr ko patr 

夏の 休暇 に(位置) ナエニーターノレ 回る のため友人に手紙

「夏期休暇にナエニータールへ出かけるための友達への手紙」

(20 ) は最初の後置詞句「夏休暇に」が次の後置詞句「ナエニータールに出かけるた

めJ にかかっているもので、それが一体を成し 、 「手紙J にかかる。同時に 、 最後の後置

詞句「友人に」も手紙にかかる後置詞句になる。

このような、後置詞句をヘッド名詞に直接修飾させる構造は 、 見出し等に使用される国

が多く、しばしば、これらは句でありながらも縮約的な文として働く構造に使用される。
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日木語でも、見U\ し等にみられる「手紙からの抜粋J , r友人への手紙」のような、属格で

つなぐ名詞修飾構造から、諺にみられる「棚からぼた餅J , r犯dこ小下Ij J , r鬼に金俸J のよ

うな、直接後置詞七Jを修飾させる情造-も 、 しばしば観察される 。

3.1.4 形容詞+名詞

第 ] 章で述べたように、)杉符討は、その本籍が形界詞以外には分類できないものである。

往々にして叙述自分なものになる。

thand� hav� : 冷たい風

bh縒� sãmãn 重い荷物

綸h� gharpt� : 半時間

chot� kamr� :小 さな部屋

構造の分析は後節で行うので、例を挙げるに止める。

3. 1. 5 分詞 (非定形)+名詞

ここでは、動詞の非定形で、ある未完了 ・ 完了の分詞が、修飾句として名詞にかかる例を

挙げる。

(21) bahat1 (hu�) dariy� 

流れる一未完了 コピュラー完了 川

「流れる(流れている) ) 11 J 

(22) T
A

V
」

仰
い
以

守
山問

机

par� (hu�) pustak 

横たわるー完了 コヒュラー完了 本

「机にある本」

(23) vahã尚 jãte samay 

あそこ 行くー未完了 時(斜)

「あそこに行く時J

この構造は、日本語の動詞の連体形(終止形と同形，以下同じ)が名詞の前から修飾す

るものに相当する。 (2 1) が未完了分詞、 (22) が完了分詞のパターンになっている 。 そ

れぞ、れ被修飾語で、ある名詞の性 ・ 数 ・ 格により形容詞変化する。 通常、この統語構造を取
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るときにはヘッド・の名詞と被修飾句である分討には、命題関係が成り立つo ( 2 3) は斜格

名詞に未完了分詞がかかるパターンであるが、この例は、 C vaha品 jane ke samay , 

C vaharち jane ke vaqt 'のように、不定詞+属栴後置詞を斜棉名前J ~II寺』に修飾させ

る方がより 一般的である。 ヒンディ一語の斜格名詞としては、 この他にも、『後1 ~ため

(理由)~等があるが、やはり、不定討斜格と属絡を付加する構造になる 。 しかし、この

名詞『時』の場合のみ、 構造を 2 つ持つのである 。 I1 本語のこのわ|寺』も『時に』となり

えるので、斜格名詞であると巧えられる 口

先にも粁干触れたが 、 この構造の修飾が可能なのは文の主語もしくは円的語(すなわち

関係詞の‘ jo 'で修飾できるもののみ)に限られる。 以下の例を兄ていただきたい。

(24) us dukan par mithaiya尚 becta hu忌 puru与

あの 店 で お菓子 売るー未完 コピュラー完了 男

「あの店でお菓子を売っている男 J

(25) us dukan par becl hUl mi下hal

あの 店 で 売るー完了コピュラー完了 お菓子

「あの店で売っている(=売られている)お菓子J

(26) *mithaiya尚 bectl hUl dukan 

お菓子 売るー未完コヒュ ラ ー完了 店

「お~チを売っている店」

日本語の場合は、 上に挙げた名詞句(すなわち連体形の「売ってい る J) はすべて可能

だが、ヒンディ一語では (26 ) が非文3 になる。例として挙げてはいないが『売る』を完

了分詞(すなわち「売られている J )にしてもやはり非文のままである 。 これは、ヒ ンデ

ィ一語の場合、 叙述文に戻しても『店』が主語にも目的語にもなりえない(ここでは、場

所を表わす)からである 。 すなわち 、 日本語をみる限り表層的には主語となりえる直格名

詞4 であっても、ヒンディ一語の場合、 深層の文法機能が斜格名詞句 [Adverbial Phrase, 

3 この例は、日本語を母語とするヒンディ一語学習者が、初期段階でよく起こす誤りである。 日本語の
動詞の連体形が、文法関係に関わらず、 自由に名詞を修飾できるゆえである。
4 日本語の『店』も本来は斜格名詞であると考えられる。 日本語では名詞そのものの形態上の区別がえ
い上に、その格の痕跡を残す(例えば名詞そのものの屈折や後置詞付加など)指標もないため 、 文法関
係の制約が弛緩し、(命題の成り立つ範囲で)自由に修飾できるようになったのではないかと考えられる。
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AdJ のままであり、深層にある(すなわちえの)文法関係および栴(ここでは位置格)

をトレースしているのである。 したがって、この場合は、後節の関係討を使った定形飾に

よる修飾に依存せざるを得なくなる。

3. 1. 6 不定詞(非定形)+属格後置詞十名詞

ここでは、不定詞を含む名詞修飾構造を観察する。

(27) plne k� panl 

飲むー不定(斜) 。〉 水

「飲み水」

(28) sone k� jagah 

寝る一不定(斜) 。〉 場所

「寝る場所J

(29) [mer� / mereJ (ghar se) nikalne k� avsar 

手ムの (家 から) 出るー不定(斜) の 機会

「私の(家から)出る機会J

(30) [us k� / us keJ bh縒at Jane k� icch� 

彼(彼女)の インド 行くー不定(斜) の 望み

「私のインドへ行く望みJ

日本語には名詞に直接かかる動詞の連体形があるが、ヒンディ一語の場合は不定詞と名

詞をつなげる場合は属格後置詞に依存するo 5 (2 7) は、「水J に修飾語として「飲む」

を付け加えたものであり、 (28 ) は、「場所」に「寝る J を付け加えたものである。

(29) , (30 ) の名詞句は、不定詞の主語を属格標示して付加する構造である。 [J 内の

前者が『機会』もしくは『望み』のヘッド名詞にかかる形態であり 、 後者が『出る』もし

くは『行く』の不定詞にかかる形態である。属格標示の主語が直格になるか斜格になるか

は、焦点が不定詞側にあるか、 ヘッド名詞側にあるかに依存している。

j 先にも挙げた「行く時」についても、ヒンディ一語を母語とする者が日本語を習い立ての時、 「私、
行くの~寺J という具合に、属惜の「のJ を十j-けることが多々ある 。 日本語では、動詞の連体形が(文法
関係の制約なしに)名詞にかかることを理解し難いためと考えられる。
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また、ヒンディ一語では、不定討を属格後置詞でヘッドの名詞につなぐのに対し、円本

語では動詞の連体形が直接名前lを修飾する。あえて 11 本語でも「のJ を補うなら (2 7) , 

(28) は、 11 本語の í (ため)のj になり、 (29 ) ， (30 ) は í (とい うと ころ)の」になる。

どちらも付))111切な修飾何ではあるが、後者は同栴的な怠l床になる。

ところで、この構造に関連して、ヘッドの名詞が斜格名詞になり 、 副制的修飾句として

使用されるものも、以下に挙げておく 。

(31) [mereJ bh縒at j縅e ke samay 

私の インド行くー不定の 時

「私がインドへ行く時J

(32) [mereJ 

私(/)

間
定

c

ka 

中
川-

一

日
目

/
\

乱

着

。
i

ke b綸 

の後

「私が着いた後J

(30 ) , ( 31 ) は 、 斜格名詞として「時J ， í後」を使用した例であるが、不定詞もこれ

らの斜格名詞も斜格なので、主語を付加する場合は、属格で標示する。

3. 1. 7 関係詞節型

先に少し述べた定形節である関係詞節の例をここで挙げる。 まずは、関係代名詞の例文

である 。

(33) (vah) pustak JO mez par pap hai 
その オζ 関係詞 机 横たわるー完了 コピュラー現花

「机の上にある本J

(34) (vah) kh縅� JO men ロla口1 ban縟l hai 
その 食べ物 関係詞 私の 母 作るー未完了 コピュラー現住

「私の母が作る食事J

(33) は被修飾語の名詞「本J が、定形節内で主語の機能を果たしている例である。

方、 (34) は、被修飾語の名詞「食べ物」が、定形官官内で目的語の機能を果たしている
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例である 。 ヒンディ一語の関係詞による名詞句修飾構造は、インド ・ ヨーロッパ語族の言

語にしばしばみられる、修飾する定形節が名詞の後に置かれる構造である。 府干違うとこ

ろは、ヒンディ一語では、関係代名詞に呼応する相関昨‘ vah ' í その」があることで

ある 。 しかし、これは、必ずしも必要なものではなく、しばしば省略される。

また、この|剥係詞による名詞修釘lí構造には、村|関昨， vah 'の位置に関係詞， jo ' 

が出てくる見形の構造がある。 以下に (32) のj~形構造を例示する 。

(35) jo pustak mez par par1 hai 

関係詞 本 机 に 横たわるー完了コピュラー現在

これは、句としてではなく、「机のとにある本を取ってください。」 のような文の中に出

てくる構造である 。 先の (33) のような相関砕を伴った修飾構造も無論、文中に使用さ

れる。 違う構造を取る以上、何らかのニュアンスが変わるわけだが、これについては、後

節の統語構造分析のところで詳しく観察する 。

次に、ヘッドが定形節内で斜栴名詞になる例を挙げる。一般に関係副詞といわれる例で

ある D 先の (26 ) で非文であった文を定形節に直したものが、以下に挙げた例である。

(36) (vah) duk縅 jis merp (= jahã品) mithãiyã品 bed j縟l 

(その) 店 関係詞 に (関係詞) お菓子 売るー完了 行くー未完了

haim 

コピュラー現在

「お菓子を売っている店」

定形節では、「店でお菓子が売られている 。」 なので、「店J は、位置格の後置詞を伴っ

た斜格名詞である 。 したがって、関係詞自体は斜格形になり、それに後置詞が付いた

jis merp ， もしくは、， jis par 'になる。また、「店J は場所を表わすものなので、

『場所』という名詞を内包した関係、詞， jahã品 》を使用することもできる。 関係詞の種

類は、第 1 章の代名詞の節で、中日関辞との関連がある指示代名詞と共に挙げてあるので

参照されたい。

先の分詞による名詞修飾構造とこの関係詞節による名詞修飾構造は、 一見、非定形節の

分詞を用いるか、関係詞を使用して定形節を用いるかという違いだけで相関的なもののよ
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うだが、実際、非定形節の榊造には、文法関係上の制約がかかっていることを留意してお

かなければならない。 また、全般的にみて、ヒンディ一語では 、 文レベルのものを節とし

名詞を修飾させる場合、関係詞筒i を使JìJする方が多いのも事実である。 これは、文法関係

の制約がかかる非定形節の修飾構造より、関係詞を使用した定形節の修飾構造の方が、話

の関係が n愛 |床にならず、イ吏川範囲も広くなることも、理 I b の 1 っと考えられる 。

3. 1. 8 同格接続詞節型

同格接続討節も、関係詞節同係、名詞を後);から修飾する構造をとる 。 この場合も相関

辞として， yah ' I この」を取る。

(37) (yah) khabar ki mer� sahel� k� s綸� hu� 
この 知らせ 同格接続詞 私の 友達 の 結婚生じる一過去

「私の友達が結婚したという知らせJ

(38) (yah) sandes� ki vah kal yahã品 aega 
この 知らせ 同情接続詞 1良 明日 くる一未来

「彼が明日ここに来るという知らせJ

英語の ' the truth that ...' の ' that ' に当たる機能を持つ‘ki ' の場合は、補完的な

節を取る関係詞と違い、修飾部の定形節に完全な文がくる 。 日本語では、同格の場今 1"-'

するという知らせJ のように「という J 6 を補う。前節の不定詞を 、 属格後置詞を挿入し

て名詞を修飾させるところで、同格的な「という」を補うものがあることを述べた。 (30 )

がそれに当たるが 、 これをこの同格接続詞節型構造にすると 、 以下のようになる。

(39) us k� iccha 

彼の望み

ki 

同格接続詞 来

-
a

未
昭

一

-a
u

/
¥
 

-
y
o

u

-丁

ふ
I
Ua

ぃ
卜

-U
ン

凶
ィ

、h

-E

a

制

V
 

「彼がインドに行く (彼の)望み」

6 この間格的に名詞に接続する「という J は、元々助詞「と」と「言う .J (連体形)の複合形であるn
討するヒンデ、イ一語の‘ ki 'は、ベノレシャ語の関係代名詞かつ接続詞の， ke 'である。 ヒンデ、イ ι
語では、同格接続詞としての機能だけを保持している。
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( 39 ) の ような、定形節の rrí]栴後統制節を使J1iしでも言えなくはないが、「望みJ の t

語と定形節いl の E訪が|司じ場介は、不定討の非定j杉節の構造を取る 。

3. 2 名詞句の統語構造分析

前節で挙げた統語構造の類型を基に、名詞句の情迭を分析してし、く 。 句における Head

(主要部)， Modifier (修飾部)は広く認められた概念だが 、 その概念を適用し 、 前置修

飾句と後置修飾句を設定する 。

前置修飾jl~~~ ~可句 : I M州fier 正He(~

後置修飾型名詞句 : 1 Head 11 Modifier 1 

以下に 、 表層の文法関係と深層の文法関係、を同時表示する構造図を示しながら各種の統

語構造を分析していくが、構造図における記号は、あくまでも論理的な文法関係を示すも

のであることを先に断っておく。

3.2.1 前置修飾型

ヒンディ一語は 80V 型言語なので、修飾句は前置型の方が圧倒的に多い。 先に挙げた

類型のうち代名制群の不定代名詞， 指示代名詞， 疑問代名詞， 数量代名詞を持つ名詞句を

扱う 。 まずは 、 不定代名詞の例として 、 ‘ koï pustak ' í何らかの本」を構造図化する。

PredN 

ko� 

この場合、， ko� ' í何らかJ は 、 本来 、 代名詞なので述語名詞 (PredN ) になり 、

pustak ' í ノド」が主語 (8 ) になる 。 しかし 、 これらは 、 実際、以下のような平叙文

こはできないので、論理上のラベルとなっている 。
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:ド pustak

S 

ko� 

PredN 

hai. � *本は何らかだ。 J

Cop 

日本語の力-も通常、 とのようにはいわないが、「本が何らかのものである 。 J という論埋

的な命題(= 主Jill関係)は成り立つo ヒンディ一語も同保に命題としては成り立つが、実

際の文としては不適絡になる。

次に、指示代名詞‘ vah )を合む‘ vah pustak ) íその本J を構造図化する 。

vah 

PredN 

pustak 

S 

この場合は、論理上の文法関係、が、実際の文の文法関係に反映される 。

pustak 

S 

vah hai. I本はそれだ。 J

PredN Cop 

日本語もこの指示代名討を伴うものは、平叙文化が可能である。

次に 、 疑問代名詞の ‘ kaisã )を含む‘ kaisï pustak ) í どんな本」を構造図化する 。

kais� 

?? pustak 

S 

PredN 

kais� 

PredN 

pustak 

S 

hai? í木はどんなだ。 J

Cop 

この場合、命題白体は成り立つが、ヒンディ一語ではその形状や評価を述べるに限られ

る。一方の円本語もやはり意味が|凌昧である 。 しかし、 S を「本J から人の「女の子J に

76 



変えると、‘ kaisl lark1 ' I どういう娘」となり、一般に使用される名前七J となる。

また、「本の種類」を問う場合は、ヒンディ一語では、通常、‘ kaun-sl pustak ' I ど

の(ような)本J か‘ kis tarah kl pustak ' (文字通り「何の種類の本J) と聞くが、「な

に J に当たる‘ kya 'を複合した， kya pustak 'とは言わない。 これについて考察を

加えてみる 。

pustak kya hai? I木はや付瓦。 J

S PredN Cop 

この命題は、「本の種類は何かo J という特性を ，-g J うものというよりは 、 「本とは(そも

そも) 何か。 」という大概念的な問いになってしまうので、ヒ ンディ一語は、 その種類を

問う場合、 不適格になる 。 7

次は 、 数量代名詞を含んだ句を例、， do pustakerp , I二冊の木J に挙げる。

do 

PredN 

pustakerp 

s 

* pustakerp do hairp. I本が二冊だ。 」

S PredN Cop 

ヒンディ一語では数詞を PredN にしたこの命題文は、 中立文としては非文である。日

本語では 、 「本が二冊だ。 J または 、 格助詞「がJ を落とした「本二冊だ。 J もともにいえ

る 。 通常 、 FI 本語の数詞表現は「木二 |冊 J , I車一台J としづ構造をとるが 、 属格後置詞を

数詞に付加| した「 て冊の本J , I一千?の車J と い う言い方もかなり使用 される 。

次に 、 名詞+後置詞十名詞の例を観察する 。 まず、 IB ka AJ のヘッド名詞 IAJ が普

7 では、日本語でその種類を問う際の「何の本J がなぜ可能なのであろうか。一概にはいえないが、「何
の種類の」の「種類の」の部分が「何のJ に内包してしまった結果であると筆者は考えている。
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通名詞の例を準げる。

s緝itya k� pustak r 文学の本」

PredN(Gen) 

s緝itya k� 

pustak 

S 

後置詞句は、斜格名詞句 (OblN ) として処理する 。 ここの後置詞句は、属格後置詞が

付いたものである 。 無論、斜格であっても述語名詞にもなり得る。 以下に例文を挙げてお

く 。

可k
a
 

み
し

門bu
 

p
A

円b

、H
a
 

vd 
s緝ity k� 

PredN(Obl) 

hai. r この本は文学のだ。 」

Cop 

次は、 ヘッドの名詞が動詞派生による抽象名詞のものである 。 ここから文法関係が重層

的になる 。

baccorp k� rakφ 「子供たちの保護J

PredN 1 (Gen) 

baccom k� 

O2 

φ 

82 

見、 ヘッ ドが他動詞の動詞派生名詞に変わるだけで、先の句と構造図は同じようだが、

深層に別の 80V 層ができる 。 斜栴名詞は第二層で目的語ーであり 、 ヘッドが動詞になる。

句内に主語はないが、この句全体が文に埋め込まれると 、 主語が補完される 。 (文に組み
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込まれた例は、後章でし 1 くつか観察されるので、折に触れて説明する。 )

pãりçlavorp k� 緘aman rノミーンダヴァたちの来訪J

p�l).輙avorp k忌

82 

agaman 

V2 二 8 1

この名詞句は自動詞派生の名詞の例である 。 自動詞は、 本来、 目的語をもたないので、

属格の深層部は主語にしかなりえない。

次は 、 「私の非難」という才l 詞句を例に挙げる 。 FI 木語では、 「私の非難J といえば、通

常 「私がする非難J と なる。「私を非難すること」になる場合は「私への非難J となり 、

方向格 [Direction ， Direc J の後置詞を挿入する。ヒンディ一語の場合は、どちらもこの

統語構造で表現しうる 。

merﾏ nimd� r 私の非難J

men 

O2 

ロlen

82 

ゅ

82 

ゅ

O2 

PredN1(Gen) 

nimd� . 

PredN1(Gen) 

nimd� . 
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上の構造図は修飾部の文法関係が Illlり語で主語が空になっており、 下の構造図は、修飾

部が主語で日的詔が空になっている 口

ここで注口すべきことは、 属絡後置討を含む修飾部 (PredN) は、 I~ 動制派生の場合、

主語 (8 ) ，他動詞派生の場合、主語 (8 ) もしくは七|的諮 (0 ) を包折することである 。

向動詞派生名刺は、_È語のみを要求するので修飾部が下-語になるのは議論の余地がないが、

他動詞派生名詞は、日本語と!行H菜、主語， 円的語のどちらもありえる。 しかし、意味解釈

こおいて 、 必ずしも n愛昧になるわけではない。 というのは、後続の動詞の特性や文脈によ

って文法関係が補完されるからである 。 つまり、この場合の名詞句は、 不完全な補完名詞

句の段階であるといえる。

このような不完全段階の名詞句が 、 文法関係を完全に補完した名詞句に発展する例があ

る 。 iB k� AJ の構造に 、 別の後置詞句が挿入された iB k� CAJ 構造がそれである。

arp.grezorp. k� bh縒at par r緞ya i英国のインドへの統治J

PredN l (Gen) 

arp.grezorp. k� 

83 

PredNJ(Loc) 

rA a
 

O
A
 

qu 

抗

O

F
i
 

-
n
d
 

h
 

L
U
 

raJya 

V3 毛=言= 81 

この構造において 、 「インドの上に J という斜格名詞句(具体的には後置詞句)が、名

詞を修飾する場合、枠構造のごとく名詞句内に伸入されている 。 修飾部は主語の「英国J

であるが、文配される対象(すなわち目的語)となる「インド」は、表層では位置格 [Locative ，

LocJ となる 。

この構造にコピュラがイ、I くと 、 文になるのである。上記の名詞句も含めて、以下に例文

を挙げる 。
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(40) arpgrezorp k� bh縒at par 

英匝| の イ ンド上に 去瓜
凶

-a

一

h

一
フ

+
し

ユピコ

a
 

v
d

ム
ロ

可
l

J

J
I

一
a
-

充

T
A

d
H
 

「英国はインドを統治していた。 J

(41) drol) kl arjun par vÌse与 krpã th1. 

ドローナのアルジュナ上に 特別な 恩情 コピュラ一過去

「 ド‘ ローナはアルジュナに特に親切にしていた。 J

[ﾉ;rlmadbhagavatglt� : 16J 

(40 ) は、 「英同のインドへの統治があった。 」、 (41 ) は、「ドローナのアルジュナへの特

別な親切があった。 J となる 。 命j嘘「英国のインドへの統治J ， r ドローナのアルジュナへ

の特別な親切=ドローナがアノレジュナに親切にする(日をかける)こと J が、コヒ。ュラが

示す過去の |時点に存在した、すなわち、これは紛れもない存在文である 。 このような文苅I J

は、ヒンディ一語では数多く見られる。 8 これが日本語では、文法関係を表層 3 深層で違

えない表現の 「 ドローナはアルジュナへのこ)特別に親切にしていた。」 になるのである。

次に、叙述形容詞を含む旬、， chot� kamr� ' r小 さな部屋J を観察する。

PredA 

chot� 

kamr� 

S 

kamr� chot� hai. : r部屋が小さい。 J

S PredA Cop 

ここで挙げているのは、述語形作詞 (PredA) の単層型の例である 。 叙述形容詞なので、

文法機能その ま までの ラベノレで平叙文に直すことができる、単層 Il1な構造である。

8 こ の存在文としての構造が出てくるのは、「かつて、英国はインドを支配していたのだが、・一。 」のょ
っ に、 往々に して、話の導入部分である。
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次に、分討を合む名詞市Jを観察する c 分詞には未完 f分詞と完 f分 RrîJ があることは、 v

れまでにJiliべているが、先に未完 f分51îJ を含むものを挙げる。

bahatl (hu1) dariya : 流れる川

V 

bahat� hu� 

dariya 

s 

現在分詞が直接名詞にかかる句である 。 ( )内のコピュラの完了分詞は、 しばしば省略

されるが 、 これは 、 「流れる ) 11 J と「流れている ) 11 J の形態の違いとほぼ同じものと考え

られる。これを命題文に戻すと以下のようになる。

dariya bahat� hai. : 1) 11 は流れる。 j

s v 

前節の 3 . l. 5 でも述べたが、この非定形節 司rpeII を定形節 Type 1 に変換できる。

dariya 

s N
 

o

d

 
r
 

PA 

bahat� hai 川流れる) 11 J 

V 

PredN になっている， jo ' は 、 関係詞(この場合は代名詞)である。関係詞につい

ての詳細は、 後節で述べることにして 、 この非定形節 句pe II と定形節 1'ype 1 に相関関係、

があることだけ 、 特記 しておく。

もう 1 つ 、 完了分詞の例を挙げる。

mez par par� (hu�) pustak 1机にある本J

82 



mez par Ad 

par1 hUl V 

pustak 

S 

pustak mez par par1 hai. r本が机の上にある。 J

8 Ad V 

分詞 (V) がヘッドの名詞 (8 ) を修飾する際、コピュラの完了分討が後に続くが、し

ばしば省略される 。 先の未完了分詞の場合と同じく、「机の上にある本」 か 「机の上にあ

る(状態にある)本」 ほどの違いで、実質的な意味の差はない。

次は、不定詞を含む例を観察する 。 先の (27 ) を代表例にする 。

p�e k� p縅� r 飲み水J

PredN 1 (Gen) 

p�e k� 

V2 

φ 

8~ 

panl 

O2 = 8) 

この名詞句は、ヘッドの部分が目的語、修飾部が動詞、 主語は空になっている。「飲む」

と 「水 J の聞には、目的語と動詞の関係が成立している。 しかし 、 「飲み水J は「水」の

特性を付加的に修飾しているので、動詞が句の一部を成してはいても 、 前述した動詞派生

名詞のように 、 句レベルでも文レベルでも文法関係の補完が必要条件とはならない。

もう 1 つの (30) の同格的な例も挙げておく 。
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第三層に、「彼がインドへif く J という 8V の層ができる。 この層が第二層で「望み」

という 82 と第三層の命題が PredN2(Obl)の関係になる。 外枠の第一層は、属格後置詞を

含んだ íB の AJ である。 PredN は、語や句ではなく、文になるわけだが、ここでは、

非定形節(Type n ) の不定詞である 。 これが次節で扱う定形節を使用した ちpe 1 に対J心

することになる。

3.2.2 後置修飾句

後置修飾型は、先にも僅かながら触れたように、関係詞節と同格接続詞節にのみ観察さ

れる 。 まず、関係詞を使った例から分析してし 1 く 。

前節でも述べたが、ヒンディ一語の関係詞のうち、関係代名詞‘ jo 'は、主語， 口的

語を修飾するものである 。 以下に 1 つずつ例を挙げる 。 相関辞， vah 'は、省略される

ことも多々あるが、主述関係を明らかにするため、本日関辞のあるものを構造図化の対象と

する 。 その場介、相関辞と先行制の問に主述関係 (8 1 + PredN 1 ) がまず成り立つ。 次の

、述関係 (82 + PredN2 ) は、相関辞と関係代名詞の間に成り立つo また、関係代名詞は

PredN2 であると同時に補完文の主語 (83 ) の機能も担っている。

(42) (vah) patr jo daftar se 繦� 

その 手紙 関係詞 オフィス から来る一過去

「オフィスから来た手紙J
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(vah) PredN1 

821 1 

patr 

81 

JO 83 

PredN2 

daftar Ad3 

aya 

V3 

(43) (vah) kh縅� jo merl mã品 banãtï hai 

その 食べ物 関係詞 私の 母 作るー未完了コピュラー現在

「私の母が作る食事J

N
 

、

d民
一

a

p
ι
n
 i

-a 

寸
凶

Th a
-
-

V

2
 

f
I
、

n
b

81 

JO 03 

PredN2 

mer� mã品 83

ban縟� hai 

V3 

先に挙げた関係詞の異形の構造図も以下に挙げる 。

jo patr daftar se 繦� I オフィスから来た手紙J

85 



82 

T
A

l
 

寸
|
|
|
批

S

一

P

一

N

p

d

 

‘
TA P

ム

daftar se 

Ad2 

aya 

V2 

jo kh縅� merl mã尚 banãtï hai í私の母が作る食事J

。

一
a

n
 

寸
l
I
l
l
l
i
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一
a

一

h

一

'
K

一

N

p

d

 

‘
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p
 

81 

mer� mã尚一一一→ 82

ban縟� hai 

V2 

先にも述べたが、この別形は、相関辞が消失し、そこに関係詞が LUてくる例である 。 つ

まり、指示代名詞の S と名詞‘ patr " ' kh縅� 'の PredN から成る「その(あの)

手紙J もしくは 「その(あの)食べ物J の層が減っている 。

元々、名詞をトピック化する言い方である関係詞の構造に対し、日本語を当てはめて考

えてみよう 。 まず、相関辞があるものは、「あの手紙さ、(ほら)オフィスから来た(ゃっ)、

あれ、私のではなかった。 」となる 。 相関辞を使う以上、話し手と聞き手の間で既知であ

るものと考えられる。ところが 、 相関辞を外すと、「手紙、(それが)オフィスから来たん

だけど、あれ、誰が書いたのかしら。 J となり、「手紙J が両者の間で既知である必要がな

くなる。 つまり、相関辞のないこの構造は、話題提示の構造となり、デフォノレトの関係詞

による名詞修飾構造なのである 。 では、上の日IJ形として挙げた構造は、どうなるだろうか。
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関係詞自体は、本r l 関砕の位置に山てくる 。 つまり、指ぷ代名詞の代林物になっているわけ

である。 したがって、相関砕のある関係詞節と同じで、「オフィスから米た(あの)手紙、

私にも見せて。 J という具介に、既知|のことに対して使用されるものと与えられる 。 9

関係代名古IÎJ そのものは、 「人 J もしくは 「物J という名討を内包することもある。 それ

に関連して、 「イ 1 1]"人 ， 何{I占IJ のような「数」 または、「どれだけJ という「量」が問題にな

る場合には、この‘ jo ' とは別の関係詞がある。 ( l.l.l.l. 3 を参照。 )

次に、関係詞のうち斜格名詞に対する、いわゆる関係副詞について例を挙げ、分析する。

(44) (vah) sinem�-ghar jahã品 ham ne hindl film dekhl 

その 映函 館 関係詞 私たち能格ヒンディ一語 映画 見る一過去

「私たちがヒンディー映画を見た映画館J

(vah) PredN 1 

821 

sinem�-ghar 

81 

jah緡 Ad3 

PredN2(Obl) 

ham ne Ad3 

hindl film 83 

dekhl 

V3 

前節の統語的類型の中で、関係副詞 ， jahã尚 'は‘ jis merp ，に相当すると述べて

あるが、その場合は明らかに後置詞句である 。 本論文では、 いわゆる副詞を後置詞句もし

くは斜格名詞句として処理しているので、 関係高1]詞のラベルは PredN (ここではこの斜

9 相関辞のあるなしは、話題提示する( A man who came in 'と既知の情報とする( The man who 

came III の違いを反映しているものと考えられる。
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格名詞が述語機能をもっているので PredN J の Obl)になる 。 これも Lの関係代名詞と|訂l

様、別形をもつので、その梢造包l を表示する 。 なお、この関係副詞， jahã尚 'は、『場

所』 という名前lを内包しているため、先行詞 (8]) が空になっている 。

jahã品

別NJ側 |
φ 

8] 

Ad2 

ham ne Ad2 

hind� film 82 

dekh� 

V2 

関係副詞すなわち斜格名討令jになるは、場所を示すものだ、けでなく、 H寺，方法，方向 3

理由等の名詞を内包しているものもある 。 (これらについても 、 1.1.1.1. 3 に掲載しである

ので参照されたい。)

最後に 、 同格接続詞を使用した例を構造図化 して観察してみる。

(yah) khabar ki mer� sahel� k� s綸� hu� I私の友達が結婚したという知らせJ
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V3 

最後に挙げたのが 、 同格詞節である。 同格接続詞といわれる ， ki )は、後続の飾部分

に対してし 1かなる文法関係も担わないので、この Ad3 は、無格の斜格名詞 [PredN (Null) ] 

を表している 。 U 本語の 「 ということ 」 の「こと 」 に当たるものとして。 英語の同格節を

導く ， that ) も同傑と考えられる 。

3. 3 名詞修飾構造における重層性

まず、文法関係と格標示の重層性について的を絞ると 、 属格後置詞， k� ) を伴う iB

の ね という名討句構造については、 ヘッドが動制派生名詞の場合、 文でありかっ句であ

るという中間的な要素をもつことが観察された。 これは、 深層に文としての文法関係、およ

び格を温存したまま句を形成するためである 。 自 動詞派生名詞の場合は 、 主語のみの補完

なので属格部分には自動的に主語の文法関係を残すが、他動詞派生の場合は、 主語， 目 的

語の両方ありえる 。 往々にして優先されるのは(すなわち言語事実としてよくみられるの

は)日 的語の万だが 、 それは 、 文を成す後続の動詞( ‘ karnã ) iする J )で唆昧性が円

避される時である 。 その場合は、補完名詞句ではあっても 、 完全に文要素を担った句を形

成するものではない 、 いわば文としては不完全な名詞句である。 完全に文として成立する

こは、主語の補完が必要になるが、これは文レベルのものになるので、 第 5 章の述語複合

(1 )で、 新たに取り上げる 。 これとは別に 、 名詞句レベルでも完全な補完的名詞句を形

成するには、 属格の修飾部が主語となり 挿入後置詞句でその目的語を補うという形をとる

ことができる 。 これは、コピュラ動詞を付けることにより 、 文にもなり得る 。
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また、後 i丘修飾型の関係、制節のぷj再 (I~J な文法|矧系と栴を、前 Id:修飾J刊の JI :定形筒iである

分詞を伴った名詞句の深層に残していることが観察されている。 これは、定形節の文修飾

から非定形のイIJへという統語構造、すなわち文と句にまたがる重層性である 。 ヒンディ一

語のこの定形節から非定形修飾への移行には、主語なら主語， 日的言語なら目的語， 後置修

飾句なら後置修飾七J等々の文法関係、の継承という制約がかなりかかっている 。 日本語でも、

後置修飾型の関係詞による修飾11えはない。 それに代わるものとして、前置修飾型の連体修

飾構造があるが、ヒンディ一語に比べて文法関係上の制約は緩い。 このような文法関係の

制約の違いが起因し、日本語を母語とする者にとっては、非文を作り出す可能性が高くな

るのである。

定形節から非定形節への変形としてもう 1 つ挙げることができるのは、岡本各接続詞型と

非定形の不定討を使用した名詞修釘jî構造の相関である。 関係詞型と違い、ヘッド名詞に対

して付力日的な要素になるが、この 2 つの構造も、定形節から非定形節へという構造が対丸、

している 。 このような、定形節を使川する Type 1 と非定形宣告を使用する Typ e II の区分は、

次章の複文構造においても、重要な役割を果たすことになる。
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第 4 章複文構造

複文には、 2 つのタイプの統語構造がある 。 1 つは、定形節を 2 つ以上含む構造で、も

う 1 つは、定形節と非定形節のそれぞれを 1 つ以上ずつ含む構造である 。 例えば、日本語

の「私は、 H宇 11 、友達の家に行ったが、友達は l引かけていた。」は、動詞の 「行った」 も

「出かけていたJ も定形である 。 これとは対照的に、 í r:11が降らなければ凶る。」 になると、

「降 ら なければ」 が動詞の非定形で、あり、 「 困る J が動計]の定形になっている 。 共に文を

複合した複文であっても、動詞の形態、が定形と非定形で異なる 。 従来、定形動討を含む定

形節が、複文として扱われる傾向にあり、主文に従属文が埋め込まれて、従属文の述語の

方が非定形となり、見た目には単文のようになってしまう後者の構造は、なかなか複文と

は認識されずにきた。 しかし、このような文も、複文の定義を 、 定形述語を 2 つ以上持つ

ものというのではなく、定形 ・ 非定形を問わず、述語を 2 つ以上含むということにするな

らば、複文として扱えよう 。

論文では、これまでいわゆる複文といわれてきた複文を 、 定形節型 Type 1 とし、複

文の異形ともいえるこの種の複文を、非定形節型 Type II として、分析してし 1 く。定形節

型 Type 1 には、等位接続詞で文と文をつなぐ等位俵続構造、従属接続詞を使う従属接続

構造、そして、その従属接続構造の一種としての同格節派生構造を含む。一方の非定形節

型 司rpeII では、動詞の非定形で、あ る不定詞，未完了分詞 、 完了分詞が、文の要素を保ち

ながらも、主文の中に埋め込まれる 。 ここでは、 主文のどの要素に埋め込まれていくか、

また、どのような形態を取りながら埋め込まれるかに注目しながら、観察することにする。

4.1 定形節型 (Type 1 ) 

以下に、定形節型 (ηpe 1 )に含まれる等位接続構造，従属接続構造，同格節派生構

造の例文を順に挙げていく 。

4. l. 1 等位接続構造

まずは、等位接続構造の例文についてみてみる 。 H 本語の「そして、 または、しかしJ

に相当する， aur, y忌， par 'をヒンディ一語の等位接続詞の代表として、それぞれの例

文を挙げる。 以下に、 )1慎接の接続詞 g aur ' と， y� 'を使用した例を挙げる 。
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( 1) Al綸� ne d�ak uth繦� aur gu伍 ke dv縒 par a 

アラジン能格ランフ 持ち上げる一過去 そして 洞窟 σ〉 入り口 来る一語幹

pahUJもcã.

者く一過去

「アラジンは、ランプを持ち、洞痛の入り|寸まで、やって来た。 J

[B緲 bh縒at� bh緘 2 : 25J 

これは、 )1頃伎の接続詞( aur )によって、能絡構文と平叙文をつないだ複文である 。

主語が同一なので、後ろの文では主語が省|略されている。与格構文対平叙文なので、、行為

者である主語の栴標示が異なりはするが、通常は前の文に一致する。「アラジンはランプ

を持った。 そして、洞窟の入り口にやって来た。 」のように、 一旦、文が前半で完結して

しまうからである 。 ところが、後節で扱う動詞の非定形を用いた形式にすると 、 主語の

致は従属的な非定形側ではなく、主文の定形になる動詞に一致する。

ヒンディ一語のこの接続詞は、文と文をつなぐ他に、等価値な句と句，語と語，節と節

をも等位的につなぐものでもある。 日本語の「君と僕J ) I月と太陽」 、 「実際見ること(の)

と話に聞くこと(の) J の「と J の機能に酷似している。しかし、日本語の「と J は 、 文

と文を等位的につなぐものにはならない。 文と文をつなぐ場合は、 接続詞「そして」を使

用するわけだが、これがヒンディ一語の( aur )と全く同じ機能のものというわけでは

ない。 日本語の「そして J は、元々「そうして」であり[広辞苑第四版]、「そう」と「す

る J の『て』形を合成したものである 。 したがって、これは「そう」が前の文脈全体を従

属する形で受けることができる 。 そのため、これは文頭に現われる「それから J という意

味にも使用されるが、一方のヒンディ一語の‘ aur' は 、 基本的に語であれ、 句であれ、

節であれ、 文であれ、 さらには文脈であれ、あくまで等価値でなければ使用されることは

介い。 したがって 、 「それから J のような文頭の話題転換には使用されることはない。

次はもう 1 つの順接接続詞、( y� )の例を挙げる。

(2) tum idhar � rahe ho y� udhar j� rahe 

君 こちら 来る一語幹いる一完了 コヒ3ユラー現在また あちら来る一語幹いるー完了

ho? 

コピュラー現在

「京はこっちに来るところなのかい、 それともあっちへ行くのかい。 J
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等価値な文要素を等位的につなぐとしづ機能は、先の‘ aur ' と |πl じだが、この接続

詞は、 2 つもしくはそれ以 1 ..の選択すべき語，旬，節，文を等イ立的につなぐ機能になる 。

また、文レベルになると、後節で倣う同格の接続詞， ki 'を使JTIすることもある 。

(3) tum kal 縊ge ki nah�p? 

話 明円 来るー未来同棉接続詞 否定梓

i)=;は |男 H 来るのか来ないのか。」

前文の「君が明円来る J という命題全体を後ろで等位的に受ける構造になる。 上のよう

に前の文と後の文の命題が違う場合でなく、命題の真偽を問う場合に使用される。 日本語

の「来るのか、そうではないのか。 J の「そう J が指すのは前の文の命題全体である。

等位接続詞として最後に挙げるのは逆接の接続詞である。 ヒンディ一語の逆俵接続詞に

は、いくつか種類があることは、第 1 章の品詞のところで述べたが 、 その巾で、比較的頻

度の高い， par 'を使用した例を以下に挙げる。

(4) ham phir kabh� ise dekhne 綟mge p81r ãe品ge pürりimã ko. 

私たちまた いつかこれを見るー不定(斜)来るー未来しカ、し来るー未来 満月の日 に

「またいつか見に来ょう 。 でも満月の口に来ょうね。 J

[B緲 bh縒at� bh緘 2 : 90J 

この例では、俵続詞の後の文において倒置が起きている。平叙文では 、 sov の語順ど

おりになる口

4. 1. 2 従属接続構造

次に、従属接続詞を含んだ例文を挙げる。 従属接続詞の種類は先の品詞のところで挙げ

てあるので、参照されたい。 以下に挙げる例文では、‘ yadi ， yadyapi , kyorpki 'が使用

されている。これらは、脱落することもある。
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(5) yadi sã品s tut j縟i to vah 

もし '臼じJ 壊れる一語幹行く一仮 ・ 現在小詞 彼

diy� j縟�. 

与えるー完了 行くー仮 ・ 現在

ロlara gho手it kar 

死ぬ一完了 宣告された する一語幹

「もし，息が切れれば、その人は失格を穴侍されてしまう。」

[B緲 bh縒ati bh緘 2 : 39J 

(6) yadyapi lse bane tin sau varr与 se bh� upar ho cuke 

けれども これを できるー完了 3 百 年 より も 上 なる一語幹終わるー完

haim par lagt� hai , 口lano aJ h� 

コピュラー現在 しかし 感じられる一未完了 コピュラー現在 まるで 今円 小言司

ban� ho. 

できるー完了 コピュラー仮 ・ 未来

「これができて 300 年以上も経っているが 、 まるで今日できたかのように感じ

られる。 J

[B緲 bh縒at� bh緘 2 : 90J 

(7) kyorpki 

なぜなら た
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hai islie kuch nah�p mileg�. 

コピュラー現在だから 少し 再定時 得られるー未

「今円は市場が閉まっているので、何も手に人 らないだろう。 J

従属接続構造の場合、従属文1J-l1J の従属接続詞に呼応した相関辞が主文側に現われる 。

( 5 )の条件節に対しては‘ to )が現われている 。 これは、小詞で、あり、いろいろな機

能を持つ。また、これは、名詞にイ、y~ 、てテーマ化する日本語の「はj に似た機能も持つ。

( 6 )では、逆接の従属接続詞に対して、前節で説明 した逆接の接続詞( par )が現わ

れている。( 7 )では、理由 を述べるものとして、( islie )が現われている 。

最後の例文については、以下のような倒置も可能である。

(8) islie kuch nah� mileg� kyorpki 緞 b縻縒 bamd hai. 
だヵ、ら 少し 否定辞 得られるー未来 なぜなら 今日 市場 閉ま った コピュラー現在

(9) aJ kuch nah� mileg� kyorpki aJ b縻縟r bamd hai. 
今日 少し 否定時 得られるー未来 なぜなら 今日 市場 閉まった コピュラー現在
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上の例文については、， islie 'が文頭に米ることに少し違和感を覚えるようである 。

下の例文では、その， islie 'が脱落しているのだが、こうなると全くおかしくない文に

なる 。 その他の例文では、倒置が起こることはほとんどない。

倒置されない場合、この逆接俵統詞は、冗長的なものになるので、 ìJí'J 除可能であるが、

倒置した場介は、 ヒのとおり、削除することはできない。

4.1.3 同格節派生構造

IriJ格節をイ、I~ う名古líJ修飾構造については、次章で詳しく述べるので、ここでは、構造の変

形に重点を置いて観察する 。 被修飾語(ヘッドの本l 詞)である名詞が削除され、相関昨

, yah 'と同格接続詞‘ ki 'の呼応のみのもの、さ らに相関辞さえ削除されるものの

例文についてみてし\く。まずは、主語に同格節がかかるものから考察する。

4. 1. 3. 1 主語節型

以下に、主語に定形節が修飾句としてかかっている例文を挙げる。

(10) yah 輙ar ki vah 

この 恐れ同情接続詞 彼k

b�縒 

病気の

C

実

a

z
可

5

1

2
 

来未
昭
一?

h

ュレ
」コ

nikl�. 

出る一過去

「彼女が病気だとし 1 う恐れは現実のものとなった。 」

同絡食店はヘッドの名詞の後に置かれるのが常である D ここでは、「恐れ」がヘッドにな

っている 口 このヘッドを削除すると、非文(つになる 。

(11) *yah ki 

これ 同格接続詞

vah b�縒 hog� sac nikl�. 

彼女 病気の コピュラー未来 真実 出る一過去

「彼友が病気だとし、う恐れは現実のものとなった。 J

ヘッドを削除すると「恐れJ という意味はなくなり 、漠然とした i ... ということ J にな

るが、このような相関辞のみの場合、外置化しない |取り非文になる 。 以下には、外置化さ

れた例文を挙げる 。
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(12) mujhe yah lag� ki vah 

私に これ 感じられる一過去同格接続詞 彼

円b
一
U

な

m
一

内

a

い
れ

r-
hai. 

コヒュラー現庄

「私は彼がケチだと感じた。」

(12 ) の例文は、全体が与絡構文になっている 。 主語が相関辞になる場合 、 この主文

の後に同格節を後置すれば、適格な文になる D さらに、相関辞が削除された例文を以下に

挙げる。

(13) idhar-udhar p�hne par m緲� hu� ki ko� 

こちら あちら 聞くー不定(斜) 上で 知った コピュラ一過去 同格接続詞 何らかの

d�ak becnev緲� aya th�. 

フ:ノフ 売るー不定(斜)+接伴 来るー完了 コピュラ一過去

「あっちこっちで聞いた結果、ランプ売りが来たことが分かった。 J

( 13 ) も、 ( 12 ) と同じ与格構文になっている 。 実際、 同格節が与格の主語になること

は明らかなので、 杵|関辞はなくても問題はないのである。

4. 1. 3. 2 述語名詞節型

ここでは、述語名詞に定形節がはまる例文を挙げる。 「私の望みはこれである。 J と言っ

た後に |古川名節が置かれる 。

(14) mer� icch� yah 

私の 望み これ

hai ki 

コピュラー現在 同格接続詞

縣 kal 

あなた 明日

aeロ1.

来るー仮 ・ 未来

「私は、あなたがゆ-J 11 来られることを望んでおります。 J

これも 、 定形節が主語にかかる場合と同じように 、 相関辞を削除できる 。 以下に相関辞

を削除した例を挙げる 。
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(15) mer� icch忌 hai ki 縣 kal ãe市.

~:j_、の 望み コピュラ 一現 (E 同栴接続詞 あな た 明日 来る一仮 ・ 未寸ア

「私は、あなたが!列 11 来られることを望んでおります。 J

このように 、 述語名詞の場合でも相関辞が削除され、 「私の望みは ... です。 」という 構造

により近くなる。

4. 1. 3. 3 目的語節型

目的語の場合も同じように、相|関砕を残すものと 相関辞を削除してしまうものの 2 つの

型がある 。 まず、 相関辞を筏している例文を挙げる。

(16) mairn ne yah kah� ki tum p緘al ho. 

私 能格これ 言う 一過去同格接続詞 君 馬鹿な コピュラー現在

「君はパカだと私は言ったo J 

次に 、 目 的語と しての相関砕を削除した例を以下に挙げる 。

(17) 

( 18) 

ham 

平ムたら

c緝te haim ki 

欲する一未完了 コヒ ュラ ー現在 同格接続詞

縣 phir yahã尚

あなた また

aeロ1.

来るー仮 ・ 未来

「私たちは、 あなたにまたここに来ていただきたい。 J

ve p縟e haim ki 縟m� k� amart� par Arjun 

あの }j 得るー未完 了 コピュラー現在 同格接続詞 魂 の 不死 ついて アルジュナ

dhy縅 nah� de rah� hai 

注意 否定辞 与える一語幹 いるー完了 コピュ ラー現在

「神は 、 魂が不死であることに 、 アルジュナが気づいていないのを分かつてお

られた。 J

[Sr�adbhagavatg�� : 37J 
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(19) mairp. ne apne d綸� j� se suna th� ki lS se 
私 能他自分の 祖父敬称から 聞くー完了コピュラ一過去同格接続詞 これより

pahle bh� ham縒e des ke logorp. ne is jharp輅e ke n�e svatarp.trt� 
M も 私たちの 国 。〉 人 々 能格 この 旗 ぴ〉 下に 独立

ke lie 緡dolan kie the. 

ぴ〉 ため 運動 する一完 r コヒュラ一過去

「私は姐父か ら 、これよ りも以前に私たちの同の人々がこ の旗の卜\独立運動

をしたことを聞いた。 J

[B緲 bh縒at� bh緘 2 : 57J 

(1 7) は、 「欲する J の目的語、 ( 18 ) は 「取る J の目的語、( 19 ) は 「聞く 」 の目的語

が同格節全体になっている例であるが、相関辞はない。 ( 16 ) と ( 19 ) について言及する

と、円本語では、 i ... ということを言 う /聞く」になるか、「し 1 うことを」の部分を削除し

て 「 と 言う/聞く 」 にできるが、円本語と同じ語)1頃であるにもかかわ らず、ヒンディ一語

では、同格節の内容は外置される 。 本日除1辞を削除すると、あたかも svo のような語) 1慎に

なる 。 ( 17 ) ， ( 18 ) も svo 詰)1頃のような構造を取ることについては同じであるが 、 ( 16 ) , 

( 19 ) と違い、これらは次節で扱 う 非定形節型の構造も持ち合せている。 特に、 ( 18 ) の

「取る J という弱点司は 、 物理的に 「取る 」 としづ意味ではなく 、 同格節の内容全体を目的

語とし、それを 「見て取る ， 分かる 」 としづ知覚 ・ 認識に関する意味になる 。

4. 2 非定形節型 (Type II) 

複文の I トl の従文が主文に埋め込まれる場合、ある 言語要素が、複文巾での文法機能と_ì二

文中での文法機能を併せ持つ。 これは、通言語的に起こる現象である 。 例として英語の例

文を観察する 。

(20) 1 want him to COlne with me. 

平ム欲するー現在 彼を 来るーイミ定 ともに 店、 (斜)

「私は彼に来てほしい。 J
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この例文における‘ him ' は、弱IJ ~rîJ ‘ want ' の H 的語で、あると rrî] 1I寺に ‘ to come' の

主語でもある。つまり ' him ' は て重の文法機能を果たしていることになる。 この文の母

体と考えられる定形節砲の文を以下に挙げる 。

(21) 士1 want that he would come with me. 

私欲するー現在 同情接続詞 彼が 助動詞 Fるー不定 とともに 私(斜)

「私は彼に来てほしい。 J

この文は非文法的な文である 。 ヒンディ一語の例として挙げた ( 17 ) の定形節型の構

文と同じであるが、英語の， want 'では、定形節を取らなくなっている。 しかし、煩

義語である動詞， wish 'を使えば、定形節 ・ 非定形節のどちらの文も可能である。

(22) 1 wish that he would come with me. 

私願うー現在 同格接続詞 彼が 助動詞 来るー不定とともに 私(斜)

「私は彼が私と 一緒に来ることを!頼っている 。 J

(23) 1 wish him to come with me. 

布、願うー現在 彼を 来る一不定とともに 私(斜)

「平ムは彼が私と一緒に米ることを願っている。 J

このように、英語では、動詞によって非定形節のみであったり、定形節・非定形節どち

らもロJ能であったりする。このような表現の場合、ヒ ンディ 一語では、定形節の主語と非

定形節jの主語が一致しない限り定形節型しか使用されない。 l しかし 、 それも‘ cãhnã ' 

「欲する」を使用する場合にかかる制限である。動詞の意味はともかく 、他の動詞を使用

した場合には、非定形の埋め込み型が多々観察される。ここでは、そのような例を網羅的

こ挙げ、詰の重層機能を看取することに勤めることにする。非定形節型(巧rpe Il )を観

察するにあたっても、非定形節になる部分を、主語節j J]弘述語名詞節型， 円的語節型， 斜

格語節型の 4 つに分けて行う。

l 同じインド・ ・ ヨーロッパ語族の lþで、フランス詰でも定形節型しかないようである。
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4.2. 1 王語節舟j

まず、不定詞を主訴として使用した例を挙げる。

(24) jhü下h boln� 縱縅 hai. 

l嘘 話すー不定 易しい コヒュラー現在

「嘘を言うことはたやすい。」

これは、口木詰の構造といくらか似たところがある。日本語の「言うこと J は 、 しばし

ば「言うのJ に変わる。行為者は、日本語ならば í ，..___，にとって j を付加 して表わすが 、 ヒ

ンディ一語では、， ke lie ' í のためにJ を付加する。英語の場合、 ヒンディ一語や，1 本

語と同じ構造の‘ To tell a lie is easy for me. 'と、相関辞に当たる， it 'を主語に立

てた， It is easy (for me) to tell a lie. ' の構造がある。

(25) mujhe k縒 cal縅� 縟� hai. 

私に 車 動かすー不定 来るー未完了 コピュラー現在

「私は車を運転できる。 J

(25 ) は 、 第 2 章の (29 ) で観察した与格構文の構造と基本的に同じで、 主語として

「車を運転すること J という動詞的名詞が入っている例である。この主語の部分のうち 、

本来は目的語である「車」がk性名詞の直格であるため 、 「運転すること J に当たる不定

詞のデフォルト形 ， cal縅� ' が、性 ・ 数の一致を起こし， cal縅� 'になることが特徴

的である。また、この与格構文では、述語に， 縅� ' í来る j が使用されている。「私に

車を運転することが来る J というのが 、 論理的な意味である。これが 、 能力的に「できる」

ことをいう表現になる。

もう 1 つ 、 与格構文の例を挙げる。

(26) mujhe j縣縅 acch� lagt� hai. 

店、に 日本 良い 感じられるー未完了コピュラー現在

「私は 1 1 本が良いと思う。」
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これも与栴構文の主語に文単位のものが埋め込まれている例である。 ここでは、形谷詞

述語文がよr~め込まれている 。 文全体をみると、「日本」 という名詞が、 「 良し \J という形容

詞述語と rJ，~~じられる J としづ動詞述語の両方の主語になってし 1 ることが分かる。

次に、受身友引の例を挙げる 。

(27) yah patr R緡 dv縒� likh� gay� 

こ の 手紙 ラ ーム よって 書 く 一完了 行 く 一過去

「この手紙はラームによって喜かれた。 J

(28) mujh se nahlYp rah� j縟�. 

私 よ って否定砕いるー完了行くー未完了

「私はじっとしていられない。」

先の品討のところでも述べたが、これが 、 完 f分詞と動詞( j縅� ' r行く J を複合し

て表わす、ヒンディー諾の一般的な受身である。 (27 ) では、「この手紙」は、「書く」の

目的語であるが、それが主的j (受身)の主語となっている 。 つまり、 一語が二重の文法機

能を市びていることになる 。 (28 ) は、自動詞‘ rahnã ' r し \ る J が受身になっている例

である 。 自動詞を使用する場合には、否定表現2 になっていることが多い。日本語の「し 1

る J も受身の接辞を付けると「し、られる j となる 。 日本語の「し 1 る J は、状態を表わす助

動詞的なものなので、 r??私はいられない。 」とは言えない。したがって 、 「じっとして J

を補うことになる。日本語の場合、ある種の不可能を表わすものになるが、ヒンディー需

のこれもよく似た意味になる 。 この他にも、同様の意味で‘ baithnã ' r座る ，いる J

thaharn� ' r泊まる ， 留まる」という動詞も受身として使用され、「座っていられな

いJ ， r留まっていられなしリの意になる 。 完了分詞を使用している以上、「座って，溜ま

って J を補うのも自然であり 、 そういう状態(1座った J ， r留まったJ ような状態)にな

らないというのが、この受身の骨子になる。 したがって、受身に可能の意味が出てきても、

純粋に能力向体を問う可能 ・ 不可能表現にはならないのが道理である。他動詞‘ parhnã ' 

「読むj をこの構造に適応した場合、 心情的にできないとい うニュアンスが生じるが 、 「読

2 広辞苑によると、日本語のこの接辞を利用した可能表現も、近世までは否定表現に使われていたとい
つことである 。
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んでいられなしリと考えれば、知、.tS~なく理解できる 。 ~語訳にも似た「私によってこの本

は読まれない。」 というのは、いかにも人士的な表現であり、ニュアンスを読み取るには

程遠い。 受身でありかつ可能の意味の「私には、このノドは読めない。 J は、「私はこの本が

読んでいられない。 J という意味合いで「読めなしリだけである。 したがって、これは、「読

んでいられなしリと解釈する方がニュアンスもよく伝わり白然である。 動詞‘ calnã ) í歩

く J をこの情造にすると、 「 もうこれ以仁は歩けなしリという意味合いで「歩いていられ

ない。 J ) í歩けなしリとなる。

これに関連して、次に受身によく似た構文を挙げる口

(29) usse plet tut gay�. 
彼+よって 皿 壊れるー完了 行く一過去

「彼によって皿が壊れてしまった。 j

[Prayog aur prayog : 319J 

この文は、 一見、 受身のようであるがそうではない。 文法的な受身の構文は、 (27 ) の

構造である 。 J二は 、 文法要素が接続して受身を成すものであり 、 この ( 29 ) は、先の動

詞のところで述べた自他対応型にみられる、一語棄として確立した自動詞で、ある。 円本語

の 「 下が切れた。 J ) í表のドアが|魚し\た。 J ) í通りの角にレストランができた。 J の「切れ

る J ) í 開く J) í できる 3J が、自他対応型の自動詞になる。 行為者が後置詞‘ se )を取

り、対象が主語になるところから 、 擬似受身 (pseudo-passive / mithyã-vãcya) とも呼

ばれるが、日本語の受身接辞 í-れる 3 ーられる」を付けた「切られる J) í開かれる J ) í作

られる J と、 一語化した 「切れる J) í 開く J ) íできる J が違うのと同じで、前者の受身接

辞を付けたものは、他動詞文 í (誰かが物で)手を切る。 J) � (誰かが)ドアを開く。 J) � (誰

かが)レストランを作る 。 J という前提があってはじめて成り立つのに対し、後者は、基

本的に人が関与しておらず、 自然になされる様相を呈するものになる。

また、 ( 27 )) ( 28 ) と同じく (29 ) も ， j縅� ) í行く J という動詞が述語として使用

れているが、 (29 ) のそれは、後章で扱う、演算子の機能を果たす1VJ討との複合を成し

3 この「できる J は、「作る」と自他の対応を成すが、意味の上での対応であり、形態上は相関性がな
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ているものである 。

4. 2. 2 述語名詞節型

ここでは、述刊本l 詞として非定形節が使用されている例を挙げる。

(30) mer� k緡 sk己 1 j縅� hai. 

私の 仕事 学校 行く一不定 コピュラー現在

「私のやることは学校に1f くことだo J 

前節の主語にJI::定形の不定詞が使r~ されるものとは反対に、述語名百rî] として、非定形の

不定詞が使用されている例である。 この場合、非定形の主語は「私J になる D

4.2.3 目的語節型

目的語として文が埋め込まれている例を挙げる。

(31) vah tharp輅� p縅� plna cãht忌 hai.

彼 冷たい /1< 飲むー不定欲する一未完了コピュラー現在

「彼は冷たいノkを飲みたがっている 。 J

定形節J型(乃pe 1 )で節を使)けしていた動詞であるが 、 この例文の場合は、従属文と

主文の主語が一致するので、動詞を不定詞にし、 目的語の位置に埋め込むことができる。

(32) mairp ne Asok se nay� patr likhvãy忌.

私 能格アショークよって新しい 手紙 書かせる一過去

「私はトムに新しい手紙を書かせた/書いてもらった。 J

この文は一般的な使役の構文である。 実際に手紙を書く行為者は、 C se ' í よって」で

表わ完れる 。 ここでは、「新しい手紙j が「書く」の円的語であると同時に、主節(使役

動詞)の目的語ともなっている 。 これについては、第 8 章で詳細に議論する。
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以下に、人の認識に関わる動計lを使った例文を挙げる 。 本論文では、これを認知l動詞と

呼ぶことにする。

(33) mairp ne jarpgal merp ser ko daurte dekh�. 

才i、 能格 森 に トラを走る一次完了 見る一過去

「私は森でトラが走っているのを見た。 J

(34) S�� Mohan ko murkh m忌ntï hai. 

シーラー モーハンを 馬鹿な 思うー未完了コピュラー現在

「シーラーはモーハンを応鹿だと思っている 。 J

(33 ) では、「トラ J は「見た」の目的語であり 、 かっ「走る J の主語である 。 (34 )

では 、 「モーハン」は 、 「バカだJ の主語であるが、同時に主節「思っている」の目 的語で

ある 。 それぞれ、表面的には対絡標示だが、埋め込まれた非定形動詞の主語である。 二重

の機能を持つ典明的な例で、ある 。

4.2.4 斜格語節型

非定形iiJ詞には、未完了分詞，完了分詞，不定詞の 3 つがあるが、副制的修飾句になる

斜格語節では、 未完了分詞，完了分詞には、 基本的にコピュラ苦手J詞の完了分詞が付加され、

不定詞には各種後置詞が付加されるか、付加された後に斜格名詞が来る場合もある。円本

語では、継続 ・ 続行を表わす「しながら 4 J , rすると/して J , rする/したまま J 、 条件や

仮定を表わす「すれば/したら J 、即時に起こる事柄を表わす「した途端J ， r した矢先J ，

「するとすぐ/してすぐ J ，、原因 ・ 理由を表わす「することにより/よづ七 J ， rすること

でJ 等のように 、 それぞれ専用の接続助詞や斜格名詞、 また 、 ijJ詞の連用形や「て」形，

そして棉助詞と、付加 される要素も 、 接続時のJ}J詞の形態もさまざまである。 まず、主文

と従属文の主語が一致したものから観察することにする。

以下に、未完了分詞を使用した例を挙げる 。

:元は複合形。『助詞「の」と同義の「な」に、ものの性質 資質を表す体言「から」の付いた語。体
言 ・ 形容詞語幹 ・ 動詞連用形に接続する 。 ~ [広辞苑第四版]
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(35) sone se pahle paraspar b縟c羡 karte hue 
繰る一不定(料) より 前(斜) 互いに 話 する一米完 f コヒ」ラー完了

mustaf亙 ke bh緲 ne batãy忌... .

ムスタアァー σ〉 兄 能栴 語る一過去

「寝る前に瓦いに話をしながら、ムスタファーの兄は話した ・・・ 。 J

[B緲 bh縒atl bh緘 2 : 24J 

(35 ) では、文頭から不定詞に後置詞と斜俗名詞を付加した斜格訴がみられる。その

直後に、未完了分詞とコピュラ動詞の完了分詞を使用した従属文の非定形が観察される。

非定形節の主語は、「ムスタファーとその兄J である。従属文の述語動詞が未完了の状態

にあるということから、「しながら J という窓味になる。

(36) sab kuch 

すべて少し

j縅te hue 

知る一未完了コヒュラー完了

bh� us ne kuch bh� nah絈 

も彼能格少しも 再定辞

「すべて知っているのに、彼は何も言わなかった。 J

kah�. 

言う一過去

(36 ) は、同じ「しながら」に当たる構造をしているが 、 その非定形部分の後に「も」

が来ている。これは、日本誌の「しながらも J と同じで、逆接の意を表わすことになる。

(37) tumhem ais� k緡 karte sarm nah絈 �t1 ? 

君に このようなことする一未完了差恥心 否定辞 来る一未完了

「省はこんなことをして(し\て) 、 恥ずかしくないのか。 J

(38) 縣 ko hirp.d parhte kitne s緲 hue? 

あなた に ヒンディ一語学ふ一未完了いくつ 年 なる一過去

「あなたがヒンディ一語を学んで何年になりますか。 J

(37) , (38) では、未完了分討のみで、コピュラ動詞の完了分詞がない。ほぼ日本語

の「し 1て J に当たるものなので、なくても十分意味が通じるため省略されるものと考えら

れる 。 (38 ) は、時の経過を尋ねる表現である。未完了分詞を使用する場合と完了分詞を

使用する場合があるが、未完 了分詞を使用する以上、「学び、つづけて J という継続中のす
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柄に対する lül きみになる 。 (37) も (38) も、主語がう格標示されている。 どちらもほ体

が与絡構文であるためだが、 ワイ名主詰が非定形節の主語にもなっている 。

(39) vah 

彼

parhte 

読む一未完了

parhte so gaya. 

読む一未完 f 寝る一語幹 行く一過去

「彼は読書しているうちに寝てしまった。 J

( 39 ) の例のように、未完 f分詞を二度繰り返すことで、 そういう状態にある中、と

いう時間的な灰切りが生じる。 すなわち、日本語では「する/しているうちにJ もしくは

「する/している問に J に叶たる表現になる 。

(40) yah maz緻 sunte hi vah ha尚s para 
この JLt~ 聞く一未完了 小詞 1庄 笑う一語幹 生じる一過去

「この冗談を聞いた途端、彼はどっと笑った。 J

(41) vah mujhe dekhte hi bh緘 gaya 

1皮 私を 見るー未完了 小詞 逃げる一語幹 行く一過去

「あいつは、俺を見た途端、逃げ出した。 」

(40) , (4 1 ) は、未完了分討に、先行する要素を強調する小詞‘ hi 'を付加した例

である 。 í"" してすぐ J ， � '"'-'するやいなや J ， í"" した途端J としづ具合に、即時に主文の

事柄が起こる場合に使用する。主語は、 定形， 非定形ともに 、 直格の「彼」である。 (40 )

は、非定形節を前)jに出し 、 その 11 J の同ーの主語を削除したもので、 (4 1) は 、 主文の rll

に、その非定形節を埋め込んだ例である。

次は、完了分詞を使用した斜格語節の例を挙げる。

(42) us ne h縟h mem kit綯 lie (hue) kah�. 

彼能格 手 ノド 取る一完了 コピュラー完了 言う一過去

「彼は本を手に持ったまま言った。 J
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(43) 縣 ko hirpd� parhe kitne mah�e hue? 

あなた にヒンディ一語学ぶ一完了 いくつ 月 なる 一過十

「あなたがヒンディ一語を学んで何ヶ刀になりますか。 J

[エクス プ レス ・ ヒンディー: 118J 

(42 ) は、当然のことながら、完了分詞は、未完了の状態とは対照的に完了した状態

にあるということを指すので、 「 したまま 」 もしくは、 「持つJ の過去終止形である「持っ

たJ の連山形 「持 っ て j とい う怠I床にな る 。 コヒ。 ユラ動詞の完了分詞は、完了状態にある

ことを冗長的に示すものになるので、しばしば省略されるものと推察される 。 (例: í持つ

ていて J c í持って J )

( 43) は、 (38 ) のところでも iiliべたように、 H寺の経過をたずねる点~Iである 。 未完了

分詞ではなく完了分詞を使用することで、完了した行為。 つまり 「学ぶことに従事してか

ら J 、のニュアンスを強調するものと考えられる 。

次は、先に挙げた未完了分詞を二度繰り返すものが 、 完了分詞に入れ代わつっている例

である。

(44) vah aspat緲 merp pare pare � gay� . 

彼 病院 で 横になる 一完了横になる 一完了飽きる一語幹行く 一過去

「彼は病院で寝ているうちに飽きてしまった。 J

[エクスプレス ・ ヒンディー : 121J 

ここの「寝ている 」 は、復た状態にあるということであり 、 したがって 、 完了分詞が使

用される 。 時間的な区切りが生じるのは、 先の未完了分詞を使用した場合と同じである。

次に、 (35 ) でも出てきた 、 非定形述語に動詞の不定詞を使用する例を挙げる。 不定詞

は、元々動詞でありながら名詞の働きをするもので、 後置詞と組み介わせることで、 斜格

語の修飾句になる 。
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(45) din bhar kam karne 

1.1 '11 仕事 する一不定(斜)

se vah thak gaya. 

よって 彼 痕れる一語幹行く一過去

「 イい l' {J: IJì~ を して、彼は波れた。 J

(46) pap ke adhik barh Jane se kul k� striya品 duscaritr 

罪 ぴ〉 多い 増える一語幹行くー不定より お家 ぴ〉 女性(複) 悪い性分

ho jat� haim. 

なる一語幹 行くー未完了 コヒュラー現在

í )ドがよ開えていくと、お家の友たちが性質悪くなってしまう 。 J

[Sr�adbhagavatg�a : 23J 

(45) , ( 46 ) では、後置制‘ se 'が使用されている。 これは、道具絡の延長にある

ものとして、原因 ・ 理由を述べる 11寺に使用される 。 また、原因 ・ 理由という名詞‘ karan

/ vajah 'を不定詞と同格的に付-加することも可能である 。 (例:不定詞(斜)+

‘ ke karaり5 " ' k� vajah se ')また、 (45 ) の主語は、主節の主語と同じだが、 (46 )

は、従属節と主節の主語が具なっている。その場合、従属節の主語は、属格後置詞で不定

詞とつなぐ。 従属街jの円的話は、 (45 ) のように、直絡の対格標示のままである。

(47) bad伯h dusre desom se lara� karne merp vyast rahe. 

王 他の 国々 と 戦い する一不定(斜) に 忙しい いる一過去

「芋は他の国々と戦うのに勤しんでいた。 J

( 47 ) では 、 後置詞， mem 'が使用されている 。 これは 、 位置を表わす後置詞であ

る。 円本語の í~することにJ の格助詞「にJ と同じ使用である。

(48) vaha品 pahu尚cne par 

あそこ 普くー不定(斜) 上に

mairp ap ko fon lkaru品gï.

私 あなたに 電話 する一未来

「そこに着いてから 、 あなたに電話します。 J

この場合、後置詞は付加されない。 この名詞， k縒al) ，自体がゼロ後置詞の斜格名詞になるからで

ある。日本語の「為」という名詞を斜格語として利用した f ，..，___のため(に) J と同じものと考えられる。

108 



(48) は、後置詞( par 'を使月l した例である 。 IA の上で B J 6 ということになるの

で、従属文の命題 A と 主文の命題 B に時間的なズレを持たせることになる。言い換えれ

ば、 IA の後に B J ということにもなる。「後 J という名詞を複合していう言い)j もある 。

(例:不定制 (料) + ( ke pasc縟 " ( ke b綸 ') 

(49) mairp tum se milne ke lie ãli尚gã.

私 君 と 会う一不定(斜) の ため 来る一未来

「私はおに会うために米るよ。 J

(49 ) では、後置詞の複合形( ke lie ' I のため(に) J が不定詞に付加された例であ

る 。 複合後置詞‘ ke lie 'は、与栴の後置詞に取って代わることもある。 また、これら

後置詞を削除してしまうこともある 。 (これについては第 9 章で詳しく述べる 。 )定形動詞

「来る」の主語も非定形動詞の「会う」の主語も一致している。

ここまでは、主文と従属文の主語が一致をしている例を主に挙げてきた。 しかし 、 当然

のことながら、いつも主文と従属文の主語が一致しているわけではない。 (46 ) でもその

例を掲載済みだが、ここからは、意図的に両文の主語が異なる例を挙げる。

(50) sklil bamd hote h� turamt ghar j緻ar un k� 

学校 閉ま った なる一未完了小詞 すぐに 家 行く一語幹+接続分間 あの方の

seva ロle町1 lag j縟�. 

世話 付く一語幹 行く一未完了

「会主校が終わるやいなや、すぐに家に帰り 、 父のお世話にかかっていました。 J

[Bal bh縒at� bh緘 2 : 8J 

非定形節の主語は「学校J である 。 定形節の主語は、 文中では省略されており 、 さらに

手がかりとなるコピュラ動詞も省略されているので分かりづらいが、文脈からの補完で

「私J であり 、コピュラ動計jのfI与制が過去形であることが分かる。 この場合、非定形側の

6 筆者は、このような A と B の上下関係の落差を利用したものとして、 A および B に定形の文が代人
された場合の逆接の接続詞に発達したものと推察している。
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主語 í ' j-f:校 J は凶作になっている。 しかし、下の文では、従属文側のヒ訴が |古:格で、はない。

(51) larkiyorp ke vahã品 pahumcte h� un k� hams� aur thah緻orp 

少kたち の そこ 着く一未完了 小詞彼女らの 笑い そして 高笑い(複)

se v忌tãvaran

で 雰囲気 b
F
 

e

f
k
 

m
u定

中
m
不

一
肌一

ノ
\響

lag�. 

付く一過去

「少友たちが着いた途端、彼ム-らの高笑いが周りに響き始めた。 J

[Bal bh縒at� bh緘 2 : 12J 

(51)では、従属節の主語である「少女たち」が、チ|三定形動詞と属絡‘ ke ' í の」で

つながれている。これは、未完了分詞の斜絡形に呼応しているので、属絡が斜権形になっ

ている 。

また、従属節側の主語が属格になる例が他にもある。以下の不定詞を用いた斜格語節の

例がそうである。

(52) kal mere 縅e par vah mujh se sik繦at kareg�. 

明日 私の 来る一不定(斜)上に 彼 私(斜)に 不平 する一未来

「明日、私が来れば、彼は私に不平を言うだろう 。 J

(53) bill� (ke) 縅e 

猫 (の) 来る一不定(料)

se cuhiy� 

よって ネズミ 去

-
1
A

2
M
U
 

勾
十

σ
b
/
\
 

-丁
λ
4
1
 

八
ピー

土
日
十

五
口

--
'

=
=ロ

一
科

一

h

る

司h
υ

ギ
J逃

「猫が来たので、ネズミは逃げた。 J

不定詞を用いた (52 ) の斜格語節の場合、不定詞がI1J名詞として名詞性を持つので、「彼

が行く ・ こと/の」が「彼の行く ・ こと/の」のように、主語が属格になるのは理解し易

い。 しかし、 (53) では、未完了分詞の斜格形に対する主語が 、 直格ではなく、属格で í ??

私の行ってJ という具合に、動詞側に名詞性がないにもかかわらず、 属格でつながれてい

る。

( 52) をみると、従属節側の主語が「私」で、 主文の主語は「彼J である。 ( 53 ) は、

従属節側の主語が「猫J で、主文の主話が「ネズミ J である 。 例文 11 J に( )で表わした

ように、「猫」が主語の場合、属格でつなげるかどうかが暖昧になる 。 以下に、属格表ノj之

されていない例を挙げる 。
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(54) din nikalne se pahle h� h縟hiyorp k� yah jhurp輅 gh縱 ke 

μ 11\ る一不定(斜) より 日11 ノ j 、前] 象(複) (/) この 併れ 革 ぴ〉

maid縅 k� or cal diy忌

1 :地 (/) }J[ﾍ1J 進む一語幹 与える一過去

「円の山前に、この象の群れは、草のある場所へと出発した。 J

[Bal bh縒at� bh緘 2 : 42J 

(54) は、「過ぎる(より)前」 という、斜格名詞「前」を後置詞句に付加した例 (3 . l. 3.1

を参照。 )で、ある 。 定形節の主詰は、「象の群れJ であり、非定形節の主語は、‘ din ' r 1:1 J 

である 。 この場合、属格標示されてはいない。 日本語では、「日の出前」を「口が出る前」

としづ具合に、ヒンディ一語と平行して言い換えることができるが、非定形節の主語の「日

がJ を「口のJ としづ具合に属格標示もできる。というのは、 日本語の格助詞「のJ は、

所有の意だけではなく、 「人の作る J のように、行為主体を表わす場合にも属格標示され

ることがあるからである。「外聞のわるいo J (東海道中膝栗毛三) [広辞苑第四版]の平叙

文や「時に雨の点々下りて面を撲つことあり 。 J [鴎外論集]の非定形節の主語から、現代

では、「えたいの知れない人 J ， í人の書いた本」のように、名詞句の中の主語を表わす場

合に使用されることが多い。 この「の」は、現代で主格を表わす格助詞「が」で代替する

こともできる 。 7

ヒンディ一語では、非定形節の主語が属格を取るか否かについて、説明の 1 つに、生物

性の有無[十 animate/-animate J という意味素性がある 。 すなわち、上記の例文から

もその様子は見て取れるが、有生のものは属格標示され、無生のものは主絡標示されると

いうことになる。 ただし、 (53) の例が揺れている 。 C .Masica ( 1976 ) や B.Comrie (1981) 

によると、人間 VS. 非人間の問で有生性の境界が明確でなくなるという。「猫J がその範

囲のものとすれば一応の理由付-けとなるが、先の B.Comrie も認めるように(氏がヒンデ

ィー語で扱っているのは、後章で述べる与格後置詞の直接目的語への付加であるが)、文

字通りの有生性というパラメータ単一では、解決のつかない問題であることは確かである 。

実際、日本語でも「のJ と「が」のどちらもの格助詞で標示ができるわけである。主格の

I 九州北部辺りでは、現代でも「がJ の代わりに「のj を使用することがある。また、現代では主格を

表わすこの「がJ も 、「我が家J ， r誰が命J のように、属格としても使用されることがある 。
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「が J が非定形節の主語としても使用されるのは、主語である以と問題ないとして、 「の 」

で標示できるものが、ヒンディ一語のそれのように、有生性のパラメータで片づけられる

も のではない。 両氏が提示する月IJ のパラメータに関しては、後輩で改めて議論するとして、

こ の場合、多分に佑助詞 「の」の 「イnIかに属する/所有する J という性格に起因するもの

と考えられる 。 つまり、それは、人間などの所有，意識が働くものでなければ、(不定討も

しくは未完了分討で表わされる)行為に対して 「の 」 が使用できないと与え られる。

ま た、別代では、名詞令Jであっても「彼が行くこと J ) r 君が来るの(は)J ) r私が書い

た手紙J ) r えたいが知れない人」 のように 「が 」 標示が多いが 、 この I-r で 「の」標示がし

づらいものは 、 「彼の行くこと J のみである 。 残りは上にも挙げたように「の J 標示して

もさほど無理はないはずである 。

英語の統語構造をみると、前置詞を伴なった動本l 詞(' by seeming to be asleep J ) で

はな く 、分詞構文の場合、 主文と従属文の主語が違うと 、 従属文倣IJの目前土、属格か対格

で標示される。 (例 ソ my going home 'J ' my being scared and needing something to 

clink to " ' me going home ')英語は、人やものという区別なく 、 ほとんど分詞構文

の主語は属格になる 。 ヒンディ一語の未完了分詞 も しくは完了分詞も 、 基本的には分詞構

文と同じ もの と考え られる現象であ り、， Tom coming home )という対絡(主格の可能

性もある)よりも， Tom' s coming home 'の属中各の方が使用率は高い。

これらは、 現在分詞 ， もしくは未完了分詞を名詞的に捉えたものと考えられる。 これを、

言語学的には動名詞的名詞化形 (Gerundive Nominal) というが、本来 、 直格である主

語を属絡標示するメカニズムは、 名前l句と密接な関連があるということであり 、ヒ ンディ

ー語では、 現在分詞にほぼ似た働きを未完了分詞がしていることになる 。

以上、ヒンディ一語の統語構造を、単文構造， 複文構造のJI慎に、例文を挙げて概観した。

基本になる i桂文構造は、語が表層通りの文法関係しか持たない。 この単文を 2 つ以上合せ

て、複文にする過程も、定形節型の Type 1 と非定形節の 匂perr ，こ分かれる 。 定形節型の

Type 1 では 、 単文の並列なので、 y:.法関係が複雑になることはないが 、 非定形節型(Type

II ) にみられたように 、 従属文が主文に埋め込まれると 、 二重 、 三重の文法機能が文の下

層に沈んでいくことになる。

しかし、ここで観察したものは、非定形節が名詞句となり 、 主語， 円的諸に埋め込まれ

たものか、もしくは斜格名詞七Jになって副詞的に文を修飾しているかのどちらかである。
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したがって、前章で観察した名詞修飾構造の 、 単文が名詞句になる過程で負った文法機能

の重層性なのである 。 ここまでは、 一旦、単文が宰l詞句になったものを別の文に埋め込ん

だ過程を観察したわけだが 、 この名詞句化の過程を通らず、 単文そのものを別の単文の、

語や目的語に思め込んだ構造が存伝する 。 それが 、 線的に述語複合となるものである。 次

章からは 、 その述語複合を ( 1 ) ， (2) , ( 3 ) に分け 、 構造を中心に詳しく分析してし 、 く 。
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第 5 章述語複合 (1) 一一名詞編一一

述語複合とは、文字通り述語が複介されることである。 述語になる!日1詞としては、 オワ詞，

形容詞，重}J詞の 3 つが挙げられる。 ヒンディ一語に， sarpyukt kriyãe品 ， (compound 

verb s) という術語があるが 、 これは通常『複合動詞』と訳される。その際、 名詞， )形容

詞，動詞と矧jの動詞の複合を含むかどうか、 これは学者により異なっている。例として挙

げるが 、 S.H.Kellog は 、 この compound verbs 'で、名詞 ， 形容詞，動詞との複合を

取り扱っており 、 Kãmtãprasãd Guruは 、 ‘ sarpyukt kriyãe首1 'の中で動詞との複合の

みを扱っている。このように、学者により含む品詞の範11惇が異なっているので、 本論文で

は新たに述語を複合するものとして、これらを『述語複合』と呼び、名詞， 形蒋詞，動詞

の 3 つを先行述語として扱うことにする。そして、後続述語には主に動討が来るものを扱

うが、名詞を複合するものの例として、 ， py縒 karn� ' r愛する J ， ‘ ghp;ã karn� ' r軽

蔑する J ， ‘ isãrã karn� ' r合 |認する」等があり、形容詞を複合するものの例としては、

, u尚cã karn� ' r 高くする J ， ' acch� karn� ' r よくやる j 等がある。形容詞に関して

は、『形容詞j] + ~動詞』の複合形式のみならず、 逆の『苦手J詞 ，D + ~形容詞』をとる構造

があり 、 中には鯵着的要素が強し、ものもある。動詞を複合する場合は、形式と意味共に複

雑になる。非定形動詞の形態 1 つ取っても 、 語幹3 不定詞 ， 未完了分詞，完了分詞の 4 つ

が存在することはこれまでにも述べているが 、 それらが(特に語幹が)定形動詞となる後

続述語に続き、しばしば日本語に訳しにくい複雑な意味を表わすのは、ヒンディ一語を学

んだことのある者ならば、 経験済みであろう。

方、円本語にもこれらの品詞による述語複合が観察される。名詞を複合するものとし

て「愛する ， 学習する，勉強する ， 観察する 3 ばかにする，医者にする ， 医者になる，異

なる 1 J などがある。これらは、 大きく 2 つに分けられる。 1 つは「ばかにする ， 医者に

する 3 医者になる J のような純粋に述語名詞 (PredN) を複合したもので、 もう 1 つは、

名詞が動詞に編入される「愛する ， 学習する ， 勉強する，観察する ， 異なる J のような、

往々にして漢語の熟語による抽象名詞+ ~する ， なる』である。これは、名詞と動詞が一

体になり、一語と化してしまっている名詞編入動詞型のものである。

l 古語「異なり」の「なり J (断定の助動詞)の連体形を動詞として異分析したもの。
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また、形作詞を複合するものとして、日本語には「おいしく食べる，楽しく過ごす，高

くする ， ìrJ くする，親しくする ，よ くやる，美しくなる，悲しくなる」のような『形容詞

の連用形~ + ~動詞』の複合形式がある。 これも名古I~の場合と問機、大きく 2 つに分け

れる。純粋に述語を複合する「おいしく食べる，楽しく過ごすJ のようなものと、 -n百と

して一体化してしまっている「高くする，汚くする，親しくする，よくやる，美しくなる，

悲しくなる」の類である 。 形3年計lが連用形になるのは 「おいしく食べる，楽しく過ごすJ

と同じだが、後続動詞には『する ， やる，なる』になり 、 自由に複合されうる前者とは違

い、一語化された側面が強くなる。

また 、 円本語には『動詞の連用形~ + ~形容詞』の複合形式がある。「書きやすい，話

しにくい， しがたい ， 読みづらしリなどが 、 その例である。この複合形式にも「書きやす

い，話しにくい ， しがたい ， 読みづらしリのように 、 形容詞そのものが後にくるものから 、

ひいては「話したいJ の「たい2J のように活用の点から形容詞出 自と推察される接辞の

ようなものがくるもの、合わせて大きく 二種類ある 。

動詞と動詞を複合するものももちろんあり、数えあげれば切りがないが、ここでは怒意

的にいくつか挙げておく 。 例えば、「してしまう，食べつくす， やり直す， 開けておく ，

かけてみる，泊めてやる，待ちわびる，遊びほうける j のような動詞と動詞の複合形式で、

ある D 詳細は後章で述べる。

まず、 本章では、 名詞との複合形式に焦点を当て 、 日本語と対照しながら観察してし 1 く。

5. 1 名詞編入型

先に述べた日本語の「愛する，学習する，勉強する ， 観察する ， 異なる J のうち 、 その

ほとんどは名詞編入が完了している動詞で、あるが 、 このうち「勉強する，観察する」は、

その途中段階にあるといえる。例えば、 名詞編入が完了した「愛する」は、「大愛をする J

2 これは、形容詞活用するが、通常、助動詞と呼ばれている。これは、動詞の連用形に付き動詞を補助
するという機能の点を重視しているためであろう。つまり、日本語でいうところの助動詞は、その品詞
の出自や活用等の形態に関わらず「動詞を助ける品詞J 全般を指しているのである。一方、ヒンデ、ィ一

語の， sah匂rak kriy� 'や英語の‘ auxiliary verb 'は、助動制と訳されるが、木来は補助動詞、つ
まり r (動詞を)助ける動詞」を指す。 前者は後者を包括するが、実際、品詞にまたがるずれを起こして
いる u したがって、形態を重視する本論文では、活用の面から形容詞出自のものとし、拘束形式として

の機能の面から接辞として扱う 。
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とはいえなし J が、「勉強する J に関しては、「勉強をする J という具合に名詞と動詞を分

割できる 。 これをみると、名討が完全には動詞に編入されていないのが分かる。この場合、

例えば、科目としての対象である目的語(ここでは『数学』を例に挙げる。)が対格にえ

って名詞編入される「数学を勉強する J の場合と、本来の目的語と『勉強』を属格でつえ

ぐ「数学の勉強をする J の 2 つの統語構造が観察される。

目的語を属格でつなぐ構造については、第 2 章で述べたヒンディ一語の名詞句の重層情

造をもつものとしてすでに述べているが、ヒ ンディ一語では、 「抽象名詞+する J 型につ

いては、 この構造、すなわち、完全には名詞が編入されていない半名討編入型動詞がかな

り多いのである。 その際、動詞としては 、 ( karn� ' íする J ，本動詞 ζ honã ' í なる，

生じる J が専ら使用される。

動詞が編入する抽象名詞によっては、 格標示の形式が変わることもある。 ここでは、 徐々

に動詞側へ編入されていく様子を看取しながら 、 その |捺の格標示について詳細にみてし 1 く。

まず、半名詞編入型の例を挙げて説明する。

5. 1. 1 半名詞編入型(= ~数学の勉強をする』型)

後続動詞として‘ karnã ' íする j の例を主に挙げて考察する。

(1) 縣 k� irptz縒 karu尚?

あなた の 待つこと するー仮 ・ 未来

「あなたを待とうかな。 J

この文は、 主語が欠落しているが、動詞の形態の一致により 、 一人称単数であることが

分かる。抽象名詞として使用されている ( imtz縒4 ' は 、 アラビア語山自の動詞派生名

詞(男性名制)である。 3 . 1. 3 .2 の名詞修飾構造のところで挙げた t prat1kφ ' は 、 サ

ンスクリット出向の同義語であるが、名詞の性が友性なので、属格「の」に当たる( k� ' 

が ‘ kï ' になる。

3 W愛』に別の名詞がつけば、 r I略奪愛をする」といえるが、そうなると、これは単純な sov 構造に
なるので、月IJ物となる。
4 n- z - r の不定詞。「見ること J を指す。同様の派生名詞‘ nazar r視線j も、 ãnã ' r来
る J と 複合し、「見える(視界に入る) J という意を成す。
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こ の文の構造は、文字通り に 日本語にすれば 「私の待つことをする」と なるが、円本語

表現としてはいうまでもなく不適格である 。 というのは、日本語には一語の~J6ñJ í待つJ

があ るので、敢えてそのような表現形式をとる必要がないのである 。 -)jのヒンディ一語

には、 f汗で 「待つJ という意味を持つfWJ詞はないため、名詞編入引の榊迭に頼ることに

なっている 。 また、名詞編入型の巾でもこれは半名詞編入型であり 、 居J棉 「の J に当たる

‘ kã 'と抽象名詞 「待つこと 」 をつなぐわけだが 、 この場合の日本語の属格後置詞 「の 」

は、重層構造になっている場合、通常、 主語(主格)か目的語(対絡)としづ文法関係を

下層に持つ。 ヒンディ一語もその点では同様であるが、動詞の不定詞は別として 、 このよ

うな動詞派生の抽象名詞の場合、， k� ' は 、 円 (I"J語をその下層に持っている 。

(2) vah 縣 k� pur邑 ilãj kar deg�. 

1皮 あなたの 完全な 治療 する一語幹与えるー未来

「彼があなたをちゃんと治してくれますよ。 」

[C緜� Caudhar� 7 : 34J 

この文の場合、日本語でも、円台すJ の一語の動詞ではなく、熟語の「治療」を編入し

た「治療する J を使えば、 「あなたの治療をしてくれる J といえる 。 また、「あなたを治療

してくれる J もいえるので、完全な名詞編入型と半名詞編入型の両方の構造が成立する。

なお、この例文には、動詞の述語複合も入っているが 、 これは後節で扱うので、ここでは、

「してくれる J という日木語を判てるにとどめておく 。

(3) mujhe c緜� Caudhar� ke lie 1akr� k� prabarpdh karn� c緝ie. 

私に 叔父 チ ヨ ードリー の ため 材木 の 束ねること するー不定欲する一命令

「俺はチヨードリーおじさんのために 、 木を集めてこなければならない。 J

[C忌cã Caudhar� 7 : 19 J 

この文は、全体として与格主語+不定詞+‘ cãhie 'の与格構文になっている 。 ここ

の ， c緜� ' í叔父 」 は、本来、父力の1奴父を表わす語であるが 、 叔父といわれうる年齢

層の人全般への敬称としても使川される 。 例文における 『名詞句j] + ~する』は、論理的

には 「木の束ねることをする 」 、つまり、 「木を束ねる 」 こと 、 これを文脈に置くと 、 薪を
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集めに行く場面なので、柴刈りのことになる。

(4) mai ITl ne us arth merp is sabd k忌 istemàl kiy� th�. 

私 能格その 意味 に こ の 言葉 の 使用 するー完 f コヒュラ一過去

「私はその意味でこの言長を使ったのでした。 j

この文は、「この言葉の使用をする J すなわち、「この言葉を使用する」になる。例文で

はアラビア話出自の ( istem緲 'を使用しているが、サンスク リ ット 山自の( prayog 

も使用する。 しかし 、 後者は文語に使用されることが多い。 5

この名詞句は、( hon� ' í なる J も取り、自動詞としても使用される。

(5) n
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is sabd k� istem緲 

この言葉の 使用

ho rah� hai. 

コピュラー現在なる一語幹いるー完了

「インドで、この言葉は使用されているのですか。」

日本語では、この場合、他動詞「使用する」の自動詞は一語として存症しないので、受

身接辞 í-れる」を付加した受身形でしか表わせない。ヒンディ一語では、これは、「こ

の言葉の使用がなって(生じて)いる J になっているだけである。

ところで、この『使用』という語葉の格標示を位置格 ‘ mem' に変え、別の動詞を

複合する表現もある。( prayog / istem緲 merp 縅� ' í使用に来る J となれば、自動詞の

「使用される」の意を表わすものになり、 ( prayog / istem緲 merp l縅� ' � ( ~を)使用

に持って来る J となれば、 「使用する」の意になる。 G

‘ istemãl 'は口語に使用されることが多い。 さらに口語の場合、( istem緲 'の代わりに英語の

‘ use , using も使用される 。 もっとも、この代替は、英語教育を受けた者に多くみられる現象のよう
である。

6 最近、日本語では若者の問で「ブ。ル一入る J のような、外来語の語葉と動詞「入る」を複合した形式
が使われている。 これは英語の( blue ' r憂惨な」を名詞として取り入れて動詞と複合した、新たな名
詞編入動詞の形式と考えられる。 この場合、「憂鯵入る」すなわち「憂鯵になる j の意を表わす。抽象名
詞と自動詞を組み合わせるところは、ヒンディ一語の与格構文によく似ている。
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(6) ham縒� naukar縅l kamrorp kl saf胥 kar rah� hai. 

私たちの k中 部屋(慢) の 清掃する一語幹いるー完了コピコーラー現在

「 うちの}J; I いが部屋の掃除をしています。」

こ の文では、， sa伍ï ' 1 1庁長ri J と 清帰の対象であ る 「部屋J を j同格後置制でつないだ

名詞句を複合している。 日本語では、 「部屋の掃除をする J , I部屋を帰除する 」 のように、

完全な名詞編入型および半名詞編入型の構文も成り立つが、ヒンディ一語は、「部屋J を

対格標示する場合は、次章で挙げるこの抽象名詞の形容詞形， s綰 ' I 清潔な J と

‘ karn忌 3 の複合形になる。

(7) 縻綸� k� b縟 karerpge. 

自由 の 話 するー未来

「独立の話をしまし ょ う 。 J

[Mohan se Mah縟m� : 5J 

これは、 1 '"'-' の話をする」と い う言い方である 。 ここでの 「 臼由 J はすなわち「独立J

を指す。主語はないが動詞の一致により、 一人称複数形になる 。 特に口語表現の 「独立の

話、しましょう 。 J のような 「 を j 格を付加しない直格形を用いる場合は、 形態 ・ 統語共

に完全に同じ構造である 。 しかしながら、日本語で「を」格を付加しないのは、口語表現

に限られる。

また、対象である 「独立」 が必ずしも属格を取るわけではなく、「独立についての話J

の í ，，-，について 」 になると、‘ par / ke b縒e merp ，が対象になっている「独立J の斜絡

名詞句の後置詞として現われる 。 これについては、属絡「のJ でつないでいる「独立」 と

「話」 の関係に注目すればよい。 この場合、「独立」 は、「話J の対象でありかっ「話」の

内容に関わるもので、 「独立」 は 「話J に包括されているものであるか ら 、 「 を 」 格を取る

純粋な対象ではないのである。 円本語でも純粋な対象として 「独立」 を 「 を J 格で標示す

る í ??独立を話す」 は言い難い。「独立についてJ にするか、 「独立のことを J という具合

に 「話J に当たる部分を 「 こと」で受けて初めて成立する。 あくまで話の一部すなわち内

容であ り、それを 「の J 格でつないでいるに過ぎない。 これまでに挙げた属格の名詞句と

119 



は種類が少々異なるのである。

完全に一語と化した「話す」 の場合、「大独立の話す」 は不適格である 。 また、話の内符

を対象にした「を J 格標示も、意味こそ通じるが円本語表現としては適当とはいえない。

この場合、統語構造としては属栴で、つないだ半名詞編入型の「独立の話(を)する J ， I独

立について話(を)する」か、対象に別の特標示をして侃|象:名詞を動詞1Jli J に編入する名詞

編入型の「独立について話する J (一体型: I独立について話すJ ) ， I独立のことを話する 」

(一体型 : I独立のことを話すJ) になる 。

また、これについても 、( hon� ' I なる J が来ることがある。

(8) agar b縟 nah�p 

もし 話 否定辞
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「もし言古ができなかったら • 0 J 

述語の部分は、後章で述べる動詞との複合になっており 、日本語の「しうる，話し うる J

のような可能を表わすものとなる。 ここでは( hon� 'との複合により、日本語の「話

がされる J , I訴がならなし \J つまり「話が行われなし \J の意となり 、 自動詞のようなふる

まいをすることになる 。

(9) rA
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するー未完了 コピュラ一過去

「モーハンは父を尊敬していました。 J

この文は、論理的には「父の尊敬をする J となるが、これは、日本語では特殊な場合7 を

除いて、通常は言わない。したがって、日本語の 1'"'-' を尊敬する J は 、 ほぼ完全に名詞が

動詞に編入されて一体化してしまっているということになる。 しかし、ヒンディ一語では、

完全に名詞が動詞に編入されているとはいえない。

ここで、完全に編入されていないと言わざるを得ないのは、 後置詞( ko 'を取り、

7 筆者のい う 特殊な場合とは、例えば、 「僕は父の尊敬はしないけど、母の尊敬な らするかもね。 J のょ
っ に、 「父の尊敬J が一体化した名詞句として使われる場合のことである。 この 「はJ 標示は目的格を示
す「を 」 に取って代わるものである 。
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完全に名詞が編入された動討として， 綸ar karn� 'を使用す-る場合があるからである 。

以下に例を挙げる 。

(10) mairp ne apne adhy縣ak ko 綸ar kiy�. 

私 能格自分の 先生 を 尊敬する一過去

「私は自分の先生に敬意を表しました。」

「尊敬j と しづ抽象名詞に 「する J を複合すれば、 「尊敬する J になるのはいうまでも

ないが、これは、静的な動詞、 他の言柴を借りれば状態動詞になっているのである。「不ム

は首相を尊敬するだろう ，私は尊敬している ， 私は尊敬したJ など、これらはあくまでイロJ

かをした結果、それに対し、私が尊敬の状態になるという状態を表わしているだけである。

ヒンディ一語の名詞 ‘ ãdar 'は、動詞側に編入されることによって、静的な動詞から

動的な動討に変わる。つまり、この場合、「尊敬にまつわる何かをする，敬って何かをす

る J になるのである。構造を違えることで、「尊敬J が単に状態としての尊敬ではなく 、 「尊

敬にまつわる行動をする J という意味にまで広がるわけである。

( 11) Afrlk� merp gororp kl manm縅l k� muq綯l� kiy�. 

アフリカに 白人の 好き勝手 の 抵抗 する一過去

� (人々は)アフリカで白人の横暴に対して低抗した。 J

この例文には主語がないが 、 文脈から『人々』もしくは『民衆』が補完される。アラビ

ア語山自の抽象名詞 ， muq綯l� 'は、サンスクリッ卜出自の， virodh 'と同義で、 統

語構造も同じ構造になる。

また、この「低抗J を表わす， muq忌blã / virodh 'は 、 目的語を属格後置詞で表わす

以外に、「から ， よって ， に対して J に当たる後置詞《 se' を使用する場合がある。先

の統語構造が í'""'-' の低抗をする J という半名詞編入型ならば、この後置詞‘ se 'を伴っ

た， se muq綯l� karn� '、すなわち í '""'-' に(対して)抵抗する」の完全な名詞編入型に

かる 。

R.S.McGregor の辞書によると 、物のときは属格名詞句による半名詞編入型の構造を取

り 、人の場合は、後置詞《 se ' を伴った名詞編入型の構造になるということになってい
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るが、 l二に挙げた例で、は 、 í (l 人たち J という人を表わす名詞が、下名詞編入唱の構造に

組み込まれている 。 これは、 主話にほ抗するものとして、物よりも人がくる可能性が l向し 1

だけで、実際は、人 ・ ものに関わらず、それらを名詞編入型の í ( ，..__，に対して)抵抗する J

か、半名詞編入型の í，..__，の侭抗をする」の構造に、任意に組み込むことができる 8 のであ

る 。

5. 1. 2 名詞編入型(= ~数学を勉強する』型)

次に考察するのは、 先の半名詞編入型にも若干みられた 、 名詞編入型の統語構造を持つ

ものである。先の半名詞編入型同4菜、 WJ詞 ‘ karnã ' íする J の例を主にみてし 1 く。

(12) us ne sahar kﾎ or prasth縅 kiy�. 

1皮能格 町 の力向 出発 する一過去

「彼は町に向かつて出発した。 J

( prasth縅 'は、元々「離れたJ としづ意味を持つ接辞‘ pra- 'が( sth縅 ' í場

所j に付加されたサンスクリット系の合成語である。場所を離れるという意味で、 日本訴

の「出発J を当てる。日本語でも「出発をする」という構造は、 sov であるが、実際は、

名詞編入を起こした自動詞になっている。したがって、「町J という対象は、 }j向の í III[ 

へj か起点の「町から J によって格標示が変わる。

(13) ky� tum ham se ﾎr$y� karte ho? 

疑問昨 君 私たちに対して 嫉妬 するー未完了コピュラー現在

「おまえ、俺たちに嫉妬しているのか。 J

この例は、 ( ﾎr$y� ' í嫉妬」という名詞を編入した例である。これも先の‘ ãdar ' í尊

敬J 同様、ものの場合は í，..__，の嫉妬」という属格でつなぐということである。しかし、 (1 1 )

の「抵抗する J の場合と同じように、人かものかというより、対象に対する位置的な認識

8 どちらの構造を取るかは、抵抗する対象を、主語に対峠するものとして捉えるか、単なる対象として
捉えるかにかかっている。前者の場合が、対象に後置詞‘ se 'を付けた名詞編入動詞になるのである。
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の{tJ7で、絡係示が変わるだけである 。

(14) mairp ne tum se pyar kiya. 

私 能格君 に対して愛 する一過去

「僕はれを愛した。 J

この‘ pyar )という名前l以外に、|司義の語として‘ prem ) (サンスクリット出向)) 

, muhabbat ) (アラビア ・ ぺノレシャ語出自)があり 9 名詞編入動詞を形成するが 、 対象

への格標示に， se )を使川するのは 、 どの語にも共通である 。 他の後置詞としては

, pyar )には与絡‘ ko ) (与格の対格使用である 。 第 9 章で改めて議論する。)が、

prem )には， par )が、そして、‘ muhabbat )には属権後置詞の女性形， k� ) 

が来る。

次は、抽象名詞， yad )を動計j , karna ) íする J に編入した場合の例を挙げる。

(15) mairp ne tujhe yad 

私 能惜 おまえを 記憶

kiya. 

する一過去

「私はおまえを党えた。」

これは、 「記憶した J すなわち日本語の「覚えた」に当たる名詞編入動詞で、ある。対象

の人には、円的語への与格標示がされている 。 物の場合は、この後置詞は付かず、 直格の

名討が来る 。 ここで、以下の例を考察したい。
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全部の お話

yad k�. 

記憶する一過去

「私はお話を全部覚えた。 J

9 他にアラビア語出自の‘ isq もあるが 、 動詞， karn忌'に名詞編入される例はあまりみかけない。
同じ外国語の‘ love 'も同様である 。 ヒンディ一語にとっては、外国語としての意識が強いせいであ
ろう 。
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こ の例文では、対象の「お話J も「記憶J も女性名詞なので、女性名詞に一致した動詞

が 、 どちらの名詞によるものなのかが、限定できない。 しかし、次の文ではそれがはっき

りと分かる。

(17) mai111 ne p縟h y綸 kiy�. 

私 能格 課 記憶 する一過去

「私は課を丸暗記した。 」

[Prayog aur prayog : 259 J 

この文では、動詞の性 ・ 数一致がこの『記憶』の万ではなく、対象である目的語の方に

一致している。 人を目的語にした最初の文にしても、もはや、『記憶』の方には一致せず、

デフォルトの男性単数形になっている。 このように、抽象名詞の性 ・ 数に動詞が一致しな

くなるのは、名詞が完全に動詞側に編入されてしまっているということである。

この名詞については、これまで挙げてきた属絡で名詞を結ぶ構造はみかけることはほと

んどないが 、 V.R.ゐgannãthan によると、属格で結ぶ構造は 、 そう 言 う人があるかもし

れないという可能性がある文として提示している 。

(18) ! mai111 ne ghar k� y綸 kl. 

私 能格 家 の記憶 する一過去

「私は家を覚えた。 J

! mai111 ne bacco111 k� y綸 kl. 

ね 能格 子供 (複)の 記憶 する一過去

「私は子供たちを覚えた。 J

[Prayog aur prayog : 259J 

「家の記憶をする J すなわち「家を記憶する J は、ヒンディ一語では言 うことがあるか

もしれないという意味で、エクスクラメーション付きの文になっている 。 すなわち、可能

性を否定していない以上、かなり場面を限れば使用されるうるものと推察される。 氏は、
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あまり 言わない理山として、， pat� y綸 karn� ' 10 í 住所を覚える(記憶する) J に{

「忘れる J という前提があるが、， ghar / boccorp k� y綸 karn� ' í家/ f-供を覚える 」

もしくは動詞 「する J の jゴ lこ才l 詞編入をした， boccorp ko y綸 karn� ' í 何共を覚える J

には、忘れることがなし 1からであると述べている。 ということは、例えば、何かで、記憶を

失った場合なら 、 「忘れる 」 という前提が出てくるので、意図的に「覚えた 」 という意味

で使用は可能ということになる。

ところで、この『記憶』という名詞を使った別の表現もある 。 ‘ yãd hon�11 
' í記憶が

ある J といえば「覚えている J の意になり、 ‘ yãd 縅� ' í記憶が来る J といえば、向 YVJ

詞の 「思い附される今思い山すJ の意になり、， y綸 l縅� ' í記憶を持って来る J とい

えば、他動詞の 「思い出すJ の意に、， y綸 dil縅� ' í記憶を与えさせる」といえば、 「思

い出させる J になる 。 最初の 2 つ‘ yãd hon� 'および， y疆 縅� 'については、 共に

与格構文を取る。 その際 、 覚える対象と抽象名詞 ‘ yãd 'は、それぞれ直格で使用する

場合と属棉後置詞で結ぶ場合の両)jがある 。

(19) mujhe gop緲 y綸 nah�p hai. 

私lこ ゴーパール 記憶 否定辞 コピュラー現在

mujhe gop緲 k� y綸 nah�p hai. 

私lこ コーノ 1ー/レ の 記憶 否定辞 コ ピュラー現在

[Prayog aur prayog : 259] 

上 2 つの例文中 、 一番目は名詞が直絡として現われる場合であり、 二番円は 2 つの名詞

を属格で結んだ場合である。 先の氏は前者を非文に 、 後者を使用するかどうか疑わしい文

にしている 。 後者に関しては根拠が先にも説明した「忘れる J という前提に関わるもの犬

ので、場而が成立すれば、成り立つわけである。 また、前者も他に聞くと成り立つ文であ

るとし\う 。

共に「ゴーパール(のこと)を覚えていなし \0 J という 脈絡で使うわけだが、前者は「私

には、ゴーパールは記憶にない。 」になり 、 後者は「私には、 ゴーパールの記憶がない。 J

こなる 。

10 この場合、住所を属格後置詞で抽象名詞 yãd )とつなぐ， pate kl y綸 karn� )は言わないと
いう氏の言である。

11 ‘ honã )はコピュラ使用の場合である。



では、物の場合はどうか。 以下に例を挙げる。

(20) mujhe rãmãyaり yãd nah�p hai. 

店、に ラ ーマーヤナ 記憶 否定時 コピュラー現在

*mujhe rãmãyaηkï y綸 nahirp hai. 

私に ラーマーヤナ の 記憶 否定時 コピュラー現住

上から)l1!Iに 「私には、ラーマーヤナは記憶にない。 J 、 「 私にーは 、 ラーマーヤナの記憶が

ない。 J となる 。 後者がほとんど言わない理由として考えられるのは、 j震格後置詞で結ん

だラーマーヤナと記憶の関係、にある 。 前者は「ラーマーヤナは記憶になしリになる。 すな

わち、 「記憶にない j を名詞編入した 「覚えていなしリとほぼ同義とすると、「ラーマー

ヤナは覚えていない。 J ということになるので、 適格な文になる 。 後者は名詞編入されて

いないので、 『記憶』の方がテーマになりそのような記憶があるかないかの話になる。 H

本語でも 「ラーマーヤナの記憶がない。 J というのは 、 記憶がテーマになるので、 かなり

特殊な場合に しか使用されない。 12

ヒンディ一語には、こ の抽象名詞， y綸 ' r記憶」 以外に、， pasarpd ' r好み」とい

う名詞がある 。 こ の名詞 も動詞への性 ・ 数一致を及ぼすことはなく、 完全な名詞編入動詞

としての働きをする。 (これ ら の抽象名詞を使用した類例は、 第 2 章にも挙げてある 。 )

いくつか例をみてきたが、ヒ ンディ一語には、名詞編入型といっても半名詞編入型の構

造を同時に持つものが多い。 それぞれの構造に別の意味を負わせるものもいくつかあった

が 、 ほとんど同じ文脈で、どちらの表現も可能なものが多いのである。 したがって、ヒ ン

ディ一語の場合は、前節で挙げたものも含め、半名詞編入型が多いことになる。

では、日本語の方はどうか。 円本語の名詞編入動詞の例は、「洗濯する，選択する，放

置する，違反する，教育する，改築する，伝達する ， 感謝する，嫉妬する ， 愛する ， 恋す

る，尊敬する，軽蔑する 」 など、例を挙げれば切りがない。 この中には、ヒンディ一語同

様、 完全な名詞編入型の統語構造を取るものと、半名詞編入墨!の統詩情造のどちらも取り

12 例えば、場面設定を記憶喪失の患者の身内に診断を伝える医者にすれば、人の記憶はおろか物の記
憶もないという文脈でこのような表現をし得る。 しかし、実際、こ のような特殊な状況など現実世界で
はほとんどありえはしない。



得るものがある。 前者は、 1 "-'の・をする」がし 1 えないものになるので、「感謝する，嫉妬

ナる，愛する，恋する l3，尊敬する，軽蔑する J が合まれる 。 対象への格標示は「にJ も

しくは「を J である。 後者は、 1"-' の..をする J がいえるものになるので、「洗濯する，選

択する，放置する，違反する，教育する，改築する，伝達する J が含まれる。ここで挙げ

た例をみると、複合している名詞は名詞でも、勤前lを併合した熟語が多いことが分かる。

特に半名制編入砲にみられる例は、例えば「放置する」の「放ち置く J ， I教育する」の「教

え育てる」のように、すべてその類である。 それぞれについて、例文を挙げ、構造図で文

法関係を説明する。

(21) 私は父を尊敬していた。

私は 8[ 

82 

父を

。

尊敬して Ad[ 

V2 

いた

V[ 

完全に名詞編入されている動詞「尊敬する J は、「敬う」のように一語としてふるまう

ので、第二層の命題自体は 80V の単層型となる。第一層は、 8V 型に Ad (副詞的修飾語)

が付いた構造となっている。これは、 「私が(そういう状態に)いたj という状態を副詞

的に表わしているためである。

次に、 1"'-' の..をする J という半名詞編入型の例を挙げる 。

13 名詞編入動討の f "，に恋、する J は、最近の表現では f"，に恋をする J という具合に抽象名詞に「をJ
格標示をし、分化させることが多い。 使用率も最近では少なくなってきている。
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(22) 妹は凶語の勉強をした。

妹は 8} 

83 

国語の PredN2(Gen) 

。

勉強を 0] 

V3 82 

した

V] 

第一層として、 80V の「する」構造を取る。その目的語に;、第二層の命題「私が国語

を勉強すること J が代入される 。 そして第三層の「国語の勉強J があるが、これも属格の

名詞千JJではありながらも r (この場合の)勉強は国語である J という、 S はすなわち PredN

であるという命題を含むことになるのである。 さらに第三層では、 r (私が)国語を勉強す

ること」という文法関係が潜んでいる。

日本語の場合、この例文は、名詞編入型の構造も取る。 構造図は先の 「尊敬する J とほ

ぼ同じ、 80V の単層構造になるので省略する 。

ヒンディ一語についても、第 2 章の名詞句構造のところで述べてあるとおり 、 動詞出

自の名詞が多く 、 その場合、 半名詞編入構造を取る。他にも、ヒンディ一語の半名詞編入

型の例として、， sv緘at karn� ' r 歓迎する J ， ' nﾌI)d� karn� ' r 非難するん

, vy緻hy� karn� ' r説明する J ， ' varI)an / zikr karn� ' r述べる J , ' prasarps� / 

t縒� karn� ' r 賞賛する J 半名詞編入型と名詞編入型の統語構造の両方を持つものとし

て、， visv縱 karn� ' r信じる J , ' vic縒 karn� ' r考える J などがある。

また、名詞編入型の動討は， karn� '以外にもいろいろある。若干説明の中で挙げた
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が、例としては、‘ rakhnã ' í 置く 」 と復合する、， visv縱 rakhn� ' í信じる(伝別を

置く) J , , dhy縅 rakhn� ' í 気をイ、Iける(注意を置く) J 、‘ den� ' í 与える J と複合す

る、， dhy縅 den� ' í注意を払 う J , , udh縒 den� ' í 貸すJ , , dikh緲 den� / parn� ' 

「 見える J ， , sun緲 den� / parn� ' í 聞こえる 」 、‘ lenã ' í 取る 」 と復合する 、

‘ udhãr len� ' í借りる J ， ζ sã品s len� ' í 呼吸する J ， , mol len� ' í購入する J 、

, kh縅� ' í 食べる ， 食う 」 と複合する 、 ， çi邑h kh縅� ' í 妬ましく思う J , 

, gam kh縅� ' í耐える J (文字通りは「悲しみを食べる J) , ‘ dhokhã kh縅� ' í ，~ 

れる J (í一杯食う」のような言いまわし) ，その他動詞形 ， dhokh� khil縅� ' I !，編す(し \

っぱい食わせる) J 、， m縒n� ' 1 1殺る」と複合する 、‘ lãt m縒n� ' 1 蹴 る J , 

, gapp� m縒n� ' íおしゃべりする J ， ‘忌品kh m縒n� ' 1 ウ インクする ， 色目を使 う J 、

, maz� cakh縅� ' íからかう J (同じく「し 1 っぱい食わせる j のような言いまわし)等々 、

ほとんどイディオム化した側 rfiîがあるものも合めれば、 数あまたである 。 また 、 これらの

名詞編入動詞が別の対象を取る場合は、その格標示が後続動詞により変わってくる。 例え

ば、動詞‘ rakhnã 'は 、 本来 í"-' (の上)に - を置く」になるので、「注意を置く」に

台るならば、別の対象には、 「 に 」 に当たる‘ par 'が出現するのは、ごく至極当然で

ある 。

全体を包括していえることは、ヒ ンディ一語では、 この名詞編入型の動詞は数多くある

が、中でも ‘ karnã ' Iする」を使用する場合は 、 完全に名詞編入 される構造を取るも

のよりも、半名討編入型の構造を取るものが多いということである 。 また 、 日木語でもい

くつか見られた動詞に関連した抽象名詞の場合は、半名詞編入型の構造を取る傾向にある

ということである 。

5. 2 述語複合型

名詞を複合するという点では前節のものと同じ範嬬に入るが 、 ここでは、 本来の述語が

文に埋め込まれる形をとるものを考察する 。 日本語の場合、 先にも挙げたとおり、「医者

になる/する 」 や 「ばかになる/する」にみられる 、 名詞を複合した 1"-' になる/する」

に当たるヒンディー語の構造を挙げる。



(23) mairp 輙緻tar banu品gã .

布、 医者 なるー未来

r f業は医右になる。」

(24) mairp us ko bhikh縒� ban� 

私 彼与 ・ 対格 乞食 作る一語幹

du市gã.

与えるー未来

「僕はやつを乞食にしてやる ぞ。」

番目の文は、 「僕が医者である J という命題が(僕が医者の状態に)なるという、

見、単純にみえて、実は命題が折り重なった文なのである。二番 U の文は、 この一番目の

文に使用されている‘ bannã ' r作られる(なる) /作られる J の派生型他動詞， ban縅� ' 

「作る J ( 1.1. 3 の表を参照)が、述語として使用されており、 r. . . を~にする J に当たる

文を生成している。

日本語の r ---...，になる /する J の場合、 ヒ ンデ、ィ一語では、， hon� ' r なる」や， karn� ' 

「する J のまり]詞で、はなく、これ らの動詞‘ bannã / ban縅� ' r作られる(なる)/作る J

を使用するのは、興味深いところである 。

以下に構造図を挙げ、この構造における文法関係の重層性を看取し、また、日本語の表

現では同じ「なる」となるところを、 ‘ honã ' r なる J ではなく ‘ bannã ' r作られる

(なる) J を使用する要因を考察してみる。

n
b
H
H
H
H
H
 

ロlal口1

82 

d緻tar 8'1 

PredN2 

banumg� 

V1 

まずは、情造図の文法関係から説明する。 第二層では、「私が医者であ る J という命題

が形成されている 。 その命題の文を含み、 第一層ではその命題が作られる 、 もしくはなる

となっているのである 。 この命題の部分を第一層上では 8'1 と表わしている 。 しかしなが
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xl際 、ぷ:JI;") I ~の LMf ( 8 1 ) としてはその命泡:ーのうちの， maim ' í私」だけが顕在

化しており、これが動詞との性 ・ 数の一致を起こしている。これが、日本語の í PredN

こなる J という名詞を複合した文になっている。

文の文法関係および統語構造は、以上のようになっている。ここで同じ H 木話の「なる」

でも， hon� ' í なる j ではなく , bann� ' í作られる(なる) J が使用される要因は、

先にも述べたように、文の ì-:~吾としては命題を代表してその中の主語だけが表現している

けれども、本来は命題全体が t詰にな っ ていることにある。その前に本会長の 「作られる J

使用の文を挙げる 。

(25) mujh se c繦 ban�. 

私 よって お茶 作られる一過去

「チャーイができた。 J

これは、「私によってチャーイが作られた。」 という文である 。 日本語は受身表現である

が、ヒ ンデ、ィ一語には一語の自動詞が存在する。この自動詞は、， mairp ne c繦 ban胥. ' 

「私がチャーイを作ったJ としづ命題が前提にあってはじめて成立する文であり 、単層構

造自体が、他動詞「作る J をイ、ドう文から自動詞「作られる J に転換された命題そのものな

のである。ところが、ここで議論している文 ' mairp çi忌ktar banu市gã. 'は、 S が

PredN であるという名詞述詩文をもう 1 つの命題として内包した複文なのである。 その

命題が、外圧によりそうしづ状況として作られる，作り出されるということ示唆している

文構造ということになるが、それならば、上記の文のように前提として í8 が O を VJ

の関係が何らかの形で存花することになる。すなわち、ここに外圧性が生じるのである。

これらの要因により、コピュラ~}j詞使用の場合の存在する、もしくは IÎ 然に生じるとい

う本動詞， hon� 'の「なる J ではなく 、 「作られる」もしくは「作り出される J という

意味を前提にした ‘ bannã 'が使用されるのである 。 このことは、以下に挙げる

bann� 'の他動詞‘ banãnã 'を伴った他IlJ詞文の統語構造をみれば、さらに明ら

かになる。

131 



mｭa
 

m
 

8] 

82 

0
1
1
 

。 ] (=Dat) 

-
1
A
 

F
A
 -a 

l
l
-
-
h
 

一

'
K

F

・

1
i

一

T
h

一

L
u

nu
 

k
Q

山u

円bu
 

。

PredN3 

ban綫__J OJ 

V2 

dUlもgã

V] 

この文を統語分析すると、第三層に、「彼が乞食である。 J という名詞述請文が内包され

ている 。 その文全体が第二層における‘ banãnã ' í作る」の目的語になるので「私がそ

ういう命題を作る」つまり、「彼が乞食である」という状況を私が作り山すことになる。

そして、この文には、後述する動詞複合で説明する予定のモーダルに似た意味を表わす動

詞が付加されているので、第一層に別の構造が被さっている。この表層の構造には、I1J詞

‘ denã ' í与える」が使用されているので、 í. . .に~を与える J という 800V 構造が基

本になる。 この中で、 第三層の主語が表層に間接目的語(格標示は与格)として現われ、

「彼が乞食であるとしづ状況を作り出すJ と いう第一層 ， 第二層の命題を直接目的語とし

て与えるという情造を取るのである。 この後続動詞としての「与える J は、日本語の「し

てやる，書いてやる，送ってやる J の動詞「やる」によく似た統語構造およびニュアンス

持ち合わせている。 この複合形式が創出する意味については後章に譲る 。

日本語の場合、純粋な述語習J詞を組み合わせる場合、 「なる J , íする J を使用するが、

先の名詞編入構造とは違い、その動詞と共に、格助詞「にJ を付けることになる。格助詞

の í tこ J には、本質・内容・状態を示す種類があり、『指定の助動詞 「なり J í だJ の連川

形「に J 、いわゆる形容動詞の連用形の 「に」も 、 これに相当する。~ [広昨苑 : 第四版]

ということから、これは、本来 「彼は医者なり J の「なり J が連用形の「に J に変化した

ものと考えられる。まずは、構造図を挙げて説明に入る 。

132 



(26) 彼は医者になる 。

彼は

S2 

医弁に

S
H
H
H
H
H
H
H
 S'1 

PredNz 

なる

V1 

ヒンディ一語同様、第二層において 、 「彼が医者である 。 J としづ名詞述語文の命題が成

り立つ口 第一層の構造は、 rs がなる」という構造である。 すなわち、この S には命題令

体が入るが、表層の第一層に主語として顕在化しているのは、 「彼は」の主語のみである。

「医者に J の 「 に j の部分は、第 一層の動詞「なる」に接続するための「なり j の連用形

と考えれば、この「にJ がイ、J くのも不思議ではない。 rx は Y なり J という命題を Z にす

ると、その Z が、別の命題 rs がなる」の S に代入されて 、 r z にはなる J となっている

のである。

命題そのものが代入され、重層的な構造をみせるという点で、日本語は、ヒンディ一語

と同じ構造を取るが、日本語は rz になる」になるのに対し、ヒ ンディ一語は rz が作ら

れる(できる) J になるところが 、 大きく違う点になっている 。 違う理由は、先にも挙げ

たように、自然発生的に「生じる J という意味の「なる J ではなく、外圧性をもたらすた

めであり、その片鱗が、日本語の「になる j の「に j にあったり、ヒンディ一語の動詞

bann� 'にあったりするのである。

では、日木語の「なる J に対する「する J の方の例文と構造図を観察する 。

(27) 彼は息-f-を医者にする 。

14 後続動詞「なる J に接続するための連用形。
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彼は 8[ 

息子を

8, I 

医者に

0
1
H
H
H
 。

PredN2 

する

V1 

第二層に「息子が医者である」という命題が含まれるところは、先の「なる J 型と同じ

であるが 、 その命題が、第一層の í8 が O をする」の O になる。 もっとも、第一層の白

的語として表現しているのは、 命題全体ではなく 、 「息子を j の部分だけである。

ところで、このような、「息、チが医弁J , í僕らが忘れんぼう J の íA= B J という命題を

表わすものとして、第 2 章の ìfi文のところで挙げた名詞述語文 (8 PredN Cop ) も 、 これ

までの論理からすれば、名詞と存在の意を表わす本動詞， hon忌' 出向のコピュラ動詞

を使った述語複合である 。 改めて、ここで名詞述語文を観察してみよう 。

(28) mer� bet� d緻tar hai. 

私の 息子 医者 コピュラー現在

「私の息子は医者です。」

「82 

d緻tar 

PredN2 

hai 

V[ 

この名詞述語文は、第二層で í8 が NJ という命題になっており 、第一層において、命
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題がコピュラ動計J V1 (これまでの Cop ) により存在寸ることをぷわすものになる 夫除、

第一層のコビュラ動詞 V 1 は、 S I にのみ性 ・ 数一致をしている。これをみると、単文とし

て扱ってきたこの名詞述語文も 、 本質的には、第二層の基本命題 IS が NJ が、第一層の

構造に埋め込まれる二重層構造を成すものであることが分かる。

このように、下層に名詞述語から形成される層を持った構造(すなわち、名詞述語文を

埋め込んだ構造)は 、 「なる/する J もしくはコピュラ動詞だけではない。以下に 1 つだ

け例を挙げておく。

(29) log hamerp bhulakkar kah kar ham縒� maz緻 ur縟e 

人々 私たちを 忘れっぽlい人 言う 一語幹接続分詞 私たち 冗談 飛ばすー未完了

haim. 

コピュラー現在

「皆が僕らを忘れんぼうと言って、からかうのです。 J

I C緜� Caudhar� 7 : 61l 

この例では、接続分詞を使用した非定形節の I"'_'_' と言ってJ に埋め込み構造が観察され

る 。 動詞， kahn� ' I言う J の 円的諸に 、 「僕らが忘れんぼうだ。 J という命題を複合し

たものである。 11 本語の「と言う J の格助詞「と J は、指定の助動詞「たり J の連用形に

相当する。[広砕苑第四版]つまり、命題の埋め込みとなっているのである 。 円本語の場

合、「皆が 、 僕らが忘れんぼうだと言っ て 、 • .0 J という具合に 、 「を」 絡から「が J 格へ

表示を変えられるが、その場合は、断定の助動詞「だJ を付加した完全な名詞述語文が埋

め込まれる。これは、 定形節型 Type 1 の複文になるが、ヒンディ一語も同格J妾続詞を使

用した Type 1 の複文でも表わせる 。 ( 29 ) の例は 司'pe n の複文で、 絡標示は、先の I"'_'_'

を.. . にする」と同じく 、 命題を I"'___' を ... と J にする。 ヒ ンディ一語も非定形節の主語が、

対格を取り、 PredN は関係、文法でいう失業者 (chômeur) [David M. Perlmutter (1983) ] 

と化したものと考えることができる。

このような命題の埋め込み操作は、形容詞との複合にも観察される。 この埋め込み構造

も含め、次章では 形容詞との複合を分析してし 、 く。
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第 6 章述語複合 (2) 一一形容詞編一一

この章では、名詞複合に続き、形界詞との複合について統語構造を観察する。 ヒンディ

一語の形容詞の複合形式には、『動詞j] + ~形手手討』と『形容詞』十『動詞』の二種類あ

ることは前章で述べたが、先行述語として動詞が来る lìíj者の場合、動討のj形態は不定詞の

斜棉形に|坂られる 。 この斜格形には、通常、何らかの後置詞が付くことになっているが、

名詞にもゼロ格があったように、斜格形でも後置詞の付かないパターンもある。

日本語の複合形式に目を移せば、これも二種類に分けることができる 。 ヒンディ一語の

場合と同様、『動詞j] + ~形容詞』と『形容詞j] + ~動詞』で、特に、非定形になる前者

の場合、動詞の形態は連用形になる 。 例としては「書きやすい，話しにくい， しがたい，

読みづらし \J が挙げられよう 。 先行述語に形容詞が来る後者の場合も、形態は í- く J の

連用形である 。 「おいしく食べる，楽しく過ごす，高くする，汚くする，親しくする，よ

くやる ， 美しくなる，悲しくなる J がその範鴫に含まれる例である 。

日本語では、前者の形式は、 「やすい，にくい，つらい(有声化して「づらしリ) J 等の

難易文にみられるが、これらは、多少、拘束形式化した形容詞である。 ヒンディ一語で難

易について述べる場合、 S に不定討を代入して、 PredA とする形容詞述語文の構造を取

る 。 (第 4 章の ( 24) を参照。 )また、日本語でも、語を変えて「易しい，難しし \J を使

用すれば、「ヒンディ一語は話し易い。」 から「ヒンディ一語を話すのはやさしい。 J 1, í ヒ

ンディ一語は話しにくしリから「ヒンディ一語を話すのは難しい。 J のように、形容詞述

語文の構造を取ることができる。

この形森詞述語文の構造を取るものはさておき、ヒンディ一語にも、日本語と同じく動

詞+形容詞の形式があり 中には僚辞化したようなものもある 。 まず、次節でそれらの例

を観察していく 。

6. 1 動詞+形容詞型(述語複合型)

ヒンディ一語では、動詞を形符討に合む場合、動詞の形態が不定詞であり、かっ、後置

詞付きの斜格形になる 。 まず、このパターンにみられる後置詞として、， ke lie ' í のた

め，に対して J という複合後置詞を付加した不定詞のものを例としてあげる。

l この場合、「ヒンディ一語は話すのがやさしい。 J のように r ，........，は-が j 構文も可能である。 次の「難
しいJ も同様である 。
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(1) mairp. j縅e ke lie taiy縒 hli尚 .

布、 行くー不定の ため 用意した コヒュラー現在

「行く丹l意はいいわ。 J

「行 くことに対して 、 私が、用意された状態にある。 J つまり 、 「用意はいいわ。 J とい

う意の決ま り J文句である 。 こ の不定詞斜格にイ、Iいている複合後置詞 c ke lie ' に取っ て

代わる後置詞として 、 与格の後置詞 C ko ' がある 。

次の例文は 、 その与格の後置詞‘ ko ' を不定詞に付加 している文である。

(2) mer� dil har b縒 yah sunne ko beqr縒 hai. 

私の 心 毎 回 これ聞 く ー不定を 困っ た コピュラー現在

「私の心は、 いつもそれを聞きたくて し ょうがないの よ 。 J

「毎回これを聞くこと J と 「私が務ち着かない状態にある。 J という 2 つが 、 文中の命

題であるが 、 この命題同士の位置関係は、 C ke lie 'ではなく 、 《 mem ' であると 推察

される 。 (後置詞 ‘ ko ' については後輩で議論する。 )

また 、 不定詞の斜格形(ゼロ後置詞)の後に、 形容詞が来る文もみられる。 以下に挙げ

る例がそれである 。

(3) yah film dekhne l繦aq hai. 

これ 映画 見る一不定(斜) 価値のある コピュラー現在

「 この映画は見るに値する。」

(4) bahubh縱ikt� ke b縒e mem yah tathya dy縅 dene 

多言語性 について こ の 事実 注意 与えるー不定(斜)

hai.... 

コヒュラー現在

「多言語性についてこの事実は注目に値する。」

yogya 

でき る

一番目の文では 、 不定詞斜路形 C dekhne ' に 、 アラ ビア語出 自の形容詞 C l繦aq , 

137 



が付加されて、「見るに値する，見る価値のある」としづ意味を出す。 .-番円の文は、ほ

ぼ同義の形容討を使用している例であり、サンスクリット出自の語棄を使用したものであ

る 。 これらの例から、ヒンディ一語には、動詞の斜栴形が後置詞を伴うことなく 、 形容詞

に接続する構造があることが分かる。 この形式自体、形容詞変化をすることがないので、

見た H には分かりにくいが、しばしば、‘ dhyãn dene yogya vi与ay , r注目に値するテ

ーマ j のように、形容詞らしく名詞を修飾することもある 。

この複合形式に当たるものとして、次 lこ、， v緲� 'を用いた例を挙げる。これは、通

常、接辞と呼ばれており、活用は基本的に形森詞変化する 。 表わす意味こそ違うが、日本

語の形容詞変化をする俵辞「たい2J によく似た要素である。

(5) yah lark� dill� j縅e v緲� hai. 

これ 少年 デリー行くー不定(斜) 接辞 コピュラー現在

「この少年はデリーへ行くようだ。 J

ヒンディ一語の正書法がなかなか定まらないこともあり、接辞‘ vãlã 'は、

, dill� j縅e v緲� 'を， dill� j縅ev緲� 'のように勝着させて書くことがしばしばある。

正書法の問題はともかく 、実際、 二通りの記述の仕方があるということは、個々人により、

これを独立した形容詞として認識するか、形容詞出自の接辞と認識するかが揺れているも

のと考えられる 。 接辞というにしても 、 完全な拘束形式の接辞(例， pram�l)it ' r証

明されたJ の接尾辞《 ーit ')ならば、分けて書くことはない。 したがって、語としての

要素を多分に持つこれは、完全な拘束形式の接辞になる前の段階、つまり、接語 (clitic )

の段階にあると考えるのが妥当である。本論文では、この種の形式を、以降、接語として

扱う 。

この接語は、動詞のみならず、 名詞 ， 形容詞にも付加される 。 ， top� v緲� lark� 'と

いえば、 r 11I富子の少年J (1 111目下をかぶった少年J の意)となる。この場合、 日本語の属格

「の 」 に当たるヒンディ一語の属格後置詞を使用して‘ 下opï k忌 larkã 'ということがで

きない口これは、『帽子』と『少年』の関係が問題になるからである 。 この場合、 二語の

2 動詞の連用形に接続して願望を表わすこの形式は、国語学で助動詞と呼ばれているが、形容詞変化す
るところから、形容詞の接辞化したものともいえる。
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関係は O と S の関係、であるが、第 2 章の名詞修飾構造で述べたように、ヒンディー誌で

属格後置詞が負う文法関係、の l ドに、 S や O はあるが、ヘッドの名詞として動詞派生名詞

(深層での V) が来ている場合に限られる 。 しかし、この名詞句には V に当たるものが

ない。 したがって 、 属格後置詞を使った場合、 ~ I帽子』が O の資格を持ち得ないため、 深

層における文、すなわち命題が成り立たず非文になるのである。 3 また、これは、例え

ば、「国語の木J の『国語』と『木』のように本の種類としての属性があるものと違い

文として命題を成り立たせる以外に、 ~ I帽子』と『少年』の関係に何らかの属性が成り L

つものでもない。 4 したがって、属格の後置詞を使用しでも不適格になるのである。長

を返せば、この接語‘ vãlã )は、名詞と王将討の関係を成り立たせるために 、 任意の V

の役割をも果たしているのである。

『帽子』と『少年』の関係に V として補完されるのは、イ可の前提もなければ、従来 r 111旨

チは人がかぶるもの」になるので、 「それをかぶった人J ということになる。したがって 、

この， v緲� )を使った， tOpl v緲� lark� ) r 11 1自子の少年J (便宜的に「の J を当てる)

は、 V を補い「帽子をかぶった少年」を指すのである。 5 日本語ならば、 この動詞補冗

の場合でも 、 r 111冒子をかぶった少年J =今「帽子の少年」のように 、 属格の「のJ で表現で

きる 6 ところだが、ヒンディー語では、 属中各の， k� )を使用せず、 特殊な接語‘ välä ) 

を使用して表わしているのである。

この ‘ v忌lã )は 、 後続名詞がない場合、形容詞の名詞使用?と同じ機能で、 漠然とし

た人やものを表わす。 この‘ tOpl v緲� lark� )の， lark� ) r少年」を取ると 、 「少年 j

を照応して r 111旨チをかぶった方J の意味になるが、何も照応してない場合は、「帽子をか

ぶった人」という漠然とした人を指す。 同様に 、 ， camre v緲� j�� ) r革(製)の靴J

, h縟h k忌 banãyã kh縅� ' r手の作った食事=手作りの食事J のように動詞を補っていうこともあ

る 。 これを照応したものとしてなら、‘ hãth k� kh縅� 'もありうる。

4 逆の『少年』と『帽子』ならば、『少年』が所有という属性が成り立つ。
D 日本語ならば、場面を限定すれば他の意味も成り立つ。例えば、 f (手に)うちわを持っている子じゃ

なくて、帽子の子よ。 J のような例がある。 この場合は、「のJ が指すところは、通常の「かぶっている J
ではなく、「持っている J になる 。 V に当たる動詞が場面によって変わりはするが、動詞の部分を受ける

ことには変わりない。

6 しかし、日本語の「のJ を使ったこの表現は、話題提示の段階では使用されにくい。 f ?昨日 、 帽子の
子が家に来たのだけど、.. • J と言えなくもないが、文が暖昧になるのは避けられない。 つまり、日本語

のこの場合の「のJ 使用は、「昨日、帽子をかぶった子が来たけれど、 その帽子の子 、 ただの物売りだ、っ

たわ。」という具合に、動詞の部分を前提として照応させなければ、暖昧な文になるのである。ところが、
ヒンディ一語の， v緲� 'は、文脈における前提とは関係なく、任意の V を照応し、， top� vãl忌 larkã ' 

「帽子をかぶった少年J ， , paise v緲e 、「金持ち J (金を持った人々)などを表わすのである。
t 形容詞‘ garïb ' r 貧しし\ J が、「貧しい人J のように名詞的に使用されること。
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という場合も、， j�� ' í 1ß J を取ると、， j�� 'を照応した， camre v忌l ã ' í 革(製)

の方」 の窓 l床にもなるし、何も照応してない場合は、漠然とした 「 革のもの」 という，意味

にもなる 。 また、形界詞が米る場合も同じで、‘ chotl v緲� lark� ' í小さい方の女のチ」

にから、， lark� ' í女の子J を取ると、， chot� v緲� 'は、 .， lark� 'を照応した「小さ

い方」 になる 。 この 「方」 に当たる場合は、人だけでなくものにも使用される。

この要領で考えていくと 、 先行名詞に窃J詞の不定詞が来る場合、斜絡形になり、

, dill� j縅e v緲� lark� 'ができる 。 意味は 「デリーへ行く少年J となる 。 この構造が

母体となってヘッドの名詞が S となり 、 残りの部分が PredA の構造を取って、

, lark� dill� j縅e v緲� hai. ' í少年はデリーへ行く状態にあるのだ。」 となるものと考

えられる 。 構造図にすれば、この文は以下のようになる。

lark� 82 
11 

83 

dill� 

Ad3 

|斗l 2Jane 

V3 

vala 

PredA2 

hai 

V[ 

この構造の用法として 、 V.R . Jagannãthanは、近未来，推量を挙げている。 先の例文は

近未来の意味を持つものとして提示した例文であるが 、 文脈により「彼はデリーに行くよ

うだよ 。 J のような推量の意味にも使用される。 ， b縒is hone v緲� hai. ' í 雨が降りそう

だ。」 のように 、 『雨J としづ物質名詞が主語になっている場合は、 比較的推量の意になる

確率が高い。 近未来，推量という意味を創出する構造ということは、日本語の「ところ ・

だ/で、すJ ， í そう ・ だ/ですJ ， í ょう ・ だ/です」のような表現とほぼ同じということに

なるであろう 。 異なる点は、円本語の「そう J , í ょう」という接尾語は、「相」や「様J

からの転といわれており したがって名詞出自のものと考えられるため、構造図中の
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‘ vãlã 'に~たる部分が PredN になるところである。

刊本語の「そう J ， í ょう J のような名詞出自の接尾語と断定の助動詞「だ」の複合形と

は別に、 1 1 ノド語には、形容詞出自の接語である ζ vãlã 'によく 似た要素である 、 形容詞

出白の接尾辞「ぽ ・ い J がある。これは 、 「子供っぽし\ J , í忘れっぽしリのように í "，の

傾向にある ， ~しやすいJ という意味を持ち、名詞や動詞の連用形に付く。動詞に付く場

合、 í"，しやすいJ としづ意味の「忘れっぽしリ以外に、前者の「傾向にある J という，意

味でも「明 日 は行くっぽいよ J のように使えないこともない。しかし、現代の H 本語では、

この意味で、「行くみたいだ」の「みたいだ8J や「ょうだJ ， rそうだ」を使刑することが

多い。

品詞の出自こそ違うが 、 接待化もしくは俵語化 したものを使用し 、 「傾向にある J とい

うような意味を出すことには違いなく 、 興味深いところである。

前節でも述べたが、 日本語の場合、難易文にこの構造がみられる。以下に「 ヒ ンディ一

語は話しやすい。」の構造図を挙げる。

ヒンディ一新は

O2 

話し

円D
H
H
H
H
H

8'] 

V2 

やすい

PredA] 

第二層は、 「 ヒ ンディ一語を話す」としづ 他動詞文の命題になる。第一層では、 第二層

の 8'] 命題全体が PredA]の主語になるが 、 実際はその中の目的語である『 ヒ ンディ一語』

だけが主語になる。 これは 同 的語が表層で主語になっている構造図だが、 この構造は 、

次章で扱 う受身構文と同じパターンになる。

また 、 第二層の命題部分に「コップが割れる J のような自動詞文が代入されると 、 自動

的に第二層の主語「コップJ が表層でも主語になる。

一見、何の変符もない構造にみえるが 、 第一層の主語になる名詞によっては、 その深層

における文法関係および格標示が異なるものもある。以下にその例を挙げて観察してみよ

8 これは、「子供みたしリ r馬鹿みたしリのように「ーぽしリと代替可能である。



フ 。

(6) この靴は、歩きやすい。

(7) このぺンは、書きにくい。

(8) この紙は、書きやすい。

(6) , (7) , (8) の主語になる「この靴J ， r このペンム「この紙J は、それぞれの述

語動詞 「歩く J , í書く j の主語ではない。構造図で示すと 、よく理解できる 。 (7) ， (8) 

を )1慎に構造図化して観察してみる 。

このぺンは

Obl削叫川N叫町削2μ2(1α附I

苔き

円、U
H
H
H
H
H

8'1 

V2 

にくい

PredAl 

( 7 )の第二層の命題を見ると、「このペンJ は、道具格の斜格名詞句である。 それが、

第一層において主語になる。 ( 6 )も同様に「この靴」が道具格の斜格名詞句になるので

ある。

円、U
H
H
H
H
H

この岸氏は

町L州 l
書き 8¥ 

V2 

やすい

PredAj 
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( 7 )に対して、( 8 )の第二層の命題を見ると、 「 この紙J は、位置格の斜格名詞七Jで

ある 。 同様に、これが第 一層において主語になる 。

このような難易文に対し、ヒンディ一語では、 ~S PredA Cop~ で表わすが、 S に非

定形市J (この場合、不定詞になるが)を代人しても、「ぺン」や「紙J はあくまで、道J1

格，位置格の斜栴名詞七J (' is qalam se / is k緘az par likhn� ))になる 。 11 本語も、 「こ

のぺンで書くのは難しい。 J のように、同じ構造を取れば問題ない。 しかし、「やすい，に

くしリの構造を取ると、主語にもなる。日本語で主語になり得る絡階層は、「が 3 を，に ，

でJ までである。ところが 、 これまでもみてきたように、ヒンディ一語では、 主格 ， 対格

のみが主語化させることのできる範|鳴にある 。 したがって、この日本語の構造において、

道具格，位置格のものを主語化するのは、 ヒ ンディ一語の論理的な制約にかかり 、 ヒンデ

ィ一語を母語とする者には、かえって使用し難いことになる。 9

6. 2 形容詞+動詞型「する，やる，なる J (述語複合型)

ここでは、前節の動討と形容詞を逆にした構造を観察する。前章の本l詞述語複合で観察

した半名詞編入型にならい、まずは、形容詞を動詞に編入している度合いが比較的薄い例

を挙げる 。 以 下の例文は、「する」にさi たる， karn� ) を複合しているものである。

(9) vah 縣 k� kamr� bh� s綰 kar deg�. 

彼女あなたの 部屋 も清潔なする一語幹与えるー未w

「彼女はあなたの部屋もきれいにしてくれますよ。 J

(10) Tum ne ham縒� t緤m barb綸 kiy�. 

トゥム能格 私たちの 時間 無駄な する一過去

「トゥムは我々の時間を無駄にした。 」

[C緜� Caudhar� 7 : 69] 

( 9 )は、名詞複合の半名詞編入型のところで述べた「掃除をする J の『清掃』という

抽象名詞が「清潔なJ という形容詞に変わっている文である口形容詞との複合になると、

「漢字を書くのは難しい。 J から「漢字は(が)書きにくい。 J のように、目的語である対絡を主語化
するのは、ヒンディ一語でも、後章で観察する受身構文にみられるので、発想としてはまだ理解し易い
ものと推察される。



「部屋がきれいだJ という命題の状態に「する J という構造になる。 ( 10 ) も 、形容詞

( barb綸 ' í駄目になった，無駄になった」を使い、命題「時間が無駄になったJ 状態

に「する」としづ構造になっている 。

例として(10 ) の構造図を以下に挙げる。

Tum ne Ad1 

「
m
 

-a 
nb
 

-a
 

T
ム-a

 
m
 

a
 

h
 

nb
H
H
H
H
H
H
 barb綸 8'1 

PredA2 

kiy� 

V1 

第 A層では、能格構造を取っているので、 rtJJ作主としての主語+能格後置詞の部分は、

高IJ詞的修飾七Jの Ad になる 。 対象としての目的語が文法上の S になり、動詞は、仁|的諮で

ある名詞に従い、性 ・ 数一致をする 。 第二層では、 「われわれの時間が台無しだ」という

形容詞述語文の命題が作られる 。 それが、第一層に目的語として標示されるところを、第

二層の S だけが LI 的語として表層に出ている。

(11) us ne apn� k緡 acch� kiy�. 

彼能格自分の仕事 よい する一過去

「彼は戸|分の仕事をよくやった。 J

これも( 9 ), (1 0 ) と同じ文榊造を持つ。「 自分の仕事がよしリという第二層の命題が、

第一層の「する J 動詞の目的語になる。一見、これは「よくやる，ょ くする J という形符

詞編入を起こしているようにもみえる。しかし、 直格の目的語と形容詞の性 ・ 数が一致す

ることと、それらが動詞の性 ・ 数一致の要素になることを考えると、先の名詞編入のとこ

ろで挙げた‘ yãd ' í記憶」や( pasarpd ' í女子み」のように、もはや、動詞に対して
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性 ・ 数を一致させる力を失っているものとは明らかに違う 。 この形容詞は、目的語と本弱J

詞 「する J に性 ・ 数 一致をしているので、実際、この形容詞がどちらに編入されているの

か分かりづらい。 しかし、以下のような、 「 よくできる，よく思う J など、他の動詞との

組み合わせもみられるので、取り立てて「よくなる，ょくする，よくやる J のみを一体化

したものとみるのは、少々無理がある。

(12) G緡dh� j� ne use m綰 kar diy�. 

ガンデ ィ ー尊折、能格 彼を 許された する一語幹 与える一過去

「ガンディーは、彼を許してあげました。 」

[Mohan se Mah縟m� 2 : 11J 

( 12 ) の例文は、アラビア ・ ペルシャ語出自の形容詞‘ mãf ' 1 ð"'Jこされた，許されて

いる J と‘ karnã ' Iする J を複合した例である。動詞側を命令形にすれば、 「ごめんな

さしリのように許しを請う表現になる D サンスクリットの語葉を使用してこの表現をする

場合は、名詞， ksam� ' I許し J とこの「する」動詞の組み合わせになる 。 その際、統

語構造は名詞編入型になる。

また、この， mãf ' の名詞‘ mã日 'および、， ksam� 'の形容詞， ksamit ' と「す

る」動詞の組み合わせもあるが、汎用性が低く 、 あまり使用されない。

( 13) 縣 k� vidvat� par r�h kar anek sabh縊f(l ne 縣 ko 

あなたの 学識 に 喜ぶ一語幹接続分詞 たくさんの 会(複) 能格あなたを

samm縅it kiy�... 

尊敬した する一過去

「この方の学識に歓喜し、各界の人々がこの方に敬意を表しました。 J

[B忌sã bh縒t� : 29 J 

この例文には 、 サンスクリット出自の名詞 6 saロ1汀lan 「尊敬」の形容詞形が使用さ

れている D サンスクリ ッ 卜山内の名詞から派生した形符詞は、 I~ された」という受身的

か意味を持つc この種の形作詞を複合する例は無数にある。 ， uplabdh / pr縣t karn� ' 

「得る J ， ' prak話it karn� ' I 出版する J ， ' vibhakt karn� ' I 分ける J , 

prabh縋it karn� ' I影響する J 等が該当例であるが 、 サンスクリット出自のこれらは、

145 



基本的に汗きパJ定に使月j される 口 また、メタ l 汗ltの立りえとしては 「あなた」 にしてある\

人称複数の代~I ~J]J ' 忌p ，は、この場合、 三人称の復数尊敬形 「 この )JJ の意味で使汀!

されている。 [0

日本語のこの形式に相当する「する」型の場合、 格標示はどうなるか。 以 fに、構造[;;<1

を挙げて比l鮫してみる 。

( 14) 彼は部屋を美しくした。

彼は S[ 

部屋を

82 I 

美しく

O
H
H
H
H
 。

PredA2 

した

V1 

第二層の命題は、「部屋が美しし \J としづ形容詞述語文である。本来、この命題が目的

語として埋め込まれるところだが 、 第一層では「部屋j のみが対格標示され O になって

いる。これをみると 、ヒ ンディ一語の『形容詞~ + ~動詞』の組み合わせと同じで、 日本

語の形容詞と「する」動詞の組み合わせは、 同じ統語構造を持つが 、 1 つ、異なるのは、

人の場合、往々にして与格後置詞が付与されているところである 。 対する日本語では、 語

の種煩による差異はなく 、 すべて「をJ 格を表示する。

次に「なる J に当たる‘ honã ' を複合する例を挙げる。

10 文脈上、これは、 G.A.Grie l' son (英国植民地時代に行政官としてインドに赴任。 現地の言語調査を
行い、数々の功績を上げたことから、偉大な言語学者として尊敬されている。)への代名詞として使用さ
れているが、同時に近称詞を含む三人称複数形も氏に対する代名詞として使用されている。 先述のよう
に、神への呼ひ、かけから出現したといわれるこの ãp は、単なる三人称に対する尊敬の意を含んだ
使用法という 一律のものではなく、元々呼びかけの二人称であるため、照応される第 て三者は、話し手と
聞き手の(物理的であれ精神的であれ)近距離に位置する必要があるようである。
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(15) kirptu kis� bh� r縅� se un k� yah icch� purり nahïrp hul. 

しかし どの も kヱでその方の この 願い 満ちた 5定辞 なる一過去

「 しかし、どのムー I ~ と も 、 その方の願いは成就しませんでした。 J

[Ham縒e grarpth : 29J 

(16) mer� k緡 ab sam縣t ho 

私の 仕事 今終わったなる一語幹

gaya. 

行く一過去

「私の仕事が今終わった。」

( 15 ) は 、 ラーマーヤナの話で、ダシャラタ王が子宝祈願をするに至るくだりである。

ここでは、円前ちた 」 という形容詞との複合である 。 ( 16 ) では 、 ， sam縣t' r終わった，

終わ っ ている J に当たる形作詞が使用されている 。 アラ ビア語山 白の‘ xatm 'も 、 同

義 3 問機能のも の として使用される。 動詞， hon� 'の後に来ている動詞 ‘ j縅� ' r行

く 」 は 、 次章で取り上げる動詞複合である。

また、意味として対峠する 「始まる 」 の場合は 、 名詞 ‘ ãrambh 'もしくは ‘ suru ' 

をこの‘ honã 'と複合する 。 他動詞の「終える J ， r始める 」 にする場合は、 「する 」 動

詞の‘ karnã ' を複合する。

ヒ ンディ 一語の「なる J 型の例として ( 15 ) の構造図を以下に挙げる 。 なお 、 接続詞

はここでは排除する 。

kis� bh� ram se Ad1 

Ad2 

un k� yah icch� 

82 

8] 

purI). 8'] 

PredA2 

nah� Neg] 

u
 

h
 
V1 
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第二層の命題には、 高lJ詞的修飾句として「で(から) ，によって」の句がやれ、ており、 I (ど

の女王によっても)そのj顧し\がかなう J になる。 第ー層へこの命題が埋め込まれることに

なるが 、 表層上 、 主語になるのは第二層の命題の主語である。この文には符定辞がついて

いるので、「第二層の命題がならなかった。」になる。

日本語のこの「なる J 型も 、 統語上は同じ構造を取る。

(17) あの子はとても大きくなった。

あの子は 81 

82 

とても

Ad2 

大きく 8'1 

PredA2 

なった

V1 

( 17 ) は 、 「あの子はとても大きい。 J と い う命題を 、 表層にある動詞「なる J の主語

として埋め込んだものである。日本語では、 形容詞が動詞に接続する場合、 「ーし \ J 語尾

から連用形の 1- く」になる。

ところで、 名詞述語文と同じく 、 ~A二BJ]の ~BJ]に形容詞が代入 された形容詞述語文

のコピュラも 、 先の「なる」と同じ位置にくる。

vah lark� 

82 

bar� 

PredA2 

81 

8'1 

hai 

V1 
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日本語では、「あの下は大きい。 J という命題は、文としてもそのまま成り立つが、ヒン

ディ一語で， vah lark� bar� 'というコピュラなしでは、文として成り立たない。動詞

出自のこのコピュラは、命題のその存在を表わすもので、 上記の構造凶からも分かるよう

に、これまで、単文で、扱ってきた形界詞述語文も、究極的な埋め込みの ニ重構造である 。

もう 1 つ、 「なる J が使われる他の例文を挙げておく 。

(18) R繦garh bas steI).輙 par gap khar� ho cuk� -
可
‘
Ah

 

ふ
し

ラーイガル バス停留所 に 車 立った なる一語幹終わるー完了コヒュラ一過去

「ラーイガルのバス停に、パスはもう止まっていた。 J

[B�$� bh縒t� : 26J 

動詞， cukn� 'を複合した部分は後章で詳しく説明するとして、‘ kharã ' r 立った，

止まった J と， hon� 'を複合したこの形式は、日本語の「立つ」や「止まる」という

動詞と等価値になる 。 「車を止める 」 のように他動詞に変換する場合は、やはり上の例と

同じように‘ karnã 'を複合する。

この他にも、動詞， karn� 'とを複合するものとして 、 ‘ mahsiïs karn� ' r感じる J , 

, ma吋iïd karn� ' r存在させる J , ' m緲i� karn� ' r知る J (形容詞はすべてアラビア

語出自)、動制， hon� 'とを複合するものとして、， mahsi� hon� ' r感じる」や

, mãl己m hon� ' r知る J (共に与略構文使用)， ' mauji� / vidyam縅 hon� ' r存在す

る J (通常 、 ， hon忌 'はコピュラ使用)などが 、 この構造を取る。

また、「する，なる」動詞以外で、も、この構造を取るものがある。以下にいくつか例を

挙げる 。

(19) kh縅� acch� ban� hai. 

ご飯 よい 作られるー完了 コピュラー現在

「ご飯がうまくできたよ 。 J
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(20) v緝! bhojan svãdi科 banã hai! 

わめ 夕飯 おいしい作られるー完了コヒュラ一現在

「わあ 、 ご飯、おいしくできているね。 J

[C緜� Caudharﾏ 7 : 3 J 

前章の名詞述語複合のところでも説明 したが 、 動詞， ba.nn� ) r なる，できる J を使

用した例である。 構造図は先の ， hon� ) と 同 じ に なる。 (19) では 、 「ご飯が よい J と

いう命題全体が「できる/作られる」の主語となっており 、 また 、 ( 19 ) と同じ構造で、

形容詞部分が「おいしい，美味の」に変わっている (20 ) の例もある。「 うまくできる J

と「おいしくできる」の構造も同じあり、「なる J 担の構造に準じているのである。

また 、 この埋め込み構造を取るものとして 、 認知動詞を使用するした例もある。認知動

詞も種類により与格構文を取る場合がある 。 まず、 その例を以下に挙げる。

(21) 緞 bh�h bhﾏ barﾏ lagﾏ th�. 

今日 空腹 も 大きい 感じる一完了 コピュラ一過去

「今 円 はお腹もとても空いていたの よ 。 J

[C緜� Caudharﾏ aur p縣 50 : 18J 

(22) carkh� jharp輅e ke 

糸車 肢の

det� th�. 

同じの

dikh胥 

見ること

m・
時

一
川
忠

m
否

donom or 

両ノ7の 方向(から)

saロlan

与えるー未完了 コピュラ一過去

「糸 1:巨は 、 )j箕の両似IJから IriJ じには見えなかった。 」

[B緲 bh縒tﾏ bh緘 2 : 58J 

(23) 縣 bare pare5縅 nazar � rahe hairp. 

あなたとても 困った 視野 来る一未完了いるー完了コピュラー現在

「あなたはとても困っているようですね。 J

[C緜� Caudharﾏ 7 : 78J 

ここで挙げた例文 3 つには、与格になる行為者が明記されていないので、 自動詞文のよ
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うにみえる 。 ( 2 1)は、， lagn� ' í感じる J を使用しているが、埋め込みになる第て層

の命題は、 「空腹がひどい(= 大きし\) 0 J である 。 ( 22 ) では、外枠の与格構文の述語 「見

える J に当たる， dikh緲 den� 'が使用されている 。 これは、動詞‘ dekhnã ' í 見る 」

の名詞派生形と1YJ詞， den� ' í ら える」 を複合したものである。 その主語に 「糸司工が史

表から(兄て)同じだ。」 という命題が埋め込まれている 。 (23 ) では、第 2 章 、 単文構

造の自動詞文のところでも観察し、第 5 章のネl 詞複合のことろでも若干触れた、抽象名詞

「視野」 と動詞 「来る J の複合形式が述語として使JTI されている。 名詞編入動詞の一種と

考えられ、構文上も与格構文を取ることから 、 日本語の「視界(目)に入る j によく似た

構造になる。 ここでも 、 下層にある命題「あなたは闘っている J が 、 表層の与格構文の

語になる 。

次に 、 外枠が平叙文の構文に認知動詞が使用される例を挙げる。

(24) mairp ne jalkar mar j縅� thlk 

私 能指燃える一語幹+接続分詞死ぬ一語幹 行く ー不定 正しい

samjh�. 

理解する一過去

「私は焼け死んでしま ってもいいと思ったの。 J

[C緜� Caudharl 7 : 19] 

( 24 ) の外枠は 、 能格構文である 。 したがって、本来の目的語が絶対格になる 。 そこ

に 、 命題「焼け死んでしまうことが、ちょうどよい(=正ししつ 。 J の ~S PredA~が埋め

込まれている 。 この時点で、 S ~こ文が非定形で、入っているため、 この文は三層構造になる。

(25) ham log use acch� 

私たち 人々 彼を よい 在現
m・

一r
a
 ユ

h
 ν

」コ了{
元

首
ム
未

n

一

一
ほ
る

「
J

、
ノ

I

JB
 

刃
バ

「私たちは彼をよく思っていますよ 。 J

(26) -a 
ヲ
山

-c

-
a

よ
』

w
v
戸

a

過

m
q

一

d

戸
る

e

格
得

n

能

る

n

ン

唱
し
い

の

ジ

訂
.
て

い旧
ラ

h

つ

A

ア

ト

立

khol� to apne s緡ne ek Vfddh vyakti ko 

聞ける一過去小詞自分の 前に 1 老いた 人 を

「アラジンが戸を開けると 、 そこに老人が一人立っているのが分かつた。 j

[B緲 bh縒tl bh緘 2 : 23 ] 



( 2 5) では、「彼がよしリという命題が、動詞 「思う，認める J のrJ (~"J語として理め込

まれている。 その際、前章の名詞述語複合でも観察されたように、坦め込まれる命題の七

語が、対絡標示されている 。 (26 ) も同保に、 「老人が立ってし 1 る J の主語である「老人」

が対格標示されている 。

( 25 ) で使則されている動制‘ mãnnã 'は 、 同格接続詞を使用した定形節型 乃pe 1 

の複文構造も取ることができる 。 日本語では、 文そのものの埋め込みをした 「彼がよいと

思う 。 J と 「彼をよ く 思 う 。 J の 二通りの表現法があるが 、 前者が、Type 1 の 1 '"'-' が . .と

思う J の場合で、Typell のよ型め込み型の複文では、 1 '"'-' を Pr吋A 思う J になっている 。

ヒンディ一語も非定形節の主語が対絡を取り 、 PredA は 、 前章の PredN の場合と同保に 、

失業者になったものと考えることができる。 (26 ) の( p縅� 'は、 本来「得る」という

意味で、 ここでは 、 論理的には 「老人が立っている状況を得る J ということになる 。 ヒ ン

ディ一語のこの動詞も Type IJ の構造を取る 。 ところが 、 これに相当する円本語の「分か

る J は、匂pe II の埋め込み型にはならず、乃pe 1 の 1'"'-' が - と分かる j の構造になるD

このように 、 日本語には、埋め込み操作が可能な動詞とそうでないものがあるが、ヒ ン

ディ一語の認知動詞で、は、 Typ e J , Type II ともに可能である 口 さらに 、 この Pr吋A に動

詞の未完 了分詞，完了分詞が代人されることもある。 次章では、 この思め込みも含め 、 動

詞との復合を扱う 。
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第 7 章述語複合( 3 )一一動詞編一一

これまで、名詞と動詞， )[ラ界詞と動詞の複合を観察してきたが、今度は、動詞と動詞の

複合について考察する 。 ヒンディ一語学においては、し、わゆる複合動討 (sarpyukt kriyãe品

= compound verbs ) として、形態 ・ 意味論 ・ 語用論の分野において、インド本国および

アメリカをはじめとする外国の学者によってかなり考察され、さまざまな説明がなされて

いる 。

インド本国の学者によっても、この複合形態を成す後続動詞の種類分けはさまざまであ

る 。 ヒンディ一語文法の大家のうち、 Kãmtãprasãd Guru (1 970 ) は、先行動詞の形態を、

動名詞，現在分詞，過去分詞，前時制分詞の形態(本論文では、 前から不定詞，未完了分

詞，完了分詞，語幹と呼ぶ。 )に分け、それぞれに接続する定形の後続動詞についての意

味もしくは用法を説明している 。

また、 ヒ述の氏を含め、しばしば、この動詞の連結が、 1 つの範時を成した複合動詞と

呼ばれるが 、 V.R.Jagannãthan ( 1981 ) は 、こ の後続する動詞を特に 、 彩飾動詞

(rarpjak kriy� = coloring verb ) と呼び、 P.E.Hook は、ベクトル動詞 (vector verb) と

呼ぶ。 この範鴫に含まれる動詞は、第 1 章の l. 3 でも説明済みのように、本来の動詞とし

ての意味を失し\かけたもので、意味の上ではっきり説明し難し\が、命題の部分のその方向

性もしくは彩りをする 、 いわばモダリティを帯びた動詞群である。

統語的にみれば、これは核に対する演算子として付加するものである口基本的に SOV

語順のヒンディ一語では 、 この演算子は文末に来ることになる。動詞述語文の場合、 í S

が VJ もしくは íS が O を VJ という部分が核となり命題を表わすのに対して、その後

ろに、プラス α の意味をもたらすために付加するものである。したがって、 基本的に命題

になる咳向体は、話し手と聞き手の問で何らかの形で既知もしくは予測の範囲内のことで

ある必要がある。彩飾動詞が付加される時、既知 ・ 未知が 1 つの指標になりうることにつ

いては、 先のV.R.Jagannãthan が指摘している。氏の枠組みでは、 この彩飾動詞が統語

的に先行するか後続するかで、第一群と第二群に大きく分けられている 。 第一群には、

ãn忌 ， ["来る J ， 'j縅� ' ["行く J ， ' caln� ' ["進む ， 歩く J が挙げられている。第一

類では、再度 、 既知か未知かを指標にして 、 大きく 2 つに分類している 。 既知のものとし

ては， len� ' ["取る J ， ' den� ' ["与える J ， 'jãnã' を、既知ではない、すなわち未知

のものとして、突発性の意味を持つ ‘ uthn� ' ["起き上がる J ， ' parn� ' ["生じる J , 
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, d緲n� ' r 注ぐ，入れる J ， ' bai thn� ' r座る J ， ' 縅� ' r 来る 」 と、位置を示す

, rakhn� ' r 置く 」 に意味分類して提示している 。

意味の分煩は、人それぞれの受け取り方や場面場 In;に依存するので置いておくとして、

談話文法的な既知 ・ 末-知の要素は、統語との命題にプラス α されるものということからみ

ても、手がかりになると考えられる 。 氏は、 P.E.Hook (1974, 1980 ) が指摘している、

時を表す関係剖， jab '節がくる構造でこの形式が登場しやすい(例えば日本語でも「彼

が来た時には 、 御飯は食べてしまっていた。 」のように言う。)ということも、‘ jab '節

は既知のものなので、 主節に出現しやすいことを指摘し 、 既知 ・ 未知の指標に対する証明

の一部にしている。日本語でもその点は同じで、 従属節で時間軸の一点を絞り 、 その時に

は・・というパターンが一般的にある 。 ところが 、 「彼がやって来た時には、 辺りは静まり

かえっていた。 J ， r あなたは時計が壊れてしまった時に、どうするつもりですか。 J の「や

ってきた/静まりかえっていたJ , r壊れてしまったJ のように 、 円本語では時の場合でも

従属節仮11， 主節側 ともに現れるので、必ずしも主節にだけ現れるわけではなく 、 さらにい

えば、時を表す節にだけ多く現れるわけでもない。 l すなわち、実際、 これは命題にプ

ラス α するモーダルの機能を帯び、るものなので、 命題が既知で、ある必要はあるが 、 時が必

ずしも既知を表す起点として叙述される 、 もしくはされている必要はないということであ

λ
u
 

しかしながら、核と演算子による命題の部分と、それにプラス α されるモーダ、ルやアス

ペクトの部分に分けられることからも、命題は当然のことながら既知のものなのである。

したがって 、 氏のいう既知 ・ 未知という弁別素性は重要な要素である。

意味主体の説明になると 、 例えば主動詞に動詞 ‘ denã ' r与える J を後続する場合、

完了性の意味になるという具合に説明がなされる 。 確かに解釈上では、動詞が醸し出す意

味の共通項として抽象化しやすい概念だが、実際、解釈上の完了性が成り立つということ

が、文の統語構造に反映される完了性全体を説明することにはならないのである 。 事実、

本来、完了性を表すものである完了分詞+コピュラ現在形の ， kiy� hai ' (1する J +コ

ピュラ)以外に、動詞( len� ' r取る J を複合した‘ kar liy� '、もしくはコピュラ動

詞を文末に復合した‘ kar liy� hai 'が公然と存在している以上、これらが単なるデフ

ォルトの完了性ではないことは明らかである。また、現在時制においてもこの複合はみら

l 時を表す構文に多く観察されるというのは、コーパスの問題ではないか。
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れるわけで、その場合、完 f という指僚は当てはまらなくなる 。 このように、次から次へ

と挙げざるを件なくなる意味素性では、この複合形式に対して説明とどうしても限界を迎

えてしまうのである。

方、 FI 本語には、幸いなことに、統語的にも機能的にもヒンディ一語によく似た動討

複合の形式がある 。 英語では、命題への演算子としていわゆるモーダルを付加する動詞は、

原形不定詞を接続する， will, may, can, must, shall, need , dare '等の日)J動詞か、， to go 

to see him 'の‘ go \ ‘ to come to know の， come "‘ to get to know 'の， get ' 

のような to・什き不定詞と接続する動詞、もしくは‘ to stop rnoving ，の《 stop ' や‘ to

forget seeing him before ' の， forget 'のような動名詞と接続する動詞と、|浪られた

ものぐらいで、あまりみられない。 そのため、 S.H . Kellog ( 1938 ) のように、， girn� vs. 

gir j縅� 'を‘ to fall vs. to go (to) fall 'ということなく、‘ to fall vs. to fall down ' 

としづ具合に 、 副詞的な前置詞に依存して説明することになるのである。

ところが、日本語では、これを「落ちる vs . 落ちていく/落ちてしまう j のように、

動詞と動詞を接続することで、付け加えの意味を表すことができる。 ここで出てきている

「し 1 く J ， r しまう」は、比較的どの動詞にも後続する、生産性の高い後続動詞で、あるが、

日本語では、動詞の複合形式の中にも「飛びつく ， 飛び跳ねる 3 やり込める，見届ける，

待ち佑びる，聞き流す，食いはぐれる」等々の 、 2 つの動詞が合わさってはじめて特殊な

意味を成すものもある 口 ここに挙げた例だけをみても、後続動詞はすでに 7 種類ある。特

殊な意味を成すということは、これらは動詞が 2 つで、あっても、一語化してしまった結呆、

別の意味を成すものなのである。後続動詞の種類は、この種の一語化した複合形式を、本

論文では複合動詞と呼ぶ。 (ヒンディ一語にもこの種の動詞複合、 つまり複合動詞がみら

れる 。 )

同じ形式を持つヒンディ一語と日本語では、 必ずしも同義の動詞を使うわけではなく、

まったく同じニュアンスを出すものでもない。しかし、 多少の差異はあっても、同じ要素

でプラス α の意味を加えるのは共通であり、本来の具体的な意味をなくし、モーダノレに向

って漠然化 (bleaching) されつつあっても、日本語のそれを考えれば、その過程および

機能を理解しやすい。

つまり、ヒンディ一語ではどのような動詞が演算子として使用されるか、その時の意味

の漠然化はどうなっているかを分析する必要があるのである。また、同時に日木語にある

演算子としての動詞と対照し考察することが、普遍性追求、ひいてはわれわれの言語習得



に役立つものと考えられる。

同じ動詞という要素で、モー夕、、ルを表わす 1I 本語の体系をよく理解することが、ヒンディ

一語の動詞複合を理解することに通じるものと仮定し、本章では、 H 本語との対比を試み

ながら、モータ寸ル的要素付加としての演算子がともに動詞であるヒンディ一語と rl 木語で

は、どのような共通点，相違点があるか後節から詳しく観察してし、く 。

7. 1 複合動詞

先にも述べたように、ここで、は動討が複合されてあたかも一語のごとく作刑する動詞群

を挙げる 。 IJ 本語には、このタイ プは数え切れなし\ ぐらいあるが、改めて非生産的な後続

動詞の例を先に挙げると、「飛び跳ねる I忍いあぐねる ， 潜ぎ若ける J の「跳ねる，あぐ

ねる，着ける 」 がある。 これ ら の後続動詞は、自由にどの動詞にでも付くものではなく 、

両万が複合されて初めて、ニュアンスの違った意味になるものである。

また、上のものに比べて、より生産的な後続動詞の類として、「倒す，破る，放つ，流

す，つぶす3 着ける，下す，上げる」等がある。 以下にこれらの後続動詞を使用した例を

挙げる 。

r f到す」 「打ち倒す，切り倒す，押し倒す，借り倒す，食い倒すj

「破る」 「打ち破る，突き破る，押し破る， 食い破る，言い破る J

「放つ」 「解き放つ，開け放つ，追い放つ，思い放つ，聞き放つ」

「流す」 「洗い流す，売り流す 見流す，聞き流す，書き流す，読み流すJ

「つぶす」 「押しつぶす，取りつぶす，握りつぶす，酔いつぶす，食いつぶす」

「下す」 「喜き下す，借り下す，読み下す， 言い下す， 見下す」

「上げる J 「押し上げる，追い上げる，打ち上げる，畳み上げる，突き上げる，

差し上げる， J 

これらすべて 、 広辞苑第四版に掲載されている複合例である。 この中の「倒すJ を例に

取っ て説明すると、 「打ち倒す，切り倒す，押し倒す」は、 r (打って)倒す， (切って)倒

す， (押して)倒すJ のように 、 具体的な「倒すJ という意味が温存されている後続動詞

としての使用である。 これに対し 、 「借り倒す3 食い倒すJ は、 r * (借りて)倒す，犬(食

って)倒すJ のように、 「倒すJ の意味が木来の「倒すJ という意味ではなくなっている。

「借り倒す」 は、 一体にな って初めて『借りて返さず、先方に績をかける。 』の意になり、

「食い倒すJ も同保に『①食いついて号|き倒す。②飲み食いして代価を払わずにすます。
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③くいつぶす。 ~ [広昨苑第 IJq版より抜粋]の意を創出するのである 。

このように 、 後続動討になる動計jにも様々あり 、 同時に、生産性の高いものから低いも

のがある 。 また 、 先行する動計lによっては、後続動計jの意味がそのまま温存されるものか

ら、本;tEの意味を夫い特殊なニュアンスを伝えるものに変わるものまである 。

先の 11 本語の例は一部のものであり、すべてではないので、 非生産的 ・ 生産的 という枠

組みもあくまで相対的なものであり 、 後続動詞の意味の漠然化も一概に言えるものではな

い。 実際 、 これらは連続体を成すものであり 、 線引きをするのはかなり 難 しいのである 。

特に 、 生産的なものに挙げた例は、 さらに下位区分できるもの と推察される。 しか し、 こ

こ では 円 本語との対照により 、ヒ ンディ 一語のいわゆる複合動詞を分析することが眼円な

ので、 大きな枠組みだけを呈するにとどめる。

ヒ ンディ一語でも、この種の複合形式は存伝する 。 その 中でも 、 まず、相対的に生産性

の低いものを挙げてみると 、 C kah sun縅� ' í言い聞かせる J ， C khoj nik緲n� ' í探し

出す J ， C 下町 girnã ' í 壊れ(崩れ)落ちる J ， C m縒 bhag縅� ' í 叩 き出す J や

C k忌t kh縅� ' í 食い千切る J ， C le d�n� ' í 巻き込む J [K.Simh ( 1975 ) , 

V.R.Jagann縟han (1981) ]等がある。 2 ここで挙げた例をみると 、 先行動詞 ， 後続動詞

共に元の意味を保持しているものと 、 イディオム化して(すなわち一体化 して) 別の意味

を表わすものの大きく 2 つに分けられる。前者の範時にある C kah sun縅� ' を例にと

ると 、 「言い聞かせる J は「言って聞かせる」と言える 。 ヒ ンディ一語もその意味で使用

できる復合形式になっている。 したがって 、 共に意味が漠然化していないのである。 一点、

後者の範!鳴にある ‘ le d�n� ' í巻き込む」について説明すると 、 文字通りは「取って

沈むJ になっているこの複合形式が 、 「何かを連れて沈むJ という具合に流用され、 現在

は í (悪いノゴ向に)巻き込む」という 一語化したものとして使用されるのである。

語化 してしまったものはともかく 、 前者の範 UI書のものは 、 後節で扱う接続分詞

2 これらは、接続分詞 C -kar ' (後節を参照)が落ちたものと考えられるので、 彩飾動詞の範鴎にな
いと V.R .Jagannãthanは述べている。 日本語にもちょうど、最初の例に対応するものがあるが 、 例えば
「言っ て(から)聞かせる J といえるからといって、元の動詞の複合形「言い聞かせる J が動詞を複合
した ものではないとは言えない。 形式が存在している以上、これはこれである種、 一語化した複合形式
になっているのである 。 実際、接続分詞の有無が判断基準 (criteria ) となるのは、後続動詞の意味が漠
然化しているかどうかを見極める時だけである。氏のいう彩飾動詞は 、 本論文で‘は後節の動詞複合で‘倣
う範鴎のものであることがここで明らかに分かる。 さらに言えば、 compound ve l'bs 自体が動詞を複合
するというだけで、抜われる傾向にあったことも窺える。
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, -kar 'を使用して言い換えることが可能である ロ しかし、この接続分討を使用する形

式すべてが、後続分討を省111科して言えるものではない。 日本語の連用形と動詞を複合する

形式が、どの動討に対しても汎川的ではないことからも、意味の漠然化に依らず、 一体化

したものとして位置付けできるであろう 。

もう 1 つ、相対的に生産性が高いが、先行動討により特殊な意味を倉Ij山するものをここ

で一度挙げておく。 ‘ ãnã ' í 来る」 使用の， ho 縅� ' í行っ て来る J， , d緲n� ' í人

れる 」 使用の， m縒 çiãln忌 ， í殺す J ， ' den� ' í 与える J 使用の， cal den� ' � U \発

する J ， ' parn� ' í生じる J 使用の‘ cal parn� ' í 出発すー る J J ' len� J 使用の‘ ho

len� ' í交わる，合流する J ，‘ ban baithn� ' í成り済ますJ 等がそれである 。 先ほど日

本語でも、生産性が高いものは線引きし難し 1 と述べたが、これらの後続動詞は、その類で

あり、次節の動詞複合でも使用される動詞なので、その都度、 例示していくことにする。

7.2 動詞複合(述語複合型)

ここで吸う複合形式は、先の-語化した複合形式とは違い、生産性も高く、モーグ、ノレ|句

な要素を付加するものである 。 このような動詞を 、 Hopper&Traugott ( 1993 ) は、文法

化 (grammaticalization) の一過程にある 、 拘束形式である助動詞 (auxiliary verb ) に

たる前段階で、意味が漠然化 (bleaching) された動詞群としている。木論文で扱うこの

種の複合形式も、その餐に倣った範時のものとして分析してし、く 。

7.2. 1 動詞複合の類型

まず、動詞が複合される際のヒンディ一語の形態、を以下に示す。ヒンディ一語は基木的

に sov 言語なので、前にくる動詞を先行動詞、後続の動詞を後続動詞と呼ぶことにする。

ヒンディ一語の先行動詞には以下の表に挙げるように 6 つの形態がみられる 。

先行動詞 + 後続動詞(後続成分)

1 きn五11 古:ト人. 十 接辞

2 語幹 十 本動詞

3 不定詞 十 本動詞

4 未完了分詞 十 本動詞

5 完了分詞 + 本動詞

6 語幹- kar 十 本動詞
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先行動詞の形態は非定形であり、後続動詞の形態は時制を担う定形である。先行動詞の

形態は、中核的命題の部分に~たるが、アスペクトとしての要素をもっ。語幹もしくはイJ

定詞は絶対値的な動詞形態で、あるが 、 未完了分詞の場合、 事象の未完 f性、 完了分詞の場

合、事象の完了性をもつのである。

タイプ 1 で、接辞を後続窃J討に挙げている。 1 つの言語内である品詞が文法化を経た結梨、

拘束形式である接語 (clitic ) もしくは接辞 ( affix ) になると仮説が立てられるが 、 それ

を適応すると 、 これは本来の動詞が俵辞と化 したものと考えられるのである。

インド ・ ヨーロッパ諸語の一支流であるインド ・ イラン語派のヒンディ一語とその基底

となっているサンスクリットでは、使役形を作る場合、， -aya-'接砕を語幹にイ、j-加する

パターンをとるが 、 同じインド ・ ヨーロッパ語族のロマンス諸語 ・ ゲ、ルマン諸語では、イ吏

役表現の際、 独立した動詞と命題である先行動詞とを組み合わせる。それらの祖語に当た

るラテン語や古代ギリシャ語ではどういう形式で使役を表わしていたのだろうか。 2 つの

可能性が考えられる。 1 つは、ラテン語や古代ギリシャ語もサンスクリット同様、 接辞型

であった場合である。そうなると、後世に下るにつれ、ロマンス諸誇 ・ ゲ、ルマン諸語側が

動詞複合型に変化を遂げたことになる。もう l つは、 ラテン語 ・ 古代ギ リ シャ語 ・ サンス

クリット諾の段階ですでに別々の形式を使用していたか、ラテン語 ・ 古代ギリシャ語が僚

辞型と動詞複合型の両方の形式を持っていた場合である。歴史言語学では語葉レベルでの

音韻的類似点により、それらの祖語に当たるとされるプロ卜 ・ インド ・ ヨーロッパ語の再

建が盛んに行われているが 、 3 つのプロト ・ タイプを 1 つに仮定している以上、 どちらか

の形式を持っか両方を持っていたには違いないであろう。その点からも 、 サンスクリット

では、 YVJ詞が接辞と化し、勝着したと考えられるのである。

接辞については、 ヒンディ一語の祖語であり、文献上最古の言語とされるサンスクリッ

トには、使役接辞を伴った使役語幹と共に 、 受身接辞を伴った受身語幹が存在した。この

語幹には 、 接 9 '辞 g -ya- ' が内包されている。現代ヒンディ一語では、語幹に接辞がH参

着するのは、使役接辞のみである。現代ヒンディ一語3 以前の標準語とされる先のブラジ ・

3 序論で、述べたとおり、現代ヒンディ一語の母体になっているのは、ブラジ ・ バーシャー (Braj Bh勾邑)
優勢の時期から点言レベルで、存在したカリー ・ ボーリー (Khar ï Bo lï)方言である 。
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ノくーシャーでも、サンスクリット UJ ~I と考えられる受身の接ヰl辞‘ -iya- ' 4 が観察され

ている。この rl'期ヒンディ一語に可たるブラジ ・ パーシャーでは、 この俵昨砲の受身がらE

イ王すると同時に、， j縅� ' í行く j という動詞を複合した受身も存在した。現代ヒ ンディ

一語では 、 後昨j刊が消失し 、 後述する完了分詞に後続動詞 ， j縅� ' í行く」を組み合わ

せた複合形式のみが受身表現となっている。つまり 、 現代ヒ ンディ一語では、 動詞複合に

よる受身が主流になり、接辞型を淘汰したものと考えられる。使役J妥~.半の場合は、 実際の

ところ接待型しか見当たらないので、 動詞出 自かどうかは不明である。 しか し、ヒ ンディ

一語にみられる俵砕が動詞に関連があるであろうという仮説を裏付けるものがある。それ

は、直説法米米時制の構成要素の接尾辞‘ -gã ' (具形は ， -gl " ' -ge ' )である。

DhlrelTldr Varm� (1 962 ) によると、現在では一体とみられているこの未来形も 、 語尾に

当たる接尾辞の‘ -ga 'は、サンスクリットの動詞語恨， gam-' í行く」の過去分計

, gata 'から来ているということである。とすれば、この未来形は、現代語の仮定法未

来形に動向山向の接辞(サンスクリットの過去分詞が未来形の語形成に用いられるという

ことは、何らかの形で途中、意味変化を起こしたものと推察される。)を付加し 、 さらに

修着させたものということになる。付加の段階であれば、 接辞化していない接語といえる

が 、 過去の書物には、この ‘ -gã 'を分けて書いたものもある。このように 、 文法化 と

語形成への過程を見る限り、9!)]詞に付加される接昨については‘ 、 少なくとも動詞に関連が

あるといえるであろうし、動詞複合の最終段階(語形成)と捉えることができる。

タイプ 2 は、ヒ ンディ一語の複合動詞の中で、 もっとも説明が難しい複合形式である。

先行研究にしばしばみられる意味論 ・ 語用論的な枠組みでは、他の形態との接続もさるこ

とながら 、 この説明のしがたい後続動向のもつ意味および使用法を説明することが多いが 、

周縁的な説明に固執することなく、本章で十分そのメカニズ、ムを観察してし 1 く形式である D

タイプ 3 は 、 不定詞と本動詞が接続するものである。文要素としては、 不定詞が主語，

目的語， そしてオプションの修飾語になる。主語の場合は、 通常、 与格構文になる。目 的

語の場合は、そのまま動名詞的なものになる。 ヒ ンディ一語の こ の不定詞は名詞性がかな

4 R. Snell ( 1992 ) では、この接辞(正確にはこの後ろに不完了 ・ 完了を表す接辞が付加されるので、
接中辞となる 。 )をある種の語幹 (theme) とみなし、語根(l'oot) に付加して、受身語幹 (passive stem) 

を形成するとしている 。 しかし、 Dhïrendr Varm� (1954) は、‘ -ya 'のみを態 (voice ) の内の受身
を表す受動態としている。 前者は 2 つ合わせて一体化したものとみているが 、 本論文では、形態の構成
成分から実際、受身の部分を負う形式を明らかにする必要があるので、 受身の接辞もしくは接中辞とし
て処理する 。
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り強い。 というのは、英語のように、副詞的な用法(I came to see you.などにみられる to

付き不定詞のような用法)を持たないからである 。

タイプ 4 は、未完 f分布lにノド動~nJがつく例である 。 先にも少し述べたが、このタイプは、

先行動討が語幹の場合と違い、イミ完 了の相を持ったものである 。

タイプ 5 は、もう 1 つの相を持つ完 f分詞とノド弱J詞がつく例である。 上記の未完了分詞

とは逆の完了相を負う 。

タイプ 6 の嬢砕- kar は、ヒンディ一語では- -f，j支に接続分詞と呼ばれ、 多分に生産的な

もので、(もちろん意味的な制約はあるが)どんな語幹にでも 1参着する。これは、例えば

日本語の動詞「みる J から派生した連用形， もしくは『て』形と似た働きをする。

次に 、 円木語の複合形式を挙げる 。 日本語の動詞復合については、形態上 3 つのタイ

プが挙げられる 。

先行動詞十後続動詞

連川形 + 本mJJ詞

一て形十木WJ詞

+ 接昨

タイプ 1 には、 「書き出す，やり直す， 話し始める ， 話し疲れる j のような複合が挙げ

られる。タイプ 2 には、「書いてあげる ， 作っておく ， やってみる ， 話してやる J のよう

な例が挙げられる 。 タイプ 3 には、 使役接辞の「ーす，ーさす/-せる，ーさせる J と、

受身と可能の接辞 1- る ， 一れる/-れる ， ーられる」がある。具体的な日本語の例は、

先行動詞として、五段活月j の「書く J ，一段活用の「出る J を使用した複合形態を一覧に

して章末に挙げることにする。

ヒンディ一語の後続動詞はだいたい種類が限られているが 、 日本語の場合、後続lJJ詞の

種類は、 ヒンデ、ィ一語の比ではないことが分かる。接辞についても 、 今となっては使役俵

辞のみになっている ヒ ンディ一語に比べ、 日本語は、使役J妾辞と受身 ・ 可能の接辞がある。

7.2.2 語幹+接辞

ヒンデ、イ一語では使役文の場合にのみ語幹に接辞が付くことはすでに述べているので、

161 



ここでは、使役接持を持つ例文を挙げる。 同じ使役僚辞を持つ H 本語との対照分析および

用法の分析は、次の章に譲る。

(1) mairp in arp輅orp ke cuze nikalvãurpgι 

私 これらの 卵(複) の 鶏 出させる一未来

「私はこれらの卵から雛を併すぞ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 84J 

これは、動詞( nikaln� ' r 出る J に接辞( -vι ' が付いた例文である。 意献として

「雛を併すJ にしたが、文字通りは 「私はこれらの卵のヒヨコを出させるつもりである。」

である。

(2) 緞 mairp zamin par hal calvãkar‘ hi dam lUrpgi. 

今日 私 土地 鍬 動かさせる一語幹+接続分詞 小詞 宮、 取る一未来

「今日は畑を耕させてからじゃないと 、安心できないよ。 J

[C緜� Caudhari 7 : 46J 

ここでは、( caln� ' r 動く，進む，歩く J に接辞‘ -vã- 'がイ、j-\;\た動詞が使役1WJ詞

として使用されている。意訳として「耕す」にしたが 、 これも文字通りにいえば、「大地

の上で鍬を動かさせて. • 0 J となっている。

7.2.3 語幹+本動詞

この複合形式は、ヒンディ一語において頻繁にみられる形式である。これについても、

名詞に関する複合と同じく、一語化したものとそうでないものがあるが、実際、 なかなか

その境目がはっきりしない。それはともかく、語幹+本動詞の複合形式の本動詞にも、拘

束形式化しているものが若下ある。まず、以下にその例を挙げる。
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sam縣t ho cuk� th�. 

終わった一形 なるー語幹終わる一完了 コピュラ一過去

「即位式の供犠は終わっていた。」

[Mah綯h縒at kl sre科 kahãniyã品 bhãg2 : 48J 

(4) bhagv縅 sr1kr与I)a
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/、スティナーフル

「ク リ シュ ナネI ~ はハスティナープノレか ら帰 っ て行っ てしまっていた。 J

[Mah綯h縒at kl s re叫 kahãniyã品 bhãg2 : 50J 

この (3) ， ( 4 ) には 、 「終わる 」 という意味を持つ ‘c:uknã 'を本動詞として使用

するが 、 この動詞自体、日本語の 「試合が終わる 」 の「終わる 」 のように単独で使用する

こと はな く な っ ている 。 ただ し、接辞( -�- ' を付加して他動詞派生させた‘ cukãnã ' 

は、( badl� cuk縅� ' í借りを返すJ のように、 単独で使用される 。

(5) ky� 

疑問辞

町
と

a
 

V

ヴ
ノ

a

グ

V
A
.ン

-a

一

P
A

、
,,, 

kauravom mem 

クル族 に

jue k� 

賭けの

khel ho 

試合 なる一語幹

sakt� hai ? 

できる一未完了 コピュラー現在

「パーンダヴァとクル族で賭け試合をしてもいいですか。 J

[Mah綯h縒at kl sre~;t kahãniyã尚 bhãg2 : 50J 

便宜的に日本語を当てるが 、 可能を表す‘ sakn� ' í できる J は 、 事象の完了を表す

cukn� ' í終わる J のように 、 語幹形態の先行動詞なしで、 単独で使われることはま

ずない。 以下のよ う に語幹を省略すれば非文になってしまうのである。

(6) * uSl tarah k� khel nahlm sakt� hai. 

その(強調) 種類 の 試合 否定辞 できる一未完了コピュラー現在

「そのような試合などできない。 J
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方の u ノド訪の 「できる J や 「終わる j は白由形式で、あり、単独でもト分使いうるので、

助動詞の範隔にはない。 強いていえば、 「できる J より、 「 あり 十 うる J l r し+うる 」 にみ

られる可能を表す動詞複介 「 うる 」 の万が形式的には近い。 つまり、非文を日本語の形態

に合わせれば 「そのような試合などありえない。 J を μそのような試合などゆえない。」

とはいえないのと同じで、ある 。

これらの動詞 C cukn� l r終わる J l C sakn� l r できる 」 の 2 つが、ヒンディ一語の

いわば助動詞の範|轄にあるものである 。 ここからは本来の本動詞を接続する例を挙げてい

く。 若干先に述べてあるが、これは、 ヒンディ一語を学習する|際、難関な項同の 1 つに数

えられている 。 というのは、本動詞の意味も持ち、なおかつ助動詞的な機能も持つ、 rlコ間

的な存在だからである 。 このような両方の機能を持つ動詞は、 ヒンディ一語のみならず、

日本語にも存在する。 これまでの章で幾度か使用した日本語の動詞「しまう j もその 1 つ

である 。 これは本動詞としての意味をいくつか持っている 。 広砕苑によると、「なし終え

る/すます/ しとげる 」 にはじまり、 「やめる/なくすJ l r入れ納める/片づける/始末

する J l rやっ つける 」 など、類義語を入れると枚挙にいとまがない。 復介形式になる助動

詞的な 「 しまう 」 については、 動作の完了を表わすものと明記してあり 「すっかり - し

おわる J l r完全に. .する/ほんとに・・・する」もしくは「もはやどうにもならない/とりか

えしのつかないことになる 」 というような意を含むもの、というように言い換えてある。

この本動詞と助動詞の聞には、 関連性がある。 「入れ納める J を包括する「片づける J l 

「仕事を片づける vs . 火を始末する J にみられるように、 対象こそ違えるが「片づける J

と「始末する j の間にある等価値の意味、 同じく 、 人を対象にした場合の「あいつを片づ

けろ/始末しろ vs . あいつをやっつけろ J の等価値の意味などのように、それぞれが対

象を違えるにしても、語棄を越えた超越的意味は等価値なのである 。 また、その「片づけ

る 」 等の概念、から『物事が終わるよもしくは『物事を終わらせる』ようなニュアンスが

倉IJ山される 。 それが、文脈により単に行為が完了したことを表わすものであったり、行為

者の意図しないところである行為が完了したため、結果として後悔の念を内包していった

りして、使用法が広がるわけである 。 例えば、 「私は彼の仕事をしてしまったJ という文

があるとすると、単に仕事をすること全体が主題になっている文脈ならば、この「しまっ

たJ を素直に完了の意味だけに解釈できる。 しかし、主題がそれ以外、例えば仕事の属性

(彼の仕事か自分の仕事か)にあるとすれば、 この 「 しまった J は、完了と同時に、 「過

ってした J こと への後悔の念を二次的に負うことになるのである。
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このように、使則法ヒ説明される意味は、 多分に文脈に左右されるものが多く、言語形

式向体がそれぞれの文脈の ' 1-1で映し出す色は 、 玉虫の放つ色のごとくさまざまである。ヒ

ンディ一語のこの形式についても rriJ織のことがし 1 える。 ヒ ンディ一語の文法家によって後

続動詞に数えるものも傑々であるが 、 本論文では形態 ・ 統語の接続形式で分類するので、

意味が漠然化 (bleaching) したものも、そうでないものも-活にして取り扱う。

まずは 、 後続動詞として， p�n� ) í得る」を複合する例を挙げる。

(7) kal b縟 nah�p ho paJ. 

昨日 話 否定辞 なる一語幹コピュラ一過去

� 11宇口 、 話できなかった。 J

(8) phir bh� kah na pãü品?

また も 言う一語幹否定時 得る一仮 ・ 未来

「それでも 、 やはり言えないんじゃなし 1かな。 J

( 7 )は、前節にも出てきたほれと「なる J WJ詞の複合形に 、 窃J詞 ‘ pãnã ) が付

いている例である。( 8 )は、 ， kahn� ) í言う」に動前] , pãn忌 ' が イ、「 し \ ている例であ

る。先行動詞が語幹の場合に 、 この動詞 ‘ pãnã )が付- くと 、 日本語の í- る ， 一れる J )

「できる J ) í連用形+える/うる J が表わすような可能の意味になる。

先に挙げた拘束形式の ， sakn� ) í で き る J と この動詞 ‘ pãnã ) r得る」が、動詞連

続の形態の上で、 可能を表す場合の表現形式であるとされる。 抽象概念化 した可能という

意味の範問書分けでは正当であるが 、 2 つの表現形式がある以上、細かなニュアンスがもち

ろん違う。日本語でも、「私はこの仕事ができた。 J としづ場合と 、 「私はこの仕事をし得

た。」では 、 自ずと意味が違う。ここでは、細かな意味の分類には踏み込まないが 、 後続

動詞として ， p縅� ) r得る J を使用する場合、 「取る ， 得る」という行為の具体的，意味

が薄まって、能動的にその行為を行おうとするニュアンスが残ると考えられる。

このように 、 ヒンディー訟と H 本語はある種の可能を表現する場合、「得る J という動

詞を後続させる点では共通であるが 、 文語使用か口語使用かというの用法の点が異なる。

日本語の場合は後者が文語的表現になる。口語であれば、 r (なんとか)し得る」という d意

味合いの場合も 、 通常「できる」もしくは動詞の語幹プラス接辞 í-れる ， ーられる J も
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しくは í- る，れる j を使JìJ する 。 したがって、日本語の場合、 11 語において前者が後

者のニュアンスを包括するといえるが、ヒンディ一語の場合、そのような包括関係が成り

立っかどうかは不明で、ある。 ただ、 1 ついえることは、ヒンディ一語の‘ p忌nã ' í得る J

の場合、文語 ・ 1"1 語という使用上の差異はなく、そのニュアンスを強調する場合には、 1']

は|に使用できる表現形式なのである 。

次は、後続動詞‘ jãnã ' í行く J を観察する。この動詞は後続動詞としての頻度がか

なり高い。その分だけ用法があるわけだが 、 ここでは、 基本的な用法を説明する。まずは、

平叙文に使用されている例を挙げる 。

(9) vah badm必 tumhãrl k縒 bhag緻ar le gay�.... 

あの 悪漢 君の 車 走らせる一語幹+接続分詞取る一語幹行く一過一

「あのワノレ、 あんたの車を運転して 、 持って逃げた ...J 

[C緜� Caudharl 7 : 8] 

日本語と問機、動詞複合の部分は[取って(持って)行く」となるので、 後続動詞‘ jãnã ' 

には 、 「行く」という行為そのものの意味が温存されている口先行動詞として使用されて

いる「取る」の形態は「取り J という連用形ではなく、「取って J の「て J 形になる。も

っとも、語が「取る J から「連れる J に変われば、「連れゆく J としづ形式が成立する。[広

辞苑第四版]接続の形態はともかく 、 このような、木来の意味を温存した例は枚挙にいと

まがないので、 一例を挙げるに止める こ とに して 、 今度は 、 具体的な「行く」という意味

が失われかけている例を挙げる。

(10) Duryodhan kl cint� adhik 

ドウルヨーダナの 心配 多く 了
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「ドワルヨーダナの心配はさらに増していった。」

[Mah綯h縒at kl sre与t kahãniyã尚 bhãg 2 : 50J 



(11)… ・ mãno us ke sarﾏr merp koﾏ rog ho gay� hai. 

主るで {庄の 体 に 何か病なる一語幹行く一完了コヒュラー現在

「まるで、彼の体にイ可か病にかかつてしまったようである 。 J

[Mah綯h縒at kﾏ sre科 kahãniyã尚 bhãg2 : 50J 

(12) s縒� s緡縅 bhﾏ � gay� hai. 

すべての 荷物 も 来る一語幹行くー完了コヒュラー現在

i 1r:[物も全部乗っている。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 67J 

最初の例文では「増していった」となるので、複合形式も日本語と同様である。また、

意味もおおよそ同様であるといえる。「人口が減ってし\く 。_I ， í財-産は矢われてし 1 く。 J な

どのように、具体的な行為として人が「行く J の意味ではなく、物が先に向けて進行して

いくという方向性のニュアンスを出すために付加する演算子としての「し\く」である。

しかし、 ( 11 ) ， ( 12 ) の例文については、日本語の連用形に接続した i ?なり+いく 5J , 

Hき+いく」も 、 「て J 形に接続した「なって十いく J , í きて+いく J も、ヒンディ一語

の複合形式の持つ意味には当てはまらない。日本語のこの複合形式はどちらも、後続動詞

の「行く」という意味が、本来の意味を持たないまでも、 ( 10 ) の場合のように、進行し

ていくという方向性のニュアンスを持つものだからである。一方、ヒンディ一語似IJのこの

演算子は、日本語と同じ演算子としての機能ではあっても、意味の漠然化の段階をさらに

進めているものと考えられる。すなわち、行為の方向性を若干残してはいるが 、 論理的に

「行為に至る J もしくは「行為が完了するに至る」という、さらに漠然化したニュアンス

のみを伝えるものになっているのである。これに一番近い日本語の演算子は、 先にも述べ

た「しまう J である。これを使用して (1 1) を忠実に訳せば、 「病が生じてしまっている J

で、 ( 12 ) も「荷物が来てしまっている」となる。

ここで、一番日本語に演算子を反映し難い ( 12 ) の例文を構造図に示して観察してみ

る 。

5 日本語には「成り行く」があるが、「物事がうつりゆく J という意味に使用されるので 、 この場合、
適当ではない。
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s縒� s緡縅  bh� 81 

83 

V3 

gaya 8' 1 

V2 

hai 

V] 

これは、列車内の会話で「街物が列車に積み込まれている。 J という意味合いで使用さ

れている文である 。 第 三層では、核となる命題「荷物が来る」が形成されている。 第 二屑

では、 第三層の命題が、演算一千として使用された V2 により「完了するに至る J となる 。

本来は命題全体 (8'2) が 主語になるところだが、論理的な V2 の主語は ら である。 さら

に第一層で、その命題がコピュラ動詞 V1 により存在するということを表わす。命題 (8 '1) 

を代友-した主語は 8 1 である。これらを論理的に解釈すると 、 「荷物が乗ってしまってい

る j になるが 、 実際、日木語の表現としては、 第二層の演算子をわざわざ「しまう」と言

う必要はない。ヒンディ一語の演算子は、 行為が完了することを表わしているに過ぎない

ので、この場合、 日本語では『て』形プラスコピュラ動詞の「し 1る」で十分なのである。

補足として、ヒ ンディ一語では、後続動詞の ， j縅� ' r行く」もさることながら、先

行動詞として， 縅� ' I来る」が使用されることが多い。主語が人間や理を有する生物

にとどまらず、 ものでも抽象名詞でもこの動詞を使用することは、第 2 章の単文構造で述

べたとおりである。

さらに、‘ jãnã ' を複合する例文を挙げる。

( 13) Jlse gap merp j縅� thã , vah to plet伍rm par 

関係詞(与) 列車 に 行くー不定コピュラ一過去 彼 小詞プラットフォーム に

h� rah gay�. 

小詞 いる一語幹 行く一過去

「列車で出かけるはずだった人が、プラットフォームに取り残された。」

� C緜� Caudhar� : 67l 
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(14) mer� larpc vah muft merp kh� gay�. 

私の昼i調i飯彼 無料 に 食べる一語幹行く一過去

「うちの昼御飯をやつはただで食べてしまったぞ。」

[C緜� Caudhar� : 5J 

( 1 3) の‘ rahnã ' í し\る J とこの後続動詞を複合すると、 í (そこに)いるに至る J

から、 í (後に)残る，取り残される」としづ意味になる。 (14) は、‘ khãnã ' í食べる」

と複合しているものだが、「食べるに至ったJ から、「食べてしまった」というニュアンス

を生むことになる 。 日本語の「しまった J に実によく似ているが、この ( 14 ) の場合、

二義的に「過ちでそうするに至った」という意味合いを含むことになるのである。 6

(15) jab d緡v par lag縅e ke lie kuch bh� nah�p rah gayã, 
関係罰l 但保 に付ける一不定のため 少し も 否定辞いる一語幹行く一過去

to Sakuni Yudhisthir ko uts緝it kart忌 hu� bol�-.... 

小詞 シャクニ ユディシュティラを 奮起したするー未完了コピュラー完了 話す一過去

「賭けるものが何もかもなくなると 、シャクニはユディシュティラを元気付けて

(こう) 言いました。」

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã品 bhãg2 : 59J 

( 15 ) は 、 上の( 13 ) と同じ‘ rahn� 'と複合した例であるが 、 ( rah gay� 'の前

に否定辞がきて、命題自体を否定している。 V.R.Jagannãthan ( 198 1) は、彩飾動詞に

否定文は存在しないと述べている。 つまり、これは、これまでみてきた彩飾動詞としての

( j縅� 'と同じ複合形式で、はあっても( rah j縅� 'の場合、彩飾動詞ではなく、語葉

としては日本語の「取り残される」のように 、 半ば一体化したものと考えられる。ところ

が、語葉からすれば一体化しているようにみえるこの複合形式の聞に、否定辞が割って人

る例もある。以下にその例文を挙げる。

6 他動詞に付く場合、この二義的な過ちでというニュアンスが出やすいようである。 日本語の「食べて
しまったJ も、ただ行為が終わった場合と、過ちでやってしまった場合の二通りに使用される。



(16) ko� c� rah to nah�p ga�? 

何か物 いる一語幹小計l 否定辞 行く一過去

「何か忘れ物はありませんか。」

[エクスプレス ・ヒ ンディー : 105J 

「取り妓される J を意訳したのが「忘れ物はあるかJ である。ここで使用されている小

詞‘ to 'は 、 日本語の「はJ によく似た話題提示のマーカーである。 11 本語の「取り残

される J を例にして否定辞と話題提示マーカーの「は」を入れてみると 、 「何も取り残さ

れてはいない。 J になる。内取りは残されなしリという具合に、複合形式自体に割り込む

ことはできない。 日本語のこの復合形式は、 一語化 してしまっているのだが、ヒ ンディー

語の ‘ rah j縅� 'は、 さほど一語化していないのである。 こ の文も 、 「何か物が残るに

は至っていない。 」という具合に、 彩飾動詞として{動いていると考えるのが妥当である。

また、ヒンディ一語には、同動言司とされる( miln� ' I得られる ， 手に入る，会う J

としづ動詞がある。このlJJ制は、「会う J の意味の場合、 平叙文の統語構造を取る場合と、

動作主を与格標示する与格構文の場合によって使い分けがある 。 前者は意図的に I (約束

して)会う J ことになり 、 後者は í (偶然に)山会う J の方になる。しかし 、 前者の場合

はかなり特殊な使用で、 基盤になっているのは与格構文の「得られる，手に入る J の方で

ある 。 ものだけでなく人が得られる場合にも使用され、 これが日本語の「会う」の怠にな

るだけである 。 この動詞も 、ヒ ンディ 一語では使用率の高い動詞であるが、この動詞も

j忌nã 'と複合する形式を持つ。

(17) us se Duryodhan ke apm縅 k� badl� to mil h� jaegã, 
それからドローパディーの 侮蔑 の 代償小詞手に入る一語幹小詞行くー未来

Dropad� ko sabak bh� mil 

ドローバディーに 教司11 も 手に入る一語幹 来
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「それにより 、 ドローバディーの侮辱に仕返しをすることになるし 、 ドローパデ、

ィーにもよい教司11 になろう 。 J

[Mah忌bhãrat k� sre科 kahãniyã尚 bhãg2 : 55J 
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(1 7) は 二文に分かれている 。 命題の部分を文寸::iillり訳せば 「孜々には侮辱の仕返し

も得られるし 、 ドローバディーには教訓も得られる 。 J となっている。 複合形式の部分に

注目すると 、それぞれの文中で , mil j�n� 'の復合形式が使用されている 。 前者には

複合形式内に強調を置く小計J ' h� 'が害IJ り込んでいる 。 この‘ hÏ 'は、直前の動詞語

幹を強調するものになるので、「手に入るにはもちろん至る J となる 。 後者についてもや

はり 「手に入るに至る」と解釈できる。 この「至る J に当たる部分を日本語に表現するの

は大変難しい。 日本語の動詞の中でおおよそ等価値のものである「しまう J も、この場合、

日本語の「手に入ってしまう」にすると、「意図していないことになる J のような 二義的

な意が発生するので適当ではない。 したがって、無理に訳に反映する必要はないので、ある D

しかし、たとえ日本語にできないとしても 、 演算子が存在していることは理解しておく

必要がある。 先のV.R . Jagannäthanによる指摘では、彩飾動詞を複合したものに否定文は

存在しないということと関連してくるからである 。

以下の対話は、 B があるノドを探しているという前提を A が知っているという前提で行

われた対話である 。

(18) A: tumherp mil ga�? 

君に 手に人る一語幹 行く一過去

「見つかったのか。」

B: nah� milﾏ. 

否定辞 手に入る一過去

「し \ し\え、見つからなかった。 J

氏が指摘するように、 A の文では彩飾動詞， j舅� 'を複合している。「手に入るに王

ったかJ というニュアンスなので、当然、 「本を探している J という命題は、 A と B の間

で既知であるのが分かる 。 そして、その答えとして B が述べる否定文には， j舅� 'み

られない。それは、文の中継的な命題「手に入る」か否かが焦点になっているからである。

日本語でも、「浩司、宿題、してしまったのo J と母親に聞かれて、「し\や、してない。 J と

答えるのが普通である 。 これは、 「宿題をしたJ か否かに話題があるからである。 彩飾動

詞を複合した形式を否定する「してしまわなかったJ もあり得るが、「おまえ、宿題は昨

日のうちにしてしまったはずじゃないの。 J に対してならば、「し 1や、しなかった/(結局、

昨日のうちには)してしまわなかった。」 と答えることができる。 応符のうち、前者は「宿
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題をしたJ という中杷の市純命題に対する否定であり、後者は「宿題をしてしまった」と

いう「しまった J をも含めた複合命題に対する否定である。 この後者の複合形式は、「昨

日のうちにはしてしまわなかった。 J のように 、 行為が終わること全体が話題の焦点にえ

って初めて、何定に使川 されるのである 。 ヒンディ一語の彩飾動討の使)[i も、オプション

の演算子としての使用である以上、原理的にはこれと同じと考えられ、この場合は、「あ

の本 、 手に入るに至ったか。 J のように聞かれていると考えれば、中継の命題のみを否定

した「し 、いえ 、 手に入 らなかった。 J と答えても不思議ではないはずである。 7

ところで、 平叙文の段階で命題の部分に付け足す演算子として後続動詞を加えたものが 、

別の文構造に埋め込まれると 、 動詞の複合形式が 3 項に至る。 以下の例文では、動詞が 3

項続いているのが観察される。

(19) is bare p緤p merp. chip j縅� c緝ie. 

この大きい パイア に 隠れる一語幹行くー不定 欲する一命令

「この大きなパイプに隠れてしまおう 。 J

[C緜� Caudhari 7 : 17J 

この例文では、 ， chip j縅� ) I隠れてしまう」まで、が命題となり、大枠の与格構文の

主語として組み込まれている。 したがって 、 結果的に動詞が 3 項連続しているのである。

以下の文も、平叙文であり 、動詞が 3 項連続する例である 。

(20) islie use jaldi hi kabrist縅 le j繦� gay�. 

だから 彼(与) 早さ小詞 墓地 取る一語幹行く一完了行 く 一過去

「だから、彼はすぐに墓地へ連れていかれた。 J

[Kah縋atorp. k� kahãniyã品: 46J 

t 上述の氏は、従属節に現われる否定辞付きのこの複合形式を、否定の意を持つものではないと述べて
いる。 これは、中本区的な命題である「する VS. しなしリに関わる否定ではないということで、漠然化し
た意味を持つ彩飾動詞の方を否定しているものと推察される(例 : ' kah叝p ve log 忌 na jãe品 )

agar mairp do din merp yah k緡 pLir� na kar l Li市 to... )) 
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これは、命題の部分が， le j忌yã ' r連れて(取って)いった J までで、それに彩飾窃j

詞が演算子として付加されている例である D 命題の部分で文を終える場合は‘ le gay� ' 

のように定形になるが、彩飾動計j がイ、J-加されているので非定形である完了分詞‘ jãyã ' 

になっている 。

次は、彩飾動詞， len� ' r 取る 」 の例を挙げる D これも、， j縅� '同係、行為に至る

ことを表わす動詞で、他動計l にイ、I くことが多い。 これは、次に挙げる， den� ' r 与える 」

と対を成すものである 。 行二為に至るというニュアンスを加える点では、‘ jãnã 'も

, len� 'も同じであるが、， len� 'は、「取る J という行為から 、 その行為の};向性が

自分に及ぶものになったり、自らが進んでやるというニュアンスをも付け加えることにな

る。

(21) manp ne upay 

私 能格方法

soc liy� 

考える一語幹取る一完了

hai mah縒緞 ! 

コピュラー現在 王様

「私は方法を考えついております、主様。 J

[Mah綯h縒at k� sre与t kah縅iy緡 bh緘2 : 55J 
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第一層が、命題「私が方法を考える」を形成し、それが第二層の動詞‘ lenã ' r 取る J

の目的語となる。第二層からみれば、目的語になるのは‘ upãy
, r hY-_去」のみである 。
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S 表ぷしているのは、この外枠が能栴構文になっているからである 「布、がみ法を考える

ことを取る」となっているが、もちろん、具体的に 「取る J という怠味を持つものでは犬

い。 ここでは、 「取る」という行為の背景にある、主体的かつ自発的に行動するニュアン

スが付け加わったものになるのである。 その意を汲んで、「考えついた」という表現もで

きるであろう 。 第ー層は、第 二層の命題全体が、コピュラ動詞により現ィ生存在しているこ

とを表わしている部分である。

(22) Sakuni ne pasa pherpk kar use jjt liy�. 

シャクニ 能格サイコロ投げる一語幹接続分詞 それを 勝つ一語幹取る 一過去

「シャクニはサイコロを投げて、それを勝ち取った。 J

[Mah綯h縒at kj sre与t: kahãniyã凸 bhãg2 : 59J 

( 22 ) については、 ヒンディ一語の彩飾動詞 ， len� ' í取る J に当たる日本語の動詞

「取る 」 をそのまま訳に適応し、 「勝ち取る J (戦って自分のものとする意。[広辞苑第四

版J) と言うことができる 。

(23) tab tak maim sn縅 kar letl h�. 

その時 まで 私 休俗 する一語幹取るー未完了 コピュラー現在

「それまで私はやド浴しよう 。」

[C緜� Caudharj 7 : 44J 

(24) bartan ko b緝ar khisk� let忌 hü品.

食器 を 外(に) こっそり持ち出す一語幹 取るー未完了 コピュラー現在

「この器を外にそっと持ち山してやる。」

[C瀋� Caudharj 7 : 45J 

(23) , ( 24 ) にも 、 ， len� ' í 取る J が彩飾窃J詞としてとして付いている。先の構造

図の要領で、命題を「取る J と考えるが、こ こでは、 それを当てるわけにはし、かない。 日

本語の後続動J詞としての「取る j は 、 まだその行為 円体を指すもので、 ( 22 ) のような 、

174 



実際に物を取るという場合以外には、ほとんど使用されなし 1からである o 8 ( 23 ) の前提

を説明すると 、 対話の相手である大男に食事前に川に休浴しに行かせている。 あちらは川

に休浴しに行ったので 、 その問 、 こちらも r (自分も家で)休浴することを取る J という

ことになる 。 状況を加味すると、 I J 本語では「それまで、 体裕できるわね/しょうかしら

ね」となる。 (24 ) は、 ( 23 ) の後に山てくる文で、奥さんが休俗しに行ったのを見計ら

って先にそれを盗み食いしようという大男の発話である。体が家の中に入らないので外に

取り出そうとするくだりであるが 、 この場合は、 「取る J という行為自 体の意味に近いの

で感覚としては理解 し易い。

なお、 (23 ) ， ( 24 ) 共に未来の事象を指しているが 、 第 2 章の単文で観察済みのように、

定形動詞の形態は 、 現在複合形を使用 している 。 以下に (24) の構造図を挙げておく 。

ゆ 82 8] 

83 

bartan ko 

。

。

b緝ar 

Ad3 

山「町
、

VCJ

let� -一一斗 8' 1 

V2 

hü品

V1 

( 24 ) は 、 ( 21 ) のように同じ演算子を使用 している文ではあ る が、構造図が先の もの

とは違う。この文には主語がないので、 それを補って分析する と 、 第三層の命題は 「俺が

器を取り出すJ であり、これが第二層の目 的語 (0'2 ) になる。実際、 目 的語と して具現

8 r読み取る J ， r 見取る J は若干例外的である。 前者は、「読んで理解する J の意から 、 「機械が処理す
る J のような特殊な意にも使用され、 後者は「見て知る J から「看病する」のような意に使用される。
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しているのは、 O2 になる 。 そして、第二層までの命題が、第一層のコピュラ動詞の主語

(8) になる。 第二層と同様に、実際の主語はゆである 8 1 になる。 能格構文を第二層に

持つ (21 ) の情造関との違いは、 本米の円的語がけ的語のままで表示できることである。

次は、‘ denã ' í与える J との複合形式の例を挙げる。 先にも述べたが、‘ lenã ' í 取

る J と対をなす動詞なので、行為に至る点では同じであるが、方向性が‘ denã 'とは

逆になり、行為が本11手に及ぶというニュアンスを持つ。 9

(25) us ne pasa phenk diy�. 

彼 能格 サイコロ 投げる一語幹 与える一過去

「彼はサイコロを投げた。 j

[Mah綯h縒at k� sre与1~ kahãniyã品 bhãg2 : 60J 

us ne Ad1 

82 

。

Q
U
H
H
H
H
H
H
 

pasa 

8' 1 

V2 

diy� 

V1 

第二層が、「彼がサイコロを投げる J という命題になり、それが 、 第一層の「与える J

の目的語となる。 第一層に現われる円的語は「サイコロ J になるが、能絡構文になってい

るので、 S 表示してある 。 構造以| 自体は、上に挙げた ‘ lenã 'の複合形式の場合と変わ

らないが、命題を与えるとなるので、 方向性が ‘ lenã 'とは逆になる 。 「与える」とい

う動詞は、直接目的語以外に 、 í~に」という間接 U 的語を伴うが 、 表示されていない。

9 P. E.Hook の用語である , vector verb J は、漠然とした意味と方向性を同時に表わすという点で、
適切な表現で、あると思われる 。
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この場介、文脈から察して、行為を受ける相手は賭けの相手、ユディシュティラになる。

この種のか向性を持つ円本語の後続動詞は「やる，あげる， くれる」であるが、この文の

場合、日本語で「サイコロを投げてやった/あげた/くれた」のように、敢えて行為のみ「

向性を示す必要はない。 また、この演算子が完了を表わすものといわれていることをhll l床

して、相手に与えるという庁|向性を持ちつつ、先にも山てきた「行為に至る」という口ム

に解釈しても、実際、「サイコロを投げてしまった J のように「しまう J を付加する必要

もない。 円ノド語の後続動詞「やる ， あげる， くれる」は、まだ、本米の意味合いを強く発

揮する動詞で、あるし 、 行為の完了を表わす「しまう J では 、 この場合、「過ちでJ という

ニュアンスを含みかねない。 したがって 、 どちらも適当で、はないので、単なる「投げたJ

で十分なのである 。

もちろん、これは演算子としての一例に過ぎないので、 もう少し他の例も観察してみた

。

、
、l

v
 

(26) sen縣ati k� patan p�� sen� k� manobal gir� det� 

指揮官 の 倒れることすべての 軍 の 士気 落とす一語幹与える一未完了

hai. 

コピュラ一過去

「指庫官が倒れると、軍全体の士気が i落ちてしまう。 J

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyãm bh緘2 : 56J 

( 26 ) は 、 文字どおり訳せば「指揮官が倒れることが軍全体の士気を落としてしまう J

になる。 (25 ) とは違い 、 物が主語になっているので、 行為が及ぶといっても何に向けて

か分かりづらい。実際、行為が及ぶとしたら 、 これを述べている側の軍になると推察され

る。 口木詩の「やる 3 あげる J は、基本的にものが主語の場合には(例 : í 大空が晴れてや

った/あげた。 J) 使用できない。 他の同じ方向性を持つ動詞として、他に「くれる J とい

う動詞があるが 、 これは 、 通常、 相手(もしくは物)が自分にものを与える時に使用する

ものである 。 これを後続動詞として使用すると 、 「上司が私を助けてくれる J ， í子供が買
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い物してくれるj， I雨が降ってくれる J 10 という具介に、ベクトル的なみ向性もニュア

ンスもよく似たものになる。

(27) jue merp un k� sarvasva 

賭けで 彼(複)の すべて

jltkar 

勝つ+接続分詞

bhikh縒l 

乞食

「賭けですべてを手に入れ、 文無しにしてやろう。 J

ban� d�g�. 

作る一語幹 与える一未来

[Mah綯h縒at kl sre特 kahãniy忌尚 bhãg2 : 56J 

( 27 ) は 、 名詞の述語複合に、さらに彩飾動詞を複合した形式である。相手に行為が

及ぶというノゴ向性を考慮すると、 11 本語では「文無しにしてやろう」もしくは「文無しに

してくれる J が当てられる 。 ここでの「くれる J は 、 ( 26 ) で述べたのとは若下違う D 本

来、 他人もしくは物が自分に与えるという意味の「くれる J だが 、 ここから出てくるニュ

アンスは、 A が B に授けるというような、上から下へ向けて与えるベクトルで、ある。そ

の上に当たる A の位置に向分を置くことにより 、 相手の意向を無視し 、 一方的な(果て

は相手にとって迷惑な)行為を与えるという意味を出す。

(28) agar vah hal cal� dem to us merp gannã, geh�p 

もし f庇 鍬 動かす一語幹与えるー仮 ・ 来小詞その 中にサトウキビ 麦

ya cana bo diy� Jaye. 

や ヒヨコ豆 植える一語幹与えるー完了行く一仮 ・ 未来

「もし畑を耕してくれたら、そこにサトウキビ、麦、ヒ ヨコ豆が伺えられるの

にねえ。 」

� C緜� Caudharl 7 : 46l 

( 28 ) は、動詞‘ bonã ' I植える J にこの彩飾動詞が付き 、 さらにこれが受身の‘ jãn忌 》

(後節を参照)と複合されている例文である。 動詞が 3 項連なることになるが 、 まず、 「値

える J という命題が、彩飾動詞を付加することで、 「他えてしまう J になる。それが受身

10 これは、しばしば迷惑な意を含むものになるが、それは文脈に左右されるこ義的な要素である。と
1 うのは、動詞「くれる」が、そもそも他が自分に「与える」という意味であり、向分の意思とは無関
係であることを同時に示すもので、 場合によっては、意思が無視された「ありがた迷惑J の意を生じる
だけである 。
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になっているのだが、|守木語では「犬値えてしまわれる J とはいい難いので、ここでは、

受身を尊重して受身形で訳す)jがよい。

(29) rel-g縒i kitne baje cal degi? 

列車 いくら 鳴る一完了 進む一語幹 与える一未来

「列車は何時に出発するのかしら。 J

この複合の例は、先行動討‘ caln� ' r進む ， 歩く」に‘ denã ' r 与える」を複合し

て、はじめて「山発する」という意味を生む。 これは、ある種イディオム化したものとな

っており、複合動詞 ， compound verb 'と呼ばれるに相応しい複合形態となっている。

ただし、日本語の複合動詞「やり込める」の「込める J ように;、 生産的に他の動詞に付く

ことがほとんどない動詞群とは違い、生産的に複合できる動詞を使い、場合によって特殊

な意味を表わす類である 。 これとは、進行方向が逆になったものが以下の例である。

(30) tab Sit� ko praりãm karke Lak与maJ) v縣is Ayodhy� 

その時シーターに 操拶 する一語幹+接続分詞ラク、ンュマナ 戻った アヨーディヤ

laut die 

戻る一語幹 与える一過去

「そして 、 シーターに挨拶し、ラ夕、ンュマナはアヨーディヤに戻って行った。 J

[Ham縒e grarpth : 52J 

(30 ) の例でも、 (29 ) と同様、万向が逆になる先行動詞「戻る J にも 、 この彩飾~J詞

が付加される。実質的な進行}j向を表わすのが先行動詞側とすると 、 後続動詞側の「与え

る」という動詞は、行為が及ぶというニュアンスがさらに漠然化し、「向分が(ある方向

へ)向かう J とし 1 う方向性のみを表わしているものと考えられる。

次は、‘ rahnã ' を演算子として使用したものである。本動詞としては、「暮らす，残

る，いる J 等 、 様々な意味を持つ動詞で、ある。この動詞は、演算子としてコピュラ動詞に

も似た存在を表わすものになるが、コピュラ動詞が時間軸の一点での存在を表わすもので

あるのに対し、こちらは時間的な|幅を持った r (ずっと)いる/ある ， 続く」という意味

合いの存在を表わすものになる。語幹にこの後続動詞が付く時、形態は完了分詞+コピュ
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ラ動詞となる 。 この復合形式は、行為が進行中(し 1わゆる進わ二本日)の場介に使用され、多

分に生産的なものである。

(31) ka同 merp. prak必 jagmagã rah� th�. 

部屋 に 明かり 燃える一語幹続く一完了 コピュラ一過去

「部屋には明かりが灯っていた。」

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã尚 bhãg 2 : 57J 

(32) alsa lag rah� th� 口lano.....

このようなこと 感じる一語幹 続く一完了 コピュラー過去 まるで

「まるで ・・・ のように感じていた。」

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã品 bhãg 2 : 57J 

意味的な制約がかからない限り、この複合形式はどの動詞とも複合可能である。 (3 1)

は平叙文であるが、 (32 ) は与格構文になっている。行為が進行中であることを表わすこ

の形式は、円本語では『て』形の i-て+いる J が包指している。ヒンディ一語のこの形

式にはもう 1 つ用法があり、はっきりした予定を述べる場合に使用される。

(33) mairp. agle hafte hirp.dust縅 j� rah� hü尚.

紅、 次の 週 インド 行く一語幹いる一完了 コピュラー現在

「僕は来週インドに行く予定だ。 J

便宜上、 i ，..，.__の予定だJ としたが 、 文脈により、「僕は来週インドに行く (のだ)/こと

になっている 。 J など、訳し方はさまざまである。動詞の未来形は、未来の事象であって

も、「行くつもりだJ という意志を叙述するだけになるのに対 し、この形式は、準備も整

い、よほどのことがない限り予定が変更されることはない事象に対して使用される。
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(34) aIse vi与am samay merp. bhagv縅 aりun par ru科 nah� 

このような 悲惨な H寺 vt 、，ー 神 アルジュナ 上に 怒っ た 否定時

ho rahe hai rp., balki hams rahe haim.... 

なる一語幹いる一完了 コピュラー現在逆接詞 笑う一語幹いる一完了 コヒ。ュラー現在

「このような悲惨な状況で、クリシュナはアノレジュナに怒るのではなく、笑つ

ている 。 J

[Srimadbhagavatg�� : 30J 

( 34 ) は 2 つの文で構成されている。ここでの「神J はクリシュナを指す。前者の文

には否定辞が付いている 。 文字どおり日本語にすると 、 「怨って(は)いなくて 、 笑って

いる J になる。つまり 、 「怨、って J と「笑って J という命題の部分を対比させた例になっ

ている。

次は、 後続動詞( 縅� ' í来る J を複合する例である。

(35) ho sakt� hai , 
なる一語幹 できるー未完了 コピュラー現在 人

工'
L
r
U
十

五
口

'
十
し
・
2
gロ

u

一

L
K

る一
戻

f
L
 

め

叱

円b

・
すJ

一
回のた

P

な

-
a

あ

aye. 

r る一仮 ・ 未来

「あなたのものすべてが戻ってくるかもしれませんよ。 J

[Mah綯h縒at ki sre科 kahãniyã品 bh忌g 2 : 60J 

これは 、 IJ 本語の「帰って来る 3 戻って来る J にみられる「来る」と同じ表現である。

他の例もみてみよう。

(36) ab dilsr� 輅ibb� t緤lji 

今別の 箱 伯父さん

ko de auロ1.

に 与える一語幹来るー仮 ・ 未来

「さあ 、 もう 1 つの箱を伯父さんに届けてくるか。 J

[C緜� Caudhari 7 : 53J 

(37) mairp. vahã品 se bh緘 aya. 

恥 そこ から逃げる一語幹来る一過去

「私はそこから逃げてきた。」
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(38) mairp. pustak ghar bhul aya hu品.

私 本 家 忘れる一語幹来る一完了コヒュラ一現在

「僕 、 ノドを家に忘れてきた。 J

[Hind� prayog : 111J 

(36) , (37) , (38) もすべて、 「届けてくる J , r逃げてくる J ， r忘れてくる」というよ i

合に日本語の「くる J と置き答えることができる。 日本語の「くる」は、動詞の形態が兄

了分詞に当たる 『て』形にしかイ、J-かない。 この『て』形と「くる J の複介は、 r (ずっと)

してきた J のような状態を表わす場合 と、 「 して(か ら)きた J のような文と文を後続し

た場合の両方がある 。 ヒンディ一語には、後者を表わす場合、後節で考察する、語幹に後

続分詞， -kar 'を付加し、後続動詞を続ける形式がある 。 ここで観察している複合形は、

この接続分詞， -kar 'を省時した形であるというのが定説になっている 。 以下に、 (35)

を構造図化して、考察 してみる。

m
ｭ

a
 

m
 

81 

82 

Ad2 

Ad1 vahã品 se

V2 

aya 

V1 

この複合形式を 、 語幹に接続分詞 ， -kar ' を付けないで、 gha' と接続した結果で

あると考えたとしても、意味が状態を表わすか、 行為の時制が前後するかの違いで、文の

要素としては、副詞的修飾句には変わりない。 この文は、これまでの彩飾動詞にみられた、

下層の命題全体が主語 (8) や目的語 (0) になってきた構造とは少し違い、第二層の「私

がそこから逃げる J としづ命題は、 第一層の「私がそこから来たJ としづ命題上では、副

詞的修飾句 (Ad) になっている 。 n 木語では、語幹と複合して r*逃げきたJ とはいわな
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いが、ほぼ同保の意味で「逃げ帰った」としづ表現ができる。 この語幹の 「逃げ帰る J の

場合は、『て』形を使用した「逃げて帰る J も成り立つ。 2 つを見比べた時、 「逃げ帰る J

の方が 、 語業的に一体化しているようにみえる。

また、この他にも本来の「来る J とは若干違ったニュアンスを持つ例がある。構造図を

挙げてこれを観察してみよう 。

(39) ham upar kah ae haim 

私たち 上に言う一語幹来る一完了コピュラー現住 同格詞

「筆者が ・・・・ と上で述べてきた。 J

[Hindl prayog: 106J 

ham 82 81 

83 

upar Ad2 

Ad3 

Ad2 

V3 

忌e 一一一一一一斗 8' 1

V2 

haim 

V1 

この例は、 日本語の「述べてきたJ のように 、 ， ana ' r くる J を使用したものである。

物理的な移動を伴う「くる」とは違い、 少々意味が離れてしまっているが 、 「くる J の持

つ方向性は表わしている。

もう 1 つ 、 漠然化してはいないが 、 このまジJ詞と‘ hona ' r し\る」を複合した、

ho ana 'としづ複合形式がある 。 これは 、 「行ってくる」という意味に使用される、

半ば一語化した複合形式である。以下に例を挙げておく 。
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(40) tum donorp vahã品 ho ao 

君 二人とも そこ し、る一語幹 来る一命令

「おまえたち二人でそこに行って来い。 J

「そこに存在して(戻って)来しリということから 、 これは 、 口木語の「行って来る J

に当たる表現になる 。 この意味に対し、円本話通り( j縅� ) í 行く J を複合した

( *j� 縅� )もしくは接続分詞を付けた( *j� kar 縅� )を使用することはない。

次は、( l縅� ) í 持ってくる J である。この動詞自体 、 ( len� ) í 取る 」 の語幹と

( ãn忌) í来る J が融合して新たな動詞を形成したものである。

(41) j� Draupad� ko bu1� 1�. 

行く一命令 ドローバディーを 呼ぶ一語幹連れてくる一命令

「さあ行け、 ドローパデ、ィーを連れて来い。」

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã尚 bhãg 2 : 60J 

(42) tum donorp ko pakar 1縊. 

君 二人ともを 捕まえる一語幹連れてくる一命令

「おまえ 、 二人を捕まえて連れてこい。 J

(43) vah pratidin khetom mem ca1� j縟� th� aur 

彼 毎日 畑l 歩くー完了行くー未完了 コピュラ一過去 そして

anaJ ke paudhorp se jhare hue ann ko b� 

穀物 σ〉 草木(複) から 落ちるー完了コピュラー完了 穀物 を 拾う一語幹

1縟� th�. 

連れて くるー未完了コピュラ一過去

「彼は毎 H 畑に行き 、 穀物の木から落ちた実を拾って・持ってきていた。 J

[Mah綯h縒at k� sre引; kahãniyã尚 bhãg 2 : 37J 

(41)) (42)) ( 43 ) は、 )1慎に í I呼んで連れて来い。 J ) í捕まえて(連れて)来い。 J ) í姶

って持って来る。」となり、後続動討における意味の漠然化は起こってない。 先の ‘ ana ' 

同様、このような場合、 ヒンディ一語では、 通常 、 俵続分詞‘ -kar )が先行動詞に付く
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が、後続動計jがこの‘ lãnã 'の H寺は比較的十1"かないことが多い。

次は、， 輅緲n� ' r入れる J である。先に准げた、他動詞と複介して行為にでることを

示す， len� ' r 取る J ,‘ denã ' r与える J と同じ演算千であるが、付加するニュアン

スが変わってくる。このgyJ詞が複合形式になる場合、行為自体をあらわす具体的な意味は

漠然化し、物を投げ入れたり、注ぎ入れたりする様から、核となる命題に、 一気にことを

してしまうのようなニュアンスを付力Uする。

(44) 一
川

一

，

d

ィ

中
m
デ

-
a

ン

j

・

4

ガ

j� ne kah� --

敬称能格言う一過去

inko 

これらを

jal� 輅緲o. 

燃やす一語幹 注ぐ一命令

「ガンディーは『これらを燃やしてしまえ』と言った。 J

[Mohan se Mah忌tmã 2 : 20J 

gã品dhï j� ne Ad1 φ 82 

83 

81= 8'1 inko ぺ\ O2 φ 

03 |-4|1 
kah� jal� 0'2 

V1 V3 

d緲o 

この例は |司絡節を伴った複文になっており 、 複合形式が使われているのは、同格節内の

ガンディーが言ったセ リ フの部分である。第一層は「彼が言った」の部分になり 、問題の

セリフの部分が、， len� ' r取る J ，
, 
den� ' r与える」のように、命題を複合した二重

構造になっている。したがって 、 「命題を入れる」となるが、これまでの彩飾動詞と同じ

で、本来の「入れる」という，意味ではない。ニュアンスを考えた時、円 本語に当たるもの

として、 r (人れ)こむJ ， r (入れ)込める J , r尽くすJ がある。

訳には「しまう J を使用したが、これは他の文脈との絡みでそうしたまでで、この形式

だけを考えた場合、「これらを燃やし尽くしてしまえJ というぐらいのニュアンスが含ま
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れているのである 。

(45) Lal匂man bhayy� ne mer� dhanu与 tor çi引ふ..

ラクシュマナ 親称 能格 布、の 弓 壊す一語幹 人れる一過去

「ラクシュマナが僕のづを壊してしまった。 J

[R緡繦aJ) : 20J 

(46) ab is� 

今この(強調)

vijay ke uplak~y merp ek aur k舂 

勝利の 記 に 1 もう仕事 去

児

サ

-
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る

d
・

れ入幹
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A

Z--u 

l

一

l

るす

「さあ、この勝利を機にもう l つやってしまいましょう。 J

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã尚 bhãg2 : 57J 

(47) tab snraロ1 ne agni b�J) k� prayog karke sub臧� 

その時 フーマ 能t各 火 矢 の 使用 するー未完了+接続分詞 シュバーアー

ko vah� jal緻ar r緻h kar d緲�. 

を そこ(強調) 燃やす一語幹+接続分詞 灰 する一語幹 入れる一過去

「その時ラーマは火矢を使い、シュパーフーをその場で燃やして灰にしてしま

った。 J

[Ham縒e grarpth : 31J 

(45 ) では、命題が「弓を壊すJ になり、それに， d忌lnà 'のニュアンスが加わって

いる 。 先にも挙げた‘ denã ' I与える J と複合することもある例文だが、そこはやはり、

ニュアンスが違うことを明らかに示しているのである。前者を使うと 、 「壊してやった/

くれた」というベクトルを持った「壊してしまった」の意になるが、ここで、， 輅緲n� ' 

を使うことにより、 I (めちゃくちゃに)打ち壊すJ になるのである。 (46 ) は、敵方の←

族の王チドゥルヨーダナが、ライバルの王族の王ユデ、イシュティラを言葉たくみに賭博に

誘うくだりだが、 I (即位式も無事に終えたことだし)勝利を記して、ついでにもう 1 つや

ってしまいましょう。 J という文脈である。勢いに乗じて一気にやり尽くすというニュア

ンスを付け加えるのは ごく自然な処理であるのは言うまでもない。 (47 ) も「火矢を使

って鬼を灰にし(尽くし)てしまう。 J となる。

もう l つ、この， d緲n� 'を複合した例文を挙げる。
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(48) pulis ne us daridr puru与 ko m縒 çl剖ι

事事察 能格 あの 貧 しい 男 を叩く一語幹入れる一過去

「管察があの貧しい男を殺した。 J

先の節でも触れたが、先行動詞として( m縒n� ' r打つ，殴る 」 が複合されると、 「殺

すJ という特殊な意味になる 。 これも、本来は( d忌lnã 'としづ演算子を加え、 r (死ぬ

まで) 打ちのめすj としておいて、 「殺すJ に意味転化を起こしたものと考えられる。 11

次は、‘ uthnã ' r起きる J の複合例である 。

(49) vides� khil縒� xus� se nac uthe. 

外岡の 選手 喜びよって 踊 る 一語幹起 き上がる一過去

「外国の選手たちは、喜びで躍り上がった。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 73J 

(50) d綸緞� k� tasv� ke p忌s rakh� mombatt� 

お じい織 の 写真 の そば 置 く ー完了 ろうそく

uth�. 

起き 上がる一過去
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「おじい様の写真のそばに置いてあるろうそくが、勝手に燃え出した。 J

�C緜� Caudhar� 7 : 33l 

( 49 ) は、日本語と同様、 「躍り上がった」に当たる表現である 。 ( 50 ) は 、 日本語の

「燃え+あがる 」 によく似た表現ではあるが 、 日本語の場合の「上がる」は、こ とが激し

くなる意かことが済む意に使用される。 したがって 、 パッと火が点いたという場合には使

用しない。一力、ヒ ンディ一語では ( uthn� ' r起き上がる J を複合すると、上向きの

ベクトルが生じ、 「突然その行為が起こる 」 というニュアンスが生まれるのである。

11 これとは別に、名詞複合型の ( haty� ' í殺し j と， karn� ' íする J で「殺すJ という表現もあ
る。
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次は、‘ uthnã ' I起き上がる j の反義語である， baithn� ' I J坐る J を演算子に使Jt-]

した例である 。

(51) bec忌re dim緘� sarptulan kho baithe. 

かわいそうに 頭の 均衡 失う一語幹座る一過去

「かわいそうに 、 NJlの均衡を失ってしまった。 」

[C緜� Caudhar� 7 : 35J 

(52) m-
a

有

m
 

apne pr匂orp se h縟h 

自分の命(按) で 手 E
 

,
i''l

, 現

M
仮

・
北

.

←

v
μ

?
0
 

1

座幹五ロ==
n
 

ω

一

d

ぅ洗

「私は、死んでしまうところだったわ。 」

[B緲 bh縒at� bh忌g 2 : 15J 

(51 )の「頭の均衡を失ったJ は、すなわち「頭がおかしくなったJ ということであ

る 。 ( 52 ) の「命で手を洗う」は、日本語の「命を落とすJ のような比愉表現で、「死

ぬJ ことを意味する 。 との， uthn� 'とこの‘ baithnã 'は、共に突然性を表わすが、

反義語の‘ baithn� 'を複合すると、ベクトルが↑から↓へと逆になり、「突然その行為

に陥る」というニュアンスを生むことになるのである。したがって 、 これは、日本語の「し

まう」や、 「しでかすJ のような、よ くない行為，体裁の悪いことをするに至った場合に

使用される。

次は、， parn� ' I生じる J を複合した例を挙げる。

(53) pit緞� ro pare, par kah� 

しかし 言う一過

kuch nah�. 

少し 否定辞父+尊称泣く一語幹生じる一過去

「お父さんはひどく泣き出しましたが 、 何も言いませんでした。」

[l¥t1ohan se Mah縟m� 1 : 19J 

(54) sab bol pare -

皆 話す一語幹生じる一過去

gã品dhï j� k� jay.. ー

ガーンディー尊称 の勝利

「皆が叫び出した。 『ガンデ、ィ一万歳 ! ー j] J

[lVlohan se Mah縟m� 2 : 23J 
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(53) , ( 54 ) に伎子日されている‘ parnã ' r 生じる 」 も、突然性のニュアンスを持つ

ものになっている 。 (54) で使川している先行動詞‘ bolnã ' r話す，仁|にする J には 、

先に挙げた( uthn� ' r起きとがる」が複合される場合もある 。 ( ttf:;fZの点を参照。 )し

たがって 、 これは「突然行為が起こる J とほぼ同係の「突然行為が生じる」の意味を持つ。

これらのニュアンスの違いを述べるには、 言葉を尽くしても周縁的な説明に終わるだけで

ある 。 例えば、1=1 :本語の「書き出すJ , r書き始める J の「出すJ と「始める J は、同じ開

始を表わすものであるが 、 違いというほどの違いはほとんどないはずで、発話者の任意で

選択可能である。それと同じことで、形式が 二通り以上存在し、ベクトルやニュアンスの

差がない場合は、どちらを使用しても構わない。

この他に、この動詞を複合する一語化したものとして、 ζ cal parn� 'で「出発する J

としづ意味を創出する 。 同じ意味を持つものとして (29 ) の( cal den� 'の複合形もあ

る 。

次は、( rakhn� ' í 置く J を複合する例を挙げる。

(55) ham ne unse kah rakh� hai. 

私たち 能格 あの方に言う一語幹置くー完了 コピュラー現在

「私はあのノゴに言っておいた。 J

[Prayog aur prayog : 268J 

(56) mairp tumh縒e lie ek acch� gap dekh rakhür白gã.

私 君の ため l よい 車 見る一語幹 置くー未来

� ]-\-のためにいい車を 一台見ておこう 。 J

[Prayog aur prayog : 268-269J 

日本語の「おく J という動詞は、状態を表わす場合に使用される。 V.R.Jagannãthan

( 1981 ) は、ヒ ンディ一語のこの複合形式は他動詞専用のものであり 、 自動詞に対して

は同じ状態を表わすものとして 、 完了分詞とコピュラ動詞を組み合わせた副詞的修飾付を
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述語にしたものを使川すると iillべている 。 12 I 1 本語の 「おく J には、そのような灰別は

な く「定っておく J ， r立っておく J , r言 っておく J ， r見ておく J ， r放っておく J のように、

自動詞 ・ 他動詞には関係なく使用される。 現代の Fl 本語では:、 「おく J は 『て』形と組み

合わせることが多いが、中には 、 「言いおく J ， r 見おく J ， r捨ておく J [広砕必 : 第四版]

のように、連川形と複合するものもある。 これ ら は 一語化しており 、 どんな動詞にでもイ、I

くと いうものではない。

また、状態表現ということに言及すれば、 IJ ノド語も完了分詞とコピュラ動詞に相当する

『て』形と「ある/い る J 動詞の複合によって表わすことができ る。 例 と しては 、 「走っ

てある/いる J r見てある J ， r言つである 」 のような 、 完了分詞に相当するを組み合わせ

たものであり 、 口動詞 ・ 他動計!の区別はない。

したがって 、 ( 55 ) の「言っておいた」は、 「言つである J と言い換えることができる 。

しかし、これはコピュ ラ動詞の方の憲味を反映 した形になる。 また 、 先に挙げた「言いお

むという半ば一語化 した複合形式も存在するので、 「言いおいてある J とすれば、 形態

上も一致する 。 ( ヒ ンディー詩のこの( rakhn� ' と語幹との形式は、 ほぼ一語化 したも

のに限られるのではなし 1か。 )

日本語では、 論理的には可能なはずの 、 連用形複合の「言いおいてある J や『て』 形複

合の「言っておいてある J のような動詞が 3 つ連続する言い方はあまり せず、 「言いおい

た 」 にするか「言っておいたJ にする傾向にある 。 この (55 ) を構造図にすると 、 次の

ようになる。

12 氏は 1981 年の時点で 、 他動詞でも完了状態を表わす場合、( kiy� hu� hai 'のように完了分詞と
コピュラ動詞をデリー周辺で使用されていることを指摘 している 。 氏は: 、 この形式では別の時制(例 : r し
ておいた/しておこう J vs. r しである/?? してあろう J ) が作れない ことから、他動詞に対するこの形
式の使用を認めていない。 しかし 、 今では普通に使用される形式である。 この形式には、自動詞 ・他動
詞に関係なく、完了状態を表わすものという機能を負わせてしまっているだけである 。
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第三層は、 基本命題「私があの方に言う J になる 。 本来、 これは他動詞文であるが 、 こ

こでは目的語が表示されていないため、便宜上、 ゅの目的語を立てておく 。 この第三層の

命題全体が第二層において、 V2 の日的語になる 。 ただし 、 第二層は能格構文なので、目

的語であっても 82 表示になる 。 第二層は 、 論理的に「命題を置く」ということになり 、

その命題の状況あるいは状態を整えることを指すものになる 。 第一層は、第二層の命題

(8' 1 ) が 、 コピュラ動詞により存在することを示すものである。 ここでも 、 実際の V) と

性 ・ 数一致する主語は、 第三層の 03 でありかつ第二層の ら でもある 8) である 。

次は、‘ calnã ' í進む ， 歩く J である 。

(57) calo , bh緘 calerp. 

進む一命令 逃げる一語幹進むー仮 ・ 未来

「さあ、逃げよう。 J

caln忌 'は、木来の意味においては( j縅� ' í行く」と同じベクトノレを持つもので

あるが、命令や勧誘に使用されると 、 ‘ calnã 'は、「行く j の主語と発話者が共に「行
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E----面持b可・・

く J ということになり、， j縅� 'は、主語だけが 「行く J ことになる 。 なお、 ( 57 ) の

文頭にみられる‘ calnã 'の :人称複数形‘ calo 'は、感動詞としての使用法である。

語幹に演算子として付く後続動詞は以上のよ うである。この他に、 V.R.Jagann縟han 

が提唱している区分けに従い、彩飾動詞が先行する例を挙げる。このタイプの例は、 fj 本

語でもいくつかみられる。「やり過ごすJ , rやり損なう J ， rやって来る J の「やる/やっ

て j 、「流れ歩く J ， r流れ行く J ， r流れ渡る J の「流れ」、「戻り来る J ， r戻って来る J の「戻

り/戻ってJ 、 「行き着く J ， r行き渡る」の「行き J 、 「号 | き戻すJ ， r ヲ | き今う J ， r 号 |き込むJ

の「号 |き 」 、 「突き進むJ ， r突き kげる J ， r突き通すJ r突き J のように、後続動討のjブに

本来の意味があり、先行動詞のノ7の意味が漠然化したものをここに挙げる。

まず、語幹 ζ 忌 ， r来る」に関する逆転複合の例を以下lこ挙げる。

(58) samtulan bigarne se upar k� san petiy縒p dhar綸har nlce 

均衡 崩れるー不定よって 上 。〉 すべての 箱(複) ガラガラ 下に

a glnrp. 

長る一語幹 落ちる一過去

「均衡が崩れたので、上の箱が全部ガラガラと落ちてきた。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 89J 

(59) …. ek din M縒lc aur Sub緝u n緡ak r緻sas a dhamke. 

日 マーリーチ と スパーフー 名前の 鬼 る一語幹 音を立てる一過去

「ある 1 1 、マーリーチとスパーフーという名の鬼が 、 足音立ててやってきた。 J

[Ham縒e grarpth : 31J 

(60) pit� ke lautne mem der hu� j縅kar Ram vahã尚

父 の 帰るー不定 遅延 生じる一完了知る一語幹+接続分詞ラーマ そこ

a pahu泊ce.

来る一語幹 着く一過去

「父の帰りが遅いのを知り、ラーマはそこにやってきた。 J

[Ham縒e grarpth : 35J 
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( 61 ) ・ … aur Sugrlv kl sen� pun taiy縒l ke s縟h samudr kin縒e 

そしてスグリ ーヴの 返 すべて準備 の 供に 海 岸

� datl. 

米る一語幹 止まる一過去

「そして、スグリーヴ、アの宿は、準備力寸出で、海岸に駐留した。 J

[Ham縒e grarpth : 46J 

( 58 ) の， girn� ' í 均年ちる J ， ( 59 ) の ， dhamakn� ' í音を立てる J ， ( 60 ) の

, pahu品cnã ' í 着く J ， ( 61 ) の‘ çlatn忌 ， í止まる J が 、 逆転の複合形式になるもの

の例であ る 。 先の氏による と 、語幹， j� ' í行く J も先行するようである。 この他に、

語幹， cal ' í進む ， 歩く 」 が先行する‘ cal nikaln� ' í 出ていく 」の逆転した複合形

入がみられる 。

7.2.4 不定詞+本動詞

ヒンディー訴のこの組み合わせには、 二通りの表現形式がある 。 動作主が主格となる場

合と動作主が与格になる場合である 。 まずは、 平叙文の例を挙げる 。

以下に挙げるのは、‘ cãhnã ' í欲する 」 である 。 先行動詞の形態は常に男性 ・ 単数 ・

直格形である 。 この場合は 、 動名詞的に働き 、 動詞 ， c緝n� ' í欲する」の目 的語とな

る 。

(62) maim vahã尚 se j縅� c緝tl thl. 

相、 そ こ から 行く一不定欲する一未完了 コピュラ 一過去

「私は、そこから出たかった。 J
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第三層が、命題「私がそこから(出て)行く j になり、その命題が第二層の目的語にな

る 。 第一層は第二層の命題 (8 ' l) が存在していたという部分を表わす。

日本語では「私は彼に来て欲しかった。 J という 、 内層の命題の主語とと外層の命題の

主語が違う場合にも、文巾に埋め込むことができるが 、 ヒンディ一語の場合、 第 4 章で

も触れたように、( 17 ) の復文になる。

次は、‘ lagna ' r付く ， 感じる J である 。 先行動詞の形態は常に斜格形となる 。 これ

は、開始を表わす複合形式である 。

(63) Parp輙av log phir jarpgal-jarpgal 

/'\ーンダヴァ人々 また 森(という)森

bhatakne lage. 

さまよう一不定(斜) 付く一過去

「パーンダヴァたちは再び森中をさまようことになった。」

[Hamare grarpth : 57J 
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( 6 3) は、構造図を同時に挙げた。 第二層は「パーンダヴァたちが再び森中をさまよ

う J という命題になる。第 の動詞‘ lagnã 'に付く V2 の形態は、斜格形になるのが

常である 。 第一層上では、副詞的修飾句の働きをしているものと考えられる 。 以下に、

‘ lagnã 'が主動詞として使用されている例を挙げる 。

(64) un dinorp ve yuddh merp 

その(複) 日々 あの方 戦争 に

lage rahe the. 

付く一完了 いる一完了 コピュラ一過去

「その頃、王は戦争に明け暮れていた。 J

(64) の「戦争に付く」ということは、 「戦争に従事する J としづ意味になる。この場

合は、「戦争」という名詞に位置格の‘ mem ' が付いて 、 位置関係をはっきりさせてい

る 。 不定詞の斜格形は、後置詞が付加される場合の後置格形である。演算子としてこの動

詞が後続する場合に、先行動詞の形態として(ゼロ格ではあるが)斜格形を要求するのも

納得がし 1 く 。

したがって 、 ( 6 3) の意味は「さまようことに十j- く 。」 すなわち、「森でさまようことに

従事する。」 になる 。 これが、意味ーの kでも開始の意を創出する原理である。
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(65) ko� avaz nahî rp., mujhe bh� 輅ar 

何の音 否定時 私に も恐怖

lagne lag� hai. 

感じるー不定 付くー完 f コヒュラー現在

「 イpIの物汗もしない。 イむも怖 く なってきた。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 88J 

( 65 ) は 、 第一層である外枠が与栴構文になっている例文である。 文字通りは 、 「私に

は怖さを感じられるようにな っ た。 J になっている 。

上の， lagn� ) と同じ原理で、 不定詞の斜格形に， j縅� ) I行く J を複合する例を挙

げる 。

(66) vah yah k緡 karne Ja rah� th� ki patn� 

彼 こ の 仕事 する 一不定 行 く 一語幹 いるー完了 コ ピュ ラ ー現住 接続詞 妻

a gal. 

そる一語幹 行く 一過 去

「彼がこの仕事をしようとした時、 妻がやって来た。 J

(66 ) は 、 「しに行く J と 「 しようとする」の両方の意に取れるが 、 ここでは、 後者で

ある 。 前者のように 「行く J という元の意を持つ場合は 、 不定詞の斜格形に後置詞

‘ ke lie ) I のため(に) J を付けるか、 もしくはゼロ格の斜格形を使則する 。 したが っ

て 、 統語上も、先の ‘ lagnã )ヒ ンディ 一語の方は、 「行く J の意味が漠然化 し、時間判l

における力 |向性を表わしているだけである 。 J 3

ll' お 、 この漠然化 した意味での使用は 、 前節に挙げた進行を表わす複合形の語幹に

, j縅� 'が使用 された形式のみで、 全時制において汎用的なものではない。

次は、‘ denã ) I与える」である 。 上の ( lagn� ) と同様、 先行動詞の形態は常に斜

格形となる。

13 英語の， be going to infinitive ' に よ く 似た複合形式で、あるが 、 英語には、不定詞の斜格形はない。
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(67) usne mujhe 

私(こ

bolne 

行く一不定(斜)

na diy忌.

与える一過去店、+能他 否定辞

「彼は私に話させて く れなかっ た。」

[Hindl vyakaraり: 314J 

(68) bh�$m pitamah ke nikat sikharp輅l ko mat ane do. 

ピーシュマ 父 (尊称) の 近く シカ ンディ ー を否定時来る一不定詞与える一過去

「 ビーシュマ将軍にシカンディーを近づけないように。 J

[Sr�adbhagavatg�a : 17J 

不定詞の斜格形に動詞‘ dena 'を複合すると 、 (67 ) にみられるように 、 日本語の 「 さ

せてくれる J という意味になる 。 (68 ) は、文字通りにすると「来させないでくれ」にな

っている 。 語幹と複合する形式とは違い、 I (他人に)させてやる J I (向分に)させてくれ

る J のように、日本語では使役の意で使用される 。 許可を表す統語構造といわれている。

上の‘ dena ' I与える J とは同じような統語構造で、( pana ' I得る J を使用した動

詞が 、 本動詞として使われる 。 その際、 意味が逆になり「させてもらう」になる。

(69) tum yaha品 se jane 

君 ここ から行く 一不定

m・
淳

一
即
応

m
否

paoge. 

得る一未刊

「君はここから退出させてもらえないよ 。 」

[Prayog aur prayog : 201J 

(67 ) , (68) , ( 69 ) のように、( dena' I与える J ， ( P忌na ' I得る J を不定詞斜

格形と組み合わせると 、 主動詞側に使役性が生じる 。 語幹との組み合わせも持つこれらの

動詞は、 n 本語の 1 '"'-' てやる/'"'-'させてやる J (1 '"'-'てあげる/'"'-'させてあげる J ， I '"'-'てく

れる/'"'-'させてくれる J )や 1 '"'-' てもらう /'"'-'させてもらう J の構文と対比される。 使役

性を生むメカニズムについては、 次章、 使役構文のところで、 議論することにする。
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次は、‘ cãhnã ) 1欲する J の命令形， c緝i(y)e )が不変化討として使われている例

を挙げる 。 これは lL絡構文になるものである 。 1'"'-'することを欲しなさい。 J 、すなわち、「斗

然なのだから 、 そうしたいと思いなさい。 J となり、転じて「すべきである。 」等の義務的

な意味を作り l出す。

(70) manora白jan k� dr科i se bh� ju� nahlITl kheln� c緝ie. 

娯楽 の観点からも賭博否定時 遊ぶ一不定欲する一命令

「娯楽にしても賭仰をすべきではない。 J

[Mah綯h縒at k� sre引~ kahãniyã品 bhãg 2 : 61J 

R.Snell ( 1992 ) によると 、 ブラジ ・ パーシャーにおける受身語幹、 すなわち語幹と受

身接辞， -iya- ) に‘ -i ) 語尾を付けると 、 受身の仮定法現在になり 、 「欲される J (欲

されん)になるということであるが、氏は、 この受身接辞‘ -iya- )に， -i )語尾が接

続された‘ -iyai )が、現代ヒンディ一語の丁寧な命令を表すとされる命令形， -i(y)e ) 

語尾になっている可能性を示唆している 。 14

現代 ヒ ンディ一語の丁寧な命令を表す命令形語尾 ， -i(y)e )が 、 語幹に受身接辞を付

けた仮定法現在が、 一体化して(文法化の過程を経て)命令形の語尾に転化 してしまって

いるのだとしたら フランス語の二人称， tu VS. VOUS) に対応する命令形， Aide-moi vs. 

Aidez-moi )) ロシア語の二人称‘ Tbl vs.Bbl ' に対応する命令形， Tbl rOBOpl1 VS. Bbl 

rOBopvlTe )のような 、 人称代名詞と動詞の形態 との一致 (agreement ) を起こす次元で

はなく 、 受身を利用したある種の迂言的命令形を 、 丁寧という意味の点からほぼ等価値に

14 これと同様の現象が日本語にも観察される 。 日本語の「されよ J r書かれよ J r山られよ J にみられ
るように、「れる/られる J としづ接辞に「よ」もしくは「しリ「んj の語尾が付き、丁寧な命令を表す
現象に酷似している 。 日本語では、この場合の「れる/られる J は尊敬 ・ 自発 ・ 受身を表す接辞となっ
ているが、その中の尊敬に関しては、受身が間接的に尊敬に拡張したかもしれないということが(この

現象を普遍的な現象であるとしたら)いえるのではないか。
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一一一ー 言
なる:人称代名制緩数形 ãp ) 15 に対応する形式として充てていることになる。 1G

ところで、この( c緝ie )は、不変化詞であり、この後ろにコピュラ動前lの過去形を

付けることがある 。 以下の例がそれである。

(71) mujhe vah緡 j縅� c緝ie th�. 

私に そこ 行く一不定欲する一命令コピュラ一過去

「私はそこに行くべきだった。」

この場合は 、 コピュラの過去形がイ、j- くことにより「すべきであった(のにしなかった)J 

になる 。 この不変化詞には、 ( 71 ) のようにコピュラの現在形が使川されることはない。

日本語の形存詞のように 、 この不変化詞そのものが、現在時制をも具現しているのである。

また、コピュラについて 、 l立説法の木来形や仮定法の未来形 ， 現在形が 、 この不変化詞に

付くこともあるが 、 従属節に |坂られる。 [V.R.Jagannãthan (1981) : 145J 

15 これは比較的新しい言語形式で‘ある 。 Bolãnãth Tiv縒l (1 966 ) によると、ヒンディ一文学のパクテ
ィ期文学に、この言語形式が初めて使用されているという 。 特に、パクティ期文学代表されるカビーノレ

の詩においては、神に対する呼びかけとして使用されているということである。日本語の「おまえ ， き

さま j のように、以前は目上の人に対する尊称であったが、現在では同輩や目下のものに対して使用さ

れる(しばしば相手をののしる場合にも使用される)言語形式であるのと同じく、本来の二人称複数

, turn )の尊称価値が下落し、新たに尊称として補充されたものと考えられる。 また、 Asok K緲r� (1976) 

によると 、 この言語形式， 縣 )も、日本語の「あなた」と同じように 、 普及しすぎた結果、尊称度が

Fがってきているという 。

16 インド ・ ヨーロッパ語族の特徴とされる 二人称代名詞の複数形の単数使用は 、 親密性 (solidarity )
を表すもの [Brown & Gilman (1960) ]といわれる。そして、その人称代名詞に対応した動詞が法の範
囲内で形式的に性 ・ 数 ・ 格の "致をする。また、同氏の言に従うと、日本語の尊敬語は power に基づく
もので、丁寧語はこの solidarity に基づくものとなる。 ヒンディ一語の場合は、この 2 つの要素が人り

乱れてしまっているようである。 直説法の段階で 、 元の二人称複数形‘ turn ' に尊敬の意味合いが薄
れた結果、新たな人称， ãp を設けたことは先にも述べたが、その際に、それまでの二人称複数形

turn )の動詞形態を流用し、意図的に二人称複数形に合わせたものと考えられる 。 これは 、 すなわ

ち、この時点で、動詞の二人称複数形白体に尊敬という要素を負わせてし 1 るわけで、純粋に形態的な人
称と動詞の 一致とは違う性格を持つようになってきている。 それが命令法に顕著に現われている 。 ここ
で取り上げた丁寧を表わす命令形語尾， -i(y)e )は 、 一般的に‘ ãp に一致するものになっているが、

来， turn )に一致する命令語尾 -0 のものと組み合わせた äp karo )が出てくるのも 、 も l

や形態の一致ではなく 、 それぞれが独立し 、 尊敬3 丁寧等の意味的な一致をするものとなってきている
からである。これは日本語で考えた方が分かり易い。例えば、「あなた」に対して「して ・ ください/ち
ょっだいJ は後者が丁寧語なので章味的なバランスが取れるが、「しろ」という命令形は「あなたJ の持

つ丁寧さや尊敬の意味とバランスが取れないのでおかしい。この点では、 形態の一致をするわけではな
1 日本語と同じで、ある 。

ヒンディ一語の直説法は、( ãp が台頭してきた後も、形態の一致を温存しているが 、 命令法につい
ては、形態の a致が起こらなくなっている(もしくは緩やかになっている)のは、このように、丁寧さ
や尊敬という意味的なバランスを取るようになってきているからと考えられる。

199 



次は、‘ parnã ' f生じる」である 。 先行動市lの意味する事象が円然発生することか

転じて、好むと好まざるとにかかわらず、その事象の必然性が自然発生(ý'.) に出てくること

を意味する。

(72) yuddh karne par bar� h縅i uth忌nï pareg�. 

戦争 する一不定詞(斜) 上に大きい損害持ち上げる一不定詞生じるー未来

「戦争になれば、多大な被害を受けることになるぞ

[Mah綯h縒at k� sre~;t kahãniyã尚 bhãg2 : 30J 

しばしば、 この表現の訳語として当てられる H 木語の f '"'-' しなければならなしリという

表現は、 f'"'-' しなければ(ことが)ならなしリのように義務的にする必要がある場合と、 f'"'-'

しなければ(どうにも)ならなしリのように否応なしにせざるを得なくなる場合に使用さ

れる表現である。文脈でそのうちのどちらかが判断可能だが 、 ヒンディ一語では、義務的

な場合、先に挙げた任意の不定詞+ ( c緝ie 'の構造になる。

与栴構文の部分だけ、以下に構造図にして文法関係を示す。

ゆ Ad1 

82 

bar� h縅i 

O2 

uth縅� 

V2 

pareg1 

VJ 

第二層は、主語がないが 、 文脈から「あなたJ を補い 、 「あなたが大変な損害を受ける J

としづ命題が成立する。第一層は、 与格構文であり 、 主語として第二層の目的語が立つD

第二層の命題の不定詞部分は、 8] の性 ・ 数一致を受けることになる。基本的に与格構文

は、この文法関係と格標示になる。
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7.2.5 未完了分詞+本動詞

ここでは、未完了分詞と本動詞を複合する形式について観察する。 未完了分詞と複合す

る本長}J詞は、(一語化したものは除き)先の語幹との複合形式のものよりは少ない。

まずは、語幹との複合形式にも使用されていた‘ jãnã ' r行く」の例を挙げる。

(73) c緜緞�! ek faisl� 

おじさん l 決定

karte j縊. 

する一未完了 行く一命令

「おじさん 、 l つ決めていってよ 。 J

[C緜� Caudharl 7 : 85J 

これは、出かける途中のおじさんを呼び止める場面の発話である。 この場合は、 前の節

で観察した語幹に ( j縅� ' を組み合わせた ‘ *kar j縊 ' は言えない。 接続分詞( -kar ' 

を使えば可能であろうが 、 未完了分詞が使われていることに注目すると、これは、 おじさ

んに声をかけた段階では、決めることが終わっていないためと考えられる。

(74) tum yah lete j縊. 

おまえ これ取るー未完了行く一命令

「これ、 持っていけ。」

この例文も 、 前の文と同じように俵続分詞を用いてもよいところである。また、 この先

行動詞 ‘ lenã ' は 、 前節の(9 )でも観察 したように 、 語幹 と複合する形式もある。 以

下に構造図を挙げて詳しく観察してみよう 。
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tuロ1 81 

82 

yah 

O2 

lete 

V2 

Jao 

V, 

第二層で作られる命題「おまえがこれを取る J が、第一層で、副詞的な修飾句(未完了

状態)で、行けということを指していると考えられる。

次は、( rahn� ' � (ずっと)いる/ある，続く J である 。

(75) vah jivanbhar 臼str cal縟� rah� hai. 

彼 人生一杯 武器動かすー未完了いるー完了 コピュラー現在

「彼は一生武器を使いつづけたのである。 J

[8rimadbhagavatgit� : 31J 

彼はここで、はアルジュナを指す。 「武器を動かす」すなわち「武器を使う」ことに相当

する 。 以下に構造図を挙げて 、 この文の統語構造を観察してみる。
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ιー
-ーーーー-r、 I

vah 82 81 

83 

jlvanbhar 

Ad3 

sastr 

。

cal縟� 8'2 

V3 

rah� -一一一一-l 8'} 

V2 

hai 

V1 

まず、第三層の命題から観察すると、「彼が武器を使う J という 80V 構造になってい

る。この命題が第二層の V2 である「し、る」につながり、「そういう状態が続く J となる。

その際、 第三層の命題の V3 が未完了分詞であるのは、 「未完了の状態が続く」ということ

を指す。 それら全体が、最後の第 a層のコピュラ動詞 V1 にかかっていることになる。

次の例文も、 (75 ) と同じである 。

(76) pichle adhy繦orp merp bhagv縅 Arjun ko bat縟e rahe 

前の 章(複) で 神 ア/レジュナに伝えるー未完了いるー完了

haim ki. 

コピュラー現在 同格詞

「前の章で、神がアルジュナにずっと言い続けているのは、・・・ 。」

[Srlmadbhagavatglt� : 151J 

後方に同格節を持つが 、 ここでは省略する。上の構造図に従うと 、 「伝える」状態が未

完了の状態で続くということになる。「行為が未完了の状態で続いた状態にある J という

点が、先の節で取り上げた相に囚われない語幹を使用して、「行為自体が続いた状態であ

る 。 J ということを表わす進行形とは違う 。



ι一一一 ー =
次は、‘ bannã ) 1 できる，なる，作られる」である。 これは、ある稀イディオム化し

た側面がある。

(77) t緞mahal dekhte bant� hai. 

タージマハル 見るー未完了 なるー未完了 コピュラー現在

「タージマハルは、 μてこそタージマハルである。」

(78) yah chavi dekhte hj bantl hai. 

この 美しさ 見るー未完 f 小詞なるー未完了 コピュラー現在

「 この美しさは、 見てこそ分かるのだ。」

[Hindl vy緻ara1) : 321J 

(77)) ( 78 ) は、文字通りは、 IA は見て 、 なる 。 J である 。 つまり、見て初めて成立

すると解釈できる 。 これを反詩的に捉えれば、 IA は(実際に)見なければだめ。」という

ことになる。

(79) us k� ron� dekhte nahlm bant�. 

彼 の泣くー不定見るー未完 f 否定時 なるー未完了

「彼の泣くのは見ていられなかった。 J

( 79 ) は 、 ( 77 ) ) ( 78 ) の構造の否定文である 。 先の構造を論理的に否定すると 、 IA

は見て 、 ならない。 J 、 つまり、見ることが成り立たないことになる。主語は「彼の泣くこ

と J という、名詞句である。 IA を見ることが成り立たない。 J ということから 、 IA は見

ていられない。 J もしくは「見ることができなしリになる 。 見ていられない当人は 、 道具

格《 se ' で表示される 。 これは、第 5 章で観察した 1'""-' によって A が成る 。 J という構

造の主語 A に文が非定形で埋め込まれた構造である。 上の肯定文は文詩的であるが 、 こ

の否定文は、|寸語でも使用される。

次に、第 4 章の複文構造のところでも例示した 、 認知動詞を使用した例を挙げる。

204 



(80) str� karv� nazar se use jate dekht� hai. 

f,cN: 辛い 視線 で 彼を 行 く 一未完了 見るー未完 了 コ ヒ ュラー現{E

「女は 、 辛そうに、彼が山て行くのを見ている。 J

[Adhe adh�e : 40] 

(81) r緞� ne is ciriy� ko kabh� g邑te nah�JTl 

主 能格 この 烏 対怖 いつでも 歌 う一 未完了否定時

sun� th�. 

聞 くー完了コピュラ一過去

I E伎はこの鳥が歌 う のを 一度も聞いたことがありませんでした。 J

「1
1

」

り
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U
 

-a 
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「
l
l
j」

日本語でいう IA が するのを見る/聞く 」 という表現である 。 埋め込まれている命題

は ( 80 ) の「彼が行く 。 J ， ( 81 ) の「この鳥が歌う 。 」であり 、 これらの主語は、 前の章

で観察したとおり 、 対格表示される 。 先の章では、 失業者の位置に PredN や PredA が入

っていたが、ここでは未完了分詞の斜格形が使用されている 。 日本語の「見る ， 聞く」は、

í~の(こと)を見る/聞く 」 のように 、 文を名詞的に目的語として埋め込むが、ヒ ンデ

ィ一語では、埋め込まれた命題の住語を対格表示し、未完了分詞の斜棉形を 、 木動詞の資

格を失わせた失業者にしてしまう構造を取る 。 |百l じ章で例示した ， pana 'も 、 認知を

表わす場合はこの構造を取る 。

ところで、 埋め込みの命題は IA が B する J という動詞述語文の中で、未完了分詞と

コピュラ動詞を複合するものに関しては、 これも 、 前章 ， 前々章で観察した形容詞述語文，

名詞述語文と同じように 、 木来は、 二層構造を成すものになる。 ここで、 それを確認する 。

(82) vah aJTlgrez� bolt忌 hai .

彼
...........=:.-.ｭ
央百合 話すー未完了 コ ヒ。ュラー現在

「彼は英語を話す。 J
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vah 8) 

82 

arpgrezl 

。

bolt� 8') 

V2 

hai 

V) 

第二層は、「彼は英語を話す。 J という命題になる 口 その命題が、第一層のコピュラ動詞

の主語 8' ) になる 。 しかし、実質的な第一層の主語は、第二層の主語である。 第二層の動

詞の形態が未完了分詞であることから 、 この事象は完了していない行為を示し 、 さらにそ

れが存在することを指し示している。

また、この未完了分詞とコピュラ動詞を複合 したものが、別の文に埋め込まれるこ とが

ある 。

(83) Rahmat ha品stã hu� kahtã, "h炙h�." 

ラハメト 笑うー未完了 コヒ。ュラー完了言うー未完了 象

「ラハメ卜は、笑いながら『象だよ』と言う 。 J

[B緲 bh縒t� bh緘 2 : 94J 

I 8) 

I 83 

8'2 hamst� 

V3 

|一一十d 1hu� 

V2 

kaht� 

V) 
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(83) では、 V} の「言う 」 にイ、j- くはずのコピュラ動詞が欠落しているが、本来は通常

の現布複合j杉で、ある。 I~の情造図からも、『未完 f分詞+コピュラ弱点l可』の昭め込みであ

ることがはっきり分かる 。 V2 のコピュラ動討が完 f分討になることで、埋め込み側の 「状

態、にある J の部分は 、 定形の本動詞としての資絡を失い、 失業者となる 。

この構造を取る場合、 V1 は変数であり、基本的にどの動詞でも代人し得る。 (ただし、

意味制約がかからない範|剥内であるが。 )ただし、コピュラ動詞だけは例外で、以下のよ

うに言うことはできない。

(84) *Rahmat ha品stã hu� hai. 

ラハメト 笑うー未完 f コヒュラー完了 コピュラー現在

V.Jagann縟han ( 198 1) によると 、 この不適格な形式に代わるものとして、前節で観

察した『語幹十， rah� ' +コピュラ動詞』で表わす進行形があるという。実際、論理

的に考えれば、「行為が完了していない状態にある J ということなので、進行を表わすも

のとして 、 理に適った形式ではあるが 、 ヒンディ一語では使用されることはない。という

のは 、 先の進行形の形式をすでに持っている 17 ため 、 無用の長物にも等しし \からである。

また 、 この『未完了分詞+コピュラ動詞』の部分が斜格形になることもある。 以下の例

がそれである 。

(85) vah kurs� par baithte hue bol� . 

彼 精子 に 座るー未完了(斜) コピュラー完了(斜) 話す一過去

「彼は梢子に座りながら言った 。 J

17 同氏によると 、 『語幹+ ' rah� ' +コピュラ動詞』の形式は 、 英語から入ってきたもので、ヒンデ
イ一語の方言をはじめ、同族のグジャラーティー，マラーティー等，さらにはサンスクリットには観察

されないということである 。 英語の影響を受けたためというのは事実であろうが、英語の形式は、， be + 

ーmg 唱であり、ヒンディ一語の形式に準えると、『未完了分前J+ コピュラ動詞』になる。ヒンディ一語

のこの形式は、現在時制を表わす複合形であるが 、 これに対し英語は現在時制の単純形を持つ。 すなわ
ち、両言語間では、形式自体の対応がずれているわけである。現在時制の単純形がないヒンディ一語で
は、進行を表わす必要性が生じた時点で、 英語に準じた形式を使うことができなかったのは理解できる
が、その際、ここで扱った不適帰な形式ではなく、全く見IJの形式を発達させたことが、筆者としては興
味深い。 また、元々ヒンディ一語と同族のヨーロッパの言語には 、 進行形に対し 、 取り立てて別の形ま
に頼らず現在時制の単純形で表わす言語の方が多いが、ヒンディ一語では、このような別の形式を創り
出したことも 、 興味深い言語事実である。
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vah Sっ 81 

8;3 

kursl par 

Ad3 

baithte 8'2 

V3 

hue Ad1 

V2 

bol� 

V1 

第 三層の命題「彼が椅子に座る。 J が、第二層の命題中にあるコピュラ動詞の主語にな

る。第二層命題の主語でもあり、第一層でも実質的な主語になる「彼J ではあるが、形態

上の一致は、 V3 の段階から斜格形になっており 、第一層に面IJ詞的修飾句としてかかる 。

(83) と ( 85 ) の修飾形式は、埋め込み文が、主語との性 ・ 数一致を保った元の文に近

いか、完全に高I J詞的な修飾イ JJ として独立したものかという違いで、どち らも深層の命題の

行為が完了していない状態を指すことには変わりない。したがって、こ の (85 ) も、「座

りながら J や「座りつつ」のように、他の動作と同時に行う意を持つ接続助詞 「ながら J

や「つつJ を連用形と接続して使用する。

なお、官製J詞の種類により、未完了分詞を完了分詞に置き換えると 、 確実に行為が完了し

たものを指すことになる。 (83) の 「笑う」は 、 行為を表わす動詞であり、日本語の「笑

ったまま J という表現に当たる， ha尚sã huã , ha尚se hue 'にはならない。また、『て』

形を使用した「笑ってJ になると、後節で観察する接続分詞を語幹に接続して表わす。 し

かし 、 (85 ) の「座る J は、行為と共に状態も表わす動詞なので、 「座ったまま 18J もしく

は「座って」に当たるものとして‘ baithã huã, baithe hue 'になる。詳しくは次節で

観察する 。

18 ただし、これは、『て』形の連体形 ræった J に、本来名詞である「まま」を修飾させたものである。
斜格名詞句の一種として、接続助詞の使用法をも持つ。
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7.2.6 完了分詞+本動詞

ここでは、完了分詞を複合した例文を観察する。 前節の未完了分討が、命題の不完 f性

を保持するものであったならば、この完了分詞は、当然、命題の完 f性を保持したもので

ある 。 以 Fに、‘ rahnã ' r し\る，住むJ との複合例を挙げる。

(86) samay 縅e par Drupad P忌rpcãl des k� r緞� banã, DrOJ) 

時 来るー不定 上に ドウルパダ パーンチャラ 国 の 王 なる一過去ドローナ

nirdhan ban� rah�. 

貧しい なるー完了いる一過去

「時が来て 、 ドウルパ夕、、はパーンチャラ国の王になり、 ドローナはずっと貧し

し 1ままであった。 J

[Sr�adbhagavatg�� : 15J 

この例文は複文である 。 前の文では、「ドウルパ夕、、が王になった。」となっているが 、 後

の文に、該当の複合形式が使用されている。説明の前に 、 該当の文を以下に構造図化する。

81 

11 

nirdhan 8'2 

PredA3 

ban� 8'1 

V2 

rah� 

V1 

第二層は、形容詞述語文である。それが第二層で「なる J となる。 V2 が完了分詞であ

ることから「なったJ になり、それ全体が 、 第一層の動詞にかかる D つまり 、 複合形式の

部分は、「ドローナは貧しくなったままでい続けた」となる。

占 ーー画面画面E可圃
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(87) janm ke s縟h mara l), sukh ke s縟h dukh lag忌 rahtã hai. 

坐 の j七に 死 楽 の 共に 苦 付くー完了いるーオミ完了 なる一過去

「 ノ I~には死、楽には背がつき ものであ る 。 」

[Sr�adbhagavatg�� : 45J 

(86 ) の構造論理と同じで、 「生に死が、楽に背がくっついている 」 完了によって 「 く

っついた 」 、この‘ rahnã ' I し\る 」 でそういう状態が継続した状態にある。 ということ

を示している 。

次は、‘ jãnã ' I行く j を複合して、受身を成す例を挙げる。

(88) mujhse 

手ょによって

yah k忌m

こ の 仕事

一
弘J湖

町
‘

一

一
a

(

・

可

E
J

〈一「
a

J''d
lt
 

了

一a

{元

-wu

一

K

る」7

「私によ ってこ の仕 '1手がなされる。 J

mujhse Ad1 

82 

yah k緡 

02 

Q
U
H
H
H
H
H
H
 8'1 

V2 

Jaega 

V] 

受身文の構造は、 基本的に二層構造になる 。 第二層には、 「私がこの仕事をした。 」とい

う 命題が形成される 。 その命題が第一層の主語になるが 、 実際は、第二層の目的語である

「 こ の仕事J が主語として表現する。 第二層の行為者には、 道具格もしくは奪格の後置詞

se ' か、 1"-' を通じて 」 の意味なる複合後置詞 ‘ ke dv舐� )を付与する 。

また、この受身文には、非人称構文になるものがある 。 以下にその例を挙げる。



(89) mujhse nahlrp baith� j縟�. 

私によって 否定辞 座るー完 了 行くー未完了

「私はじっとしてい られない。 J

mujhse Ad) 

82 

nahlm 

Ad2(Neg) 

baith� 8) 

V2 

j縟� 

V) 

(89 ) は、第 4 章の (28 ) の例と構文が同じである。 意味もほぼ変わらず、 広義に I (そ

こに)いる J としづ意味で‘ baithnã ' I座る J を使用している 。 日本語も自動詞に受身 ・

可能を表す 1-れる J 接辞を付加できるので、 「し 1 られなしリという表現が可能である 。

ヒンディ一語のこの構造図からも分かるように、この文には、論理主語がない。 第二層の

命題を第一層の主語とするのは 、 先の受身文と同じだが、論理主語になる要素がないので、

その場合 、 V1 は非人称構文のデフォルト形である、男性 ・ 単数形になる。 なお、第一層

の V) にコピュラ動詞がないのは、 否定文だからである 。

受身の基本構造はこれらの 2 つである 。 では、 この構造がどのようなところで使用され

ているか、以下にいくつか例を挙げて説明する。

(90) mah縒athl pad un yoddh縊rp ke lie prayog merp l繦� 

マハーフアイー 地位 その 戦士(複) のため 使用 持ってくる 一完了

j縟� th� jink� rath bar� ho.... 

行く ー未完了 コビュラ一過去関係詞+の 戦車 大きい行く ー仮 ・ 未

「マノ\ーラティーという地位は、戦車が大きい戦士に対して使用されていた。 J

[8rlmadbhagavatglt� : 16J 
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(91) hamerp ulliJ. ban繦� gay� hai. 

私たちを ふくろう 作るー完了行く一完了 コヒュラー現在

「俺たちはピエロにされたんだ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 48J 

( 90 ) では 、 ‘ prayog merp l縅� ' ["使用に持ち込むJ という命題の述語が受身にな

っている。日本語では「使用に持ちこまれる J になるが 、 もってまわった言い方になる 。

「使用する，用いる J を受身化し、「使用される ， 用いられる J にする方が自然である 。

(9 1) では、文字通りは、 「俺たちはふくろうにされた。」にな る。「ふく ろう J は、ヒン

ディ一語では「ばかJ の比11命友現に当たる。ここは「謀られたJ という怠味合いで使用さ

れている。

次の文は、 受身構造に 、 演算子として助動詞 C sakn� ' が付加 された例である。

(92) un dinom har mah縒ath� 

その 日々 ，ー
昨 戦車兵

ke rath par apn� alag dhv匂ーcihn

の 戦車上に自分の別の 紋

hot� thã , 
なるー未完了 コピュラ一過去

sakt� 

JlS se 

関イ系詞 より

ki .. 

了

-
a

{元

n

一

一
戸
る知

e

ら

Q
U

4
H
 

V
A

、

←
山部

Ja 

行く一語幹

th� 

できるー未完了 コピュラ一過去 同格接続詞

「その頃 、 どの戦車部隊の戦車にも、遠いところから分かるように、旗指物が

ついていたo J 

[Sr�adbhagavatg�� : 19J 

日本語では 、 「見られえた J ， ["見られることができた」の よ うに演算子を連続させる表

現を通常はしないが、ヒ ンディ一語では、 普通に こ の よ う な表現をする。 日本語からすれ

ば、特に 、 本来受身を使う必要のなさそうなところで使うことが多いのである。

また、向動詞が受身構造を取ることは先にも述べたが、ヒ ンディ一語では、 「なる J 動

詞に当たる‘ honã ' も自動詞ながら 、 この受身構造を取るのである 。



(93) faisl� hu� j縟� hai asl� -nakll k�. 

決定なるー完了 nくー完 f コヒュラー現在 本物 偽物 の

「本物か偽物か決めよう 。」

[C緜� Caudhar� 7 : 59] 

「決定J の修飾部 「本物 ・ 偽物の」 の部分が倒置されているが、文字通りは 「本物 ・ 偽

物の決定がなされる 。 J となっている 。 この (93) は、先の非人称構文にみられた論理的

、語がないものとは違い、第 三層の命題にある 「決定」 としづ主語が、第一層でも主語と

して機能している例である 。

同じ自動詞の完了分詞と， j縅� 'を複合する例を挙げる。

(94) tab 

その時

vah 

彼

cal� 

歩く一完了

gay� th�. 

行くー完了 コピコ.ラ 一過去

「その時にはもう 彼は帰ってしま っ ていた。 J

これは、「行ってしまった J (文脈により、「帰ってしまった，去って行った」等になる。 )

というイディオム化した複合形とされている 。 複合形式は受身のそれと同じであるが、元々、

命題が埋め込まれたものと考えられる。 最下層の命題が「彼が進んだ。 J までとし、その

命題が次層で、‘ gayã 'の主語になる 。 ここの， gay� 'は、本来の「行く J という意

味ではなく、彩飾動詞としての機能であり、「至った， しまった J で代替できるものであ

る。

この例については、イディオム化したものとして処理することもできるが、実際、受身

構造自体は、元々彩飾動詞の‘ jãnã 'との複合で、構造全体が命題の埋め込みと考えれ

ば、受身性を発揮するのは、 下層命題の完了分詞としづ仮定が成り立つo 論理主語のある

他動詞の命題を例に挙げると、例えば、 (88 ) の， k緡 kiy� 'は、ヒンディ一語では、

能格構文になるので、目的語の「この仕事」 自体が絶対格の主語になる。 能格構文自体、

「 この仕事J と「した状態にある J を論理的に考えれば、主語として「この仕事J を立た

せれば、それは「された」ものでしかなくなる 。 同時に行為者は、能格後置詞‘ ne ' 

によ っ て表わされる。 能格後置詞は元々道具絡の一種であったことも考え合わせると、 íA
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によって B がされた」が能格情文の正体である 。 したがって、この完了分詞は、完了で

ありかっ受身性も借びる中動態的な機能をするものと考えられるのである。 その中動態 19

の4s残になるものが、先にも挙げた非人称構文の例である。

(95) usse nah�p cal� j縟�. 

彼によ って 否定梓 進むー完了 行く一未完了

「彼は(もうこれ以上)歩けない。 J

( 94 ) では 、 「彼が歩いた」が F層命題であったが 、 この ( 95 ) は 、 下層命題において

「彼 j を道具格標示したものである。この場合、 非人称になっている部分に再帰代名詞を

想定すると 、 「彼によって(自分自身が)歩いたJ と考えることができる。否定辞も合せ

ると 、 これが 、 純粋に能力を問う「歩けないJ ではなく 、 「彼によって自身が歩くには

らなかった。」という、能力とは別次元で(往々にして心情的にできないという意になる。 )

不可能なことを表わすのである 。

非人称構文自体、 古くは中動態にみられる構造を継承したものであり、現代では架空の

再帰代名詞を補うことによって成り立つ文で、あるが、このメカニズム向体は、 何も自動詞

にだけみられるものではない。 他動詞を使用しても同じニュアンスになる。

(96) mujhse yah ci件hï nah�p parh� j縟�. 

私によってこの 手紙 否定辞 読むー完了 行くー未完了

「私にはこの手紙が読めない。 J

例外なく 、 この他動詞の場合も、行為者が道具絡標示されている。 (95 ) と同じように 、

「私によって(自分自身が)手紙を読んだ」と考えられる。そして、その命題には至らな

いとしづ論理が、現存の受身構造として捉えられている。 日木語では、 受身接辞の 1-れ

る/ー られる J とは別に、日J能を表わす助動詞 1- る」によって、「私にこの本は読めな

い。 J のように表わすことができる。

19 middle という語は、サンスクリットやギリシャ語の文法用語で、主語になる人や物が 、 動詞によっ
て表わされる動作や行為によって影響を受ける場合、その動詞の形や態(voice) に使用された。 サンス
クリットでは、態に対して使用される。
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結論として、受身接砕を大-ったヒンディ一語では、受身専用の動式rîJ)形態がないが、完 f

分詞自体に中動的な要素があり、彩飾動詞としての( j忌nã 'の主語として埋め込むこと

で、受身榊迭としているものと考えられるのである 。

次は、‘ karnã ' rする J を複合する例を挙げる。

(97) ab tum aise hl kapre pahn� karo. 

では 君 このような小市l 服 着るー完了する一命令

「では 、 おまえはこういう服を着るようにしろ。 J

[C緜� Caudharl 7 : 55J 

(98) sor macaya mat karo. 

騒音 たてるー完了否定辞する一命令

「騒がないようにしろ。 」

これは 、 習慣を表わすイディオムとされている。解釈において習慣に至るメ カニズム を

解明するため、 (98 ) を例に構造図化 して 、 その文法関係を観察してみよう。

φ 81 

82 

sor 

O2 

macaya 。

V1 

mat Ad2(Neg) 

karo 

V1 

この文は主語が欠落した命令文になっている 。 主語を補って考えると 、 第二層には「君

たちが馬齢、だ」という命題が形成される。この命題が第一層の目的語になるのはこれまで

の完了分詞との複合と同じだが 、 ここの完了分詞は、 第一層の V1 の目的語として 、 動名



詞になっているものであるロ

名詞性を証明する恨拠は、この完了分詞が本来受けるはずの'ド1: ・ 数の 一致を受けること

なく、常に‘ -yã '話j毛のク:H性 ・ 単数形でj丹いるところにある 。 本来、名詞性を持つ弱J

詞は， -n� '語尾の不定詞であるが 、 完 f分詞は行為が完了したものとして名詞的に使

用されるのである 。 したがって 、 ( 97 ) の例も含めて、「着た J ， I騒いだ」という完了し

た状態を「する J ことを示す文になる。 これらは命令文なので、行為自体は未来のことえ

のに完了分討を充てるのはいささか矛盾しているようにもみえるが、 (97 ) は「着る」と

いう行為を終えた相手に対して発話されたものであり 、 (98 ) も いつもうるさくしている

相手に対して発話されたものである。したがって 、 「着る J ， I騒ぐ J という行為が一度は

完了している場合に使用されているのだから 、 なんら矛盾することはない。

日本語でも 、 習慣を表わすものとして動詞「する J を使用した表現がある。「 これから

はここで食事を取ることにしよう 。 J ， I休みの円だけは、家で寝ることにしていた。」のよ

うに、 1""'-'することに/ように ・ する J がそれである 。 日本語に訳すと 1""'-'すること」に

なるが、ヒンディ一語は、 完了分詞である。 ヒンディ一語の完了分詞は行為の完了したこ

とと同時に過去のことを表わすが、円本語にも「したこと」という過去を表わす形がある。

しかし、これを埋め込むと、 1""'-' したことにする/?""'-'したようにする J となり 、 通常、 「振

りをする J という実際にはしてないことを表わすことになる。

完了した状態を表わすという点に注目すれば、 「して ・ いる J が使用できる 。 こうする

と、 「休みの口だけは、家で寝ていることにした。 J ， I今旅行に行っていることにしておい

て。」のように 、 どちらの意味も持つことになる。

ヒンディ一語の動詞「する J では 、 このような形態の使い分けで、 用法を違えることは

介いが、 IÎ I には 、 用法が違ってくる動詞もある。 先の節に出てきた 、 ， c緝n� ' r欲する J

がそれである。

(99) g縒� 繦� c緝t� hai. 

列車 来るー完了 欲する一未完了 コピュラー現在

「列車がもうすぐ来る。 J

この動詞は 、 不定詞と複合することが多く、その場合は 、 既出 (62 ) のように願望を
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表わすものになる 。 しかし、完了分詞を目的語として埋め込むと、「すぐに~する J とい

う意味が生じる。 この完 f分詞も、主語である女性 ・ 単数形の「列車J と a致すること f

く、男性 ・ i手数形のままで、変化することはない口 したがって、先の!動詞「する」の例と

同じで、完了分詞が弱J名制的に口的諮として働いているものと捉えることができる。 つま

り、この文は、「列車が来る 」 という動作が完了した状態になることを、列 r巨 IJ 体が欲す

るとし 1 う論j理から生じる意味と考えられる。

次は、‘ dena ) í与える」を複合する例を挙げる。

( 100) tumhare 

君らの

hum. 

amdom ka 

卵(複)の

コピュラー現在

ghata mailTl 

不足 ;f:L 

「君ーらのなくした卵はわしが補うぞ。」

pura kie deta 

完全の するー完了 与えるー未完了

[Caca Caudhar� 7 : 87J 

複合現住形は、近未来に起こる事象の時にも使用できることは、すでに何度も述べてあ

る 。 命題中の動詞が完了分詞になるのは 、 先の完了分詞+‘ karna ) íする J のところ

でも若干述べたが 、 元々、認知の世界では、 終わったこととして事象を捉えているためと

考えられる。これは、日本語の仮定を表わす「すればJ と「したら J にみられる連用形と

過去形の対立によく似ている現象である。どちらも今となっては区別なく仮定を述べるの

に使用できるが 、 前者を使用した場合、 事象を終わったこととして捉えている感はない。

次は、， rakhna ) í置く J の例文を挙げる。

(101) thïk, ise mazbut� se pakare rakhna. 

よし これを )J よ っ て つかむ一完了 置 く ー不定

「 よし、これをしっかりつかんでおくんだ。 」

[ Cac忌 Caudharï 7 : 17J 

この後続動詞は、語幹を複合した形もみられたが、ここでは、 これまでの例と同じく完
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了分討を使川している 。 ，章味肉体、もうほとんど区別がないものと巧えられるが、強いて

言うなら、やはり桐んだままの状態を表わすものであり、 完了分詞を別いても不思議でl

ない。

完了分詞と復合するものとして、前節の最後に挙げた認識動詞を使用した例文がある。

(102) ky� kis� ko mombatt� jal� hu� dikh rah� 

疑問符 誰か 喧~ .: ろうそく 燃える一完了コヒュラ一完了 見える一語幹 いるー完 f

hai? 

コピュラー現在

「誰かろうそくが灯っているのが見えるか しら。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 33J 

(103) pit� ke lautne merp der hu� j縅kar Ram vahã品

父 の帰るー不定 に 遅延 なるー完了知る一語幹+接続分詞ラーマ そこ

忌 pahu尚ce.

来る一語幹 着く一過去

「父の帰りが遅いのを知って、ラーマはそこに行った。 J

[Ham縒e grarpth : 35J 

( 102 ) は 、 前章 (22 ) の複合形「見える J 20 に対して、一語の動詞を使用したもの

である。したがって 、 全体が与格構文になるので、埋め込みの命題は、「ろうそく J がそ

のまま主語に 、 「灯った状態にある J という完了状態を表わす、 『完了分詞十コピュラ動

詞』の「灯っている J の部分が主語の性 ・ 数一致を受ける 。 また、本動詞のコピュラ動詞

が、木lIJ詞としての資格を失い完了分詞になっている。(103 ) で使用されている認知動

詞は、「知る」である。埋め込み側の命題に使用されている ‘ huï 'は、本場J詞としての

hon忌' 使用である。「遅れが生じたJ という過去なので完了分詞が使用され、 主語で

ある「遅延」の性 ・ 数一致を受ける 。

( 102 ) の命題の中にも出てきたが、ここで、改めてコピュラ動詞を使用した完了分詞

との複合形を挙げてみよう。

20 r 聞こえる j も( sun胥 den� ) という複合形を使用する。 ちなみに、この複合形の本動詞( den� ) 

は、 parnã ) r生じる J を使用することもできる。



l ←ー iììiI冒

(104) vah C緜� Caudhari ki mausi baithi hai. 

あれ 収父 チョート- リーの 伯(叔)母 座る一完 f コピュラ一現在

「あれ、チヨードリー叔父さんのおばさんが座っているぞ。」

[C緜� Caudhari 7 : 10 J 

( 104 ) は、自動詞の完了分討とコピュラ動詞の組み合わせで、ある 。 構造図にすると以

下のようになる 。

C緜� Caudhar� ki mausi 

82 

baith� 

V2 

hai 

V} 

第一二層の「チヨードリー叔父さんのおばさんが座った」が、第一層のコピュラ動詞の主.

語 8'} として立つが 、 実際、第一層の主語は第二層の主語と同一である 。 したがって 、 木

来命題が主語になるので「チヨードリ ー叔父さんのおばさんが座った状態である。 J とい

うことを示す文になる。

(105) us ke lie mairp ne khir ban匂rï hai. 

彼 のため 私 能格キール 作る一完了 コピュラー現在

「ロケットにはキーノレを作ってあるわ。 J

[C緜� Caudhar� aur p縣 80 : 17J 

( 105 ) は、他動詞を使用した例である 。 文頭の代名詞は、 文脈より「ロケット」とい

う名の犬を照応している 。 以下の構造図を挙げるが 、 「ロケットのために」の Ad は排除

する。
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第二層は、 「私がキール21 を作った。 J になる。この命題が第一層の主語になり 、 「命題

が存ィ生した J 、 すなわち 「ねがキールを作った状態である。 J となるのは前の自動詞を使用

した場合と同じだが 、 第一層のコピュラlJJ詞に性 ・ 数一致するのは、 第一層で実質的な主

語になる「キール」である 。 日本語では、ヒ ンディ 一語の構造どおり「私J を主語にする

と 、 「私はキールを作っている 。 J になり 、 「作って」が 、 作った状態にあるという完了分

詞的な働きより、未完 f分制的な働きをするものになる。したがって 、 この場合、ヒ ンデ

ィ一語の能絡構文が示す主語のキールに合せ、 存在を表わすコピュラ動詞「ある」を使用

して 、 「 キールが作つである。 」とする方が 、 コピュラ動詞のニュアンスを反映し易くなる 。

また 、 この完了分詞とコピュラ動詞を複合したものに 、 さらにコピュラ動詞が付加 され

ることがある 。

(106) vah soy� hu� hai. 

彼 寝る一完了 コピュラー完了コピュラー現在

「彼は寝ている。」

[Prayog aur prayog : 112J 

( 106 ) は 、 自 動詞を使用した例である 。 先の『完了分詞+コピュラ動詞』がそもそも

一層構造なので、 さらにコピュラ動詞が付くと 三層構造になる。

21 デザートの名称で、牛乳と砂糖で米を煮たミルク粥の類。
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I 11 

83 

8] 

soya 8' ,) 

V;3 

hua 8'1 

V2 

hai 

V1 

「彼は寝ている。 J にもう 1 つコピュラ動詞が付くと 、 第一層を抱合した第二層の命題

が存在するということになる。 こうなると、単に「寝た状態である J のではなく、「寝て

いる状態である 。」 という 、 状態を強調するものになる。日本語では、動詞が 3 項連なる

ことはほとんどなく、また、状態を表わす要素を冗長的に重ねることはないが、ヒンディ

一語では、とりわけ何らかの状態にあることを示す時、これが使用される。 他動詞の場合

も同じである。以下の例をみていただきたい。

(107) tajmahal ke darvaze aur d�arorp. par bahut h� surp.dar nakkas� 

タージマハノレの 戸 と 壁(複) に とても小詞椅麗な 彫刻

k� hu� th� . 

する一完了 コピュラー完了 コピュラ一過去

「タージマハルの戸 u と壁に、とても市奇麗な彫刻がしてあった。 J

[Bal bhart� bhag 2 : 88J 

( 107 ) には、行為者が表記されていない。 しかし、( 106 ) の統語構造で、命題が哩め

込みされたものと捉えると、下層にある実体は、能格構文になる。 したがって、「彫刻が

してあった。」 という命題が、その時点で存在した(その状態であった)ということにえ

る 。 これも、 ( 106 ) の自動詞の例と同じく 、 状態を強調するものである。

これによく似た構造で、先に挙げた受身構文がある 。 本動詞の直後に付加されているコ

ピュラ動詞の完了分詞が、受身を表わす場合に使用される‘ jana ' r行く」の完了分詞

ga� 'に変わるが、こちらは、「彫刻がされていた。 J という日本語を当てることがで

きる。「 してあった」と「されていたJ の聞に多少のニュアンスの差があったとしても
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大きな章味の違いがあるわけではない。

これに関連してもう 1 つ、この完了分詞とコピュラ動詞の複合が、斜絡形を取ることが

ある。

(108) vah s縒� pahane -
可
E

A

、nふし

彼k サーリ - gるー完了 コピュラ一過去

「彼女はサーリーを若ていた。」

[エ クスプレス ・ ヒンディー: 85J 

弟 4 章の複文構造のところで、副詞的な修飾句になる斜格語節として挙げたものが埋め

込まれている構造である。( 104 ) の完了分討とコピュラ動詞の複合形に似ているが、 「サ

ーリーを着たj という命題が斜格形になるのである 。 この場合の構造図は以下のようにな

る。

vah 81 

82 

san 

O2 

pahane Ad1 

V2 

th� 

V1 

状態にあることをはっきり述べる場合は、 ( 106 ) ， ( 107 ) のように、コピュラ動詞の完

了分詞を付加する 。 この構造を見る限り 、 第二層にある命題 r (彼女が)サーリーを着たJ

という状態は、副詞的修飾句として第一層にかかっているのである。したがって、「サー

リーを纏った状態にあった。 J ということになる。

最後に 、 慣用化 した複合形、 すなわち 、 複合動詞に近づいたともいえる複合形を挙げて

おく 。



一ー 圃一一一 --

(109 ) …・. so p�he p�he cal� 繦�. 

だから 後ろに後ろに進む一語幹来る一過去

「だから、後からやって来たのさ。」

[C緜� Caudhar� 7 : 91J 

(109) は、完了分詞， cal� ' r歩いた，進んだJ と動詞， 縅� ' r来る」を複合し

た例である。《 ana' の他に， j縅� ' r行く J と複合することもある 。 (本節 ( 94 ) を

参照)日本語の「やって来たJ のようなイディオム化した側面があり、， j縅� 'と共に、

体化したものとしての使用率が高い複合形式である。

7.2.7 語幹‘ -kar ' +本動詞

語幹と本動詞の形式のところでも若干触れたが、語幹に接続分詞‘ -kar ' 22 を付け 、

本動詞に後続させる形式とほぼ意味が変わらないものもある。

この接続分詞の機能は、日本語の「休憩してから泳ぐ。 J r今日はゆっくり休んでから話

そう o J , Iお風品に入ってからし 1 く。 J ， I僕の絵は完成してからみせるさ。 J 等にみられる

ように、動計!の『て』形に棉助詞 「から J を付けるものと似ている。つまり、先行動詞の

事象を A， 後続動詞の事象を B とすると、 ~A から B (に移る)~というのが日本語の発

想であり、対するヒンディ一語は ~A して B~ となる。この非定形節を使用する ~A して

(-kar) B~ は、定形節型Type 1 の等位接続詞を使用した ~A aur B~ の複文と対応する

ものになる。

ところで、上述の例は、「して泳ぐj， r休んで話そう J ， I入っていく J ， r してみせる」

という具合に、「から J をとっても同じ意味は成り立つD こうなって初めて日本語では動

詞複合らしい様相を呈するわけだが 、 後続I1J詞の種類によっては同義性が成り立たないも

のもある。例えば、この中の「してみせる J は、 r (任せてくれ。)明 H 中にはこの仕事を

してみせるよ 。」 のような、故意に何かをするもしくは決意を表わす文にも使われる。す

22 動詞‘ karnã ' Iする」の出白。語幹に本動詞としてこの動詞が使用されると、 \十kar-kar 'には
ならず、( karke 'の， ke 'になる 。 (該当例は (95 ) である。)二音節から成る接語レベルのもの(こ
の接続分詞や後置詞)で 、 -ar 語尾のものは、しばしば(特に口語において)z -e' になる 。



なわち、これは、後続動討に使用されている動詞「みせる J が、本来の怠味を失いかけた

ものになっているのである。

ヒ ンディ一語のこの種の動詞併は、彩飾動詞もしくはベクトル動討として、語幹との複

合形式のところに述べてある。 ここで挙げる例は、先行動向3 後続動 ~rîJ がほぼ元の窓l床を

保っているものであり、生産的なものである 。

(110) usse mairp m前varã karke 縟e hairp. 

彼+に対して 私 相談 する一語幹+接続分詞 来るー未完了 コピュラー現在

「彼と話をして来るよ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 66J 

(111) ham 縣ko g綰� par cafh� kar 縟e hairp. 

私たち あなたを列車 に 乗せる一語幹接続分前l 来るー未完了 コピュラー現在

「われわれはあなたを列車に乗せてこょうか。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 66J 

(1 10) , ( 111 ) は、日本語の「さて、行ってくるかな。 J という文の「くる J に近いも

のと考えられる。広辞苑第四版によると 、 『その動作 ・ 作用を済ませて立ち戻る意を表す。 』

としづ使用法である。後続動詞の本来の意味を失わず、かっ接続分詞のないものとして 、

先の語幹との複合で挙げた (36 ) ， (37) , ( 38 ) があるが、ヒンディ一語にも先行動詞の

種類によっては、語幹と複合し、 一体化させてしまうものがあるということである。 同辞

1こは 、 「漕ぎ来る J (これは文語とされている。 )としづ複合形が掲載されているが、 I (舟

を)漕いで(こちらに)来る J という 、 どちらの動詞も本来の意味を保持したものである D

現代ならば「漕いで ・ 来る 」 という具合に、『て』形を使用するところを、半ば一体化し

たものとして扱ったものと考えることができる。(先の節で述べた「逃げ帰る J も同様で

ある。) ヒンディ一語に文語 ・ 口語の差があるかどうかは不明だが 、 後続動詞に本来の意

味を温存させて先行動詞と複合する際に、両方の形式があることだけは確かである。 他の

動詞の例も以下に挙げる 。
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(112) zar� c緜� caudhar� k� 輅ibb� khol kar dekho. 

少し 叔父チヨードリーの 符 聞ける一語幹 接続分詞見る一命令

「ちょっ とチ ヨ ードリーお じさ んの箱を聞けてみろ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 52J 

(113) zar� pahan kar dikh縊. 

少し 着る 一語幹接続分訂l 見せる一命令

「 ちょっと 着てみせろ。 J

[C忌cã Caudhar� 7 : 55J 

(112) , ( 11 3) も接続分詞を使用した例であるが 、 それぞれ、 動詞 ‘ dekhnã ' I 見る J

や‘ dikhãn忌 ， I 見せる 」 が使用されている 。 先の動詞 「来る」と同様、 ほぼ木来の意

味を保持したものである 。 以下に( 113) を構造図化して示す。

φ 

82 

zara 

Ad2 

φ 

11 
O2 

pahan 一寸

kar V2 一J 0'1 

dikhã。

V[ 

「着 る 」 の対象は 「スーツ J であるが 、 文中には表示されていなし\。 便宜的に構造図に

はゆを補つである 。 元々 、 これは複文の Type ll であり 、 「スーツを着る J としづ命題の V2

が非定形になって 、 V1 の動詞を副詞的に修飾しているようにみえる構造であるが 、 上述

のものとは違い、この対象である 「スーツ J が V1 の目的語 (0 1 ) でもある。 実際、 相
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に見せるのは、第二層で形成される「京が服を着る J という命題である 。

語幹に、これらの「見る/凡せる J を複合するものは見つかっていない。したがって、

上述の動詞「くる J とは違って、本来の憲味を保持しつつ、 語幹との複合になるものはえ

く 、 さらに 、 11 本語の「やってみる J や「終えてみせる」のような 、 後続動詞が漠然化す

る類の動討でもない。 このような、意味が漠然化しない動詞を接続分訓でつなげる複合形

式は、ヒンディ一語では多く観察される 。 以下の例もその範鴫のものである。

(114) mujhe 

キlを

chorkar mat j縊. 

放す一語幹+接続分詞否定辞行く一命令

「私を置いて行かないで。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 17J 

( 115) …. kurs� k� rukh thor� sofe k� taraf karke baith 

椅子 の 向き 少し ソファーの 方向 する一語幹+接続分詞座る一語幹

j縟� hai. 

行くー未完了 コピュラー現在

「梢子を少しソファーの万に向けて座る。」

I Adhe adh�e : 54l 

( 113 ) は 、 「置いて行く J に当たる例である。 ( 11 4) は 、 従属文偵IJ が名詞複合構造に

なり、主文に彩飾動詞‘ j縅� )を複合している例で、「向けて座る」となる 。

ここまででも分かるように、ヒ ンディ一語のこの接続分詞を使用 した複合形式は、 実際、

日本語の『て』形に主節の定形動詞を付けた訳になることが多い。しかし、 後続動詞に使

用される動討に彩飾動詞の使用法がある場合は、 木来の意味を保持していることを際立た

せるため 、 「から」を挿入して、その違いを明らかにできる。(例: I して行く J = I して

(から)行く/して行く J) ヒ ンディ一語も 、 本来の意味を保持した動詞を接続する場合

には、‘ lar marn� ) I ?戦い死ぬ/戦って死ぬ(=戦死する) J ) ‘ jal marn� ) I焼け死

ぬ/?焼けて死ぬJ のように、 J妾続分詞を使用する形式と同時に、語幹にそのまま付加す

る形式があるものもある。しかし、実際、 汎用性のある形式は、 この接続分詞を使用した



ι 
aー孟孟ニニニニ=ニ~、 I

形式で、ある 。 23

動詞複合については、以下に、ヒンディ一語， 円本語共に、観察された形態を一指して

表にしておくので、随時、参照されたい。

23 ヒンディ一語の‘ dekhnã ' í 見る j については、 í ，.，.__を見て、.. • 0 J のように文を後続させる場合、
接続分詞を付けた， dekhkar 'ではなく、語幹， dekh 'をそのまま使用していることがある。日本
語も、『て』形の代わりに、動詞の語幹に当たる連用形「見(>見る) J , í食べ(>食べる) J を使用する
が、ヒンディ一語の語幹にも同じ機能があるものと推察される。
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ヒ ンディ 一語の動詞複合についての形態

語幹

kah : 言 う

bhül : 忘れる

laut: 帰る

h0: なる

kã品p : 震える

khil : 咲く

gu品j : 響く

caumk: 驚く

c�h : 叫ぶ

daur: 走る

bol : 話す

h0 : なる

le : 取る

ho なる

忌 : 来る

ur 飛ぶ

kah : 言 つ

carh : 乗る

chã: 覆う

chip : 隠れる

chüt : 離れる

thahar : 泊まる

d緲 : 注ぐ

düb : 溺れる

thak: 疲れそ

dahal: 怯える

par: 生じる

pahu品c 到着する

phail : 広がる

bamdh : 結ぶ

bac : 助かる

barh: 進む、 増える

badal: 変わる 、 変える

ban : なる 、 作られる

bah: 流れる

b� : 過ぎる 、 経つ

baith : 座る

bh� : 忘れる

mac : 生じる 、 起こる

l mar : 死ぬ

三丹市宇
|ゼロ 語j 己j
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先行動詞 -------

------- 後続動詞

忌nã :来る

uthnã: 起き上がる

caln� :歩く

j忌nã: 行く



mil: 会う、手に人る

mur 曲がる

rah: 暮らす、

ruk : 11:まる

lag : イ 、 y く

le : 取る

let: 横になる

so 寝る

hãr: 負ける

hil : 揺れる

ho なる

kar: する

m縒 : 殴る

kar: する

khol: 開 ける

gir� : 落とす

cal : 歩く

いる

chor : 放す、 捨てる

jhuk� : (頭など)下げる

dãl: 注ぐ

dhahã: 破壊する

tor : 折る 、 壊す

dil� : 与えさす

daur� : 走らせる

de : 与える

pherpk : 投げる

banã: 作る

bujhã: 消す

bhej : 送る

lagã: 付ける

laut: 戻る

uchal: 跳ぶ

uth: 起き上がる

utar: 降 りる

cal : 歩く

daur: 定る

bol: 話す

ro 泣く

ã: 来る

kar: する

(生産性が高いため以降省|略)

kah: 言 う

kho: 失う

dho : 洗う

kah: 言 う

dekh: 見る

soc 考える

dãlnã: 入れる

den忌:与える

parnã : 生じる

pãnã: 得=る

bai七hnã: 座る

rakhnã: 置く
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圃旦・・・・・・・・・・・ 岡

邑 来る

urã 飛ばす

kah: 言 う

guzar : 過ぎる 、 経つ
ghüm: 散歩する 、 回る

cal :歩く

jagmagã: 輝く

jal : 燃える

düb: 溺れる

dekh: 見る

pherpk : 投げる

bol: 話す

lag: 付 く

l� : 持ってくる

sun 聞く

ha尚s: 笑う

(生産性が高いためその他省略)

pakar : 掴む 、 捕まえる

b� : 選ぶ

bulã: 呼ぶ

kar: する

khã: 食べる

gher: 取り巻く

j� : 勝つ

dekh: 見る

nikãl: 出す

parh : 生じる

pahac縅 : 見分ける

banã: 作る

bith� : 座らせる

mãn 認、める

milã: 合わせる

rok: 止める

le : 取る

samajh : 理解する

s�h : 学習する 、 (技能を)学ぶ

soc 考える

ho な る

ã: 来る

kah: 言う

khã: 食べる

j� : 行く

pahumc : 到着する

batã: 伝える

banã: 作る

ho : なる

(生産性が高いためその他省略)
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rahna: しも(暮らす)

lana: 持ってくる

lena: 取る

c叫{na 終わる

拘束形式



邑:来る

kah: 言[ フ

kha: 食べる

ja :行く

pahcan :見分ける

mar 殴る

mil: 合う、手に入る

rah: 暮らす、いる

le :取る

ho : なる
(生産性が高いためその他省時)

一

sakna : できる

拘束形式

詞{
疋

不

イミ定討

[語尼 -na ,-ne,-ni] 

第一動詞 --------

/------ 第 一二動詞

calana : 動かす

parhna : 学ぶ、読む
bolna: 話す

(生産性が高いためその他省略)

karna : する

kheln� : 遊ぶ

ban忌nã 作る

mann� (c緝ie) : 認める

lana (c緝ie) : 持ってくる

sunn� (c緝ie) : 聞く

hon� (c緝ie) : なる

| (生産性が高いためその他省略)
I ane : 来る(不定詞の斜格形)
karne : する

kholne :開 ける

calne : 歩く

chorne : 放す

jalne : 燃える

dalne: 注ぐ

torne : 折る、壊す

ban縅e :作る

bolne : 話す

bhejne : 送る

(生産性が高いためその他省略)

uthn� :起き上がる

uth縅� : 起こす

janã: 行く

daurn� : 走る

I百hna: 暮らす、いる

(生産性が高いためその他省時)

ãnã: 来る

c緝n�(c緝ie) :欲する

denã: 与える

parnã : 生じる
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-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・田・・岡

karne :する(不定詞の斜絡形)

sone 寝る
(生産性が高いためその他省略)

ãne : 来る(不定詞の斜格形)

karne :する

kh縅e :食べる

jalne : 燃える

jãne : 行く

dekhne :見る

parhne :学ぶ、読む

bajne :鳴る

barhne : 進む、増える

bh緘ne : 逃げる
macãne 起こす

rahne : 暮らす、いる

lagne : 付く 、 感じる

socne 考える
hone: なる

(生産性が高いためその他省[1栴)

忌nã :来る

karn� : する

jãnã: 行く

dekhn� : 見る

parhn忌: 学ぶ、読む
miln� : 会う 、 手に入る

(生産性が高いためその他省略)

未完了分詞

未完了分詞
[語尾 -tã , -te , -t� 

parht� : 学ぶ

jïttã 勝つ

barhte 進む、 増える

lete : 取る

(gho早it) karte (宣言)する

ratte 復唱する

dekhte (h�) : 見る

dete na* 与える +(否定辞)

ur縟� 飛ばす

caltã, calte 歩く
cubhte 刺す

jaltã 燃える

dekhte 見る

badalt� :変える、変わる

pãnã: 得=る

lagn� :付く

hon忌(copula)

竺h「
忌na :来る

j忌nã 行く

p忌n忌:得る

bann忌:なる

作られる

できる

rahnã: いる(暮らす)
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hon�(copula) 

完了分詞

完 f分討
m -:IVJRﾏﾎ] 

| 語尼 -ã , -e , -� 

calã, calï 歩く ãnã 来る

kiy� する

j繦�( *gay�) 行く
karnã: する

diyã: 与える

soca 考える

kahã, kah� : 言う(し 1わゆる受身構文の複合)

calã, calï , cale 歩く

chale: だます

diyã, dï , di(y)e 与える

nik緲� 出す jãnã : 行く

pakare : 捕まえる

baithã 座る

rahã: 暮らす、いる

saJaya 飾る

kie する

bat綟 :伝える denã: 与える

ban綟 :作る

dekh� 見る
p忌n忌:得=る

likh� 書く

pakare 掴む3 捕まえる r討寸lna 置く

ara とどまる、固執する

chipe, chip� : 隠れる

çlübã, 輙�be 沈む、溺れる I油nã: いる(暮らす)

pare: 生じる

bane, banï なる、作られる、できる

kiyã, ki (y)e , k� する hon忌(copula)
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日本語の動詞複合についての形態

連用形+本動詞

よ11 後続動詞

だす

ーカ瓦ける

ーはじめる

一つづける

ーおわる

一つくす

ーまくる

ーとおす

-きる

ーたおす

一こむ

ーあげる

ーとげる

書き/出 ーたりる

ーあきる

ーっか才しる

ーなおす

(ーかえる)

-くらべる

-わすれる

ーまちがう

ーちがえる

(ーとめる)

ーそこなう

ーなさる(ーなさい)

ーかねる

すぎる
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『て』形+本動詞

後続動詞

ーみる/-みえる

-みせる

ーある

ーいる

ーいく

一くる

ーしまう

ーおく

主いて/出て巨ヨ ーもらう

ーやる

一くれる

ーあげる

いただく

一くださる

ーさしあげる
(-ちょうだし\)

(-ござる)

語幹+接辞

接辞

-せる/ーさせる
書か/出 ーす/ーさす

-れる/ーられる

書き/出 (ーます)

書く/出

書け/出 一る/-れる

書こ/出
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第 8 章使役構文

ヒンディ一語も日本語も、使役を表わす場合、基本的に-、語幹に使役接辞を付加した弱J

詞形態を使用することは、第 1 章 ， 前章で述べてきた。 しかし 、 両言語間では、 動詞以外

の語に対する標示が見なる。 ヒンディ 一語は、夫|僚の動作主に‘ se ' í から ，よって，対

して」を付加して、《 -va- ' 接辞を複合した使役動詞を使用する。

)j 、 H 本語は「彼に仕事をさせる J のように í. ..に~をさせる J が典型的な伎役文で

ある。しかし 、 これは動詞「する J に使役接辞「一せる J が付いたものである 。 たとえば、

五段活用の 「行く J に使役接砕を付加すると、通常、「行かせる J となるが 、 前提として

� (自分以外の者が)行くことを(自分が)する」が「行かせる J となっていることが窺

える 。 すなわち「未然形十せる J にこそなっているが 、 深層に未然形の動詞が円的語とし

て埋没しているのである 。

接昨とはいえ、 í- る J で終わり 、 また別の文要素が後方に付 く時に動詞変化を起こす

(例えば、 過去形にした時の 「せた 」 や「ゃった J を付けた「せて+ゃった J )ので 、 日

本語の使役接辞が動詞と密な関係にあることは容易に察しがつくが、ヒ ンディ一語のこの

接辞は 、 品詞の出自が不明である。 ヒ ンディ一語の祖語に. 当たるものは 、 サンスク リ ット

をはじめ 、 ほぼ使役接辞を付加した使役語幹を持つので、 その出自を追跡することは不可

能に近い。 しかしながら、インド ・ ヨーロッパ語族の現存する諸言語では、 使役には動詞

が使用されることが多い。 あくまで推測の域を出ないが、ヒ ンディ一語のこの接辞も、そ

の動詞が文法化1 の過程をたどって拘束形式の接辞になったものと仮定し、 ヒ ンディ一語

と日本語の使役構文について議論を進めてし \ く 。

8. 1 接辞型使役構文

8. l. 1 自動詞

ヒンディ一語の使役構文を分析する前に 、 まず 、 馴染みの深い日本語の使役構文から観

察する。以下に自動詞「行く」を使った例を挙げる。

( 1) 私は彼を学校に行かせた。

l 動詞の細分化。すなわち、助動詞から接語 ( clitic) へ、接語から接辞 (su伍x) への文法化。
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私は 81 

彼を 。1

82 

学校に

Ad2 

行か 一一一斗 0'[ 

V2 

せた

V1 

上記の例文を分析すると 、 第一層では、単純な 80V の r 8 が O をする」となる。第二

層では、 「彼 J が 8 ， r学校に」が斜格名詞句の Ad， r行く J は V であり 、こ の第二層で形

成されるのが 、 8V の命題「彼が(学校に)行くこと」である。この命題が本来第一層で

の目的語、 すなわち 0' [ になるが、そのうち 、 「彼を」の部分だけが 、 第一層に表われ、 V

の目的語となっている。 論理的に考えると 、 第一層の 80V は 、 結局、 r-せた J の部分が 、

「私が O の行為をする J となり 、 その対象行為が「彼が学校に行くこと J になっている。

したがって、この文は私が直接彼に命じるか何らかの形で行かせるという直接的な使役文

になる。

その一方で、 日本語では r ，，-， にさせた J という「に J 格をとる文もある。実際、 「私が

彼に行かせた。 J となると 、 目 的語の部分が与格になり、格標示が違うだけで、 大した違

いを感じさせない。しかし 、 「に J 格を取っている以上、何らかの違いがある。実際、観

察すると文の内部構造が明らかに違う。以下に 、 「私が彼に行かせた。 J の構造図を示し 、

詳しく分析してみたい。

(2) 私が彼に学校に行かせた。
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私は 8l 

彼に 。

82 

学校に

Ad2 

行か -， 0]
V2 

せた

V1 

この文は第一層では、 二電目的語をもっ 800V 文である 。 ヒ ンディ一語は先行の O が

与格標示 (Dat) され、後続の O が対格標示 (Acc) となる。 したがって 、 [ ・ に~を与え

る 」 が 、 基本文型になっている 。 したがって 、 上の文とは違い、 対格標示の O の部分が第

一層の命題「彼が学校に行く J となり 、 論理的には「彼に- 、 彼が学校に行くことを 、 与え

た J になるのである 。 そうなると 、 同じ使役接辞を使っていても 、 上の文とはおのずと意

味が違ってくる。

本論文では 、 先の「を J 絡を取る使役を「する J 型使役とし 、 この「にJ 核を取る使役

を「与える J 型使役とする。「する」型使役は、 「彼が学校に行く」ということを「私がす

る J ことになる 。 したがって 、 相手の意向にかかわらず、あくまで私が主体になって遂行

するため 、 直接的な使役でありかつ強制的なものになる 。 しかし、「与える J 型使役は、

あくまでそういう行為を与える以上、実際の行為者の意向も多少加味されるので、 「間接的

な使役になり、高圧的な強制性はなくなる 。 そうはいっても 、 あくまで「私が与える」と

いう立場がある以上、 身分の上下等にみられる力関係が背後に働 く 。 このため 、 実際、多

少の強制性を感じるのは免れないが 、 後者の「与える J 型使役の場合、 相手の意向がある

場合は、使役というより許可の意味合いが強くなる。
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8. 1. 2 他動詞

もう 1 つ、日本語には「に J 格と「を」格を両方持つ使役がある 。 「彼女は子供におや

つを食べさせる。」のような例である。 この例文の命題中の動詞「食べる J は目的語を 1

つだけ取る他動詞 (2 項動詞)である。 自動詞がこの構造を取ることはない。 「に」格か「を J

格のどちらかである 。

以下に、 一段活用の動詞「食べる J と使役接辞「ーさせる J を複合した例 、 「彼女は子

供におやつを食べさせる。 J の構造図を示す。

(3) 彼女は子供におやつを食べさせる。

彼女は 81 

子供に 。

82 

おやつを 寸L一寸 01

0 , 1 1 11 

食べ 一一一-4 0'1 

V2 

させた

V1 

第一層の構造は、 構造図中に示したように、 800V の「与える J 型である 。 第二層には、

命題「子供がおやつを食べること J が埋め込まれている。その命題中、第一層に現れてい

るのは「おやつを」の部分のみで、ある。

また、五段活用の動詞「拭く J と使役接辞 í-せる」を複合した「拭かせる」を持つ例

「母親が子供に窓を拭かせる。 J の構造図を示す。

(4) 母親が子供に窓を拭かせる 。
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母親が 8[ 

一千供 iこ 。

82 

窓を イ\ I O[ 

O2 I 1 11 

拭か -， 0'[

V2 

せる

V, 

構造図は 、 一段活用の動討の場合と構造図は同じである 。 第一層 、 すなわち表層では

800V 型で、 これは 「与える J 型使役に相当する。 しかし 、 一段活用の動詞と五段活用の

動詞は複合される使役接辞が 「せる 」 になる。一段活用の動詞は「食べる」の「食べ」が

語幹もしくは語根となって、接辞はその後ろに自由に付くが、五段活用の動詞は「拭く J

の「く」が音韻変化し 、 未然形の「か」になる 。

また 、 他動詞には目的語を 2 つ取る動詞( 3 項動詞)がある 。 これが命題中に埋められ

ると以下に挙げる例文のようになる 。

(5) 私は彼に彼女に手紙を書かせた。
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私は 81 

彼 lこ 。

82 

彼女に

。

手紙を // 
O
H
H
I
 

。

書か 10'1 

V2 

せた

V1 

「に j 格が連続することになるが、前者の「にJ 格は第一層と第二層に帰属するもので

あるが 、 後者の「に」絡は、第二層の命題「彼が彼女に手紙を書くこと J に帰属している 。

したがって、「彼女に J の部分は、第一層の中ではオプションとなるのである。この í . . . 

lこ~を J 使役構文の場合、先の「にJ 使役構文と同様、 800V が基盤となって「与える J

剤使役になるので、純然たる使役の意味にも使用することが可能だが、許可を表す場合に

も使用され得る。

このように、日本語の使役接辞 í-せる/ーさせる j が使役と許可の意味を両方醸しだ

すのは、同じ使役俵辞を使っていても、表層に現われる格標示が指し示すとおり、恨本的

に文の内部構造を違えているためである。

日本語の代表的な使役構文は以上のようであるが 、 これらの構造に着目し、同じ接辞に

よって使役を表すヒンディ一語ではどうなるかを 、 ここからみてし 1 く 。

第 1 章の品詞のところで述べてあるが、ヒンディ一語の場合、 「行く J ' j縅� 'に使役

接辞‘ -vã- 'を付加した「行かせる」にあたる派生形はない。 「来る J ' 縅� 'からの派
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生形「米させる J も同保である 。 音韻的な問題が大きいと思われるが、その場合は形態派

生が不可能なので、才T I二迂言的ではあるが、意味か らの補充形‘ bhejna ' 1 送る J , 

, bulana ' 1 1呼ぶ 」 を使川する 。 すなわち、人を送ったり呼んだりすることが、論珂二的

にその人を行かせたり (その人が行くことを誰かがする)来させたりする(その人が来る

ことを誰かがする)ことになるのである 。

また、コピュラlJJ詞兼本動詞の‘ hona 'にも使役後辞， -va 'が付いた形はない。

この動詞は「し 1 る，ある」または「なる，生じる」などの日本語に当たるが、日本語の場

合、「なら-せる」という具合に使役接辞 1-せる」を付加できる口しかし 、 この「なら

せる J は、 I ?? うれしくならせる J ， I ?? よくならせる」としづ形容詞の変化形とコピュラと

しての「なる」使用の場合には使わない。このような形容詞述語の埋め込みの場合は、 I (人

を)うれしく J + I させる」である。先の形は「僕の友達は息 子を政治家にならせるんだ

ってさ 。 J のような名詞述語文の埋め込みになら使用される。 2 S が PredN の場合、元々

の A が B になるという変化を伴うので、ヒンディ一語の場合、， banana ' I 作る J (< 

, banna ' Iできる，なる J) を使用する。 ヒンディー語のこのコピュラ動詞兼本動詞の

, hona 'は、冗々の A が変化して B になるのではなく、自然発生的に A が生じて存在

するので、使役の必然性がない。

このような意味的な補充形にたよる自動詞の使役はさほど多くはなく、使役接辞 ε -va '

が付加される自動詞の方が圧倒的に多い口以下にその例を示す。

(6) sahjaha品 ne apnl begam kl yadgar merp. tajmahal 

シャーハジヤハーン 能格 自分の 王妃 の 雪ロコc~ニ語ム、、 タージマハル

banvaya tha. 

作らせる一完了 コピュラ-]晶去

「シャーハジャハーンは王妃の形見としてタージマハルを作らせた。 J

「ならせる」は 、 「なる J + rする」で、一語化して「にする J と考えられる。 第 5 章述語複合 ( 1 )
を参照。
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sãhjahãi己 ne

apn� begam k� y綸g�r merp 

mazdurom se 

Ad3 

t緞mahal 

83 

ban 

V3 

Ad,) 

Ad2 

Ad2 

81 

8'2 

v繦� 8'1 

V2 

th� 

V1 

第 一層は、コピュラ動討が表示されているので、 í8 の状態があったJ の部分になる 。

V3 には、木来、 ， banv縅� 'の使役接辞が外れた形， bann� ' íできる 3J が入ることに

なる 。 その主語には与格後置討4 がついているが、「タージマノ'\Jレ」である 。 この命題は、

「タージマハルがで、きる」になる。「誰(の手)によって」という部分が欠落しているが、

実際に作ったのは、 ここでは労働階級の者であり 、 その行ー為者が挿入される場合、道共絡

の， mazdurorp se ' í労働者たちによって」や， mazd�om (ke) dv縒� ' í労働者たち

を通じて」になる 。 これは例文中には出てきてないが、文法関係を明らかにするため 、 構

造図内にはこの句を補って表示してある 。 省略されている理由は、この文の主題が、作ら

せたことにあるのではなく、王妃の形見に作ったことにあるからである 。 この文を 1 1 本語

にすれば、「シャーハジャハーン王は王妃の形見にタージマハルを作った。 」となる 。 日本

語の場合、実際、王が作っていなくても 、 他動詞の「作る J で済み、わざわぎ í-せる J

3 第 l 章にこの動詞の形態を挙げたが、「できる(作られる) >作る >作らせる J が、ヒンディ一語の形
態上の派生形に相当する。 この場合の「できる J は、「作る」の自動詞対応がないため、意味から補充さ
れたものと思われる。 ( )内の「作られる」は、受身接辞「一れる J を付加した複合形である 。
4 与格後置詞の別機能については次章で詳しく述べる。
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の J安時をつけていう必要はない。 これは、「労働者に j という使役性に関わる部分にテー

マが[青かれていないからである 。

ところが、ヒンディ一語の場合は、たとえ実際の行為者が省略されようとも、第一層で、

r s の状態にある J 、第二層で r8 が~をする」 、 最後の第三層で「労働者によってタージ

マハルができる J (汚い換えれば、「労働者がタージマハルを作る J )となる命題の基本的

合文法関係が崩れないまま、文に反映されるのである。 ヒンディ一語で使役の接辞を複合

した動詞形態が現われた時に、往々にして行為者が， se 'を取るのは、動詞の種類によ

って「労働者によってタージマハルがで、きたJ ， r包丁で手が切れた」のような擬似受身 (Lド

動態の要素)が山現し、そ ういう命題状態に， -v�- '接砕を使って 「する」と 言っ てい

るためである。こ こで、こ のj疑似受身の例とその構造図を観察してみよう 。

(7) mazd�orp se per nah�p kat rah�. 

労働者 (複) よって 木 否定辞 切れる一語幹 いる一完了

「労働者によ って木が切れていない。 J

mazd�om se 

Adcl 

per 

82 

[8arasvat� m縅ak hirpd� vy緻aral) tath� racn� : 122J 

8J 

nahlm 一一一一

Ad4(Neg) 

kat -一一一斗 8'2

V2 

rah� 

V1 

この例は、 前節の動詞複合になっているので、 二層構造になる。 擬似受身と呼ばれる構

造は、第二層にある「労働者によって木が切れない。 J の部分である。使役構文では、こ
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一 一 l一一一一一園ーーーーーさヨ
の層全体が、論理的に上層の 臼的語として埋め込まれる こ とになるのである 。

もう 1 つ、別の例を観察してみよう 。

(8) vah vaqll us se sacc� 

あの 弁護士 彼よ って本当の

b縟 

こと

bulv縅� c緝t� th�. 

話させるー不定 欲する一未完了 コピュラ一過去

「あの弁護士はやつに本当のことを言わせたかったのさ 。」

vah vaq� 82 

83 

us se 

Ad3 

sacc� b縟 03 

83 
111 

0'3 

V3 

ムベO2
V3 l-ll c緝t� 8'1 

V2 

th� 

V1 

この文はコピュラが出てきているので、最表層で、 r8 の命題があっ た J となる 。 第 て層

でその命題の中身に入る 。 「弁護士が何かを欲する 」 という部分が最初jの命題となり、何

らかというところが 、 第三層内でもう 1 つの命題を含む。 ここに使役が含まれている。 再

び、 ここでは r8 が O をさせる J となっている 。 その下層に位置する「彼によって本当の

ことが話された」という命題は、 ‘ bannã vs. ban縅� ' rできる vs. 作る 」 の場合と同じ

く、 「彼が本当のことを話すJ に転換することができる。 ヒ ンディ一語の「話すJ ' boln忌 '
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には 「話される J という 一語の単純形5 はないが、最下層のところでは、その命題が含ま

れているものと解釈できる。

次に他動詞の代表的な動詞「する J の使役派生形を挙げる。 この動計]は通常の「仕事を

する J ， í勉強をする J から、名古川を複合した 「勉強する J ， í記憶する(覚える) J などの

名詞編入動詞に使用される 。 以下の例文はこの名詞編入動詞のパターンである 。

(9) agle stesn par tumherp jel ke darsan karv縟� hu尚.

中

次の 駅 上に 君(対格)刑務所の お自見え させる一未完了コピュラー現在

「次の駅でおまえに刑務所を拝ませてやる。 J

agle stesn par 

Ad4 

tumhem 

84 

jel ke darsan 

04 V4 

V3 

[C緜� Caudhar� 7 : 68J 

81 

82 

O2 

11 

。\

11 |-1S1 v縟� 

V2 

hui白

V1 

第四層では、「次の駅でおまえが刑務所を見る J という命題が生成される。主語である

5 他の形態と照らし合わせると‘ *bulnã )になると考えられる。 ( 1.1. 3 を参照。 )他動詞， boln� ) 

の意味は「話す， しゃべる」になるが、その派生形の 1 つ‘ bulãná )は「呼ぶ」となり、純粋な派生的
意味で、はなく、何らかの意味転換を起こしているようである。
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「おまえ J が与格標示になり、 「刑務所のお目見え J の部分が、本米、動詞派生名詞を複

合した名詞句構造を成している 。 (構造図が複雑になるので、この部分は標示してい丈

い。 )第 4 章の名詞との述語複合を成すのが 、 次の第三層である 。 第四層の命題全体が、

第三層上で H 的語となる 。 主語はゅの人問、最表層では、 コピュラ動詞は V1 になり、命題

を全体的に修飾する 。 したがって、命題の部分が 8 } となり、「そういう状態に現花ある」

という V1 に 一致する。 第 ;層では、動作主で、ある主語が文中では欠格しているが、第 J出

の V } に当たるコピュラ動詞から一人称単数であるのが分かる。 したがって、第二層では、

ゅは一人称が主語になり、「次の駅でJ が修飾句、「おまえにj の部分が与格で、目的語は

「刑務所のお目見え j となり、「させる J としづ動詞に連結する 。 第四層に埋もれている

文法関係は 「おまえが刑務所を拝むこと 」 を「する J である 。

(10) inherp p緘alkh縅e bhart� 

この方 精神病院 入れること

kar縅� hog�. 

させるー不定 コピュラー未来

「この方は精神病院に入院させることになりますね。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 34J 

φ 82 Ad} 

inhem 

84 

83 

p緘alkh縅e 

Ad4 

V4 

O
H
H
I
 

bhart� 

0'2 

V3 

ana 81 

V2 

hog� 

V1 

最表層では、コピュラ動詞の未来形が V1 になり 、 命題を全体的に修飾する。 したがって、
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命題の部分が 8 1 となり、「そういう状態に将米なるであろう 。 J という V] に・致する。第

層では、動作_lである主諾が文Lj J では欠落しているが、医者が患者の親族と話ししてい

る文脈から「あなたJ もしくは「私たち J になる。その場合、 V2 に不定詞がきていること

から 、 全体が与格構文を成しているので、与格後置詞っきの人称がイ、1"与される 。

第一層では、ゅの一人称が主語、「次の駅でJ が修飾句 、 「おまえに」の部分が与格で、

目的語は「この方を」となり 、 「させる J という動詞に連結する。第三層に埋もれている

文法関係は「この方」が「病院に入る J の部分である。

この文は、 1 つ前の文と酷似しているが、動詞の部分が使役の標準形とされる

, karv縅� 'ではなく、非標準形とされる， kar縅� 'になっている。それぞれ名詞プ

ラス「する」動詞が使われているが 、 前者は第 2 章で詳しく述べた目的語を含んだ名詞句

との複合で、 後者はその抽象名詞が、t1J詞の側に編入されていく名詞編入動詞になってい

る 。 この違いから、第二層で円的語となる部分が違ってくるが、格標示は根本的に変わら

ず、文構造が同じであるということは否めない。 すなわち 、 自動詞の場介に， -�- ' 1妥辞

を付加して、見かけが他動詞のような第一使役を作ったのとは違い、他動詞の場合につく

\ι' 接辞は、本来の， -v�- '接辞が不完全調音6 になっているものと考えられる 。

もう 1 つ、名詞を複合することのない、純粋な他動詞の例を挙げる。

ρ
しn

 
mｭa

 
m
 

d , 

Asok se 

82 

nay� patr 8 , 

O
2 

111 

likh ー I 8'1 

V2 

vaya 

V1 

これは第 4 章の (32 ) で挙げた例文である 。 能格構文なので、第一層では動作主が斜格

6 日本語の「わたし J (watashi) が「あたし J (atashi ) になる不完全調音に同じ。
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名詞句となり、目的語が絶対絡になっている 。 第 ;層では、 「アショークによって新た え

手紙が喜かれる J すなわち 「アショークが新たな手紙を書く」 としづ命題が含まれる 。

( 11) ...vah vyakti kaise kis� ko marv縟� hai aur 
あÚ) A どのように 誰ヵ、 え、ーン 殴らせる一未完 コ ヒ河ュラ ー現在 そして

kaise kis� ko m縒t� hai. 

どのよう に 誰か を 殴る一未完了 コヒ ュラー現在

「あの人がどうやってやっつけさせるか、 また、やっつけるか。 」

[Srlmadbhagavatglt� : 35J 

これは、複文である 。 等位接続詞でつながれている。 先行の単文に， marvana )とい

う使役接辞をともなったlJJ詞が使用されている 。 後続の文には、‘ marnã )は「やられる，

死ぬ」 の他動詞形《 mar-na ' が使用されている 。 先行の文は、命題が「誰かによって誰

かがやられる J となるので、手を下す行為者は《 se ' になる 。

以上、使役接辞を使用した使役構文を観察したが 、 日本語の場合、 1-せる，ーさせる J

の使役接辞を使用して使役を表わす場合、「を 」 絡を取る「する J 型使役と 、 「に」絡もし

くは 1 "'--' に.. . を 」 格を取る「与える J 型使役が存在する 。 「する」型使役は強制の意味し

か持たないものになるが 、 「与える J 型使役の 2 つは、強制の意味合いが弱くなり、代わ

りに許可の意味合いを持つものになる。 構造を比較した上でいえることは、ヒンディ一語

の方には、 この使役接辞を使用した使役は、 日本語の「する型J 使役に当たり 、強制性を

多分に合むものになる 。 また、日木語の「に」格を取る使役構文のように、許可を表わす

ものとしては使用されない。 ヒンディ一語の場合、許可を表わす構文には、月IJの構文が存

在するからである 。 次節でそれを観察する。

8. 2 動詞複合型使役構文

第 7 章で、ヒ ンディ一語の不定詞斜格形と‘ den� ) I与える J ) , p縅� ) I得る 」 を複

合すると 、 日本語に訳した場合、 先行する主動詞側に使役性が生じることを述べたが、 v

こでは、そのメカニズムについて考察してみたい。 前節で述べたように 、 日本語には、使

役の接辞を使った 、 自動詞の「を」使役構文と 「に 」 使役構文、また、他動詞の 1"'--' に

を 」 使役構文があるが、構造凶でみたように、 「 を」格を取る場合が、完全な「する J 型
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使役で、強制性を生むものになる。 ここで取り倣うヒンディ一語の情造は、その強制とは

少し違い 、 通常、許可を表わす表現になるものである。

日本語には 、 ヒンディー詩の( den� " ‘ pãnã ' r得る J に相、円する「やる J ， I もら

う J を複合した 1'"'-' させてやる J U '"'-'させてあげる J ， r '"'~ させてくれる J )や 1'"'-' させて

もらう J の意を生じる情文であるが 、 まずは、日本語の方を観察してみる。

(12) 私は、 息チをパーティーに行かせてやった(行かせた)。

(13) もう 、 私はあの犬にご飯を食べさせてあげない。

( 14) 母は、 僕をパーティーに行かせてくれた。

( 15) 僕は、 パーティーに行かせてもらった。

上の四例のように、円本語では許可を表わす場合に 、 必ず「させてJ という使役の形を

取る 。 最初の文を構造図にして分析してみる 。

私は 81 

息子を 。

83 

パーティーに

Ad3 

行か i 0'2 

V3 

せて 。

V2 

ゃった

V1 
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第 三回に 「彼がハーティーに行く J という命題が作り IU される 。 第 -- J百は、 fii12↑l で、 Jすぎ125

した使役化する「する J の部分で、 「私が 、 (第 一層の命題)をする 」 になる。 第ー層の 「

る j は 、 半ば漠然化 した動詞になり 、 そういう行為を与えることになる 。 全体が「私が 、

息子がパーティに行くことをすることをやった。 J としづ命題が復合されている。

ところで、ヒ ンディー詩作liJ の形態に合せた 、 この「させてやる J のような複合形式は、

仁で観察した構造図でも分かるように 、 前節のベクトル動詞のような娠る舞いになる。ミド

ば誤用かと忠われるこの形式は 、 「ゃった j のが「誰に J ゃった 、 すなわち 、 誰に影響を

及ぼしたか分かり難い。 「息子を J が格助詞「を」を取りながら「にJ を合意していると

も考えられるが、それにしてもやはり暖昧な文になるのは否めない。 したがって 、 11 本語

の方は 、 冗長的な「やる J を削除した 、 使役「させた」 で十分になる 。 では 、 これに関連

するヒンディ一語の例を観察してみよう 。
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与える 一命令

「私を行かせてください。 J

[Hind� vy緻araI) : 314J 

中 81 

。mujhe 

82 

。

V2 

e
 

・

司
E

A--J 

倍
、
E

Ad
 
V1 

第 a層の動詞が 「与える J になっているので、 基本的な構造は 800V になる。 V1 は 二

人称複数の命令形なので、 ゆで表わした主語には、 二人称複数代名詞が入る 。 論理的には

「ゆが私に来ることを与える 。 J になる 。 ヒンディ一語では、 この情造が許可を表す表現

になるが 、 これは 、 「与える」ということにより 、 相手の意思を少なからず反映できるか
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ら である 。

これとは迎の意になる、 「 させてもらった 」 には、 ζ pãnã ' í得る J を使用する 。 次に

その例を挙げる。

(17) mairp k緡 karne nah�p p繦�. 

私 仕事 する一不定 否定辞 得る 一過去

「私は仕事をさせてもらえなかった。」

[Prayog aur prayog : 201J 
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第二層の主語は 、 第一層の主語と 一致する 。 「私が仕事をする」という命題を「私が取

る J となる 。 すなわち 、 これは 「私は(私が)化事をすることをもらった。 J ということ

になる 。

では 、 円本語の方の「させてもらう J を構造図に示す。 例は上に挙げた ( 9 )の例文で

ある 。
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第 三層は 、 命題 「僕がパーテ ィーに行く J である 。 それに「させて」 が付くので、 ここ

で第三者の手が入ることになる 。 そして、第一層では第二層の命題を、第二層のゅの行為

者からもらうという形を取る。 これが 、 日本語の許可を表わすメカニズムになるのである 。

ところで、 我々日本語を母語とする者が、 不定詞斜格形と ‘ denã )) ‘ pana ) を複合

する場合 、 統語の論理に従って 、 許可を表わすというのは比較的察しを付aけ易いが、ヒ ン

ディ一語を母語にする者にとっては 、 日本語で「させて ・ やる/もらう」という複合形を

使うことは、 なかなか理解し難いのである。 というのは、 日本語には「もらう J の場合 、

『て』形との複合形式もあり 、 形態上、「してもらう J と一致しているのは、ヒ ンディ一

語の不定詞斜格形プラス ， p�n� )の方になっているからである。 この複合形式は 、 「話

し手がすることを話し手向身がもらう 」の場合に使用されるが 、 日本語の「してもらう 」

の場合 、 「する 」 の主語は、 「 もらう」の主語とは違うのが常である 。 つまり 、 論理的には

「他人がすることを話し手がもらう」という具合になる。 この発想、は、ヒ ンディ一語の統

語構造では反映 しきれない。 敢えていうなら日本語の「私は彼に宿題をしてもらった。 J

という文は、「彼は私のために宿題をした。 J という言い方にでも変換 して 、 ニ ュ アンスの
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みを伝えざるを千尋なくなるのである 。

イメ í:mでは、ヒンディ一語と日本語の使役俳文を、構造反i分析を試みながら詳しく観察し

たが、われわれ 11 本語をほ語とする者にとって、形式的に-行為者は‘ se ' を取り、動詞

語幹に， -va 'という使役接辞を付ければ、ヒンディ一語の使役構文が出来上がるという

だけでは、その強制性が深く理解できない。 また逆に、ヒンディ一語話者が日本語を学ぶ

時、 「 を 」 伎役構文と 「 に J 伎役構文のように、絡標示の使い分けで強市IJ を表わしたり、

許可を表わしたりすることは、理解し難し\項ト| の 1 っともいえよう 。 また、さらにもう 1

つ理解し難い項目がある 。 IJ 本語では、許可を表わす場合に「やる(あげる) J , í もらう J

動詞を複合することもあるが、「させて ・ やる/もらう J ， í して ・ やる/もらう」も、ヒ

ンディ一語では、前者に当たる， karne + dena / pana 'こそあるが 、 後者に当たる表現

を持たない。 複合形式自体は理解できても、円本語は「させて」という使役接辞を含んだ

『て』形を取り、ヒンディ一語では普通の他動詞斜格形である， karne 'になる 。 した

がって、ヒンディ一語側から窓味で対応させると、日本語の後者の形式を初併させやすく

なる 。 お互い似た形式を持つがゆえに、かえって混乱しやすいところである。
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第 9 章 談話機能に関わる文法要素

9. 1 ヒンディ一語における談話機能を持つ語群

訴の 11 . 1 には、文を楠成するために不可欠な訴と、文を構成するために必ずしも必要では

ないオプションとして付ゾmできる語併がある 。 本論文でこれまで主に扱ってきたものは前

者であるが、後者に当たるものが、これまでも例文中に個所個所に出てきた小詞

(particle) である 。 これは、元々文文法に関わるものではなく、談話文法の機能を持っ

たものである。したがって、単なる事象の叙述にはさほど必要ないが、対話形式のものに

は、かなり頻繁に登場する 。 これは、文の構成要素とは別次元のものであり、最小自由形

バの語から句，節，文までの広い範囲で付加される。

ヒンディ一語の小詞の代表として、， h� " ' b h � " ' to 'がある。日本語には、談

話機能を呆たすものとして、「は，も，でも，こそ， しか，すら，だけ，さえ，まで」等

の高1]助詞 l がある。ヒンディ一語の小詞と口本語のこれらとの対応として、‘ hï 'が副

助詞「こそ，だけ J ~こ、， bh� 'が副助詞「も，でも J に、そして‘ to 'が日木語の助

詞「は」に、だいたい相当するものとされている。また、この助詞群は、「も. ..な し\ J , I し

か. . . なし\ J , I さえ. .. なし \J のように、否定辞(例は、一般的な否定辞「ないJ )と呼応す

る D ヒンディ一語もそれは同じで、これらの小詞が否定辞‘ nahïm2 'と呼応する口

実際、これらは、訳語として当てはまる場合もあるが、必ずしも合致するものではなく、

用法が違う場合、さらには付加される要素が異なる場合もある。

また、上述の談話機能専用の小詞とは別に、文文法の要素で、ありかっ談話機能も持って

いるものがある。 ヒンディー訴の後置詞‘ tak ' I まで，までに」が、その範暢にあるも

のとして挙げられる 。 時間的もしくは距離的な終点を表わすこの後置詞は、日本語の副助

詞「までJ の用法にある、「さえ，だけ」のような 1 つを取り立てて強調するもしくは限

定する機能も持っている。

~I 本語のこれらの高IJ助討は、細部の違いはあれ、それぞれの要素を際立たせる機能を持

つO ヒンディ一語の小詞や後置詞， tak 'も、訳語とは必ずしも一致 しないまでも、持

ち合わせている機能は酷似している。次節では、これらが、語，句，節，文レベルのどの

文要素に付くかを観察することにするが、本論文の主眼を見失わないためにも 、 あくまで

l この中には係助詞といわれるものもある 。
2 この他に、否定辞には、動計lの命令形に使用される‘ mat 'や命令形および非定形節に使用される

na がある。
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統語構造の範肝|内で観察するにとどめる。(すなわち、談話文法の範四での分析は行わな

いものとする o ) 

9. 2 ヒンディ一語の， h� "‘ bhï " 'to 'および正 t出'

前節でも述べてあるとおり、ヒンディー訴の談話機能を持つ語群は、 1 1 本語とある程度

対比;させることができても、あくまで近-似値でしかなく、 11 本語では点わしにくいことも

多々ある。本論文では、 日本語と対照させた詳細な分析 ・ 考察に及ばないまでも 、 統語的

な側面からアプローチできる限りに用例を観察する。こ こ では 、 語3 句 ， 節 ， 文レベルの

それぞれに分け 、 これらの小詞がどのように付加されるかに重点を置く。

なお 、 ここでは 、 本来後置詞である， tak ' も含めて用例を観察することにする。

9. 2. 1 談話機能の用例観察

9. 2. 1. 1 語レベルでの付加

文要素となる語には、名詞， 形容詞， 動向の 3 つがあることは、 すでに述べてある。そ

れぞれに付加 されている小詞の例を以 Fに挙げる。

( 1) yah� mauk� hai. 

これ+小詞 機会 コピュラー現在

「 これこそチャンスだ。 J

[C緜� Caudhar� aur p縣 80 : 26J 

(2) mairp bh� apne k緡 par calU尚.

私 小詞 向分の 仕事 に 歩くー仮 ・ 未来

「わしも仕事に行くかな。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 25J 

(3) islie maim to sot� hui己.

だから 私 小詞 寝るー未完了 コピコーラー現在

「だから私は寝ますよ。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 70J 
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( 1 )は、近称の指示代名詞に強調の小計J ' h� )が付)J日されている 。 ヒ ンディー訪の

指示代名詞やそれを含む諾(例えば、 場所を表わす 「 ここ，あそこ 」 のような語)には、

こ の例 ‘ yah + h� = yah� )にみられるように 、 強調を表わすこの小詞が一体化した形

がある 。 ( 2 )は、小詞， bh� )が使用されている。 ( 3 )は、 ‘ to )が使用された例で

ある 。 この文は、 後に同載する(9 )に続 く 文だが、 q: 1 立文の場合、主語にこの小詞が付

く ことはない。 ，1 本語では、 「 は 」 をイ、j-けるが 、 こ の「は」 と違 う とこ ろは 、 円本語の主

語に 「は」 が付いた場合、 i三語をテーマ化するものとなる。一方のヒンディ 一語は、十世に

テーマ化するだけなら 、 主語に何も付ける必要はない。 ここで付加 されている理由は、 前

述の とおり 、何かと対比しているか らである 。 この文脈は 、 対話の相下が新聞を読むとい

う 行為に人るくだりで、 本人は r (自分は字が苦手だから) 、 寝ますよ 。 J という 、 互いの

立場の対比により成立している文である 。

(4) amdhe k� samt縅 andh� h� hot� hai. 

盲 目 の(人) の 下係 盲 目 の 小詞 コピュラー未完了 コピュラ ー現在

「盲人の子は、やはり盲円なものなのね。 」

[Mah忌bhãrat k� sre科 kahãniyã尚 bh忌g2 : 55J 

(4 )は 、 形容詞に強調の小討， h� )が付加されている例である 。 談話機能を説明す

る前に 、 文構造について粁干説明しておく 。 この例の述部になっているコピュラ動詞の未

完了分詞と時制を持つ定形のコピュラ動詞の複合は、 普遍の真理を表わすものとなる 。 こ

の文の主要命題が 、 「盲人の子は盲目だ。 J に当たる ， amdhe k� samt縅 andh� h� hai. ) 

である。 最後の定形動詞としてのコピュラ動詞は、 この命題が存在すると い う 外枠を成す

ものである 。 日本語でも 、 普遍の真理を述べる場合、 「盲人の子は盲目である J という き

い方をする 。 これは 、 名詞述語文の「盲人の子は盲目だ。 」に存在を示す「ある J 動詞を

置いた二重の命題層になっている。 主要命題のコピュラに当たる「だJ が 、 後続の動詞「あ

る J に後続するため、連)1] 形 「 で 」 にな っ ているのである 。 他に 、 「どんな花でも 、 花は

美 しいものだよ 。 J のような百-ぃ方もするが 、 これも形容詞述語文を内包した命題に 「 も

の ・ だ」 という 「花J と 「 もの J を照応させて 、 断定の助詞 「だJ で締めくくっている。

したがって 、 命題が二重になっているという点では、 先の「である J と原理的に同じであ

る 。
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文構造が以とのように構成されていることに注志した上で、問題にしている小詞‘ hî ) 

に話を戻すと、これは、主要命題内の形容詞に強調を置く形で使J1j されている。「やはり

(やっぱり)盲目な/もちろん盲円な/当然盲目なJ のように、，1 本語でこれを表わす際

は、形符計!の前に置くことになる。 11 本語の副助討「しか」を使用し、「盲円でしかない。 J

という否定表呪を取ることも可能であろう。

(5) s緝ab! ロ1aIロ1 ap ko kuch de h� rah� hum. 

旦月1\ 平ム あなた 少し 与える一語幹小詞いるー完 f コピュラー現在

1e to nah� rah�? 

取る一語幹小詞 否定伴 し、るー完了

「旦 }J I~ 、私は旦那に(お金を)少しあげようとしているだけですよ。取ろうと

しているのではないのですから。 J

[C緜� Caudhar� aur p縣 80 : 38J 

2 つの文から成るこの例は、動詞の語幹lこ小詞が付加されているものである。 前の文で

は強調の小詞 ζ hï 'が、後の文では、小詞( to 'が使用されている。この小詞( to ' 

は、強調を置くという点では、‘ hï 'と同じ機能を持つが、用途が少々異なる。 任意に

強調を置くために使用する( h� 'に対し、これは、他と区別して取り上げていう |祭の強

調もしくは主題性を置く機能を持っている。ここでは、動詞の語幹( de 'と( 1e 'の

対比して r (語幹 1 ) だけで(語幹 2) ではなしリという具合に、後在を|際立たせている

のである。これは、 他と区別して取り上げていうところから、日本語の 「あの子は、小遣

し\をもらいはするけど、使し\はしない。 J) r ご飯を食べではし\るけど、全然太らない。 J の

ような、 主題性を表わす日本語の「はj とよく似た機能を持つので、ある。ただし、日本語

の場合は、(~て』形も含む)動詞の連用形に付加される。

(6) yah khisak h� nah� rah�? 

これ 引き出される一語幹小詞 否定砕 いるー完了

「こりや、出て来ゃしないのか。」

[C緜� Caudhar� 7 : 26J 

これは、大男の靴をこっそり持ち逃げしようとする泥棒のセリフである。中立文でいえ
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ば、これは事象の進行を表す動詞複合であるが、上述の( 5 )と 1 ， 偰 ~菜、話幹の動詞で、点わ

される動作や行為を強調するものになる 。 符定辞は、この場介、後土fの彩飾動計jの一穐と

して付加される， rah� 'を何定するものとなる。

( 7 ) 一. par unhorpne use su尚ghã tak nah�p. 

しかし それ ら+能他それを 嘆ぐ一過去 小詞 否定辞

「けれども 、 二匹はそれをl奥ぎさえしなかった。 J

[B緲 bh縒t� bh緘2 : 52J 

文脈を補うと 、 「それら J は二匹の雄牛を指す。「家に戻り 、 二匹の目の前に粗末なー

をやった。 J という文がこの前方にある。単に「喫がなかった」という中立的な文ではな

く 、 I~奥ぎさえしなかった」の「さえ .. なしリが付加されるのも自然である。

9.2. 1. 2 句レベルで、の付加

次に 、 句に小詞を付加する例を挙げる。 まずは、斜格名詞句に付加されている例を若

観察してみよう。

(8) ar� Bhãgvãn , ky� ghar merp h� ho? 

感嘆詞パーグヴ‘ァーン疑問辞 家 に小詞 コピュラー現在

「あれ、 パーグヴァーン、 (もちろん)家にいるんだろう。 J

[C緜� Caudhar� 7 : 47J 

(9) mere lie to k緲� aksar bhaims bar綯ar hai. 

私の とって小詞 黒い 文字 水牛 等しい コピュラー現在

「私は 、 (新聞の黒し\)文字が苦手ですからね。」

[C緜� Caudhar� 7 : 70J 

(8) , (9) は、斜格名詞句に付加されている例である。斜格名詞句をそれぞれの持つ

機能により彩るものになる D なお 、 ( 9 )の「ノk牛に等ししリは、「難しい ， 苦手だJ とい

っ比|愉表現である。

次に 、 属格の後置詞句に付加される例を挙げよう。
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(10) acchã, mer� to stesan � gay�. 

よし 担、の小詞 駅 来る一語幹行く一過去

「よし、私は駅に清いたぞ。」

[C緜� Caudhar� 7 : 67J 

右干文脈を補完するが、これは、列車に乗り合わせた見知らぬ者同士の会話である。し

たがって、「向分は駅に着いたから降りる。 」という前提で発訴された文になっている 。 文

を観察すると 、文字通りは、 「私の !択が来るにいたった。 J の「私の」に対比の強調を表わ

す小詞‘ to )が付加されている。 最後の演算子である動詞を排除して考えるが、円本語

で名詞句の聞に「は」を割って入れると I ??私のは駅が来た。」になる。 「私の駅は来た。 J

としづ具合に、名詞句の後に表示しなければならない口このように 、 日木語の「はJ は名

詞句の聞に割って入ることはできないが、ヒ ンディ一語のこの ‘ to )は可能である。さ

らに、この文をヒンディ一語の構造に即して日本語らしく言うとすれば、「私の(降りる)

駅が来た。」 になる 。

同じく、属格の後置詞の後 lこ小詞が入る例を以下に挙げる。

( 11) atah ab ap sabh� morcoyYl par apn�-apn� jagah par date 

だから今あなた皆(強調) 戦線 上に 各々の 場所 布陣するー完了

hue sab-ke-sab bh�m k� h� sab or se raks� karem. 

コピュラ一完了 皆の 皆ピーシュマの小詞 全ての方向から守備 する一仮 ・ 未来

「では、ただちに戦闘配置につき 、 皆、ビーシュマを完全に援護せよ。 J

[Sr�adbhagavatg�� : 17J 

( 11 ) は、属格後置詞句を伴う例である。これに、日本語の「だけ」を当てはめて考

えてみるが、「士ビーシュマの(だけ)四点から J とはいわない。 同本語では、属格後置詞

句に係助詞もしくは副助詞を付けることはない。 これについて、「ビーシュマの四方から

だ、け」で、あれば、 「四点から J を|彼定するものになる。 ヒンディ一語を見る限りは、「ビー

シュマの」を限定しているので、 したがって、「ビーシュマだけ四万から J になるものと

考えられる。
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(12) kisi bhi v�;;ay ke prati ek緘r hon� yog hai. 

何の(斜)小詞 J::題 の対して 一点集中なるー不定 ヨーガコヒュラー現在

「どんなことに対しでも一点集 rl lするのがヨーガだ。 J

[Srimadbhagavatgit� : 14J 

( 12 ) のように 、 「何の主題でも J としづ場合に、円本語では「も J を名詞句の後に付

加するが、 ヒ ンディ一語では、 名詞句内に害1 ] り込んで、 「何の J の方と呼応させる。「どん

な時でも J も( kisi bhi samay ，のように、 小詞が名詞句内に割り込む。

9. 2. l. 3 節レベルで、の付加

( bh� " ‘ hi ' を付・ )J L! したものして 、 4.2 .4 の斜格語節型の (36 ) ， (40 ) , (41 ) , (50) , 

( 51 ) で、未完了分討の非定形節に付加されている例を掲載しであるので、これらにつ

いてはそちらを参照されたい。 以下の例は、 7.3.6 で観察 した 、 語幹に接続分詞を付加 し

たものに( bh� 'がイ、I加されているものである。

(13) R緡 ke t�he bãりorp se gh繦al hokar bhi R縋an 

ラーマの 鋭い 矢(複) で 傷ついた なる一語幹+接続分詞小詞 ラーヴァナ

mart� nah� th�. 

死ぬー未完了 否定辞 コピュラ一過去

「ラーマの鋭い矢に傷ついても 、 ラーヴァナは死ぬことはありませんでした。 J

[Ham縒e grarpth : 48J 

この語幹に接続分詞を付加 したものに 、 さらに「も J に当たる( bh� 'を付けると 、

逆接的なニュ アンスを生じるものとなる口前の章で挙げた例もすべて 、 逆接的なニュアン

スを生じる点では、 これと同じである。

9.2.1.4 文レベルで、の付加

最後に 、 文レベルに付くものを挙げる。 l.l. 5 の接続詞のところで、 府干説明しており 、

これまでの例文中にも幾度か川てきている、従属節の跡の主節を導くものとして使用され
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る‘ to 'がその代表的な小部]である。

(14) .... to Sakuni Yudhi与thir ko uts緝it kart� hu� bol�-. 

小firiJ シ ャ クニ ユデイシュティラ を 奮起 した 来る一語幹コピュ ラー完了 話す一過去

「すると、シャクニはユディシュティラを元気付けながら言った。 」

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã治 bhãg2 : 59J 

(15) ye sab c緝e mujhe m縒 輙alern to bh� maim 

これ ら 皆 欲するー仮 ・ 未来 私を 叩く一語幹入れるー仮 ・ 未来小詞小詞 私

inherp nah�Tf1 m縒n� cãhtã, 
こ の人たち を 否定辞 叩 く ー不定欲するー未完了

「この人たち皆がたとえ私を殺そうとしても、私はみんなを傷つけたくない。」

[Sr�adbhagavatg�� : 22J 

( 1 4) は、前方に従属節があるものではなく、平叙文が来ている 。 あたかも、小詞が

文同士をつないでいる接続詞のようにもみえる。 前文を A，ここで掲載した文を B とす

ると、 ~A それから B~ としづ具合に構成されている 。 ( 15 ) は 、 基本的に( 14) と同じ

構成ではあるが、小詞‘ bhï 'が( to 'に付け足されている。 先の節のところでも観

察したように、逆接的なニュアンスを生むものになる。

9. 2. 2 統語構造からみた小詞の付加範囲

先の用例は、基本的に 1 つのアイテムに小詞が 1 つ付いた例がほとんどであるが 、 もち

ろん ( 15 ) のように 、 この小詞は 2 つ連続したり、 一文の片 l に 2 つ以上現われたりする

こともある 。 小詞が 2 つ連続するものを、ある種一体化した複合形(例えば、先の

( to bh� 'を「それでも 」 のように一語化したものと考えるようなこと 。 )であると 言

及するには及ばないが、日本語の「でも J も『指定の助動詞タずの連用形デ、に係助詞モがつ

いて一語化 したもの。~ [広辞苑第四版]のように 、 元はといえば複合形であったものなの

で、対照させる価値はあるはずである。

それはさておいて、ヒ ンディ一語のこれらの小詞‘ hï "‘ bhï "‘ to 'および後

置詞‘ tak 'が、文の要素となる語， 句，節 ， 文レベルで、付加されることは 、 前節で示

したとおりである 。 特に、ここで観察したものでヒンデ、ィ一語と日本語の若干の共通点，

相違点を述べると、語が動詞の場合、語幹に付く例がし、くつかみられた。 日本語でも「し
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はしない，見もしない，やりさえしなしリのような連用形にこれらの助討が付くことがあ

る 。 相違点については、 属格後置詞句の直後にこれらの小詞を置くヒンデ、ィ一語に対し、

日本語では「のJ 格の後置制句(ひいては形容詞も含め)の直後に置くことはない。

ヒンディ一語の小計J ' hl " ‘ bhï " ' to 'の山白は、 実際 、 19] らかではないが、

中には冗々後置詞であるものが、談話機能を負うものがある。 それが‘ tak 'である 。

日本語の副助詞「まで」のような、終点を表わす棉助詞としての機能も持つもので、その

関連性は、われわれにも理解し易い。 しかし、 ヒ ンディ一語には、 さらに別の後置詞が 、

談話機能を果たすものがあるのである。 次節ではそれを詳細にみていくことにする。

9. 3 与格後置詞‘ ko 'の談話機能

本来、後置詞は、その対象の現実世界での位置感覚を担う機能を持っているものである 。

主絡，女、I格 ， 与格，奪格3 道具絡 ， 属格など格の枠組みは言語により傑々であるが 、 後置

詞自体、 第一機能として、到来世界での位置感覚を担う格標示の機能があるのは、通言語

的にも共通である 。

その後置詞の中にも、副次的に談話機能を持つものがある。前節で観察した終点格を表

わす‘ tak 'がそれで、ある D しかし 、 この後置詞白体は、 文中に頻繁に現われるもので

もなく 、 談話的に機能する場合も、さほど頻繁に観察されるものではない。

ところが、ヒ ンディ一語の与格後置詞‘ ko 'については、 その限りではない。本来、

与憾であるはずこの後置制は、ある時は直接目的語に付加されたり、表層のや各標示が与格，

対格とは無縁の名詞に付加されたり 、 また与格本来の働きを持つものとして使用されたり

するのである。これまでの例文でも多々観察されているが 、 これは談話機能を持つ後置詞

として明縫に認識されているわけではない。 しかしながら 、 格標示の後置詞とは明らかに

違う働きをしているのは、 ヒ述のとおりである。 このように機能の面から一律に説明し難

い後置詞ではあるが 、 この機能を解明すベく、本節では、この与絡後置詞， ko 'につ

いて、統詩的な観点に着目し、議論していくことにする。

9.3.1 談話機能的な側面の定説および私見

ヒンディ一語学では、通常、 これらの統語上の 3 パターンが独立した形で説明されてい

る。 1 つは円本語の「にJ 格に相当する後置詞、それの延長線上にある動作主を与格にし
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た与格構文(詳しくは後節で述べる)、もう 1 つは直後目的語にイ、Iき定性を表す後置詞、

最後に話食化した名討にイ、I く後置討、とし、う具合である。意味解釈の領域においては、現

実世界で共有している背景知識や文脈の補助が得られ、文法関係が修復もしくは推測可能

になるので、まず疑問視されることはない。 しかし、説明が独立した形で行われるという

ことは、その関連性が個々人の推察に依拠するということであり 、 そうなると、学習在は

C ko 'がイ、I く時の機能を、 1 )与格後置詞( 11 本語に照らし合わせた場合「に」格) , 

2) 直接同的語が往々にして人の場合に付く後置初、 3 )語素化した名詞句の対格，与絡

標示以外の後置詞、ぐらいの認識にとどまるのである。 三点に絞られると説明上は好都合

であるが 、 これを言語運用にそのまま適応し言語化しようとすると、 1 ), 3) に関して

は、構造を覚えることと、イディオムのごとく暗記することでまだ問題は回避できるが、

2) の点では、あまりに抽象的な概念が先行するため 、 理解しきれず逸脱文を作り出して

しまう可能性が高くなるのである。

これら C ko 'の統語的な 3 パターン(与格標示としての付加，直接目的語への付加，

その他の絡標示としての付加)のうち、 2 )の機能に相当する与格後置詞の直後目的語へ

の付加が 、 実際、インド・アーリア諸語や隣接する諸言語内で、意味論3 類型論上の比較 ・

対照研究の議論になっている。 C .Masica (1982 , 1986 ) は、南アジア ・ 中央アジア諸語

における直接目的語に対-栴マーカーもしくは与格 ・ 対格マーカーを付加することにより、

定性 (definiteness ) という機能を加えると唱えている 。 氏の研究の一部を以下に記す。

『この種の機能はサンスクリットや中期インド語には見られない最近のインド ・ アーリア

諸語の進化である 。 Krishnamurti & Gwynn 1985:88 や Moag1980: 150 ・ 151 によると、

ドラヴィダ諸語では、 直接目的語の格標示が 、 しばしば生物か非生物かで異なる 。 理性を

有する生物 (rational being) すなわち人が目的語の場合、 もともと定性があるのは察す

るに簡単だが 、 いつから(もっとも、最近ではあろうが) 、 任意に非人間の目的語に定性

を加えるところまで拡大したのか確信がない。 』

[C.Masica (1999) ; 筆者訳 ]

氏やと記引用内の学者によると、 ドラウマイダ諸語との言語接触の影響を受け、直接日的

語の格標示の段階で、語の意味素性である生物性，非生物性によって対格マーカーが付加

されるか、与格マーカーが付加 されるかが決定されるということである。

比較研究の議論から再びヒンディ一語に目を移せば、言語接触による影響を受けたもの
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とすると、与栴後|買百líJ ' ko 'が l直接円的語に付加される場合は、生物である必要があ

るわけだが、実際、この， ko 'は、 JI=生物の1'1 詞にも付加されるし、逆に生物の名刺

であっても付加されない場合もある。 この矛盾を同避する意味で、氏は語の純粋な意味素

性ではなく、談話文法の範鴫に亘る定性に焦点を置いているものと考えられる。

しかしながら、この州象概念である定性は、窓味素性といえば確かにそうであるが、談

話文法とのつながりが生じた、意味素性と談話文法の半ば中間に位置する素性である。 そ

のため、この定性という概念はさらに抽象性を増し、実際、その全体像が 11愛昧になりやす

い。 それらを考慮、しつつ、この概念が現代ヒンディ一語内で有効かどうか検証してみたい。

特に、ヒンディ一語に限っていえば、形態 ・ 統語の観点カミらみると、与格後置詞とされる

‘ ko 'が別の統語ノぞターンの場合にも付加されるという現実がある 。 これを機能が違

うからという理由だけで切り離して考えるわけにはし 1かない。

以上のように、直接目的語に付加される与格後置詞， ko 'の機能を談話文法内の定

性に求めるのが妥当かどうかも考慮しつつ、次節では、この後置詞を文法関係および統語

構造から分析し、考察してみたい。

9. 3. 2 用例の観察と分析

9.3.2.1 与格名詞句

まずは、文法関係、と格標示が一致した、つまり名詞が与格標示されている(受動者 ・ 受

益者)例を挙げておく 。

(16) mairp ne use a尚guthl dl. 

私 能格彼友に 指輪 与える一過去

「私は彼女に指!愉をあげた。 J

ここでの「彼女にJ の， use 'は 、 ， us ko 'に相当する屈折形である。人材、 ・ 指/

代名詞に対格 ・ 与絡屈折が残っている英語のように、ヒンディ一語でも人称 ・ 指示代名詞

に屈折形が残っている 。 ただ、英語とは違って、ヒンディ一語の指示代名詞兼 3 人称代名

詞では、与格に屈折形が使用され、対格は通常、主格と同形になる o ' use 'と‘ us ko' 

の使用率および使用法の細かな違いまでは分からないが、とりあえず同じ与格を標示する
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ものである。 3

9.3.2.2 与格構文

ヒンディー諸にはこの l子桁後置討を必要条件としてf日し、る情文が山てくる。これまでも

しばしば観察された、通言語的に与絡構文と呼ばれる構文である。これは、通常、動作主

である意味上の主語に与格後置詞‘ ko 'が付き 、 統語上の主語(往々にして名詞、特

に抽象名詞，不定詞)は無標のまま、そして動詞(主に自動詞)の定形が来るというもの

である。 11 本語の「私にはそれが分かる。/私にはそんなこと分からない。 J や「私に非

があるのか。」など、この動作主にも「に」が付いているように、これも与格構文である。

ただ、後者の例に関しては、「にJ 格を使っているので与格構文ともいえるが、後続の動

詞に「ある，いる J の存イ正を表す動詞を使用するので、たとえ、与格構文と同じ í~に

が j 構文であっても、特にイ子花文と呼ばれて然るべきである。 4

では、ヒンディ一語で与格構文として確立している代表的な構文を挙げる。

(17) 縣 k� m縟� j� ko bahut xus� hog�. 

あなたの 母尊称 に とても 嬉しさコピュラー未来

「あなたのお母さんはとても喜ばれるでしょう。」

(18) 縣 ko sarpdeh hai ki vah sacmuc pais� de. 

あなたに 疑い コピュラー現在 同格接続詞 彼 本当に お金与えるー仮 ・ 未来

「あの人が本当にお金を払うか、あなたは疑っておられますね。 J

(19) mujhe 縣 k� n緡 m�lUm hai. 

私に あなたの 名前 知っている一形 コピュラー現在

「私 、 あなたの名前知っていますよ。」

ヒ ンディ一語の与格構文は、 通常、 喜怒哀楽等の感情を示す時、 「喜び，怒り ， 悲しみ，

楽しみJ という抽象名詞を統語上の主語とし 、 その感情を感受する対象、つまり通常は人

, ko 'の機能が与格マーカー以外に別にあるとすれば、屈折形の use が無標で us ko ' 
が有標になることも考えられる。

4 この種の与格構文については、柴谷 ( 1978 ) ，角田 ( 1990 ) は存在文ではなく、与格構文と認定して
いるが、日本語の格助詞「にJ の元の機能(後述)を考慮すると 、存在文と呼ぶべきである。



聞に与格の後置詞を付けて表すというものである。それに付随するものとして、恐怖，疑

念，認識(もしくは認知)の表現もこの構文をとる。恐怖J，疑念を表す場合は各々の抽象

名討を 1ft換する。 上に准げた認識を表わす例文では、「あなたの名前J が統語上の主語で、

認識に関する部分は「知っている J という形容詞になっている。つまり、第 6 章で扱った

形森詞との述語複合型の構造を持つものである。認識の抽象名詞を使った表現もあるが、

ここは構造の重層性を観察することが本題ではないので、例文を挙げるに止める。

刊本語の IJ- Æ名構文については、角田 ( 1990) によ ると、「分かる，できる，要る」等の

認知 ・ 能力 ・ 感情の述語(すなわち主に動詞)で構成するが、ヒンディ一語では上記の抽

象名詞と自動詞(代表例:‘ ãnã ' I来る J ， ( lagn� ' 1-付く J ， ( hon� ' I生じる，コ

ピュラ J) によって構成する。

次に、格の上では同じ与絡構文で、今度は存在文に類似したものを挙げる。

(20) mujhe ky� ho gay�? 

私に 何 なる一語幹行く一過去

I f缶、ど うしちゃったのかな。 j

(21) devl sumitr� ko putr hu�. 

敬称 スミ卜ラー に 息子生じる一過去

「スミトラー王妃に子息ができました。」

[Ramãyaり : 14J 

上の文は、日本語に命題の部分を直訳すると「私に何が起こったのか。 J となる。下の

文は、「スミトラー王妃に息子ができた。 J となる。日本;語の場合も対象となる人間には

「に J 格が付いている。日本語の格助詞「に」の定義については、『存在し、動作し、作

用する点を、時間的 ・ 空間的 ・ 心理的に 「そこ J と指定するのが原義で、動作 ・ 作用の及

び着く物 ・ 事 ・ 人を指定する。のち 、 下に来る語が存在など静的な怠味の場合に用い、動

作 ・ 作用など動的な意味の場合には「で」を用いるように.分れる。~ [広辞苑第四版]とな

っている。これを見ると、日本語の「に」格は、原義からすれば位置(時空的なものも心

理的なもの)を篠定する格助詞ということになる。心理的な位置をも表すというのは、物

理的な存在位置から離れて 、 位置が「私にくれる，あなたにあげる J 等の人称になる場合

も「に」格で処理しているということである。Fl木語の「にJ 格は存ィ生が原義ではあるが、
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受任者 ・ 受~fVJ者が対象となった H寺の「にJ 絡を、特に与格と呼んでいることになる。 すえ

わち、統語上の存伝文と与格構文は位置に基づいた相関関係があるわけで、 日本語の場合、

原義からすれば存在文が与格構文の基盤となっていると考えられる。 I古j じ与格構文を持つ

ヒンディ一語では、 通常の存復文ならば、存在位置を表す対象は‘ pahãr par ' r 山 (の

と)に J や‘ 忌品khorp merp , r 目(の中)にJ など、 位置を表す別の後置詞がくるが、

人称の場介は位置を去す後置詞ではなく、人称の斜栴にいわゆる与絡の後置詞， ko ' 

を付けるか5 、 もしくは人称の屈折形6 を使用する。

ヒ ンディ一語についてこの置換操作がどういうメカニズ、ムを生むかという議論は、 後節

に譲ることに して 、 存在文もしくは与略構文の類を持つという点では、 日本語も ヒ ンディ

一語も同じであるが、日本語と対照すると感情を表す抽象名詞を統語との主語に立てて与

棉構文を成すのは、 ヒンディ一語の特徴である。

9. 3. 2. 3 目的語に付く ‘ ko ' 

ここから後置詞， ko 'が与格ではない機能を負う例を挙げてし\く。まずは 、 目的語

に付く例を見てみる。この IJ 的語に付く ‘ ko 'については、前節でも述べたように 、

南アジアの諸言語における煩型論者がかなり議論をしている。これについての議論は後節

で行うが 、 現時点では、そこで提示されている談話のレベルでの‘definiteness' ( 定性)

と意味レベルの意味素性，anima te / inanima te ' (生物性/非生物性)が、直接円的語

に付-く条件として考察する。

[目的語に付 く 例]

(22) arpgrezorp ne phir gã品dhï j� ko pakar liy�. 

大英帝国 能格またガンディー尊称 後置詞 捕らえる一語幹取る一過去

「イギリスは再びガンディーを捕らえた。 J

[Mohan se Mah縟m� 3 : 13J 

, ko 'の山自およびそのH寺点の機能が元々与格であったのか今 1 つはっきりしないので、与格にイ、f

くとだけ述べておく。

6 現存の屈折形は、単数の， mujhe' 'tujhe' ise, use 複数の‘ hamerp ,‘ tumherp , 

inherp , unherp ，である 3
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(23) unhorpne net縊rp ko jel se chor diy�. 

彼ら+能{名 指導仔たち後置計l 牢獄ヵ、ら放っ- ð1}幹与える一過去

「彼らは指導者たちを牢獄から解き放った。 J

[Mohan se Mah縟m� 3 : 18J 

これらは、いずれも能格に目的語が後続する例である 。 先に述べた意味素性が[ +

animateJ ([ + rational beingJ と唱える学者もいる。 9 . 3.1 を参照。 )となっており、

番口の例文には 「ガンディーJ という凶有人名に、 二番円の文は「指導者たちJ という人

を表す名詞に付ーいている。

次は、[-animate J である具体名詞もしくは抽象名詞に後置詞， ko 'が付いている

例である 。

(24) sams縒 ke s縒e sukh, vaibhav in mahalom ke kh緲�an ko 

世界 σコ 全ての 幸福 富 この 宮殿(複) σコ 空虚さ 後置詞

kabh� nah� bhar sakte. 

いつでも 否定辞 埋める一語幹 できる一未完了

「世のあらゆる幸福や富がこの宮殿の空虚さを埋めることはできない。 J

[R緡繦a1) : 11J 

(25) des ko gul緡� merp aur jakar diy�. 

国 後置詞 隷属 に さらに縛る一語幹与える一過去

1 1玉I (インド)をさらなる隷属下に置いた。」

[Mohan se Mah忌tmã 3 : 6J 

ここで挙げた最初の文は、物主構文である 。 日本語では‘物が動作主という役割を持った

主語として立つことはあまりない。上記の訳は人工的な感を受けるので、 文法関係と格標

示を転換して自然な日本語に直せば「世のあらゆる幸福や富ではこの宵殿の空虚さは埋め

られない。 J となる。

次の例文には主語がないが、話の中で、， arpgrez ' 1英国」が前述されているので、は

っきりした叙述文にするならば， arpgrezorp ne ' (' nl2 'は能絡マーカー)を補うこ
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とになる 。 しかし、例文 11 1 には山てきていない。

また、 他にも [ - animateJ の名詞に後置詞‘ ko 'が付く例文を挙げる。

(26) unhomne apne prabandh k縋ya k1 kath� ko itih縱 k� rup 

彼ら+能格 白分の 集めた 言寺 。〉 物語 後世詞 歴史 ぴ〉 汗2

prad縅 kiy� hai. 

提示 する一完了コ t .:>5-現在

「彼らは、向分の詩集を歴史として提示している。」

(27) ab kail話 par ek pal thaharne ko j1 nah�rp. c緝t�. 

今 カイラーサ山上に l 瞬間 滞在するー不定(斜)後置詞心 否定辞 欲する一未完了

「もう一瞬たりともカイラース山に留まりたいとは思わない。 J

[R緡繦aT) : 20] 

ここに挙げた例は、すべて物質名詞または抽象名詞，さらには不定詞に， ko ' が イ、J

いている例である。ここで説明し得る要素は、談話文法の範囲書内の，definiteness' (定

性)である。

9.3.2.4 主語に付く‘ ko ' 

ここでは統語上の主語に‘ ko 'が付く用例を挙げる。

[主語に付く例]

与絡構文において統語上の主語に， ko 'の付いた例文を挙げる。

(28) us ko sunne ko aur bolne ko nah1m 縟�. 

彼後置詞聞くー不定 後置計l そして話す一不定後置詞 否定時来るー未完了

「彼は耳が聞こえないし、口がきけないのです。」

(29) vahã尚 khãne ko milt� h81i? 

そこで 食べるー不定後置詞 得られる一未完了 コピュラ一現在

「そこで食べることはできるの。 J
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l子栴構文では、主語が不定詞の時にしばしば， ko )が付く 。 動詞の連続になるので、

ì::請であることを際立たせるために， ko )を付加すると考えることもできるが、これ

も‘ ko )の付加なしでも成り立つ。以下に不定詞に， ko )が付かない例文を挙げる 。

(30) mujhe k縒 cal縅� nah�p 縟l. 

私に 車 副1かす一不定否定辞来る一未完了

「私は車を運l伝できない。 J

単に動詞の連続を回避し、この不定詞を主語として際立たせるためだけなら 、 この場合

も付加l されるはずである。 なお、例文は動詞の連続に否定辞が挿入されているが、否定辞

がなくても‘ ko )なしで成立する 。

次は、受動構文の主語に‘ ko )が付いている例文で、ある。

(31) kath� ko is prak縒 prastut kiy� gay� hai ki …・

(32) 

話 後置詞この 値顕一料提示したー形する一完了 行く一完了 コピュラー現在接続詞

「このことが以下のように提示された。 J

sacmuc p勾çiavorp ke sv緘at ke lie 

当に パーンダヴァたちの 歓待 のため

saj繦� gay� th�. 

飾るー完了行く一完了 コピュラ一過去

小言司

us kaks 

その部屋

ko 

後置詞

「本当にパーンダヴァたちを歓迎するためにこそ、その部屋は飾られていたの

だった。 J

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã品 bhãg2 : 57J 

単なる与格後置詞であれば、 受動構文の主語にまで付加されることはない。元は直接目

的語であるから その延長のものとして， ko )が付加されているとも考えられるが、

実際、受動構文の主語に， ko )をつけない例は珍しくない。 また、直接目的語のまま

であるとするならば、直按 111竹語へのこの後置詞の付加は定性を与えるとされている。そ

うすると 、 定性を持つということであれば、指示代名詞を伴った「その部屋J という場合
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こは、冗長 Il"J な機能になっ てしまう c これだけをと っ てみても、定性 1 つで説明がつく機

能とは与えがたいので、ある。

9.3.2.5 斜格名詞句における‘ ko ' 

lチ絡後置詞としての機能や直後 Il 的諮への付加がもっぱら取り上げられるが、実際、ヒ

ンディ一語では、 ~6司句が与絡や対格の場合にのみ後置ö司， ko )がイ、I加されるわけで

はない。 ヒンディ一語でiJ~'fを示す名詞「朝 ・ 昼 ・ タメ-; (晩) ・ 夜」の際、「昼 ・ タ fj(晩) ・

夜 」 に， ko )が付くのがその例である。 これらは慣別化した表現になっている場合が

多い。

朝(に) , subah ゅ / ‘ savere ゆ'
昼(に) dopahar ko 

, 
/ , dopahar merp ) 

晩(に) , s緡 ko 3 

/ saロ1 口1eロ1

夜(に)
巳

r縟 ko 
, 

/ 
g 

r縟 mem 
, 

「朝(に) J の場合、ヒンディ一語では後置詞が付かない。しかし、直格‘ saver� ) 

が， savere )となっているように、ともに斜格名詞である 。 ‘ ko )の付く 「昼 ・ 夕方

(晩) ・ 夜」の場合、それぞれの名詞に位置を表す後輩詞， mem )が付くこともある。

すなわち、これは与格の後置討が位置格の後置討に置き換えられている例である。 慣用化

した表現7になっている以上、両者のニュアンスの差が意識されることはさほどなし 1かも

しれないが、後置詞の置換操作であるのは間違いない。

また、方向絡を表す場合にも‘ ko )が付くことがある 。 頻繁に見られるものではな

いが、， ko )が付く以上、看過するわけにはし 1かないので、以下に例文を挙げておく。

7 英語でも ' in the morning' ,‘ at noon ' , 'in the afternoon ' , 'at night' のように、時の名詞によ
り 'in ' や， at' を使用するが、その場合の前置詞は位置感覚の意識とはもはや遠縁になっており、慣

用化 している 。
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(33) jab dhart� se apne lok ko cale gae, to us ke pasc忌t
関係制 地上 から自分の世界後置制歩く一完了 行く一過去 小詞それ ぴ〉 後

bh� dhartl par un k邑 prabh縋 ban� rah�. 
小出l j也 t I 、'ー その ぴ〉 影響 作られる一完了 いる一過去

r F界から向分の属する世界へ行った後も、下界にその影響が残った。」

[Mah綯h縒at k� sre科 kahãniyã尚 bhãg2 : 57J 

通常、 「東京へ(に) J, r学校へ(に)J 8 など場所を表す名詞が方向性を伴う場合、名

詞の斜格形のみで， ko 'や他の位置格の後置詞を付けることはないが、上の文では

, apne lok ko ' となっている。実際、か向格の場合に， ko 'が付くことはあまりな

い。 その例は枚挙にいとまがないが、 2 文ほど以下に挙げ、ておく 。

(34) vah agle s緲 bh縒at j� rah� hai. 

彼友 次の 年 インド 行く一語幹 いるー完了コピュラー現在

「彼女は来年インドに行く予定だ。 J

(35) 緞 mer� bahan sk� ga�. 

今日 平ムの 姉/妹 学校 行く一過去

「今日、私の妹は学校に行った。 J

通常の叙述文では、方向を表す時、後置詞による格マーカーなしで名詞自体を斜格にす

るだけなのである。もっともここで挙げた「インドJ と「学校J は l立格も斜格も形態上同

形なので、見た目には変わらない。 日本語でもゼロ格の「学校行く J , rへJ 格の「学校へ

行く J ， r に」格の 「学校に行く J の 3 通りの表現法がある。 日本語の場介、ゼロ絡標示は、

文語ではなく話し言葉によく見られる。 したがって、日本語のゼロ格は文語， 口語ともに

汎用性があるわけではないが、ヒンディ一語の場合、このゼロ格(すなわち斜格名詞)が

文語， 口語にかかわらず、汎用性を持つ方向格なのである 。

また、おおよそ 「に J 格に相 当する位置格を兼-ねた方向格‘ mem' をゼ、ロ格に置換

現に日本語でも方向もしくは位置を表す場合「へ」格や「に」格をとるというこ通りの言い万がある。
「どこかに行く J という命題自体は同じであるが、「向けて」行くのと「その位置に存在しに J 行くのと
では、自ずと違う。ヒンディ一語でも格に対する意識の差は 卜分に考え られる。
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することもある。

(36) ham log dilsre prifekcar me1l1 gae hai1l1. 

ねたち人々 日IJ の 県 後置詞 1f く一完了 コヒュラー現 (E

「私たち月IJ のりμこ来ているの。」

この場合、「県J は単なる方向ではなく、位置をも表している。 特に、最後のコピュラ

がその存症を表しているので、‘ me1l1 'を要求してきているものと考え られる。

次に、後置詞‘ se 'をイ、Jける斜格名詞句に， ko 'を置換する例を挙げる 。

(37) Kisor tujh se pyar kart� hai. 

キショール 君(斜)に対して愛情 するー未完了 コピュラー現在

「キショールは君のことが好きなんだよ。」

(38) Kisor tujh ko pyar kart� hai. 

キショール 君(斜) 後置詞 愛情 するー未完了 コピュラー現在

「キショールは~-のことが好きなんだよ。 J

これは「人が誰かを愛する 。 」という日本語表現の場合に使われる 。 対象となる人は

se ' 9 をとるが、， ko 'を置換する文も(比較的新しい表現ではあろうが)出てき

ている 。

また、複合後置詞， ke lie 'を付aける斜格名詞句に， ko 'を置換する例を挙げる。

まずは、 後続する述語が形容詞とコピュラ動詞の場介の例を挙げる。

(39) maim vahã品 j縅e ke lie taiy縒 hil品.

私 あそこ 行く一不定のため 用意 したー形 コピュラー現在

「私、あそこに行く準備ができたわ。」

9 こ の後置詞は、「から J (奪格)， rによって J (道具格上「に対して J (万向格の一種とでも呼ぶか)
等々、いくつかの格標示を兼ねている。
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(40) maim vah緡 

私 あそこ

j縅e ko taiy縒 

行く一不定 後置詞 用意 したー形

hüiち.

コヒュラー現在

「私、あそこに行く準備ができたわ。 J

上の二文とも「私があそこに行く準備ができている。」 という命題には変わりないが 、

この複合後置詞， ke lie )も， ko ) の置換が可能である。また、， ke lie )がゼロ絡

こなることもある 。 以下に例を挙げるが、後続する述語は動制となっている。

(41) d

日
在

い
山
明
現
中
m

一

m
-

‘
M

-

一
ユ

a

右
ピ

m

コ

s緡縅 lene ke lie vahã品 jã

持物 取る一不定(斜) の ため あそこ 行く一語幹

rah� 

いるー完了

「私 、 明日荷物を取るためにあそこに行きます。 J

(42) maim kal s緡縅 lene vahã品 jã rah� hü品.

私 明日 待物 取る一不定(斜) あそこ 行く一語幹いるー完了コピュラー現在

「私 、 明日術物を取るためにあそこに行きます。 J

ヒの文では、複合後置詞‘ ke lie )があるが、 Fの文では 、 複合後置詞‘ ke lie ) 

の部分が《 φ' になっている。これは、例えば日本語の「するために行く J と「しに行

く J のように 2 通りの表現形態があるのと同じと考えられる。 ヒ ンディ一語の場合、どち

らも不定詞の斜格形がくるが 、 日本語は「ためJ に係る「する」の連体形と「し」という

連用形がそれぞれの場合にくる 。 また 、 特に後者に関しては H し[ゅ]行く」のように

格助詞「に」を落とすと非文になる 。

ところで、 後続する要素が動詞の場合、‘ ko ) が付かなし 1かというとそうでもない。

以下のような例もあるからである。

(43) nah縅e ko calo. 

休浴する一不定(斜) 後置計l 行く一命令

r~木浴しに行け。 J
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こ の例文か ら分かるように、動計jが後続する場合は‘ ke lie " ‘ ko " ‘ゆ'の 3

パターンが存任する上、， ko 'は， ke lie 'のみならず‘ゅ'にも置換されるわけ

である。

では 、 最後に不定制の斜絡に‘ ko 'が付き 、 コピュラを定形動詞にする術文を挙げ

る 。

(44) vah b緝ar j縅e ko th�. 

彼 外(に) 行 く一不定(斜) 後置詞 コピュ ラ一過去

「彼は(ちょうど)外に /1\ るところだ、った。 J

これはイディオム化した構文で、使用法として近未来を表す表現とされる 。 ， ko 'の

代わりに， v緲� 'という接辞を置くことも可能である 。 「外に出る J という命題を同じ

くして 、 格標示の違う文を挙げる。 先にも出てきた与機構文である 。

(45) us ko b緝ar j縅� th�. 

彼後置詞 外(に) 行く一不定 コピュラ一過去

「彼は外に出ることになっていた。」

こうなると 、 命題が過去の時点において存在していたということになり、予定，近未来 ，

願望等々 、 文脈もしくは使用上の場面によって 、 さまざまな意味が創造される 。

意味の違いはさておき、 2 つの文を見比べたH寺 、 ， ko ' が付いている要素が明らかに

違う 。 前者は命題の 「外に山る 」 の不定制部分に付いており 、 後者は「彼」 としづ主語(動

作主)に付いている 。 後者だけならまだ与格後置詞の機能であると言い切れるであろうが、

不定詞部分にも付き 、 異なる意味を創造するとなると 、 そうもし \かないのである。 前者の

ような‘ ko 'の標示による別機能も含めて 、 次節ではこれらの類型パターンへの‘ ko ' 

の付加もしくは置換による機能について考察する。

9.3.3 考察

前節で、， ko ' の什く JTj 例を観察したが、この後置詞が 、 与格の格マーカーのみなら
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ず、直接 11 的訴となる名前lや不定詞に付いたり 、 与格構文内の主語となる不定制や受到J構

文の主語iこイ寸し 1 たり、 OPTION の斜絡名詞 lこイ、「し 1たりするとなると、このヒンディー誌

の後置詞‘ ko 'は単に与絡の機能のみを持った後置詞とは考え難い。

しかしながら、従来、純粋な与格の機能の他に説明されているのは、 |立接円的諮への

‘ ko 'の十1- )JU についてのみである 。 その際、 1[..::.物性と定性が指標とされているのは、

これまで述べたとおりであるが、ここで、 まず、 その指標に至った経緯を検討する。

先に引用した C.Masica ( 1999 ) によると 、 定冠詞という品詞に頼らず、格標示で定性

を示す内的誘引が次のように挙げられている。

1 )構造上の簡素化のもと 、 主語よりも目的語に定性を標示する必要があること。と

いうのは 、 主語は同時に主題(topic ) となるので定であると考えられるからで

ある 。 もしそうでなければ、不定冠詞がそれを示すために発達しているはずであ

る

2 )主語から目的語を弁別する必要性があること 。 特に動詞によって主語と目的語が

分割されない SOV 型言語では、主語， 目的語は格標示が同じであるから。

3 )さらに特記すると、 一致 (agreement) が 、 ある時は動作主， またある時は受動

者となる、半能格性 ( semi-ergativity ) が発達している ヒ ンディ一語では、な

おさらその必要性がある。

4 ) ドラウーィダ諸語にも多少みられるが 、 現代インド ・ アーリア語の特徴といえる語

案化 した名詞-動詞の複合(接続動詞)が広まったことで、 複合に組み込まれて

いる不定名詞を、特に「真の J (語用論/意味論的)非人間の目的語/受動者を

潜在的かっ弁別的に標示することによって、それらから特に有効的に区別するた

め。

上記の 4 点についてヒンディ一語の範囲内で議論したい。 1 )の主語が ト ピック 化 さ

れ同時に定性を付与される理由を不定冠詞の発達に求めるのは、 いかにも不定冠詞 ・ 定冠

詞を持つ言語のネイティブらしい発想であるが 、 実際、 通言語的に見れば、 不定性の機能

を負わせるのは別に不定冠詞である必要はない。 シンハラ語のように名詞に修着させる不

定語尾がある言語もあれば、ヒ ンディ一語の場合、 単独名詞自体不定であり 、 さらにいえ

ば、不定代名詞 (C ko� ' í何らかJ 等)もしくは数量代名詞を形容詞的に名詞に修飾さ
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せ、不定性を表す手段が月IJにある 。 また、 トピック化と定性の関連性については、名詞は

名詞でも人材、代名詞なら前述の文脈において出てきたものを指し示しているのだから、 ト

ピックでありなおかつ定で、あるのは理解できるが、一般名詞(もしくは修飾語付きの名詞

七J) の場合、 トピックとはなっ ても定である必要はない。

一概に不定冠詞が発達するということを主語がトピック化され、なおかつ定性を持つ瑚

由にするには、不十分であるが 、 氏の言わんとするところは、『冠詞に頼らない言語なの

で、定 ・ 不定がはっきりしないが、名詞を無標のままで用いると、それは不定になる。 そ

の名討が主語の場合は常にトピック化されるため、たとえ名詞が無様のままでも定性を持

つはずである 。 しかし、目的語の場合は、名詞は無標のままでは不定になるので、 それに

定性を加える必要性がある場合、 定冠詞もないことなので、与格 ・ 対権マーカーが使用さ

れる』ということであろう 。

2 ), 3) については、主語， LI 的語が同じ直格であるため区別がつかなし\から 、 とい

うことだが 、 確かに svo 言語の場合は動詞が両者に割って入るため主語と目 的語が同形

であっても暖昧性は回避できるが、たとえ sov 言語であっても自然言語であれば、 イン

トネーションやポーズで主語や目的語の分害IJは回避できる 。 文語はもちろんのこと自然云

語でも‘ ko 'が付くので、原因は別にあると考えられる 。 特に 3 )については、 一致

の点でヒンディ一語のような半能格性10 を持つ言語での必要性があるというのは、 いさ

さか疑問点が残る 。 筆者が推測する限りでは、他動詞定形の場合、動詞の性 ・ 数の_-致を

動作主に合わすか対象に合わすかが時制によって変わるので、 せめて目的語は明らかに格

標示をさせおかなければ、 能格後置詞を付与できないということではないか。 しかし、も

しそうならば、先の説明でも述べたように、文語はともかく自然言語ではイントネーショ

ンやポーズが主語， 目的語の文法関係を明らかにするので、 理由としては不十分である。

また 、 修正可能な文語ならともかく自然言語ならば、 通常、 時間的に能格が先に明示され

るので、そのために目的語に， ko 'を付加する必要はないのではないか。

4) の名詞-動詞の複合(俵続動詞)は、名詞と動詞の合成語(氏の言葉では‘conjunct

verbs' 0 この場合は名詞編入動詞のことと推察される 。 )と考えられる 。 日本語では「山

焼き J ， r勉強する J 、ヒンディ一語では ' y忌d karn� ) r記憶+する=記憶する/覚える J

もしくは， pasarpd karn� ' r好み+する=好むJ のような例である口確かに、この場合、

対象となる具体名詞と「記憶J ， r好み」等の抽象名詞が連続することになる。 これも書き

10 他動詞が過去時制の場合にのみ、動作主(現在形での主語)に能格後置詞(' ne ')が付くこと 。
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i汚菓として記述すれば主訪3 目的語は直格となり|行j じ形になるが、 これも先の瑚山から [uj

iHï可能である 。

j~~己の発達JfII出のうち 、 2) ， 3) , 4) は sov 言語で、なおかつ目吾と目的語が l六絡

のまま同形であるため、主語，目的語を弁別するのが機能発達の理由となっている。また、

目的語に与格 ・ 対格マーカーが付く理由に議論が集中しているが、 ヒンディ一語に !被って

いえば、‘ ko ' が付加されるのは、目的語だけに限らない。 別の格標示の後置詞11 に置

換されることもあるのは前述したとおりである。 それらも加味すると、 C ko 'は日木語

の「は」のように絡助討の次AをJ也え 、 格の区別を駆逐して、その場所に収まるもので、

それにより語棄を卓立させ、テーマ性を示すので、はないか。

氏は、唯一 1 )で、談話文法の視点から目的語に定性を負わせる理由を説明している。

主語にすでに定性が備わっているため、目的語の方に定性を付与する機能を負わせる必要

があるというのが 、 氏の見解である。先にも少し述べたが、ヒ ンディ一語でも 、 主語は定

性を持つ、 というよりもテーマ性(氏の言ではトピック化)を自動的に負う。日本語の助

詞「はJ に類似した機能を持つものと推測されるので、 これを引き合いに出すが 、 会話な

ど話のはじめに前置きもなしに、「私が今円学校に行きました。 J とは普通言わない。「私

は今日学校に行きました。 J となり、「が J に「は」が置換され1 2 、 話のはじめにテーマを

確立させるのが普通である。 ヒンディ 一語も(日本語と違って無標示ではあるが)主語が

その機能を負っているということについては、 氏の言に異論はない。

では、目的語の場合はどうか。 氏の言に従うと、南アジアの言語(ここではヒンディー

語)の名詞は単独では不定になるので、 定性を負わすため C ko 'を付けるとなる 。 実

際 、 定性を示すだけであれば、 指示代名詞等の)1ラ界詞的用法で回避できるが 、 その場合で

も ‘ ko ' が付たり 付かなかったりするのである。 ここ で、 これらを例証したい。

通常みられる意味素性の生物性 ・ 非生物性から考察する。まず、 往々にして人に C ko ' 

が付く場合の例を挙げる。同時に、‘ ko 'が付かない例も挙げておく 。

11 もちろんすべての後置詞に取って代わるわけではない。今のところ( mem/se/ ke lie 'である 。
12 日本語の「はJ は「が」と「をJ の時のみ置換される。例として「あいつは僕にプレゼントはくれ
なかったよ。 J を挙げておく。その他の格助詞の場合「にはJ ， í では J ， í とはJ のように1参着する。
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(46) 汀lere bh緲 ne ye larkiy忌Iも dekh�m. 
店、の 兄(弟) 能格 これらの 少女たち 見る一過去

口lere bh忌1 ne m larkiyoJTl ko dekh�. 

私の 兄(弟) 能格 これらの 少友たち 後置詞 見る一過去

この文は 2 っとも文として成立する。目的語に， ko )の付いていない前者が「私の

弟はこの少女たちを見ました。 J という中立 ・ 一般的な叙述文である。一方、， ko )の

付かない後者も、命題白体は 「私の弟がこの少女たちを見た。 J のままであるが、ニュア

ンスが前者とは違う 。 13 後省-について、先に出てきた定性という概念、で説明できそうで

あるが、目的語に指示代名詞が付いている以上、定性の‘ ko )は冗長的機能になる 。

ということは、， ko )の機能を定性一点に絞ることはできない。

次に 、 ものに‘ ko )が付く場合の例を挙げる。上 と同様に‘ ko )が付かないもの

も挙げておく 。

(47) US ne yah kit綯 parh�. 

彼 能格 この 本 読む一過去

US ne lS kit綯 ko parh�. 

彼 能桔 この 本 後置詞 読む一過去

命題は「彼 (彼女)がこの本を読んだ。」になり 、 その一般叙述文は‘ ko 'の付いて

ない前者である。人の場合と同じように、指示代名詞が付いてある程度、 定まったもので

あることを述べている以上、やはり定性だけに機能を求めることはできない。

このように、氏のいうところの定性という機能に絞るのは、ヒ ンディ一語の‘ ko ) 

を考えた場合、 たとえ直接目 的語への付加であっても必ずしも適切とはいえないのである。

実際、 ヒ ンディ一語の ‘ ko )は 、 元は与格標示の後置詞だったのかもしれないが 、

他の後置詞に対し置換される(特に ヒ ンディ一語の与格構文と存在文の相関性において 、

動作主が人の場合， ko )が付く)ことを考慮すると 、 すで、に格マーカーの域を超え

格の区別を駆逐して格マーカーの場所に収まり 、 テーマ性を示すものと考える方が妥当で

13 ヒンディ一語話者によると、後者の円的語には『強調』がかかっているそうである。
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ある 。 これは、日本語のD)J制 「はJ に酷似したテーマ性を(平叙文で、は主語以外に)付勺

するために他の文要素か ら l存立 させる要素 (prominent element) になっているのではな

し 1 カユ。

9.3.4 提言

ヒンディ一語の与絡後世詞 C ko 'は、与格標示機能のみな らず 、 ある種の構文にお

ける主語、 また 、 直接目的語や修飾語となる斜構名詞に付加もしくは置換される。 これら

を統語的にみた場合、斜絡名詞では、 他の後置討(すなわち位置格)に置換され、 主語，

直接日的語では、 後置詞のない直栴(すなわちゼロ格)に置換されるのである。 先のよう

に、この後置詞を日本語の 「はJ の機能に酷似した語の卓立要素と仮定すると 、小詞‘ to ' 

との関連が出てくるが 、 これは 、 ~A vs. Bj のように対比される場合にのみ使用されるも

ので、漠然とテーマを表わすものではない。 その他の ‘ hï 'や‘ tak 'も限定要素を

持つもので、 (間接的には関連があ っ たとしても)漠然としたテーマを定右するものでは

ない。 したがって 、 この後崖詞は、先の小詞の談話機能とは別次元で、 テーマ性を付与す

るものとのものと考えるノゴが妥当 である。 定説で議論されている直俵円的語へのこの後置

詞のイJ丸1] も、定性の機能というより 、 文要素を他から卓立させ、テーマを付与する機能の

中に含まれるものと考えれば、ヒンデ、ィ一語では、 説明がつくわけである。
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第 10 章 ヒンディー語構造の重層性

本論文でみられる重層性は、統語構造にみられる文法関係の二重性についてである 。

まず、名詞句の構造から改めて説明する。 動詞が直接名詞を修飾する連体形を持つ日本

語と違い、ヒンディ一語では、文レベルつまり動詞述語文が名討を修飾する場合、定形節

の Type 1 と非定形節のType ll の 二通りの統語構造を持つ。 その場合の文法関係の移行は

以下のようになる 。

Type 1 Typell 

Noun(S) 十関係詞節(V，OV) 未完了分詞 (huã) + Noun(S) 

完了分詞 (huã) + N oun(S) 

Noun(O) + 関係詞節(SV) PredN(Gen)(S) +-完了分詞 (huã)+ Noun(O) 

Noun(Ad) + 関係詞節(SV， SOV) 

Noun十同格接続詞 ( ki '節 PredN(G叫(S) + inf(Obl) + k� +-Noun I 

ヒンディ一語には関係詞があり、これが、ヘッドの名詞 となり得る S ， 0 , Ad すべて

の要素に対し汎用的な修飾構造である。 しかし、 乃pell については、第 3 章で検証した

通り、ヘッドの名詞が S もしくは O になる場合にのみ有効であり、 Ad では非文になる0

Type 1 の関係詞節はヘッドの名詞の後に置かれるが、Typell の非定形節はヘッドの名詞

よりも前に置かれる。日本語では、連体形が名詞を修飾する。 統語構造としてはヒンディ

一語の Typell と同じだが、日本語には文レベルのものが名詞を修飾する時、この構造し

かなく、また、これが S ， 0 , Ad すべての要素にかかることのできる唯一の構造となる。

どの要素にもかかることのできる日本語の 乃pe 1 型の構造とヒンディ一語の 乃pell 型の

構造における違いは、ヒンディ一語では Ad の要素に対しては使用できないという、文法

関係の制約がかかる点である。その場合は、関係詞を使用するしかない。ただし、時を表

わす節の場合のみ、 関係詞のうち『時』を内包する異形( jab 'を使用して定形飾を導

く Type 1 とともに、 Typell の‘未完了分詞(斜) + samay ，も存在する 。

同格節についても同じで、同格接続詞を用いて同格節を後置する構造と、不定詞の斜格

形と属格後置討を用いて名詞を修飾する構造がみられる。先の関係詞と違い、同絡節には

完全な文がくる。日本語は定形の同格節を前置した「文+と ・ いう+ NounJ という

乃pe 1 の構造になる 。 ヒンディ一語のType II の場合、「彼がはるばるやって来たという
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知らせJ のような過去時前Ijの文は、不定討を使う以 l二、これを反映することはできない。

また、単文が名詞句になる場合に、 乃pe ll の文法関係の重屑性が観察された。 i挙文で

の定形窃]詞が、事)J 言百JV~/E名詞になり、名詞句内でヘッドとなる場介がそれである。

自動詞文

元宝名詞句

他動詞文

S 

PredN(Gen) 

S 

ゆ

PredN(Gen) 

三一二コ
Noun(HeaE二|

O 

PredN(Ge n) 

PredN(Ad) 

V 

Noun(Head) 

Noun(Head) 

PredN の属格形が、単文での日吾もしくは目的語になる。自動詞の場合は、 V 以外の

要素が S しかない。したがって 、 PredN(Gen)は自動的に S になる。 他動詞の場合は、 要

素が S と O の 2 つあるので、 2 パターンに分かれる。 S を文中で補える不完全名詞句の

場合、 O が PredN(Gen)になる 。 しかし 、 文要素をすべて名詞句内に含めた完全名詞句に

なると 、 S が PredN(Gen)になり、対象である O は 、 対格，与格以外の格標示を取る。 た

だし 、 soov の時、 PredN(Ad)に与格が現われることがある。

以上のような単文が名詞句となった二重構造を成すものの他、 1I1J詞が ib詞のまま機能す

るものもある 。 動詞がWJ詞で、あるということは、 すなわち、文が文に埋め込まれるという

ことである。その代表的な例は、複文にみられる。 ここからは、第 4 章で複文として扱っ

たものに焦点を当てて、文を別の文に埋め込む場合に生じる文法関係の重層性を説明しよ

う。単文が 2 つ以上集まったものが複文になることは先の章でも述べたが 、 その統語構造

には二通りあった。単文同士を接続詞で、つなげる Type 1 と 、 単文のうち 、 片方を従属的

な非定形にして半ば副詞的に修飾させる Typell である。 相関性のあるこれらの構造の対

応を、例を挙げてまとめてみる 。

複文タイプ| 乃pe 1 の例 FI'ype II の例

語幹-kar 文 2

) 1頃接 |文 1 aur 文 2 完了分詞(斜) (hue) 文 2

完了分詞(斜) (hue) 文 2
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逆接 文 2
語幹-kar bh� 文 2

文 1 par 未完了分詞 (料) hue bh� 文 2

yadi/jab 文 1 ， 文 2 8 (ke ) 不定詞 (料) par 文 2

従j犀J yadyapi 文 1 ， 文 2 8 (ke ) 不定詞 WD par bh� 文 2

kyorpki 文 1 ， 文 2 8 (ke ) 不定詞 (料) se 文 2

定形節の単文 1 ， 2 を、接続討を使)-H し連続させる 乃pe I に刈し、 乃pe II は、文 1 を

非定形節に変え、主文となる文 2 に埋め込んでしまう榊造である。 文中の要素としては、

日本語の 「 して/ し ・ ながら J のような副詞句なので Ad となる 。

副詞的要素の他の文法要素としては主語 (8 ) , 目的語 (0) があるが 、 これらの要素に

文レベルのものが埋め込まれる例が、表面的に述語要素の名詞 ， 形容詞， 動詞が連続して

いるものになる。 本論文では、 第 5 章から第 7 章までの述語複合で取り上げた。一見、 イ

ディオムのごとく連続するようであるが 、 統語的原理からすれば、 複文でありかっ片方の

文の埋め込みから生じる文法関係の二重|企に裏打ちされたものである 。 先の TypeII の副

詞的用法とは異なり、埋め込まれる文 1 が、主文の主語 8 ， 目的語 O の働きをするので

ある 口 埋め込みされる側の母体となる文、 すなわち、概して第一層になる命題に使用され

ている動詞が、元の意味を保持したものから本来の意味を失い漠然化した意味のみを持つ

彩飾動詞 ， 呆てはヒンディ一語に粁干観察された拘束形式の助動詞としづ具合に 、 傑々な

段階の動詞に分類で、きるのは確かであるが、これはあくまで統語構造を基点とした下位分

類なのである 。 これらについては、 第 5 章から第 7 章に挙げた例文で説明済みのものとし

て 、 ここでは、Type II 的な統語構造をよびその文法関係の二重性を S→8 ， 0 • 8 , 8• 0 , 

S→O の )1頃に 、 代表伊l を挙げながらまとめてみよう。

その際、 これまで通り表層を第一層，その下に位置する層を順に第二層 ， 第三層とする 。

1. 8• S 

本論文で観察された第二層の命題が S であり 、 表層でも S の働きをするものは、 名詞

述語文，形容詞述詩文そして動詞述詩文のうちコピュラ動詞もしくは、 別の自動詞を複合

するものがそれに当たる。 代表として、以下の例を挙げる 。

(1) 縣 vyast lag rah� hairp. 

あなた 忙しい 感じ られる一語幹いる一完了 コピュラー現在

「あなたはとても忙 しそうですね。 」
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「 あなたはとても忙しい。」 としづ命題が、 「私に S が感じ られる。」 の S に代入される 。

84 I 11 

vyast 8'3 

PredAcl 

lag 

V3 

n 
;:'2 

8'2 

81 

rahï 一一一~ 8'1 

V~2 

haim 

V1 

この文は、動詞複合による進行形が使われているので、全部で四層構造から成 り立って

いることになる 。 最下層の命題が 、 「あなたは忙ししリにな り、 この命題が 、 第三層の与

格構文の S と して埋め込まれた状態にある。 実際、文中で主語として機能するのは、命

題全体 (8'3) ではなく 、 命題中の 83 のみである 。 第二層の V2 の完了分詞は、 第三層ま

での命題が続いていることを表わし、第一層は、 第二層までの命題が今現在存在している

ことを指しているのである 。 無論、 第二層 ， 第一層ともに主語として機能するのは、 84 =

83 = 8 2 ニ 8 1 である 。

ニ項連続する動詞複合の部分は、進行を表わす原理を説くためのものであり 、 進行形と

いう 一体化 したものとして捉えても差し支えはない。 統語変形に関して問題になるのは、

第四層の第三層への埋め込みである 。 こ こでは Type II の統語構造を取っているが 、 以下

のように 乃pe 1 の統語構造も可能である。

(2) ais� lag rah� hai ki 縣 vyast 

このような こ と 感じられる一語幹 いる 一完 了コ ピュラー現在同格詞 あなた 忙 しい

haim. 

コ ピコラ ー現在

「あなたはとても忙しそうですね。 j
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( 2 )は、 Type 1 になるので、先の第 三〈層は第 一--J暑で独立した文の形を取る。その場

合、相関砕を 、 同格節を受ける主語として立てることになる。

この構造と同じ変形をするものが、英語の‘ seem 'である。これも、以下のように

仮主語を立てた 可申e 1 の統語情造と、 Typell の統語構造を取る。

(3) It seems (to me) that you are busy. [乃pe 1 J 

You seem (to be) busy. [Type II J 

語順が 8VO の英語は、ヒンディ一語と語)1頃が逆になるが、命題のよ里め込みであり、カョ

つ ト層の命題 (8'2) の主語 (82 ) を表層でも主語 (8 1 ) として使用するのは同じである。

2.0• S 

第二層で目的語 (0 ) であるものが、第一層で主語 (8 ) になるものには、受身構文が

ある。 ヒ ンディ一語の受身は動詞の複合形で表わされるので、 基本的に二層構造になる。

(4) corl k� ilz緡 Bhol� par marh� j繦eg�. 

盗み の 罪 ポーラー に被せるー完了行くー未来

「盗みの罪はボーラーに着せられよう 。 J

corl k� ilz緡 

O2 

Bhol� par 

Ad2 

[C緜� Caudharl aur p縣 80 : 36J 

82 

marh� -一一一斗 8'1

V2 

Jayega 

V1 
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第二層の命題 「罪を被せる 」 が第一層の主語として埋め込まれているが、日的語である

「罪J のみが、第一層に引き上げられて主語になる。 第二層と第一屑を統介して考えると、

論理的に、第二層の命/也[ (8' 1) に、第一層の動詞で「至る J という具合に解釈できる 。

本動詞で、ある， j縅� ' �:( r く J を彩飾動詞の 一種として促えると、このように解釈でき

るのである。

3.8• o (認知構文)

第 二層の主語 (8 ) が、第一層において円的語 (0 ) になる構造は、認知構文にみられ

る 。 第 7 章の (80 ) を構造図にして 、 文法関係を観察してみよう 。

str� :S2 81 

O
H
H
H
H
 j縟e 。

V3 

dekht� 一一一~8'1

V2 

hai 

V1 

動討が現住複合形になっているので、 この文は 三層構造になる。 第三層の命題「彼が行

く J が第二層の目的語 (0'2) になるが、実質的な目的語 (01 2 ) は第三層の主語である「彼J

である。 第ー層は、第二層までの命題が存有することを表わす。 これも先の複合動詞の進

行形同4菜 、 現在時制を表わす原理のために記述しているだけで、 一体と捉えると埋め込み

のみを示す二層構造で済ますことができる。

4.0• o (動詞複合他動詞使用 ， 使役構文)

第二層の門的語 (0) が 、 第一層においても目的語の (0 ) になる構造は、 動詞複舎の
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他動詞を使用した場合に観察される 。 第 7 章の (56) を構造住(J にして、文法関係を観察

してみよう 。

ロlal口1 81 

82 

tumh縒e lie 

Ad2 

1 111 

dekh - 0'1 

V2 

rakhürちgã

V] 

この文は、第二層が「私が君のためにいい車を一台見る J としづ命題を成しており、そ

の命題が第一層で目的語 (0']) になっている。 実質的な目的語は 0 ] である「し\い車一台」

である。

また、この構造図と同じマッピング(写像)となるものに、第 8 章で詳しく扱った使役

構文がある 。 実際のところ、ヒンディ一語の使役構文は、使役接辞を語幹に修着させたも

のであり、一体化しているものであるが、本論文では、この使役接辞を V1 の位置に置き 、

独立したものとして扱った。 日本語も同じ使役接辞を持つが、両者を対照させると、以下

のようになる 。

日本語

を使役文(自動詞)

iこ使役文(自動詞 ・{也動制)

用法

強制

強制

符認 ・ 許可

ヒンディ一語

se stem + v緲� (もしくは語嚢代替)

se stem + v緲� 
inf(Obl) den� 

強制を表わす、「を」使役文， rに」使役文に対して、ヒンディ一語の使役接辞を付加し

た形が使用される 。 それとは別に、 '-1 木語の界認もしくは許可を表わすものには、 ヒンデ

ィ一語は、斜絡不定詞と動詞( den� ' r与える」の複合形を使用する。 これも先の要領
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で論均的に処理すると、強制を表わす方を sov 型(本論文では 「する J )目) ，作~ n.忍. J'F 

可を表わすノゴを soov 型(同傑に、 「与える 」 型)とし、 前者には、円的語の位置に、 '1 1

動態から成る文を、後者は、|任俵円 |旬語の位置に通常の不定詞を代人 したものと考えるこ

とができる。 したがって、実体は、 各々が rv の状態J を「する」もしくは「与える 」 と

なり 、 強制もしくは界認 ・ 許可の意味が生成されると考えられるのである。

ところで、ヒ ンディ一語には、 斜格不定詞に， den� ' r与える J を複合するものによ

く似た構造を取る t pana' 「得る J がある 。 これも 、 ‘ denã '同様、許可を表わすも

のである 。 同じ許可を友わす円木詰の「もらう」という動詞を複合したもので考えると 、

「して ・ もらう J になるが、日本語の場合は、「向分以外の誰かがする J ということにな

り 、 同じ意味にはならない。 意訳すると「させて ・ もらう j とできるが、日本語の方の接

辞使用は 、 あくまで許可を表わす部分の意訳に過ぎない。 論理的な統語構造は同じである

が 、 行為者が全く違うものになる代表的なものである。 したがって 、 ヒンディ一語を母語

とする者からすれば、 この構造で「させて ・ もらう J という許可の意を表わすのに使役接

辞を付加するのが分かり難いであろうし 、 「して ・ もらう」が示す「誰かがすることを自

分がもらう」という論理的な発想が 、 ヒンディ一語にないだけに理解し難いことになる。

ただし、英語に精通している場合は、 ‘ 1 always get my friends to help me. 'のように

I1J詞 ‘ get ' を使用して使役の意を表わすものが 、 同じ構造で同じ発想、を出すので、ま

だ理解できるものと推察される。

以上が、述語が連続する際、文法関係が二重になる統語構造であるが 、 もう 1 つ 、 層を

設けるとすれば、 第 9 章で扱った談話構造の層がある。 以下の例文に 、 談話の層を追加 し

て構造図化しよう 。

(5) mairpne is kit綯 ko parh�. 

相、+能格この 本 与侍 読む一過去

「私はこの本を読んだ。 」
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ρ
』n

 
m-a

 
m
 

T1 

Ad1 

is kit綯 ko 一一-lT2

parhã 一一一__. C
2 

81 

V1 C1 

( 5 )は、目的語である語に強調を加える与格後置詞を付加した例である。 談話層に注

目すると 、 通常の文であれば、主題 (Theme ， T) と評言 (Comment， C ) は一層のみで、

J一語(ここは能格構文なので Ad) が T1 になり動詞が C 1 になる。 しかし、目的語にテー

マ性を表わす与格後置詞が付加されており、主題 (T2 ) として機能するので、もう 1 つ

談話の層が増えることになる。 この与格後置詞が日本語の「はJ に酷似した機能を持つこ

とはすでに述べてあるが、それを加味すると、円本語は以下のようになる。

私はこの本を読んだ。 (単層的な談話層)

(私は)この本は読んだ。 (複合的な談話層)

円本語は |司じ助詞を連続するのを標準的とはしないので、 既存の主語「私は」の部分を

切り取る。そうすると 、 「この本は読んだ。 J となる 。 既知の旧情報をテーマ化させる機能

としての与格後置詞使用であることが 、 ここから分かる。

このように、統語構造同様、 談話層も下位でさらに層を分化させるのである。
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結論まとめ

第 1 章では、分析の前提である品詞を分類し、ヒンディ一語の語について概観した上で、

基本的なヒンディ一語の構造をメタ言語化した。 語のうち、動詞については、特に日本語

と対照させたパラダイム表も挙げてある 。 動詞とコピュラ動詞の複合により、現在日寺制を

表わすヒンディ一語は、コピュラ動詞以外にも別の動詞を複合させることがある。 日本語

の動詞連続との構造対比に鑑みて、時市Ij ・ 相 ・ 法の範鴫にある付加要素と核を成す命題と

を、核と演算子という構造概念で説明を加えている 。 これが、 一次λ的な動詞複合を、 一

次元， 三次元的に観察するための構造分析の原理を提示する前段階となる。

第 2 章では、第 1 章でメタ言語化した基本文型に従い、単文の例を挙げて観察した。 「私

は走る。 J ， í彼はご飯を食べる。」 のような 8V もしくは 80V の構文もさることながら、

ヒンディ一語には、日本語の「私には、イ ンドのことが分からない。 」のような、主語を

与格表示させる構造が多く観察された。 特に、ヒンディ一語は、日本語のように「に」格

を取る与格専用の動詞(í分かる，できる J 等)が存在するわけではなく、本来の自動詞

を抽象名詞と複合させることで、様々な意味を創出することができる。

第 3 章では、名詞修飾構造を類型化し、構造に内在する文法関係を詳細に観察した。 ヒ

ンディ一語には、関係詞，同格接続詞を伴った定形節による後置修飾型の構造と、非定形

節を修飾させる前置修飾型とがあり、互いに相関的な構造になっている。 この 2 つの構造

以外に、動詞派生名詞をヘッドに持つ属格後置詞を使用した名詞修飾構造に、文法関係の

~ :m: '1企が看取できたD 属格後置詞で、つながれる名詞 PredN (Gen ) に主語もしくは目的

語という文法関係が内在するのである。 文の名詞句化ともいえるこの構造は、動詞 (V)

に当たるのがヘッドであり、 PredN ( Gen) には、自動詞文であれば主語 (8) 、他動詞

文であれば目的語 (0 ) が内在する 。 この他動詞文の場合、文要素としての主語 (8) が

表示されていない状態にある、いわば不完全名詞句である。 これが第 5 章の名詞と動詞の

述語複合で円的語として使用されると、主語 (8 ) は、文の方で自動的に補われる。 また、

名詞句で文要素を完全に補うこともできる。 その場合には、主語 (8 ) が PredN (Gen) 

に内在し、目的語であった対象は、後置詞を使用した斜格名詞句になる。

第 4 章では、単文が 2 つ以上から成る集合体を定形節型(乃pe 1 ) ，非定形節型(Type

II ) に分け、例文を観察し分析を行った。 前者には俵続詞を使用したものであり、後者は

従属側の単文を非定形節(斜絡名詞句や副詞使用の斜格分詞)に変換したものである。 こ
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れ ら も互いに構造的なキ1 11期性があるものである 。 本論文では細かな区分けまではしていえ

いが、これは今後の研究で扱 う。

第 5 章か ら 第 7 章までは、述語複合を抜った。 まず、第 5 章では、 よれ討と動詞の述語復

合を取り上げたが、名詞編入型として「数学の勉強をする 」 型と 「数学を勉強するJ~の

2 つの思l が観察された。 前者は、第 3 章の名詞修飾構造で観察した不完全名詞句が定形動

詞の日的語として使用されるものであり、後者はその不完全名詞句が 2 つに分かれ、対象

であるものを属格以外の格標示をし、抽象名詞に当たる動詞派生名討を定形動詞側に編入

するものである 。 それぞれ、半名詞編入型， 名詞編入型として分類して分析を行ったが、

ヒンディ一語は半名詞編入型の表現をするものが多い。

また、名詞編入型以外に、 「医者になる J ， í馬鹿にする J のような「に+なる/する」

なるを述語複合型として扱った。 これは、命題である名詞述語文を第一層の 「なる/する J

の宇語もしくは目的語に埋め込んだこ層構造を成すものになる 。 奥行きの埋め込みではあ

るが、 一次元的には述語が連続する型である。 認知構文もこの型に入るが、埋め込み側の

名詞述語文の主語 (8 ) を第一層の目的語 (0 ) にし、対格標示をした上で、 述語名詞を

失業者にしてしまうのが特徴である。

ヒンディ一語では、名詞とmJJ詞を複合する場合、 構造が大きく異なり、文をあらかじめ

属格による不完全名詞句にし、これを第一層で目的語にする構造と 、 名詞述語文を主語，

目的語に埋め込む構造の 2 つが存在する 。 この異なる構造は、 以下の形容詞 ， 動詞との述

語複合の基本的な論理構造となる。

第 6 章の形容詞と塁手J詞を複合したものについては、「動詞十形容詞J と 「形容詞+動詞J

の 2 つに分けて、その構造を分析した。 「動詞+形容詞J になる型については、 動詞の形

態が斜格になり後置詞を伴うものと、後置詞をなくしたゆ格の斜格形になるものが存在す

る 。 この述語形容詞の種煩はさほど多くはなく、本論で挙げているもの以外にもあるでは

あろうが 、 もう 1 つの述語複合型ほど頻繁に使う構造とはいえないであろう 。 今述べた述

語複合は 、 先の名詞複合と同様の統語構造を構えるものであり 、 第一層の主語， 目的語に

埋め込まれる命題が 、 形容詞述語文に変わるのである。 埋め込み側の形容詞述語文の主語

(8 ) を第一層の目的語 (0) にし、対格標示をした上で、 述語形容詞が失業者になる。

第 7 章の動詞と動詞を複合したものも 、 先の構造に従い、 複合動詞と動詞複合の 2 つの

死Ij に分けた。 複合動詞は、動詞の語幹と定形動詞の複合形式で、 2 つの動詞が揃ってはじ

めて意味を成すものである 。 これは、 一次元的に動詞連続であると同時に 、 ほぼ一体とし
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て V の機能を県たすことになる。一方、動詞述語複合は、動詞述訴え-が第一層の主語，

目的語によ里め込まれたこ層構造になる。 先行動詞の形態は、語幹，不定詞，未完 f分詞，

完了分詞がある。 語幹と定j杉動詞の複合は先の複合動計lにも観察されるが、動詞述語復ム

の場合、後続動詞が、本来の窓|床ではなく漠然化したものになる。 ヒンディ一語の代点的

fs-後続勤前jには、( j舅� ' r行く 」 が准げられる 。 これは、漠然化されると「行為に至る J

というニュアンスを生むことになる 。 このような動詞がヒンディ一語にはいくつかあるが、

それぞれが 、 元の動詞に関連したニュアンスを生むものになるのである。 不定詞の場合は、

形態が直格であれば名詞性が強いものとなり、目的語そのものとして機能する。 しかし、

不定詞の斜絡形を取る場合は、第一層の主語， 目的語への埋め込みになる。特に目的語に

埋め込まれる場合は、第二層の命題になる動詞述語文の主語 (8 ) は、第一層で目的語 (0)

になり、不定詞斜格形は失業者になる。 不定詞が斜格形になるのは、命題が埋め込まれた

結果、文要素として機能しなくなったことを示すためである。 この構造を取る代表的な動

詞( den� ' r与える」は、許可を表わすものとされるが、 一見、論理的な「彼に行くこ

とを与える 。 」という 一次元的な捉え方をすると、不定詞が直格でくるはずである 。 しか

し、斜格になっているのは、理め込み文の述語が失業者としての立場を取るからである。

先行動詞の形態が未完了分詞，完了分詞になる場合も、形態が直絡と斜栴に分かれる。 斜

格側は未完了もしくは完了の状態であること保持した副詞的用法であり、文要素としては

失業者である 。 しかし、同じ埋め込みではあるが 、 直格で主語に性 ・ 数一致するものもあ

り、後続動詞の意味が漠然化したものが多い。 代表的なものは‘ rahnä ' r (ずっと)い

る/ある，続く J ， (j舅� ' r行く J である。

また、もう 1 つ接続分詞( -kar 'を先行動詞の語幹に付加したものがあるが、白木語

の「行って来る J のようにどちらの動詞も本来の意味を保っているものを表わす。

第 8 章では、第 7 章に例だけを挙げた使役接昨を語幹に複合(正確には謬着)したもの

を、同じ円木語の使役接辞と構造の対比し、共通性を看取した。ヒンディ一語も日本語も、

英語のような独立した動詞(( make , cause , get, have '等)を用いるのではなく、接辞

を用いるが、この接辞自体を動詞の機能を持つものと見立て、その目的語として、別の動

詞述語文を埋め込んだものと考えると、ヒンディ一語も日本語も「その状態にする/その

状態を作り出すJ という具合に解釈できる。 実際の行為者の意を介さない強制性が生じる

メカニズムになるもので、木論文では「する J 型使役と呼んで、いる 。 もう 1 つ 、 日本語に

は容認または強制を表わす 1"'-' に...させる J という使役接辞を使用した表現がある。この
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場合、ヒンディ一語では、第 7 章の許可を表わす不定詞斜格形と動詞‘ dena ' r 与える 」

を複合する形式になる 。 これと同じ複合形式を持つものに動詞‘ pana ' r得る J がある

が、円本語の 「 させても ら う J に当たり、 H 木語に訳すと、ヒンディ一語の不定詞には伎

役接辞が付いたものが使用されるわけではなく 、 埋め込みの命題が使役接辞を複合したも

のになる 。 ヒ ンディ一語のこの構造は、 「私は(夜、自身が)行くことを得た。 J となり、 I1

本語の自分以外がする行為を自分がもらう場合に使用する 「 してもらう J とは違う，意味に

なることが 、 明らかになった。

第 9 章では、統語構造の範囲内にある談話文法要素を抜った。 談話要素の語を使用した

例を挙げ、さらにヒンディ一語以外の南アジアの言語でも観察される与格後置詞の直接円

的語への付加について論じるに至った口 この直接問的語への付加の機能も含め 、 ヒンディ

一語では、 与格後置詞が本来の与格標示機能以外のところで使用されることに着目して議

論している。 他の後置詞にも取って代わり得るこれが、 日本語のテーマ性を付与するマー

カー「は」 と酷似した卓立機能を持つことが明らかになった。

第 10 章では、 本論文の分析法で明らかになった統語構造および文法関係の重層性をま

とめた。

これらを観察 ・ 分析した上でいえることについてもここでまとめておきたい。一番大き

な点でいえば、 一次元的な記述では理解し得なかったヒンディ一語の構造は、文を名詞句

にする場合であれ、文を埋め込む場合であれ、 重層的に構築されていることである。

ドラヴィダ諸語の影響を受けたともいわれる非定形節(乃pe II ) の名詞修飾構造につ

いて言及すると 、 論理の中できちんと位置付けされており 、 高IJ詞的な斜格名詞句(1'"'-'す

る時J を除く)にはほとんど使用せず、主語， 目的語の文法関係が成り立つものにのみ使

用している。 そして、実際多く用いられるのは、 この名詞修飾構造よりもヘッドの名詞と

定形節との文法関係をはっきり表示しやすい関係詞による構造が使用される。 定形節内の

文は ov もしくは sv のままであるが、 ヘッドの名詞を後置修飾する構造は、 インド ・ ヨ

ーロ ッ パ語族の諸諸とよく似ている。 これに対し、英語の影響を受けたものと 一概に言 う

ことはできない。 実際、発惣、門体は日本語でもありえることは、本文中にも説明したとお

りである 。 ただし、日本語の場合、この論理構造は、書き言葉ではなく、話し言葉になら

ばみられる語順である。

また、本論文で焦点を当てた述語複合、 すなわち重層構造を成す命題の埋め込みも 、 ヒ
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ンディー話内ではかなり頻繁に行っているということがし 1えよう。述5昨夏合の部分をセッ

トで覚えるのも 1 つだが 、 メカニズムに則れば、J:_rflめ込みの :用構造であること、第 てj習

の命題の主語が口的語として表示され、非定形の動詞が失業者になるメカニズムが母体に

なっていることは、文生成の共通の公式として成り立つのである。 それは、闇雲に格原汀、

されるものでもなく、きちんと論理に則って文法関係に合った格原ボをしている。

このように、ヒンディ一語では常に文法関係と格標示がかなり厳密に意識される上に、

動詞の形態にみられる未完了分詞，完了分詞も、それが指し示す未完了もしくは完了とい

う相を意識もしている 。 日本語を母語とする者にとっては、この区別は方言レベルでしか

みられず、標準語ではもはや『て』形がどちらをも表わすのでなかなか理解し難い。 外国

人のわれわれには意識しにくいところであり、ネイティブは無意識のうちの意識なので、

はっきりわれわれに機能を伝えることはできない。 よくインド人から質問されることの 1

つに、「はJ と 「が」の違いがある 。 われわれとしては用例を出せても、実際、インド人

に機能を分かりやすく説明することができない。それと同じことである。

動詞の複合については、われわれの日本語をみれば、かなり頻繁に使用しているにもか

かわらず、その意味が表現しにくいところから説明を回避する傾向にあるが、論理構造は

埋め込み型二層構造であり、基本的に日本語のそれと同じである。 醸し出すニュアンスに

はずれもあり、同じ動詞を使用するものばかりではないが、これ自体、ヒンディ一語にみ

られる特別な構造ではなく、日本語のそれを考えれば、理解しやすいものになるのである。

音声であれ文字であれ、言語を線的に捉えれば、単なる述語の複合であり 、 sov のヒ

ンディ一語では、後続するt1J詞群が命題となる核への演算子として付加されるようである

が、論思形式からすれば、 )l:_ を埋め込んだ重屑構造を成すことが、視覚表示した統語構造

凶で|明らかになっている 。 これが言語能力の統語スキーマともいえるわけで、これに則り、

語を定位置に置くこと、そして相応の格標示をさせることが、原理的なメカニズムであり、

外国語の場合は、外国語の統語スキーマと母語の統語スキーマと照らし合わせることによ

り、話を白由に使いこなせるようになるものと思われる。 ここにこそ、本論文で示した重

層的構造図の意義があると筆者は信ずるものである。
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本論文では、従来のヒンディ一語の伝統文法・規範文法では説明されることのなかった、

語を操作する論理形式とい う 層構造に焦点を 当 てて、ヒ ンディ一語の統語構造および機能

(文法関係)の重層性を解明してし 1 く 。

第 1 章では、統語分析に当たり、ヒンディ一語の品詞分類をし、ヒンディ一語の構造的

な特徴を捉えるため、基本的なヒンディ一語の構造をメタ言語化している 。 特に動詞とコ

ピュラ動詞の複合により現在時制を表わすヒンディ一語は、コピュラ動詞以外にも別の動

詞を複合させることがある。一見、線的にみえるこの動詞連続の層的な側面を概観するも

のとして、命題と時制 ・ 相 ・ 法が織り成す構造を、日本語の動詞連続との構造対比に照ら

し合わせて、核と演算子という構造概念で説明を加えている。 参照のため、ヒンディ一語

と日本語の動詞のパラダイム表も挙げてある 。

第 2 章では、第 1 章でメタ言語化した基本文型に従い、単文構造を、具体例を挙げなが

ら観察している 。 ヒンディ一語には、構文として普通の平叙文(名詞述語文，形容詞述語

文，自動詞文，他動詞文，存在文)の他、与格構文， 日本語では観察されない能格構文が

存在する 。 能略構文は、ヒンディ一語の場合、目的語を持つ他動詞文の他動詞が、完了分

詞になる場合にのみ現われる構造である。 与格構文は、行為者を与格にした構造であるが、

これは、日木話のように与格専用の動詞を持つわけではなく、抽象名詞と一般的な自動詞

により表わすものが多数である 。

第 3 章では、名詞修飾構造を取り上げ、統語類型を列挙し、構造中に内在する文法関係

を詳細に観察している 。 構造上の特徴として、ヒンディ一語には修飾部をヘッド名詞の前

に置く前置型と後に置く後置型がある。基本的に 80V 語JI頃なので、ほとんど修飾部が前

置されるが、唯一修飾部が後置されるのは、定形節、すなわち関係、詞，同格接続詞を用い

る構造である 。 この構造と相関的なものが、この定形節を非定形節に変換した上で前置す

る構造である 。 しかしながら、この変換には、文法関係の制約がかかっている。

この 2 つの構造以外に、文法関係が二重になる構造として、動詞派生名詞をヘッドに持

つ構造がある 。 文が句と化すこの構造は、動詞 (V) に当たるのがヘッドであり 、 属格後

置詞でつながれる名詞 PredN (Gen) に主語 (8) もしくは目的語 (0) としづ文法関係が

内在する 。 自動詞出自であれば主語、他動詞出自であれば目的語が内在する 。 前者は、斜

格語節に使用され、後者は、文の目的語として使用される。 また、他動詞出自の名詞の場

合、主語 (8) が PredN (Gen) に内在し、目的語であった対象は、後置詞を使用した斜

格名詞句になる 。
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第 4 章では、複文構造と題し、rp_文が 2 つ以上から成る集合体を定形節型 (Type 1 ) , 

非定形節型 (Type II) に分け、例文を観察 し分析を行っ た。 前者は接続詞を使用したも

のであり、後者は従属側の単文を非定形節(斜栴名詞句や副詞使用の斜格形分詞)に変換

したものである 。 これらも互いに構造的な相関性があるものである 。

第 5 章から第 7 章までは、複文の一種として、単文が別の単文に埋め込まれた述語複合

を扱っている 。 まず、第 5 章では、名詞と動詞の述語複合を取り上げたが、名詞編入型と

して「数学の勉強をする」型と「数学を勉強する」 型の二dつの型が観察された。 前者は、

第 3 章の名詞修飾構造で観察した不完全名詞句が定形動詞の目的語として使用されるもの

であり 、 後者はその不完全名詞句が二つに分かれ、 対象で、あるものを属格以外の格標示を

し、抽象名詞に当たる動詞派生名詞を定形動詞側に編入するものである 。 それぞれ、半名

詞編入型，名詞編入型として分類した上で、分析を行ったが、ヒンデ、ィ一語は半名詞編入型

の表現をするものが多い。

また、名詞編入型以外に、「医者になる J , í馬鹿にする j のような「に+なる/する J 州

の構文を述語複合型として抜っている 。 これは、命題である名詞述語文を第一層の「なる

/する J の主語もしくは目的語に埋め込んだ二層構造を成すものになる。一次元的には述

語が連続する型であるが、名詞述語文の埋め込みによる二層構造である。 認知構文もこの

型に入るが 、 これらは 、 埋め込み側の名詞述語文の主語 (8) を第一層の目的語 (0 ) に

し 、 対絡標示をした上で、述語名詞を失業者にしてしまうのが特徴である 。

ヒンディ一語では、名詞と動詞を複合する場合、構造が大きく異なり、文をあらかじめ

属格による不完全名詞句にし 、 これを第一層で目的語にする構造と 、 名詞述語文を主語，

目的語に埋め込む構造の二つが存在する 。 この異なる構造は、 以下の形容詞，動詞との述

語複合の基本的な論理構造となる。

第 6 章の形容詞と動詞を複合したものについては、「動詞+形容詞J 型と「形容詞+動

詞J 型の二つに大きく分けて 、 その構造を分析している。 前者については、動詞の形態が

斜格になり後置詞を伴うものと 、 後置詞をなくしたゆ格の斜格形になるものが存在する。

後者の述語複合型は、先の名詞複合と同様の統語構造を構えるものであり、第一層の主語，

目的語に埋め込まれる命題が、形容詞述語文に変わるのである 。 埋め込み側の形容詞述語

文の主語 (8 ) を第一層の目的語 (0) にし 、 対格標示をした上で、述語形容詞が失業者に

なる 。

第 7 章の動詞と動詞を複合したものも 、 先の構造に従い、複合動詞と動詞複合の 2 つの
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型に分けた。 複合動詞として扱ったものは、動詞の語幹と定形動詞の複合形式で、 2 つの

動詞が揃つてはじめて意味を成すものである 。 つまり、これは、 一次元的には動詞連続で

あっても、ほぼ一体として V の機能を果たすことになる。一方、動詞述語複合は、動詞述

語文が第一層の主語， 目的語に思め込まれた二層構造になる 。 先行動詞の形態は、語幹，

不定詞，未完了分詞，完了分詞がある。 語幹と定形動詞の複合は先の複合動詞にも観察さ

れるが、動詞述語複合の場合、後続動詞が、本来の意味ではなく漠然化したものになる。

ヒンデ、ィ一語の代表的な後続動詞には、(jana ' í行く」が挙げられる。 これは、漠然化され

ると「行為に至る J というニュアンスを生むことになる 。 このような動詞がヒンディ一語

にはいくつかあるが、それぞれが、元の動詞に関連したニュアンスを生むものになるので

ある 。 不定詞の場合は、形態が直格であれば名詞性が強いものとなり、目的語そのものと

して機能する 。 しかし、不定詞の斜格形を取る場合は、第一層の主語， 目的語への埋め込

みになる。特に目的語に埋め込まれる場合は、第二層の命題になる動詞述語文の主語 (S)

は、第一層で目的語 (0 ) になり、不定詞斜格形は失業者になる。不定詞が斜格形になる

のは、命題が埋め込まれた結呆、文要素として機能しなくなったことを示すためである。

この構造を取る代表的な動詞‘ dena' í与える」は、許可を表わすものとされるが、 一見、

論理的な「彼に水を飲むことを与える。 J という 一次元的な捉え方をすると 、 不定詞が直

格でくるはずである 。 しかし、斜格になっているのは、埋め込み文の述語が失業者として

の立場を取るからである。 先行動詞の形態が未完了分詞，完了分詞になる場合も、形態が

直格と斜格に分かれる 。 斜格形は未完了もしくは完了の状態であること保持した副詞的用

法であり、文要素としては失業者である 。 同じ埋め込みにより、主語に↑生 ・ 数一致する直

格形も同時に存在するが、両者の意味区別には、さしたる違いはないようである 。 これら

の後続動詞の意味も漠然化したものが多い。 代表的なものは‘ rahna ' � (ずっと)いる/

ある，続く J ,‘ jana ' í行く」である。

また、もう 一つ接続分詞‘ -kar 'を先行動詞の語幹に付加したものがあるが、日本語の

「行って来る J のようにどちらの動詞も本来の意味を保っているものを表わす。

第 8 章では、接辞を持つヒンディ一語の使役と、同じく使役の接辞を持つ日本語の使役

を、統語構造分析に基づき、論理展開の共通性を探る 。 ヒンディ一語も日本語も、英語の

ような独立した動詞( ( make , cause , get , have '等)を用いるのではなく、接辞を用い

るが、この接辞自体を動詞の機能を持ニつものと見立て、その目的語として、別の動詞述語

文を埋め込んだものと考えると、ヒンディ一語も日本語も「その状態にする/その状態を
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作り山すJ という共合に解釈できる。実際の行為者の怠を介さない強制性が生じるメカニ

ズムになる。本論文では「する」型使役と呼んでいる。もう一つ、日本語には容認もしく

は強制を表わす r~に .. させる J という使役僚辞を使JlJ した表現がある。 この場合、ヒン

ディ一語では、第 7 章の許 nI を表わす不定詞斜格形と動詞， den� ' r 与える J を複合する

表現になる。これと同じ複合形式を持つものに動詞， p縅� ' r得る J があるが、日本語の

「させてもらう J に当たり、埋め込みの命題が使役接砕を複合したものに訳される。ヒン

ディ一語の不定詞には使役接辞が付いたものが使用されるわけではなく、これは日本語の

使役接辞から生じる容認の意を利用した意訳である。ヒンディ一語のこの構造は、 「私は

(私自身が)行くことを得た。」となり、日本語の自分以外がする行為を自分がもらう場合

に使用する「してもらう J とは違う意味になることが、ここでは明らかになっている。

第 9 章では 、 統語構造の範囲内にある談話要素について、それらを使用した例を挙げ、

さらにヒンディ一語以外の南アジアの言語でも観察される与格後置詞の直接目的語への付

加について論じた。 他の後置討にも取って代わり得るこの与格後置詞が、円本語のテーマ

性を付与するマーカー「は」と酷似した機能を持つという仮説を立てるに至ることになる。

第 10 章では、本論文の分析法で明らかになった統語構造および文法関係の重層性をま

とめた。また、第 9 章で論じた談話要素にまつわる層を試験的に統語構造図に含め提示し

ている。

本論文の主眼は、言語運用を試みる際に必要となる語の配置による論理形式を統語構

造図に示し、ヒンディ一語における言語能力の規則を解明することにある。線的なストリ

ングで捉えられがちな言葉も 、 実際は命題の複合から成る層構造を持つものであり 、 ヒン

ディ一語の論理形式とわれわれの母語である日本語の論理形式の間にある共通点もしくは

相違点を同時に明示することで、われわれが外国語としてヒンディ一語を学ぶ上での手が

かりにもなることを同時に期するものである。
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construction) 向守合言 1 R:nて市慢すq- %w引で午開示前向寸言 I~市
川 l寸引|叶府て言「司告さ R有叶|刈|イ)骨相州己|寸押寸 (Dative construction) 

き ? 苛さ吃ず「台ι 号寸向羽告さ|可てそ[町ぜ十希有て可てヨ寸合寸市了前市向で守
司茂寸了|

司可T可ミ苛府下向ふ内寸引け寸|荷台可マ慢す諭て叶 i 刈r-;:fì輸相時布

引 t寸寸!北市下 h~ 倫可下さ|軒可て慢す坑て叶|可r-;:fì台目下祈て向甘す

き R有用可前可可守削 d 寸 IY 肝買で「押寸司「提ず「苛向守合言 7 可否叶|刈r-;:fì苛ぜ十
向守す|布令刊T寸マて叶|刈|イ)苛府守 π可下き R有わ打寸府下令苛T介仏fq 寸

向台可出ëfTW (日nite 山u臼)てす伝可T 司甘さ|

d川匂::fì叫き R有択で午引材十ポ「まI n-司両市論百て司「嗣甘さ ? ヨオ行寸弓午
前布市高下守町下さ I Cfl明白ベイ|明命三官c:n-可育行才弓午前布市寸前it 苛ポ寸
司下肝布甘さ I 3干珂T可'ð 8ι 布行才弓午前ず十 (Complex Sentences) ポ「寸前it 苛
計き駅判明|伝て:πてき I crm-命府内可苛可校明可下司君倫相可可何モ干
台古「な司N布刈「ぇfr:rëì向台可町「倫可下町向すき\可否訂頁寸ぞ (Type 1 )令村
市下言論て向そ寸前苛可廿明仏fqけ向台可釘守了言論て司令町可相台市可

持制Rfqけ向台可可下両市町向甘さ?可否訂柄引Type II) 令村市下さ|
さす 一一

苛苛苛 RT 珂言τTT ， 押可電市町で廿 (Type 1 ) 

情苛T斗令許可可可否市苛T"Q!TT I (Type II) 

可下

dfr 令苛T斗希有可可司- ).什苛博τT下 I (Type II) 

訂閉そ苛苛命寸州 qI Cf司令不可骨陀てC 司ミ干可閉丁苛苛「訂許可苛剖刈Rfq寸
何台可州 q l 刑可下CfTëfìn々 | 苛司市下言論て何ポI l~明前可可令 h 九三 n

出司rqq- (Adverbial Phrase ) 令開T寸骨相内向、己防可了 間下さ|百合引「討品、ι
市有 (embedded sentence) 布噴き|布台市L 守明守同社台財布n-守可向寸可Fdirëì
州 ql 刑命て制「ミfq寸出 ql 引市下肝切れr き|何択芝市了罰可可対ミf q-~寸

前有者マ「斥布言討下さ|

苛可T可又 ? ミ ?百 台町守寸向台τr 市下旬~諭て別枠両市町可丁き川河T寸
足骨用丁+向台τf ， 司珂T可ミ廿 fqれ OT + 向台可 1 司珂T可ゆ苛向可十 +

2 



平 方 一 切 ユ ィ 司 却 中4 4 b r中 ヨ 斗 一 主 当 + 却 封 書 A 訓 才 当 パ ペ 丑4 4 司 →

岬 一 割 当 当 討 「 羽 川 r x 非 年 ( 当 什 キ ヨ 訓H 1 3 寸 分 3 4 1 4 ) 4 川 ザ キ 3 0 斗

弘 ィ ヨ 当 ル 争 当 ヨ ケ ヨ 到 苛 4 → 4 4 J r 金 ， Z J 斗 羽 ド キ 2 ぬ 訓 叶 刈4

刈 卦 1 1 4 寸 分 当 当 斗 1 3 1 川 一 刈4 4 ベ ω 剖 Z 矛 斗 乱 当 4 4 2 4 ヨ 当 分

到 斗 当 到 斗 合 勾 コ 斗 年 勾 苛 苛 4 2 4 → 4 司 寸 岬 一 川 ヲ キ ー ヲ 午 立 当 主r

卸 勾 ま す 1

( O H H H Z E 5∞ ) ⑪ 非 合 当 司 「 当 斗4 4 2 例 斗 当 4 沖 4 N 才 斗 。 斗 寸 岬 一

お 4 1 穿 川 斗 到 川 叫 排 卵u 局 当 事 到 1 4 4 m 一 ω 4 合 司 当 斗 ま 4 → Z 卦 ド

事 A d斗 寸 合 ヨ 4 b r 当 斗 到 ベ 中 川 内 一 店 一 斗 乱 イ 泊 中 印4 J 斗 当 ゴ 斗 z r a斗 1 4 ィ
A 叫

才 当 A F 司 斗 川 内 一1 4 叫 叫 ま 4 → ω 中 耳 今 乳 ヨ ヰ 牛 乳 ベ 「 4 → 1 4 → 川 川 斗 タ

局 当 ヰ コ 割 安 当 ω 平 当 伺 2 4 年 今 机 W 件 当 オ キ 川 ケω 4 咋 舟 斗 当 ヰ 当 Z 4

4 r 6匂 1 m u 宮 4 か 司 副 キ 才 4 → ω 4 b r 会 A W ヰ 判 事 付 当 分 雪 急 到 寸

5 4 肌 ィ 瓜 寸 ケ 4 刈 到 司 争 丞 到 討 「 ( m E B E E S - - s t oロ ) 乱 イ 幻2 4 寸 分 う 4 b r

m 一 割 当 ヨ 司 「 刈 斗 卦 斗 玉 オ ω キ b r 今 矛 司 斗 寸 岬 一

島 足 → 4 n m 吋 却 部 分 芳 司 君 主 4 寸 勾 却 斗3 斗 到 寸 却 $ 1 2 4 「 ヨ → 岬 一

却 斗 卦 河 川 当 ゴ 什 平 方 ヨ 4 4 4 r 4 寸 ド キ 軍 当 分 月 引 叶 昨 当 河 村 オ ヨ4 4 4判 3 4

3 ゴ 剖 ベ ヨ ヰ ゴ 当 1 m 一 川 斗 1 1 4 ω キ 咋 叫1 4 1 到 剖 g 4 4 ヰ 今 斗 玉 ゴ ω キ 乱 イ

オ ヨ ヰ 到 当 卦 勾 3 4 1 2 4 汎 イ 当 イ 中 川 一

当 g

→ 4 月 中 ラ 穿 到 司 司 「 ( 己5 8 5 ∞ の 例 区 日 百 貨 ) 合 判 矛 乱d 「 卦 乱 叫 到 ベ 勾 1 4

当 却 基 ゴ 「 矛 当 ヨ → 岬 一 当 州 内 斗 イ ヨ4 4 ヨ → 非 合 3 4 当 岩 4 4 4 処 中 内 川 斗

当 処 分 針 却 沖 叫 当 4 4 ル ド ヨ キ ー 告 キ
2 1 川 合 勾 別 手 当 → 中 川 内 卦3 1 4 4 2 ベ

1 A 叫 宮 内 z q v v ヲ ー プ 3 3 → 沖 一 中 2 d g 斗 4

乱 3 4 当 斗 刈

当 叫 子 剖 玉4 寸 ( Z巳 戸 門 伊 ] F S ∞ g m o )年 当 初 司 矛 判 中 川 一

割 合 3 2 4 針 到 ヰ ル 4 4 当 斗 到 刀 到 当 到 斗 合 3 3 卦 斗 当 ド キ E 4 斗 4 4

r 4 → ヨ → 川 一 ヨ4 2 乱 イ 羽 川 3 4 1 N 穿 勾 4 d 4 当 ペ 到 ル 4 2 河 川 当

判 卦 ヰ 3 2 当 到 到 1 2 0 出 口 E O ロ o g )事 訓 穿 川 内 一 旬 斗 玉4 「 守 4 4 気 斗 一 h \ Z \ v

当 4 剖 斗 ヨ 当 → 斗 E 例 剖 ( 与 の 日 舎 の5 2 2 ) 3 4 当 1 m 卦 荷 札 ザ ヨ ゴ ヨ 斗

到 司 討 「 政 卜 剖 斗 当 ベ 到 E 例 4 4 偽 丑 斗 寸 当 斗 寸 当 一 到 → 司 「 羽 川 穿 羽 到 斗 合

当 4 瓜 ィ 4 J 省 方 刈 門1 4 → 矛 当 4 ィ ヨ ペ 到 勾 判 寸 ( O σ一 肝 心 ロo z o g )分 当 4 手 当 1

m 一 却 斗 計 到 斗 当4 当 4 4 ル r a ヨ ペ 到 矛 例 剖 ヲ ヲ ヨ キ ヨ → 合 当4 当 1 m 一

肌 ィ 1 1 m r 担 当 1 F 例 到 当 ヨ ヰ 斗 ヨ 到 却 』 司 事 訓 初 何 件 当 ゴ 斗

供 刊 で 才 → 肌 イ 一2 4 中
2 奇 「 斗 到 斗 当 ヨ → 4 川 4 w 寸 割 当 g → 4 m 4 穿 4 → 岬 一

手 当 4 m o 年 斗 ヨ 到 F A → 4 1 4 4 4イ 当 今 4 1 4 4 → 川 4 w 『 4 叫 勾 4 4 2 A

告 剖 4 4 年 え げ 当 到 → 司 宅 斗 3 河 1 r 4 「 ヰ 寸 岬 一

2 2 4 B J 2 4 一 勾 手 到 勾 2 4 引 イ 非 ヨ 斗 到 ベ 却 乱 立 穿4 → 1 4 → 岬 一 ヨ4 4

ω キ 叫 中 旬 A 斗 4 沖 斗 E 4 斗 乱 イ 到 4 対 斗 卸 判 「 M 1 1 4 3 中 川 一 ω 4 2 4 斗

引 イ ヨ ベ 到 斗 件 4 刈 今 ヲ 羽 川 初 判 勾 サ 斗4 寸 到 → 卦 討 「 D 4 司 卦 4 d 4 4 う ベ

矛 ベ 。 斗 5 1 ω キ 乱 イ E W 刷 平 玉 オ ル 吋 例 4 b r S 4 J，

4 → 矛 d ヰ 4 ベ 勾 4 4 4 → 矛 斗 一




	
	000000407460-1
	0001
	0002
	0003
	0004
	0005
	0006
	0007
	0008
	0009
	0010
	0011
	0012
	0013
	0014
	0015
	0016
	0017
	0018
	0019
	0020
	0021
	0022
	0023
	0024
	0025
	0026
	0027
	0028
	0029
	0030
	0031
	0032
	0033
	0034
	0035
	0036
	0037
	0038
	0039
	0040
	0041
	0042
	0043
	0044
	0045
	0046
	0047
	0048
	0049
	0050
	0051
	0052
	0053
	0054
	0055
	0056
	0057
	0058
	0059
	0060
	0061
	0062
	0063
	0064
	0065
	0066
	0067
	0068
	0069
	0070
	0071
	0072
	0073
	0074
	0075
	0076
	0077
	0078
	0079
	0080
	0081
	0082
	0083
	0084
	0085
	0086
	0087
	0088
	0089
	0090
	0091
	0092
	0093
	0094
	0095
	0096
	0097
	0098
	0099
	0100
	0101
	0102
	0103
	0104
	0105
	0106
	0107
	0108
	0109
	0110
	0111
	0112
	0113
	0114
	0115
	0116
	0117
	0118
	0119
	0120
	0121
	0122
	0123
	0124
	0125
	0126
	0127
	0128
	0129
	0130
	0131
	0132
	0133
	0134
	0135
	0136
	0137
	0138
	0139
	0140
	0141
	0142
	0143
	0144
	0145
	0146
	0147
	0148
	0149
	0150
	0151
	0152
	0153
	0154
	0155
	0156
	0157
	0158
	0159
	0160
	0161
	0162
	0163
	0164
	0165
	0166
	0167
	0168
	0169
	0170
	0171
	0172
	0173
	0174
	0175
	0176
	0177
	0178
	0179
	0180
	0181
	0182
	0183
	0184
	0185
	0186
	0187
	0188
	0189
	0190
	0191
	0192
	0193
	0194
	0195
	0196
	0197
	0198
	0199
	0200

	000000407460-2
	0201
	0202
	0203
	0204
	0205
	0206
	0207
	0208
	0209
	0210
	0211
	0212
	0213
	0214
	0215
	0216
	0217
	0218
	0219
	0220
	0221
	0222
	0223
	0224
	0225
	0226
	0227
	0228
	0229
	0230
	0231
	0232
	0233
	0234
	0235
	0236
	0237
	0238
	0239
	0240
	0241
	0242
	0243
	0244
	0245
	0246
	0247
	0248
	0249
	0250
	0251
	0252
	0253
	0254
	0255
	0256
	0257
	0258
	0259
	0260
	0261
	0262
	0263
	0264
	0265
	0266
	0267
	0268
	0269
	0270
	0271
	0272
	0273
	0274
	0275
	0276
	0277
	0278
	0279
	0280
	0281
	0282
	0283
	0284
	0285
	0286
	0287
	0288
	0289
	0290
	0291
	0292
	0293
	0294
	0295
	0296
	0297
	0298
	0299
	0300
	0301
	0302
	0303
	0304
	0305
	0306
	0307
	0308
	0309
	0310
	0311
	0312
	0313
	0314
	0315
	0316
	0317
	0318
	0319
	0320
	0321
	0322





